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例
一
一
一
一
巨

1 本書は、平成12年度に当センターが実施した日高自動車道厚真門別建設工事に伴う鵡川町米原

3遺跡・米原4遺跡・宮戸3遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

本書の執筆は、 I章：佐藤和雄・鎌田望・芝田直人・大泰司統、 Ⅱ章：佐藤・鎌田・花岡正

光、 Ⅲ章：鎌田・袖岡淳子、 Ⅳ章：鎌田・袖岡・芝田、 V章：鎌田・袖岡・芝田・大泰司、Ⅵ

章：鎌田・袖岡・芝田・大泰司が担当した。

Ⅶ章の執筆を含め、各種測定、同定は以下の通り

黒曜石産地同定および黒曜石水和層年代測定を彙科哲男氏(京都大学原子炉実験所)に依頼した。

遺跡のテフラ分析は、第1調査部第1調査課花岡正光が行った。

石器等の石材鑑定は花岡の指導を受けて、袖岡・芝田が行った。

写真撮影は、現場においては、担当調査員が各自の責任において撮影し、袖岡が一括して写真整

理を行った。整理作業時の遺物撮影は、大泰司と第2調査部第2調査課中山昭大が行った。

調査報告終了後の出土遺物および記録類については鵡川町教育委員会が保管する。

調査にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導ご協力をいただいた(順不同、敬称略)。

北海道教育委員会、鵡川町教育委員会、北海道開発局（現、国土交通省北海道局）室蘭開発建

設部、盛興建設株式会社、北海道文化財保護協会扇谷昌康、社団法人北海道ウタリ協会鵡川支

部近森聖美、門別町図書館郷土資料館川内谷修、平取町教育委員会森岡健治・長田佳宏、

静内町郷土館藪中剛司・斎藤大朋、浦河町教育委員会川内基苫小牧市埋蔵文化財調査セ

ンター佐藤一夫・宮夫靖夫・赤石慎三・兵藤千秋、苫小牧市役所渡辺俊一・二階堂啓也・大

泉博嗣・鈴木耕榮、伊達市教育委員会大島直行・青野友哉・小島朋夏、虻田町教育委員会角

田隆志、千歳市教育委員会大谷敏三・田村俊之・豊田宏良・遠藤昭浩・乾哲也、千歳サケの

ふるさと館高橋理、恵庭市教育委員会上屋真一・松谷純一・森秀之・佐藤幾子・長町章

弘、北広島市教育委員会遠藤龍畝､深川市教育委員会葛西智義､富良野市郷土館杉浦重信・

澤田健、帯広市教育委員会北澤実・山原敏郎、余市町教育委員会乾芳宏、北桧山町教

育委員会谷岡康孝、七飯町教育委員会石本省三、函館市立博物館長谷部一弘、青森県埋蔵

文化財センター平山明寿・成田誠二・小田川哲彦・坂本真弓、八戸市教育委員会村木淳・

大野亨・小笠原善範、 シン技術コンサル株式会社大島秀俊・長谷川徹

2

Q
J

4

５

６

1



凡例

遺構の表記は以下に示す記号を使用し、原則として確認順に番号を付した‘

H:住居跡P:土曠TP :Tピット F :焼土 S :集石

HP :住居跡内柱穴HF:住居跡内焼土

1

2 遺構図の方位は真北を示す。遺構平面図の＋はグリッドライン交点で、傍らの名称記号は右下の

グリッドを示している。遺構平面図の・小数字とセクションレベルは、標高（単位m)である

3 遺構図の出土遺物は、下記の記号を使用した

床面覆土

土器：●○ 剥片石器

剥片：■口 礫・礫片

和
▲
◆

錘
△
◇

床面覆土

礫石器：▼▽

その他：★☆

遺構の規模は、 「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面からの最

大深・最大厚（単位はm)」の順で記した。一部破壊されているものは現在長を ( )で示し、
不明のものは－で示した。

1

実測図の縮尺は、原則として下記のとおりである。下記以外の図および、例外については図内に
スケールを付して示した。

遺 構 1 ：40 復元土器l :4

土器拓本 l :3 剥片石器l :2

礫石器 l :3 石 斧l : 2

台 石 l :4 土製品 l :2

F

D

6 土層の表記は、基本士層についてはローマ数字で、遺構の層位についてはアラビア数字で示した

上層の色調は『新版標準士色帖19版』 （小山・竹原1997) に従った~
7
0

■
■
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ

8 火山灰の略号は、 『北海道の火山灰』 （北海道火山灰命名委員会1982)による。

土器、石器、土製品の大きさは｢最大長×最大幅×最大厚｣で記した。剥片石器、礫石器は機能部

にこだわらず、長軸を長さ、短軸を1幅、厚さは最大値を採用した。なお、実測図中でたたき痕は
V－V、すり痕はl － lで範囲を表した。

9

11
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名 日高自動車道厚真門別道路埋蔵文化財発掘調査

委託者国土交通省北海道局室蘭開発建設部

受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

受託期間平成12年4月3日～平成13年3月30日

調査期間平成12年5月8日～平成13年3月27日

’
米原4遺跡

(J-14-42)

宮戸3遺跡

(J-14-39)

米原3遺跡

(J-14-38)

調査遺跡

(北海道教育

委員会登録番号）

勇払郡鵡川町

字米原394ほか

勇払郡鵡川町

字宮戸183

勇払郡鵡川町

字米原448-1ほか

5月8日～7月5日

所在地

8月28日～10月31日

2,675㎡

' 7月7日～8月25日
| 3.600nf

発掘期間

調査面積 ’ 7,40()㎡

2調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 大澤 満

専務理事 宮lll奇 勝

常務理事 木村尚俊

業務部長 柳瀬茂樹

第1調査部長 木村尚俊(兼務）

免口

鞘
必

図1－1－1 鵡川町の位置と遠跡位置図
この図は国土地理院発行の地形図、 1 :25,000 「鵡川」 (NK-54 15-1-2、平成6年3月1日発行）
を使用したものである。
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第2調査課長

主 任

主 任

文化財保護主事

文化財保護主事

佐藤和雄

鎌田 望

袖岡淳子

芝田直人

大泰司統

(米原3遺跡・宮戸3遺跡発掘担当者）

(米原4遺跡発掘担当者）

(米原4遺跡発掘担当者）

(米原3遺跡発掘担当者）

(宮戸3遺跡発掘担当者）

3調査にいたる経緯

日高自動車道は、北海道縦貫自動車道と連結する高速ネットワークのひとつで、苫小牧と浦河間
120kmが計画されている。現在、苫小牧東インターチェンジ～厚真インターチェンジの間で供用がな

されている。 これより東は厚真・門別間で工事が進められている。このうち鵡川・門別間に所在する

埋蔵文化財包蔵地については北海道開発局（現、国士交通省北海道局）室蘭開発建設部と北海道教育
委員会（以下道教委と記す） との間でその取り扱いについて事前協議が行われた。道教委は平成5年8
月に所在確認調査を平成11年8月･ 10月･ 11月に範囲確認調査を行ってきている。

その結果、鵡川町で4カ所、門別町で1カ所の遺跡が確認された。 5ケ所の遺跡はいずれも発掘調査

が必要と判断され、今年度は鵡川町内の米原3遺跡・宮戸3遺跡・米原4遺跡、門別町内のコムカラ
遺跡について発掘調査が計画された。

この内コムカラ遺跡については、調査着手条件の不備が生じたため除外した。その他、 白老町の虎

杖浜2遺跡で有珠山噴火による被災者の緊急雇用が実施され、調査員1名が応援にまわった。

この2遺跡の調整の結果、今年度は鵡川町内の米原3遺跡・宮戸3遺跡・米原4遺跡・宮戸4遺跡

の一部こついて発掘調査を実施した。米原4遺跡・宮戸4遺跡は来年度も調査を行う予定である。
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I 調査の概要

4調査結果の概要

米原3遣跡

海岸線から約3.5km内陸のイモッペ川右岸に位置する。2つの沢に挟まれた標高約45mの段丘上に立

地している。川との比高は約25mある。丘腹斜面や沢の低地部分では湧水が見られた。

調査の結果、竪穴住居跡2軒、士曠1基焼土12カ所が検出された。住居跡は縄文時代中期末のもの

で、 H－lの床面から北筒式土器が、 H－2の床面から煉瓦台式土器が出土した。

遺物は11,446点出土した。このうち土器が5,983点、石器が5,463点である。

土器は縄文時代早期の東釧路Ⅲ式、 コッタロ式、東釧路Ⅳ式、中茶路式、前期の綱文式、静内中野

式、植苗式、中期の円筒土器上層式、柏木川式、煉瓦台式、北筒式、後期の余市式、続縄文時代の後

北B式などがある。なかでも北筒式が最も多く、全体の40％を占める。次いで東釧路Ⅲ式、 コッタロ

式が多い。

石器は石雛、石槍・ナイフ、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石斧、北海道式石冠、すり石、た

たき石、砥石、台石などがある。剥片石器では石繊が最も多い。 また、北海道式石冠、すり石、たた

き石、台石などの礫石器の多さが目に付く。他には石斧素材を荒加工した破片や未製品が多い。

宮戸3遺跡

海岸線から約4km内陸のイモッベ川左岸、標高15～20mの段丘から続く緩斜面上に位置する。調査

区は浅い沢状の地形になっており、北西側に傾斜している。南東側の低地では湧水が見られた。

調査の結果、 Tピット32基、焼土2カ所が検出された。

遺物は19,236点出土した。このうち土器が2.150点、石器等が17,086点である。

土器は縄文時代早期の条痕文土器、東釧路Ⅲ式、 コッタロ式、東釧路Ⅳ式、前期の綱文式、静内中

野式がある。

石器は石鑛つまみ付きナイフ、スクレイパー、石斧、北海道式石冠、 たたき石、砥石、台石なとﾞ

がある。

米原4遺跡

海岸線から約3.5km内陸のイモッペ川右岸、標高20～30mの段丘から続く緩斜面上に位置する。

調査区は町道によって2カ所に分断されている。北西側の地区は土取りや耕作による撹乱をうけて

おり、包含層が残るのは沢跡のみである。南東側の地区は川に沿った細長い調査区である。包含層は

一部の撹乱を除いては残りが良好で、台地の縁辺部では層厚が約80cmにもなる。

調査の結果、竪穴住居跡6軒、土曠4基、 Tピット7基、焼土13カ所、集石1カ所が検出された。

住居跡は調査区中央から西よりで4軒、西端で1軒、東側で1軒検出された。すべて台地の縁辺部に

位置している。これらの構築時期はH-4･ 5 ･ 6が柏木川式期、 H－1が柏木川式期から北筒式期の

間、 H-2 ･ 3 ･ 5が断定はできないが北筒式期の可能性がある。このうちH-1 ･ 3 ･ 6は遺物の出

土状態などからみて石器製作にかかわるものとみられる。

遺物は36,405点出土した。このうち土器が12,908点、石器が23,497点である。

土器は縄文時代早期の東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式、 コッタロ式、東釧路Ⅳ式、前期の綱文式、中期の

柏木川式、北筒式などがある。

石器は石槍・ナイフ・石鍼・スクレイパー・石錐・石斧・たたき石・すり石・北海道式石冠・砥

石・台石などがある。

（佐藤和雄）
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表1－4 1 検出遺構一覧 表1－4－3 出土遺物一覧（2）石器等
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図1－4－1 遺跡と周辺の地形

4

竪穴住居跡

土壌

Tピット

暁士

集石

米原3遺跡

２

１

1m

上乙

宮戸3遺跡

32

２

米原4遺跡

6

4

７

1Q
些噂

1



Ⅱ 遺跡の概要

Ⅱ遺跡の概要

1 遣跡の位置と周辺の遺跡

（1）遺跡の位置

遺跡の所在する鵡川町は苫小牧市から東へ約30km、北海道の南部に位置している。胆振地方の東

部には勇払原野が広がっており、鵡川町はその東端にあたる。北西は厚真町、北東は穂別町、東は平

取町、南東は門別町に接している。南西側は、太平洋に面し、北東側は山地斜面、段丘が発達してい

る。これらの間には沖積低地が広がり、砂丘や緩斜面がみられる （図Ⅱ－2－1)。

鵡川は夕張山地に源を発し、山間部を開析して太平洋へ注いでいる。全長153kmの長流である。中

流域は河岸段丘が発達しており、酪農や軽種馬の牧場地帯になっている。下流域は沖積低地が形成さ

れており、水田や畑が広がっている。

米原3 ．宮戸3 ・米原4遺跡は鵡川の支流、 イモッペ川の河岸に立地している。遺跡の位置は鵡川

河口から西へ約5～5.5km、標高約15～45mの段丘上である。

イモッペは鵡川町宮戸の古名で、餌、 ミミズの意味である。永田地名解(永田 1891)によると「陥

の餌を置く処」 とある。

（2）周辺の遺跡

鵡川町の遺跡は道教委作成の埋蔵文化財分布調査によると42カ所登録されている。このうち縄文時

代の遺跡が35カ所ある。多くは、町内を貫流する鵡川の本流、支流の河岸段丘に分布している。

縄文時代早期の遺跡には花岡l遺跡、二宮遺跡、春日遺跡、花岡2遺跡、パンケニウキナイ2遺跡、

ニクI､ンナイ1遺跡、ニクトンナイ2遺跡、 ピタルシナイ2遺跡、豊城4遺跡、米原3遺跡、宮戸3

遺跡、宮戸4遺跡、米原4遺跡がある。早期前半の遺跡は2カ所ある。二宮遺跡は暁式が多数の石斧

と伴に出土している（扇谷1977)。宮戸3遺跡は条痕文土器が僅かに出土している。早期後半の遺跡

には春日遺跡、豊城4遺跡、米原3遺跡、宮戸3遺跡、宮戸4遺跡、米原4遺跡がある。東釧路Ⅲ．

Ⅳ式、 コッタロ式、中茶路式土器が出土している。縄文時代前期の遺跡は20カ所あり、最も多い。遺

跡には花岡1遺跡、春日遺跡、柏山遺跡、花岡3遺跡、チン川左岸2遺跡、豊城2遺跡、パンケヤラ

遺跡、モイベツ遺跡、 トンニカ遺跡、宮戸遺跡、パンケニウキナイl遺跡、ペンケニウキナイ遺跡、

オブスケ遺跡、チン川左岸3遺跡、豊城4遺跡、二宮2遺跡、米原3遺跡、宮戸3遺跡、宮戸4遺跡、

米原4遺跡がある。綱文式、静内中野式、植苗式が出土している。

縄文時代中期の遺跡には春日遺跡、チン川左岸1遺跡、豊城2遺跡、 トンニカ遺跡、サッペサ遺跡、

オイシカチャシ跡、パンケニウキナイl遺跡、ペンケニウキナイ遺跡、 ピタルシナイ遺跡、 オブスケ

遺跡、米原第1遺跡、米原3遺跡、宮戸3遺跡、米原4遺跡がある。円筒土器上層式、柏木川式、煉

瓦台式、北筒式が出土している。

縄文時代晩期の遺跡には花岡1遺跡、二宮遺跡、春日遺跡、 トンニトイ遺跡、豊城2遺跡、豊城3

遺跡、藤高沼遺跡、 トンニカ遺跡、パンケニウキナイ2遺跡がある。タンネトウL式が出土している。

花岡1遺跡は20基の墓曠が検出され、土器や石錬などの副葬品が出土している （大場・扇谷1964)。

続縄文時代の遺跡には鵡川盛土墳墓群遺跡、豊城2遺跡、藤高沼遺跡、パンケニウキナイ2遺跡、

米原3遺跡がある。後北式、恵山式が出土している。鵡川盛土墳墓群遺跡は昭和38年に調査がおこな

われ、 2基の盛土墳墓が確認された。このうち1号墳墓が完全に調査された。規模は径7m、高さ約

65cmで平面は円形である。周囲に幅85cm、深さ60～80cmの周溝がめく、らされている。墳墓内部には
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墓曠が6基、掘りこまれている。墓曠からは土器・石器・管玉・平玉などの副葬品が出土している
(大場・扇谷1964)。

擦文時代の遺跡には花岡1遺跡、春日遺跡、 I､ンニトイ遺跡、汐見2遺跡、ケナシノシケオマナイ

遺跡がある。汐見2遺跡は相当数の竪穴住居跡の存在が予想されている。土器は後期のものが多い。

アイヌ文化期の遺跡には春日遺跡、汐見2遺跡、 1､ンニカ遺跡、サッペサ遺跡、 オイシカチャシ跡

がある。 トンニカ遺跡、サッペサ遺跡はコタンの跡地である。汐見2遺跡はムカワプトコタンの跡地

の可能性が大きいと考えられている。オイシカチャシ跡は鵡川左岸標高約60m、台地の舌状先端部に
位置する。弧状の溝が東西に残存している。

引用。参考文献

永田方正 1891 『北海道蝦夷語地名解』

大場利夫・扇谷昌康1964 「勇払郡鵡川遺跡」 『北方文化研究報告』第19輯

鵡川町史編集委員会1968 『鵡川町史』

扇谷昌康1977 『鵡川町遺跡分布調査報告書』鵡川町教育委員会

扇谷昌康1979 『日高門別の先史遺跡』門別町教育委員会

北海道教育庁社会教育部文化課編 1983 『北海道のチヤシ』北海道文化財保護協会

瀬川秀良 1974 『日本地形誌北海道地方』朝倉書店

山田秀三 1984 『北海道の地名』北海道新聞社

日本の地質『北海道地方』編集委員会 1990 『日本の地質l 北海道地方』共立出版株式会社

（佐藤）

2遺跡周辺の地形・地質

図Ⅱ－2－1に遺跡周辺の地形分類図を示す。周辺には段丘、段丘縁辺の緩斜面・丘陵、谷底平野、
沖積低地、砂丘、海蝕崖が認められる。

段丘は新旧の二段があり、旧期のものを段丘1，新期のものを段丘2とした。段丘lは標高50m前

後に、段丘2は標高20～40mに位置している。段丘1の構成物は、米原3遺跡の工事法面で粒径l～

6cmの円礫が認められ、層厚は少なくとも1m以上ある。

新旧の段丘間、及び段丘と沖積低地の間は開析され、緩傾斜・小起伏で丘陵状を呈している。これ

を段丘縁辺の緩斜面・丘陵とした。丘陵地の基盤構成物は未詳であるが、米原4遺跡と宮戸3遺跡で

は層厚1m以上の更新世の降下テフラが認められる。

丘陵地と段丘を開析して谷底平野が北西～南東方向と東西方向に発達している。海岸寄りの丘陵地

を開析する谷底平野は浅くて幅広いのに対し、米原3遺跡から米原4遺跡へかけての谷底平野は狭長
である。

標高15m以下には沖積低地が発達し、海岸部には砂丘と海蝕崖が認められる。

米原3遺跡は段丘1とその縁辺の緩斜面へかけて、米原4遺跡と宮戸3遺跡は段丘2の縁辺の緩斜

面上に立地している。各遺跡の表層部には樽前山、有珠山起源の完新世の降下テフラが認められる。
参考文献

北海道火山灰命名委員会1979 『北海道の火山灰分布図』

山口昇- 1960 I5万分の1地質図幅「鵡川｣』 地質調査所

（花岡正光）
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ニ
ト
イ
（
|日
汐
見
1区
）
遺
跡

6

〒
1
5
．
0
0
0

1
0
～
2
0

タ
見
2
4
3
－
1

．
2

．
1
0

柏
山
（
旧
汐
見
団
地
）
遺
剛

花
|
団
3
遺
跡

７

3
縄
文
（
前
期
）

不
明

1
5
．
0
0
0

1(
）

花
岡
2
3
6
1
7

8

1
．
5
0
0
～
2
.
0
0
0

チ
ン
川
左
岸
段
丘

チ
ン
jI
左
岸
段
丘

2
0

汐
見
3
(
)
2
－
］

チ
ン
川
左
岸
1
遺
跡

チ
ン
川
左
岸
2
遺
跡

Q

縄
文
（
前
期
）

縄
文
（
前
~中
､晩
期
）

、
続
縄
文

縄
文
（
晩
期
）

、
続
縄
文

4
,
0
0
0
～
5
，
0
0
0

1
5

汐
見
2
3
(
〕

］
1
0

Ｊ １

鵡
川
右
岸
、
オ
コ
ツ
山
南
斜
面

1
9
，
0
0
0

i
O

豐
城
3
4
7

盟
城
2
遺
跡

1
1

３
1
4
，
0
0
0

鵡
川
右
岸
、
オ
コ
ヅ
山
南
斜
面

5
0

豊
城
3
4
7

豊
城
3
遣
瑚

1
2

３
縄
文
（
前
期
）

縄
文
（
前
期
）

下
明

モ
イ
ベ
ッ
川
上
流
束
岸
と
山
裾

5
0

春
日
3
(
)
8
－
1
2
8

;
ン
ケ
ヤ
ラ
遺
跡

1
q
ユ
写

不
明

モ
イ
ベ
ツ
川
・
鵡
川
舌
状
台
蠅

鵡
川
右
岸
旧
河
床
西
岸

ラ
イ
パ
チ
ン
川
左
岸
段
丘
上

2(
）

春
日
1
7
6

モ
イ
ベ
ツ
遺
跡

藤
高
沼
遺
跡

汐
見
2
遺
跡

1
4

縄
文
（
晩
期
）

、
統
縄
文

1
8
．
0
0
0

1
0

豊
城
7
0
，
7
1
ほ
か

1
5

3
擦
文 ~不明

5
0
．
0
0
0

』(
）

汐
見
1
9
7
，
1
9
8

1
6

下
明

ラ
イ
パ
チ
ン
川
右
岸
段
丘
上

チ
ン
川
右
岸
の
池
の
東
岸

4(
’

汐
見
2
0
4
－
2

汐
見
3
遺
跡

|
､
ン
ニ
カ
遺
跡

1
弓

1
J

３
縄
文
（
前
.中
､
|塊
期
）
，
ア
イ
ヌ
期

不
明

2
0

汐
見
3

1
6
ほ
か

1
8

３
縄
文
（
中
ウ
キ
）
．
ア
イ
ヌ
期

下
明

宮
戸
遺
跡
東
南
台
地
」

1(
〕

宮
戸
1
5
7
2
～
5

ザ
ー
ッ
ベ
サ
遺
跡

1
Q
L
唖

繩
文
（
前
期
）

7
．
2
0
0

1
0

鵡
川
左
岸
舌
状
台
地
先
端

鵡
川
左
岸
段
丘
上

宮
戸
2
6
3

宮
戸
遺
跡

ケ
ナ
シ
ノ
シ
ケ
オ
マ
ナ
イ
遺
制

l(
）

３
擦
文

不
明

2
0

米
原
4
9
0

1
．
2

ワ
1

今
上

縄
文
（
中
期
）

，
ア
イ
ヌ
期

不
明

鵡
川
左
岸
台
地
舌
状
先
端
部

ル
ベ
シ
ナ
イ
水
源
地
東
位

6
0

花
岡
2
8
5

8
オ
ル
イ
カ
チ
ャ
シ
跡

ノ
リ

不
明

不
明

1
2
0

花
岡
3
0
8

ル
ベ
シ
ナ
イ
遺
跡

花
岡
2
遺
跡

全
』

3
縄
文
（
早
､前
期
）

縄
文
（
前
.中
期
）

不
明

鵡
川
左
岸
段
丘
上

、
花
岡
2
8
8
－
1
ほ
か

2
4

３ ｌ ３ ｌ ３ ｌ

3
3
9
．
0
0
0

4
0

鵡
川
左
岸
段
丘
上

鵡
川
左
岸
段
丘
上

生
田
2
4
0
2
2

i
ン
ケ
ニ
ウ
キ
ナ
イ
l
遺
跡

n
F

色
0

縄
文
（
早
.
、
晩
期
）

3
6
.
0
0
0

↓
0

生
田
2
4
1

1
.
2

.
3

パ
ン
ケ
ニ
ウ
キ
ナ
イ
2
遺
跡

ニ
ク
ト
ン
ナ
イ
l
遺
跡

2
6

縄
文
（
早
期
）

縄
文
（
早
期
）

下
明

ニ
ク
ン
ナ
イ
川
_
|
上
東

2
0

生
m
2
4
4
－
l
2

目 飾 雲 ｓ 菫 渦

2
7

〕
不
明

4
0

ニ
ク
ン
ナ
イ
川
北
東

ペ
ン
ケ
ニ
ウ
キ
ナ
イ
川
西
台
地
下

生
田
2
4
4
－
1
3

ニ
ク
ト
ン
ナ
イ
2
遺
跡

ペ
ン
ケ
ニ
ウ
キ
ナ
イ
遺
跡

ピ
タ
ル
シ
ナ
イ
l
遺
跡

Ｒ
、 ／ ４

ワ

縄
文
（
前
.中
期
）

不
明

1
0

生
田
1
6
7

2
9

〉

縄
文
（
中
期
）

縄
文
（
早
期
）

6
0
．
0
0
0

オ
ブ
ス
ケ
川
と
ア
リ
ア
ケ
川
の
問

6
0

有
明
8
7

3
0

３
1
2
.
5
0
0

5
0

ア
リ
ア
ケ
川
右
岸

オ
ブ
ス
ケ
川
南
岸
の
台
地

有
明
4
7
－
］

ピ
タ
ル
シ
ナ
イ
2
遺
跡

オ
ブ
ス
ケ
遺
跡

3
1

３
縄
文
（
前
中
期
）

縄
文
（
前
期
）

2
0
，
0
0
0

1
0

有
明
1
5
ほ
力

q
ワ ~
~

下
明

1
7
～
1
8

チ
ン
川
左
岸
段
丘

汐
見
2
2
5
－
4

チ
ン
川
左
岸
3
遺
跡

3
3

縄
文
（
早
､前
期
）

1
0
．
8
0
0

8
0

鵡
jl
l
右
岸
台
地
上

鵡
川
左
岸
台
地
上

春
日
7
0
1
3

豐
城
4
遺
跡

~二宮
2
遺
跡

)
4

縄
文
（
前
期
）

f
明

8
0

二
宮
4
3
5

3
一 。 ひ

へ 。
ヘ
』



8



Ⅱ 遺跡の概要
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ｰ ‐

’
番

号一
将
称

所
在
地

米
原
5
8
5

1他

米
原
5
1
7
,
5
9
4
,
5
9
5
ほ
か

米
原
輔
9

1
．
2ほ
か

立
地

チ
ン
川
源
流
部
の
丘
陵
、
南
北
に
伸
び
る
舌
状
台
地

オ
サ
ネ
ッ
プ
川
源
流
部
の
丘
陵

イ
モ
ッ
ペ
川
右
岸
の
台
地
~
L

イ
モ
ツ
ベ
川
左
岸
の
台
地
上

イ
モ
ツ
ペ
川
左
岸
の
台
地
上

入
鹿
別
'

'1
右
岸
台
地
'二

標
高
(、
）

規
椣
（
㎡
）

時
期

繩
文
（
中
期

縄
文

|現
状
~近
傍

|丘
陵
部
の
頂
部
付
近
で
Tピ
ッ

I

文
削

3
6
3
6

米
原
第
1
遺
跡

不
I〃

~
I
〃
己

6
0

米
原
輔
2
辿
跡

q
ゲ

■
〃
』

不
明

6
0

米
原
3
遺
跡

3
8

不
明

1
0
～
5
0

縄
文

平
成
1
2
年
発
掘

平
成
1
2
年
発
掘

4

宮
戸
3
遺
勘

3
9

力 ２ ま

芯 戸 ひ 卜 刀

ほ 一 Ⅸ

０ ７ １

略 哩

１ １ １ １ ハ リ Ｑ 〉

９ ？ ０ ４

’ ３

蠅 脚 獅 鋤

戸 戸 宮 原

宮 宮 二 米

不
明

2
0
～
3
0

縄
文
(前
期
）

縄
文
(早
~前
期

不
明

縄
文
(前
期
）

1

嵩
戸
4
遺
跡

1(
］

2
0
～
3
0

不
明

ヨ
二
宮
3
遺
跡

1
1

7
0

1く
り

螺
米
原
4
遺
跡

不
明

ワ
ワ
全
U

表
Ⅱ
－
1
－
2
門
別
町
の
遣
跡

番
号

名
称

タ
プ
コ
プ
バ
ワ
シ
ュ
ナ
イ
遺
跡

工
シ
ュ
ロ
チ
ャ
シ
跡

所
在

地
立

地

》
流
川
右
岸
段
丘
東
南
突
出
部

標
高
(、
）

時
期

文
献

字
平
賀
3
0
4
ほ
か

縄
文
（
晩
期
）

8
0

動

字
平
衡
6
5
7

」
b
j
U
J

ｴ
ﾝ
ﾖ
ﾛ
ｶ
ﾝ
ﾉ
|
右
岸
舌
状
段
丘

8
0
8
0

6
0
～
7
0

ア
イ
ヌ
期

ビ
ラ
ウ
ト
リ
遺
跡

富
川
駒
丘
7
6
－
1

丘
陵
N

繩
文

h
【
I

表
Ⅱ
－
1
－
3
平
取
町
の
這
跡

番
号

名
称

所
在

地
時

期
｜
雷
苛
’

七
判
、

’
2
1シ
ウ
ン
コ
ツ
チ
ヤ
シ
跡

｜
去
場

純
文

荷
菜
1
遺
跡

荷
菜
2
遺
跡

6
荷
菜

繩
文

8
荷
菜

縄
文

９
シ
リ
2
遺
跡

シ
ラ
ウ
遺
跡

荷
菜

縄
文

縄
文
、
続
縄
文

1
0

川
向

紫
雲
古
津
1
遺
跡

紫
雲
古
津

Z(
）

縄
文

紫
雲
古
津
2
遺
蹴

ワ
1
~
~

紫
雲
古
津

縄
文
、
続
縄
文

中
近
世
ア
イ
ヌ
期

師
サ
ル
バ
チ
ャ
シ
跡

去
場

68
荷
菜
5
遺
跡

9
3
紫
雲
古
津
3
遺
跡

9
8
紫
雲
古
津
4
遺
跡

10
8
荷
菜
6遺
跡

荷
菜

紫
雲
古
津

紫
雲
占
津

荷
菜

糊 一 繩 一 糊 一 趣

’
1
1
4
シ
リ
3遺
勘

荷
菜

不
明

文
献
（
表
中
の
文
献
番
号
に
対
応
す
る
）

l
大
場
利
夫
・
扇
谷
昌
康
19
64

「
勇
払
群
鵡
川
遺
跡
」
『
北
方
文
化
研
究
報
告
』
第
19
輯

2
鵡
川
町
史
編
集
委
員
会

19
68

『
鵡
川
町
史
』

3
扇
谷
昌
康
19
77

『
鵡
川
町
遺
跡
分
布
調
査
報
告
書
』
鵡
川
町
教
育
委
員
会

4
（
財
)北
海
道
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー

20
01

『
鵡
川
町
米
原
3遺
跡
･宮
戸
3遺
跡
･米
原
4遺
跡
』
(北
埋
調
報
15
3)

5
扇
谷
昌
康
1
9
7
9
『
日
高
門
別
の
先
史
遺
跡
』
門
別
町
教
育
委
員
会

6
北
海
道
教
育
庁
社
会
教
育
部
文
化
課
19
83

『
北
海
道
の
チ
ヤ
シ
』
北
海
道
文
化
財
保
護
協
会



11

園詳与班騏の硬圖蝿喜’一乙一Ⅱ圃

：8入蝿蔦e篁旦:8W

I召嶺:9Z召謂:9

噸割豐巾#:Z召紐:I

劃覗g蝿蔑ｬ剴来：8砺入国覗V蝿暮ｬ剴来:V砺入蝿蔦8劃来
#'WW叫話:6凹製才平製:8謂窮鋤：ム

到召・理博識の匪響吾謂：け猛士罰母：8

－0

山0

-0Z

－07

日1
L09

1.s.E山
C人

ター，‐・‘・a

●町

。

■

JV:
｡

●。

●

●①

戸
~~

｡

●

｡
の

「

渉燕牙

ぐ

○

PP

BG BG

，6． 6

「「

●て．○

涜識零
ひ
禰

r言言‘f
、
、

冠6％

一／一、～

ぐ
一一

9
●

〔
し

●●●

鐘雲
●●
●

●●、

■●

一一●

●●

●●

○

露
6万。。 〆●

●

●

螺琴
●

0●

●‘

6●且･

鍵

r ●●

・／
●●

・／●し

¥さﾑ濤塁

心戸、
ＦＤ

Ｊｃ

戸
I

●●

三?夛襄
0●

●●●
●●●●g

’.･も．..'墓
●

gぺfFg〃

建銘９

fo一

へ

．
、
軸

口

r

6入、§
d

○
一

ロ0
一

r
へ
ｑ
，
。
、
ｃ
ｏ

ｏ

↓

．

Ｏ

Ｌ

一

r

(9
一
。
。
」
心
の
や
ｑ

＄

？

。

．

。

龍

0

〆
I

趣
α0．

饅難Oe
卜

。

●

謹蕊
○。○。

。

･0

kg_gLﾆﾐ22＆｡2

0
2．2．2．

○

○

蝿
8

V

87人、

Vツ人

87人、

Vツ人
へ

鍔鍔
〃●

｡

〃●

｡

田

~

咄

■
ｂ

Ｃ

Ｄ

。

●

妙

■

夕

Ｇ

Ｆ
Ｃ
字

●

。

●

ロ

旬

〈

〕

凸

ｅ
〃
。
●

・

・

・

．

．

‘

叩

●

■

己

山

Ｑ
口
の
苧
●
●

●

●

ｐ

争
口
心

▼

Ｎ

●
●
◆

■
■

凸

●

炉
・

ｅ
〃
。

●

Ｑ
口
の

●

？ ●

．.,ざ。.●、-〆一、

~
~ ■C■｡●ﾛーL
白.●=●●･U

G

C
｡
▲

●

C■己

●

の.

■
、

■

／

簸〆9 9
｡

E 7
〆
『。

｡

（u
ゆ

Q

4

~~
再孑言

伊釦一

hや

PDD●
GC●6･

↓ Z

｡

盃搬(〃畑喜Ⅱ



ｰ 唾

図
Ⅱ
－
2
－
2
遣
跡
周
辺
の
旧
地
形
図
（
1

）



ロ 膨 雲 ｓ 菫 湘

2
－
3
這
跡
周
辺
の
旧
地
形
図
（
2
）

図
Ⅱ

ｰ “



3土層の区分

基本土層は米原3， 4遺跡、宮戸3遺跡において共通しており、以下に示した土層の区分を用いて調

査を行った。

I層 耕作土とTa-a層が土壌化したものを指す。 2つに区分した。

Ia層耕作土盛土層厚約40～60cmo

Ib層表土黒色腐植土(7.5YRl.7/1) Ta-a層が土壌化したもの。

Ⅱ層 続縄文時代、縄文時代の遺物包含層の上部に堆積する火山灰を一括してⅡ層とした。火山

灰の降下年代とその種類により区分する。

樽前a降下軽石層A.D1739年降下(10YR8/3)浅黄榿色層厚約10cm前後。粒径0.5mm以

下の火山灰。耕作が及ばない地形の低いところにみられる。

樽前b降下軽石層A.D1667年降下(2.5Y6/1)黄灰色層厚約15cm前後。粒径1.0～1.5mmの火山灰

層。

有珠b降下火山灰層A.D1663年降下。この2cm程度の薄い層(10YR4/1)褐灰色は有珠b－1～6

のいずれかに属するもの。粒子の細かい火山灰層。

有珠b降下軽石層A.Dl663年降下。 (10YR8/1)灰白色層厚約15cm前後。粒径l～3mm

程度の火山灰層。この軽石層の直下にフオールユニットを異にする粒子の細かい火山灰層(10YR5/1)

褐灰色がみられる。

Ⅲ層 腐植土(10YR2/1)黒色層厚約5cm程度。水分を含むとやや粘性を帯びる。続縄文時代の造

物を包含すると考えられる。

Ⅳ層 腐植土(7･5YR4/4)褐色 3遺跡に共通

してみられる。遺跡や地形により若干の差異があ

る。B-TmからTa-c (樽前C降下軽石層B,C300

年前降下）までの火山灰と、腐植士からなる、風

成と腐植化が成因の層。

V層 腐植土(10YR1.7/l)黒色層厚約20~

40cm・水分を含むとやや粘性を帯びる。

縄文時代後期初頭～縄文時代早期の遺物を包含す

る。

Ⅵ層 漸移層褐色(10YR4/4)～にぶい黄褐色

=t(IOYR5/3) 層厚約40～50cm・上面には縄文

時代早期の遺物を包含する。

Ⅶ層 ローム質土層(10YR6/8)明黄褐色層厚約

30cm程度。水分を含むと粘性に富む。

Ⅷ層 火山灰層(10YR6/8)明黄褐色もしくは亜

円の小円礫層。層厚2m以上。

（袖岡淳子）

、

I (耕作土・盛土）
I

I (表土） ／

－－Ⅱ_L工且1J

n (Ta-b) lll

(Us-bl-6)n (Us-b)Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ－－＝

V Ⅳb
Ⅳa

Ⅵ

Ⅶ

織
図Ⅱ－3－1 土層柱状模式図
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Ⅲ遺物の分類

Ⅲ遣物の分類

1 土器

分類にあたっては、石狩低地帯、噴火湾～太平洋沿岸での調査結果を基にした分類を踏襲した。出

土した土器には縄文時代早期から晩期のもの、続縄文時代のものがある。縄文時代早期の資料をI群

とし、以下順次前期、中期、後期、晩期をⅡ群、 Ⅲ群、Ⅳ群、 V群とした。続縄文時代のものはⅥ群、

擦文期のものはⅦ群とした。

I群縄文時代早期に属するもの。

a類：貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などのある土器群。

b－1類：東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b－2類：コッタロ式に相当するもの。

b－3類：中茶路式に相当するもの。

b－4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属するもの。

a類：縄文の施された丸底・尖底の土器群。

a－1類：綱文式に相当するもの。

a－2類：春日町式、静内中野式に相当するもの。

b類：円筒土器下層式、植苗式、大麻V式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属するもの。

a類：円筒土器上層式、萩ケ岡1式に相当するもの。

b類：円筒土器に後続する土器群。

b－1類：天神山式、萩ケ岡2式、萩ケ岡3式に相当するもの。

b－2類：柏木川式、萩ケ岡4式に相当するもの。

b－3類：北筒式、 トコロ6類、煉瓦台式あるいは静狩式に相当するもの《

Ⅳ群縄文時代後期に属するもの。

a類：余市式、 タプコプ式、手稲砂山式、入江式、大津式に相当するもの。

b類：ウサクマイC式、船泊上層式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの。

c類：堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類：大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類：大洞C1式、大洞C2式に相当するもの。

c類：大洞A式、大洞A式、 タンネトウL式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属するもの。

a類：大狩部式、 トニカ式、東歌別式に相当するもの。

b類：恵山式に相当するもの。

c類：後北式に相当するもの。

Ⅶ群擦文期に属するもの。 (鎌田望）
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2石器等

今年度調査した3遺跡より出土した石器等については、各遺跡の主体となる時期および胆振東部～

日高地方の地域性を考盧した分類を行った。石器そのものの特性や機能に直接言及するため、特に記

号などは用いていない。未製品や破損品、破片などは定型的な石器に帰属するため各々の分類に含め
た。定型的な石器は以下の名称を用いた。

1）剥片石器類

石鍼

石槍もしくはナイフ

両面調整石器

ピエス・エス

石核

Rフレイク・

フレイク

エスキーユ

石錐

つまみ付ナイフ

スクレイパー

Uフレイク

2）磨製石器

磨製石斧

3）礫石器

たたき石

くぼみ石

すり石

北海道式石冠

石鋸

砥石

扁平打製石器

台石

4）土製品

再生士製品

焼成粘土塊

ミニチュアの土器

その他

5）定型的な石器に含まれないもの

礫・礫片

礫（凝灰岩）

遺跡からは凝灰岩の礫が出土する。道跡からは凝l火宕の礫が出土する。Ⅵ、Ⅶ層中に含まれるものである。V層包含層中に含まれる凝

灰岩は遺構の掘り上げ士の分布を把握するため人為的な遺物に準ずる扱いをした。

被熱した礫・礫片

米原3遺跡、 4遺跡に多く出土する。

（袖岡淳子）
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Ⅳ米原3遺跡

Ⅳ米原3遺跡

1 調査の概要

米原3遺跡は、 イモッペ川上流右岸の、川へ流れ込む2つの沢に挟まれた舌状台地上に立地する。

北海道教育庁生涯学習部文化課による試掘の結果に基き、調査区を発掘調査部分（2,200㎡） と遺構確

認部分（5,200㎡）に分けて調査を行った。全体の調査面積は7,400㎡である。

発掘調査部分では、縄文時代早～後期、続縄文時代の遺構・遺物がⅢ～Ⅵ層より発見された。遺構

は竪穴住居跡2軒、土曠1基、焼土12カ所が検出されている。遺物の総点数は11,446点で、大半がV層

より出土した。土器は縄文時代中期末葉の煉瓦台式、北筒式が最も多く、 ｜司早期後半の東釧路Ⅲ式、

コッタロ式、中茶路式がこれに次ぐ。遺構もこれらに相当する時期のものと考えられる。その他、同

早期の東釧路Ⅳ式、前期の綱文式、静内中野式、植苗式、中期の円筒上層式、萩ヶ岡l式、後期のタ

プコプ式、続縄文時代の後北B式なども出土している。石器は主要なもので、石雛、石槍・ナイフ、

石錐つまみ付ナイフ、スクレイパー、 R･Uフレイク、石斧、たたき石、すり石、北海道式石冠、

砥石、台石などが出土した。また、被熱した礫・礫片が大量に出土している。

北東側の町道に面した部分、南東側および西側の急斜面とそれに続く低位の平坦面において遺構確

認調査を行ったが、遺構は検出されなかった。このうち北東側の平坦部は町道工事に伴う撹乱を受け

ており、削平は最も深い箇所でⅧ層中にまで及んでいた。遺構の立地や遺物の分布などから、 この部

分が遺跡の主体部であったと推測され、多くの遺構・遺物が失われた可能性が高い。 （芝田直人）

表Ⅳ－1－1 検出遺構数一覧
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5

Q
J

－ーE

15

遺焼 ｊＦく土

４

５

３

に

土曠(P)

~~~1
堅穴住居跡(H)

2

検出層位

V層中位

V層下位

Ⅵ層上面

合計 I2
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2調査区の設定

基本図には北海道開発局室蘭開発建設部の「日高自動車道鵡川町田浦米原間用地測量業務現況平而
図1,000分の1図」を使用した。工事予定中央線のSTA.31300とSTA.31500を通る線を基軸のMライ

ンとして5m方眼を設定した。この方眼は北西端交点のアルファベットとアラビア数字の組み合わせ

で呼称し（例: STA.314はM17またはM-17)、 さらに必要に応じて2.5m方眼に4分割し小発掘区

とした。小発掘区は北西端から反時計廻りにa、 b、 c、 dと呼ぶ（例:M17aまたはM-17-a)。
平面直角座標系第皿系の各座標は以下の通り。

STA.31300 (調査区杭名M-1)X=-1 60563. 2286 Y=-2 1 287． 9383

STA.31400 (調査区杭名M-17) X=-1 60647. 7784 Y=-21234. 5404

STA.31500 X=-1 60732. 3282 Y=-2 1 101 . 1425

3調査の方法

Ｉ
ｉ

調査範囲は舌状台地とその両側

の沢部分である。道路工事の工程、

掘り上げた土の搬出などの諸条件

を考盧して、急斜面とそれに続く

沢部分（遺構確認調査部分）から

調査を行った。

遣構確認調査

Ⅲ～V層中の遺物の有無を確認

しながらⅥ層土を薄く残して重機

により除去した。最終面であるⅦ

層上面までは人力により遺構の有

無を確認した。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

F_l l l l l l l l l l

町道米原 1 1 号

舎 一=二

q1Tn~~~~ 31 40

~

一 一
－

－ 二

l
l

_____一-一一一一一＝ﾐミ壁
二＝

～

一一一一一一一一

0 100m

図Ⅳ－2－1 調査区周辺の現況図
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Ⅳ米原3遺跡

包含層調査

遺構確認調査の過程で本来的な遺物包含層であるV層および漸移層であるⅥ層が試掘資料よりも大

幅に厚いことが判明した。そのため、発掘調査部分については、地形から最も遺構・遺物の分布が濃
いと考えられ、かつ、以後の調査の際に排土場への経路が分断されない丘陵の尾根部分および南側斜

面部分から調査を行った。結果的には、 この部分に遺構・遺物が集中していた。Ⅲ～Ⅵ層の各層は調

査区ごとに遺物の多寡、土層の変化を見極めながら、必要に応じてスコップ、 ジヨレン、移植ゴテ、

三角ホー、竹ベラなどを用いた人力による手掘り作業により掘り下げた。本来的な遺物包含層である

V層については細かく分層して調査を行った。

遺構の調査

包含層調査時に落ち込みが確認された遺構については、その平面形長軸と短軸に土層観察用のベル

トを残して掘り下げた。想定される床面等の検出は、士層観察用のベルトに接してサブトレンチを掘

るなどして慎重に行った。

遺物の取り上げ

包含層の遺物は、位置や層位を記録し小発掘区ごとに取り上げた。遺構の遺物は実測図により位置、

層位、標高を記録して取り上げた。出土状況に応じて、写真や出土状況図など詳細な記録化に努めた。

微細遺物の密集部分では、水洗いによって取り上げた。

遺物整理の方法

野外作業と並行して現地で水洗、注記作業を行った。小片や微細なものを除く大多数の遺物には、

遺跡名略号、発掘区名、層位名、遺物番号を記入した。現地では、遺物収集帳点検、補正（遺物台帳

作成)、大まかな遺物の分類まで行った。冬期の室内作業で、土器の接合・復元、石器や黒曜石剥片

の接合、土器・石器の実測・製図、集計、写真撮影、記録類の整理を行った。 （鎌田）

4土層

米原3遺跡は台地と沢部分の比高差が約20mあり、土層の堆積状況も地形により若干の差異がある。

クション図と合わせ、以下にまとめる。

I層は、台地部分北側では町道の造成等によって削平されている。沢部分は盛土され、東西に広が

類

セ

る牧草地の平坦面を作り出す。また沢部分では耕作がⅡ層の火山灰層まで及ばず、Ta-a層の上面に

国
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図Ⅳ－3－1 調査範囲およびⅢ層上面地形図
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Ⅳ米原3遺跡

できた黒色腐植土層がみられる。Ⅳ層は西側の斜面部分において類似した層が2枚確認され、Ⅳa層、

Ⅳb層と区分した。Ⅳa層は褐色の腐植士。層厚約5cm前後。腐植と風成の二次堆積などによる層。

褐色を呈している要因は不明である。この層の一部にB-Tm苫小牧火山灰(10世紀中頃降下）が検出
されている。Ⅳb層は褐色でⅣa層より砂状の士。Ta-c層の可能性もあるが、調査区内では明瞭な火

山灰層として見受けられない。V層は調査区東西の斜面部や南側の川に向かって低くなるところでは

厚くなる。Ⅵ層は調査区東西の斜面部においては以下のⅦ層ローム質土と礫層の小円礫が二次堆積を
起こし、混じり合う。Ⅷ層は礫層で亜円の小礫を主体とする。層厚2m以上。 （袖岡）

5遣構と遺構出土の遺物

（1）概要

米原3遺跡では、竪穴住居跡2軒、土曠1基、焼土12カ所が検出された。これらの遺構の大部分は、

南西へ傾斜する舌状台地上の平坦面、標高45.5～46.0mに立地する。

竪穴住居跡はいずれもV層中位で検出された。H－1はK－15･ 16～L-15･ 16グリッドに、 H－

2はL-18･ 19～M-19グリッドに位置する。台地先端の尾根の鞍部に小さな沢を挟み、互いに約15

m離れて存在する。どちらも平面形は円形で、床面に石囲い炉を伴う。柱穴の痕跡は確認されなかっ

た。H－1からは北筒式、 H－2からは煉瓦台式（短刻線文土器群）に相当する土器が出土しており、

縄文時代中期末葉に構築されたと考えられる。H－lからは他につまみ付ナイフ、Uフレイク、石斧、

たたき石、すり石、台石など合計417点の遺物が出土した。H－2からは他に石斧片、たたき石、台

石など合計18点の遺物が出土した。

土曠(P-1)はV層中位より検出された。 L20グリッドに位置し、 H－2に近い。覆土下位が埋め

戻されていることから、墓の可能性がある。遺物は出土していないが、検出面や住居跡との位置関係

などから、縄文時代中期末葉の所産と考えた。

焼土は、 F－1～6,11,12がV層下位～Ⅵ層上面で、 F－7～10がV層中位で検出された。F－1

～5は、南東側の緩斜面を望む台地上、 G-22～25グリッド付近に集中する。中茶路式の土器片、石

表Ⅳ－5－1 検出這構一覧

模(m) 長軸方向 時 期

X3_68/0.58 N-56｡-E 縄文時代中期末葉N-56o－E
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Ⅳ米原3遺跡

斧などが周囲から出土した。F－7～10はH－lの西側、 K･ L-14グリッドにまとまる。H－1に近

接し、同一平面で検出されたことから、関連する遺構の可能性がある。遺物を伴うものはF-11のみ

であるが（フレイク2点)、検出層位および周辺より出土した遺物などから、前者は縄文時代早期後半、

後者は同中期末葉に形成されたものと考えた。

（2）住居跡

H-1 (図Ⅳ－5－2～4/表Ⅳ－5－1～3/図版5 ･ 6 ･ 13)

位置:K15c、 K16a～c，Ll5d、 L16a･d規模:4.63×4.23/4.22×3.68/0.58m

特徴：南西へ突き出した舌状台地上の平坦面、標高45.9～46.1mに立地する。

Ⅲ層上面で地形が凹んでいるのを確認し、遺構の存在を予想した。遺構の範囲と掘り込み面を明確

にするため、少しづつ上部の包含層を平面的に掘り下げていった。V層中位で掘り上げ土と考えられ

る褐色士が環状に分布しているのが認められ、 この段階で竪穴住居跡など大型の遺構を想定した。

掘り上げ士の分布の内側で、最も凹んでいる箇所を中心に十字ベルトを設定した。ベルトに沿って

トレンチ調査を実施したところ、固くしまった床面と掘り込まれた壁を確認した。さらに、床面に焼

土を検出したことから、 この遺構を竪穴住居跡と判断した。

平面はほぼ円形である。壁はやや傾斜して掘り込まれている。壁面の上部は木根などによる撹乱の

ため脆弱である。床面はほぼ平坦であるが、中心へ向かって若干傾斜する。床面の一部に古い時期の

風倒木痕が認められた。

覆土の上部(1 ･2層）は、基本土層のⅣ･V層に相当する落ち込みである。 3層は腐植土とローム質

土の混合で、上屋構造を覆っていたものが住居の廃絶直後に崩落したものと考えた。4層は褐色土で、

掘り上げ土が住居内部に流れ込んだ可能性がある。

床面より石囲い炉が検出された(HF-1)。中央からやや南側にずれて位置する。全部で18点の

礫・礫片が炉石に用いられている。石材は泥岩、流紋岩が多い。 1点だけ安山岩製のたたき石（6）が

炉石として再利用されている。これらの炉石の配列は部分的に欠けており連続しないが、焼土の平面

形から円形を呈していたと考えられる。炉石が途切れ、大きく空いている南側が、空気の取り込み口

だったのであろう。また、遺構の内部・外部ともに柱穴は検出されなかった。

表Ⅳ－5-2 H-1出土遠物一覧
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Ⅳ米原3遺跡

図Ⅳ－5-3 H-1と遺物(1 )
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Ⅳ米原3遺跡

遺物：合計で417点の遺物が出土した。覆土1 ．2層から出土した遺物は後世の流れ込みによるもので、

遺構に伴わないと見なし、包含層(IV･V層）扱いとした。覆土3･4層の遺物は廃棄直後に流入した

もので、住居の営まれた時期と大差がないと考えた。 よって、覆土3．4層および床面で出土したもの

は、基本的にこの住居に伴う遺物と判断し、位置を記録した。

覆土3層からは、南側の壁際で、 Ⅲ群b－3類に相当する無文の土器がほぼ一個体分、押しつぶされ

た状態で出土した(1)。覆土4層からは、東側の壁面で立て掛けられたような状態で石斧が出土し

ている （4）。床面からⅢ群b－3類の北筒式の土器片（2）が出土しており、遺構の時期を縄文時代

中期末葉と判断した。他に床面からは、つまみ付ナイフ（3）、Uフレイク、石斧（5）、すり石（7）、

台石（8）などが出土している。Uフレイクは黒曜石製で、原材産地分析と水和層年代の同定を依頼

したところ、赤井川産で、 4,942±24B・P.という結果が得られた（Ⅶ章第1節参照)。この年代は床面

出土の北筒式土器の編年による時期、すなわち縄文時代中期末葉よりかなり古いと思われる。このU

フレイクは床面より出土したが、攪乱などによって混入した遺物である可能性が高い。すり石と台石

は炉(HF-1)からやや離れて、東側の壁近くで出土している。

lは口径21.0cm、残存器高25.7cinを計るいびつな無文の土器である。口縁は波うち、口唇には指頭

による調整痕が認められる。器壁には凹凸があり、器面・内面とも指頭により粗雑になで調整される。

胎土に微量の黄白色粒と砂粒を含み、焼成温度は低く粉っぽい感じである。 2は口縁の肥厚帯に半裁

竹管による右方向からの押引文が2列施され、肥厚帯直下には竹管状工具によるやや下方向からの刺

突文が廻らされる。地文はLR斜行縄文である。 3はつまみ付ナイフ。つまみ部が大きく、刃部は菱

形である。両面に調整が施される。付近のJ-15･K-14グリッドからは、同型のものが出土してい

る （図Ⅳ－6－19－35～38)。石材は黒曜石である。 4， 5は石斧。 4は研磨面を残すが、基部に打

ち欠きによる再加工が見られる。刃部は弧状で、摩耗している｡ 5は両面が研磨されているが、刃部

を欠損している。石材は4が泥岩、 5が片岩である。 6はたたき石。三角形の偏平礫の端部に敲打痕

が見られる。HF-1の炉石として再利用され、裏面が被熱により脆くなっている。石材は安山岩で

ある。 7はすり石。乳棒形の礫を素材とし、主に腹面と側面に擦痕が見られる。下端が被熱によって

赤色に変化している。石材は泥岩である。 8は台石。上面が平坦に敲打整形された後、軽く擦られて

いる。石材は斑岩である。

時期：床面出土の遭物より、縄文時代中期末葉、北筒式期の遺構である。

表Ⅳ-5-3 H-1掲載遺物一覧
（士器）

接合･同一個体など[出土地点･遺物番号/層位(点数).］

（前項と同じ部分は省略）
備 考

番号| 分類
1 1 mb-3
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一
略 押引文21 mb 3

一
類
や
斧
斧
石
石
石

一
稲
崖
り

罰
一
分
奉
石
石
た
す
台

号

一

号

３

４

５

６

７

８

幅
一
番 備 考長さ×幅×厚さ(cm)

4．41×2．64×1．07

12．68×4．75×2．75

(11.03)×3.15×1．27

14．55×8.90×3.42

23．40×6．80×4．00

16．10×17．10×6．80

重量(9)

9．80

231．4

（80.8）

635．6

880．0

2320．0

石質

黒曜石

泥岩

片岩

安山岩

泥岩

斑岩

ロ

弓

２

９

５

４

７

６

丑

国

２

１

寺

上

納
側

些
退 層位

床面

覆土4層

床面

HF1

床面

床面

欠損品

被熱炉石として再利用

被熱
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H-2 (図Ⅳ－5-5 ･ 6/表Ⅳ－5-1 ･ 4 ･ 5/図版7 ･ 8 ･ 14)

位置: L18c， L19a･b、M19a 規模:3.02×2.81/2.57×2.18/0.54m

特徴：南西へ突き出した舌状台地の平坦面、標高45.9～46.1mに立地する。

V層中位の調査中、掘り上げ土と考えられる褐色士が、途切れながら環状に分布しているのを検出

した。この段階で竪穴住居跡など大型の遺構が存在すると考えた。

掘り上げ土の分布から遺構の規模と中心を予想し、十字ベルトを設定した。ベルトに沿ってトレン

チ調査を実施したところ、 V層土が大きくレンズ状に落ち込んでいた。さらに、固くしまった床面と

掘り込まれた壁が認められ、床面に焼土を検出したことから、 この遺構を住居跡と判断した。

平面は円形である。壁は若干傾斜して掘り込まれている。床面は平坦であるが、北東側が少し低い。

覆土の1～3層は、基本土層のⅢ～V層に相当する落ち込みである。4層は褐色土で、掘り上げ土が

住居内部に流れ込んだものと推測した。5層は腐植士とローム質土の混合で、H－lと同様に、上屋構

造を覆っていたものが住居の廃絶直後に崩落したものと考えた。

床面より石囲い炉が検出された(HF-1)。床面のほぼ中央に位置する。炉石は全部で8点である。

石材は砂岩、流紋岩が多い。安山岩製のたたき石（2）、凝灰岩製の台石（3）が炉石として再利用

されている。これらの炉石は方形に「．」の字を描くように並んでいる。北側が大きく空いており、

こちらが空気の取り込み口であろう。ちょうどH－1の炉跡と向かい合うように、住居の間の小さな

沢の方へ向いている。焼土中より石斧片が1点出土した。HF-1の南側で小ピットが1基検出された

(HP-1)。平面は長楕円形で、断面は袋状になっている。板状のものが差し込まれていたと推測さ

れるが、柱穴としてはやや細身で弱い。 よって、柱穴ではなく、 HF-1に付随する何らかの施設と

考える。 また、遺構の内部・外部ともに明確な柱穴は検出されなかった。

遺物：合計で18点の遺物が出土した。H－1と同様の理由で覆土l～3層から出土した遺物は包含層

(Ⅲ～V層）扱いとした。覆土4．5層から遺物は出土しなかった。床面の遺物は、すべて南東側で出

土している。HF-1のすぐ東側でⅢ群b－3類、煉瓦台式（短刻線文土器群）に相当する土器片が、

内側を上にして出土した(1)。他に床面からは、石斧片、台石(4)、礫片などが出土している。

lは床面から出土した煉瓦台式に相当する土器である。 LR斜行縄文を施した器面に低平な貼付帯

をつけ、貼付帯にRLの縄文を施している。胎土に黒色鉱物、砂粒、微量の小礫を含む。 2はたたき

石。偏平礫の側縁を敲打している。炉石として再利用され、被熱している。石材は安山岩である。 3，

4は台石。 3は方形礫を素材とし、上面に敲打痕が見られるもの。2と同様に炉石に用いられているが、

出土状況から台石としての機能が複合していた可能性がある。石材は凝灰岩である。 4は破損品。上

面に敲打痕と擦痕が見られる。被熱している。石材は安山岩である。

時期：床面出土の遺物より、縄文時代中期末葉、煉瓦台式期の遺構である。

表Ⅳ－5-4 H-2出土遠物一覧

層位 遺物名 分
たたき石

台石

礫・礫片 礫

礫片

礫・礫片

層位 ｜ 遺物名

~~ 面i土器
分 類

Ⅲ群b 3類

石斧片

台石

礫片

韓
一
聴
塩
境
一
原
凉
一
暁

類 数

点

点

点

点

点

点

１

１

２

４

９

８

点

１

床 面

礫石器

礫・礫片

三」

同’
三上

同’

HF-1 礫石器 石斧片 合 計
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1V米原3遺跡

H－2
戸

上

。

③

・

の

寸

。

+E,, ｜

'．

45

46， 1 2

~~坤。

Ｆ

Ｌ

工

工

刀

二

02

45

／

45 92

萄
匡
伝
柔
Ｈ

｡’b 46． 30m~｜

’

的

や

①

b

~掘り上けM土

○
コ

Ｖ

一

Ⅵ

Ｖ

’

Ⅵ

HF

H－2土層

1 黒色土：基本土層のⅢ層|こ相当腐植土

2 にぶい赤褐色土:基本土層のⅣ層に相当斑状に黒色土が混ざるやや粘性がある
3黒色土:基本土層のV層に相当腐植土ややしまっている

4褐色土：ﾛｰﾑ質土主体の汚れた土しまり弱い掘り上げ土の流れ込みか
5暗褐色土r旋植土とローム質土が混ざり合う粘性が強く､ しまっている

掘り上げ土褐色土：ﾛｰﾑ質土を主体とする粘性はあるが､ しまり弱い

／

／

／

、／

-IE2．-k]｡

~~ ~~今｡､ ｡I

撹乱

（遺構磁認調査範囲） /
／

、／

~~~~割へ~~
~~~~／1~~

、

、

、

、

、

岸室~
〃~~~~~~~● ~~~~

d 45，6om~．

一一=一心一
HF1 ET－

HP1

、

、HF 1土層

1 黒褐色土:榿色の粒子が見られる炭化物が少量混ざる

HP 1土層

1 黒褐色土:腐植土主体でローム質土が少量渥ざる しまり弱い

V層中位

黒褐色土
45. Z

6マ 16
5． 93

1ヂ ハ

キコ守 ヨ

1m
'一一一一一 1 ‘－
－

+M2。斗66 12
5．90

45 90

掘り上げ土

（褐色土）
V層中位

(黒褐色土）

46． 1 7~~ ~~藻n. ﾄL45, 87 45通85

45， 9B 46. 07¥5． 82

2，
1 1

H－2掘り上げ土検出状況

図Ⅳ－5-5 H－2
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’
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20cm

~
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図Ⅳ－5-6 H-2出土の遺物

表Ⅳ－5-5 H－2掲載遣物一覧
（土器）

鋤鍔’鋤番号 接合･同一個体など[出土地点･遺物番号/層位(点数).］
（前項と同じ部分は省略）

L14c･9/V下(1).同d･15/V中(1)M18d2/同(1).

M19a･1/V上(4).同a・ 2/V中(1).同a･3/同(1),

同c･1/V下(1).N17･cl/V中(1).P20a･2/同(1)計18点

「

鰐
一
分類 層位 点数 備 考

’ ’
貼付鵲

Ⅲb 3 床面２ 6

器

固

一
塗
２
’
３
’
４

。

‐
Ｉ

I

）

分 類鋤番号 層位

たたき石 13 HF1

台 石 7 HF1
坐弐
口 石 3 床面 ~

’ ‘
長さ×幅×厚さ(cm)

13.40×13.20×4．30

18．30×12．10×7．60

（21.70)×17.30×8.20 ’
重量(9)

1205.0

2275．0

(4870.0）

石質

安山岩

凝灰岩

安山岩

備 考

被熱炉石として再利用

被熱炉石として再利用

破損品被熱
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1V米原3遺跡

（3）土曠

P-1 (図Ⅳ－5-7/表Ⅳ－5-1/図版8)

位置: L20c 規模:0.83×0.65/0.85×0.70/0.57m

特徴：舌状台地の尾根上に立地する。V層中位で、 にぶい赤褐色土が環状に落ち込んでいるのを検出

した。平面は楕円形で、断面はフラスコ状に近く、曠底部でオーバーハングする。覆土の上位は自然

堆積で、基本土層のⅢ～V層に相当する。下位は腐植土とローム質士の混合で埋め戻しによるものと

考えられる。曠底面の直上は粘性の強い黒色土である。形状や覆土の様子から墓の可能性がある。

遣物：出土していない。

時期：検出層位と周辺の遺構などから、縄文時代中期末葉の遺構である。 （芝田）

P－1 P 1土層

1 黒色土：腐植土を主体とする

2灰白色土; Bt-m火山灰か

3 にぶい赤褐色土：ややしまりあり

4黒色土：基本土層のⅢ層に相当腐植土

5暗赤褐色土：基本土層のⅢ.Ⅳ層の混合

6褐色土;基本土層のⅣ層に相当

7 黒色土:基本土層のV層に相当腐植土

8 暗褐色土:腐植土とﾛｰﾑ質土が混ざり合うややしまりあり

9 褐色土：ローム質土主体で腐植土が混ざるやわらかい

10 暗褐色土: 9と同質だが、ややしまりがある

･ 1 黒褐色土：腐植土主体でローム質土がﾌﾛｯｸ状に混ざる粘性強い

a 46， 40m

’ 3
a

3 2

／
46. 30 ノノ
,---へ‐、4．｡

、
~々

)
６／

～ソ
／ b b 46, 40m~

／q， －－･一
' 一

/

／

1m

一
0

1
ﾆニニー

~|雨2｡‘

図Ⅳ-5-7 P-1

（4）焼土

1）縄文時代早期後半の焼土（図Ⅳ－5－8 ． 9／表Ⅳ－5-1 ･ 6/図版9 ･ 14)

F－1 位置:G22d、 G23a 規模: 1.53×1.09/0.12m

F－2 位置:G23d 規模:0.85×0.68/0.18m

F－3 位置:G24b、 H24a 規模: 1.15×0.51/0.llm

F－4位置:G23d 規模:0.45×0.38/0.12m

F－5 位置:G25b，H25a 規模:0.66×0.42/0.12m

F－6 位置:N20d 規模:0.75×0.49/0.06m

F-11 位置:M17c、 Nl7d規模:0.73×0.58/0.12m

F-12位置: J15d 規模:0.77×0.59/0.11m

特徴:V層下位からⅥ層上面にかけての調査中、南東側の比較的平坦なところで、不明瞭な褐色士と

微細な炭化物の広がりを確認した。これを仮にF－1とし、周辺の精査と掘り下げを行った。その結

果、微細な炭化物や炭化木片を伴う褐色土を4カ所(F-2～5)検出した。 また、やや離れた南西

側の尾根上や北東側の台地上でも、同様の褐色土を3カ所(F-6 ･ 11 ･ 12)検出した。半裁の結果、

熱を受け褐色化した部分がみられたことから、焼土と判断した。これらの焼土は未だ黒色腐埴士の発

達が進んでいない頃のもので、縄文時代中期末葉の遺構、遺物の検出面より低い位置で確認された。

遣物:F-1～5周辺から縄文時代早期後半の土器片、石器類が出土した。 l～4は中茶路式に相当

する土器。 lは短縄文のある底部、 2 ． 4は貼付帯と短縄文のある胴部、 3は短縄文のある胴部破片

である。 5， 6は石斧。 5は素材礫の形状をあまり変えないで、刃部を設けている。研磨は弱く、礫面

のr〕

0，



F－1 t2｡。 ２
４

｜
｜

Ｆ
Ｆ

七… -I目2．。

46、 S2

46． 46

F－2
$R 14

~~

ａ
一一一一 一

一一一

ａ

46‘07a
~

一

一

－

０

Ｊ
一
『
Ｉ~~

ａ

－

６

４

Ｃ

８１６４

ａ

４
Ｆ

+52｡。…。 -上‘｡。 -k24上
46 ，9

ａ
’ a 46． 60m

３ ~

a a 46 30m

Ⅵ
b

1土層

黒褐色土：基本土居のV層を主体とする焼土粒一炭化物が混ざる しまりあり

黒色土：基本土層のV層を主体とする焼土粒､炭化物が混ざる しまりあり

褐色土：焼土炭化物を多く含む しまりあり

暗褐色土：基本土層のV層土に焼土粒､炭化物が混ざる しまりあり

暗褐色土：基本土層のV層土に焼土粒､炭化物が混ざる しまりあり

Ｆ

１

２

３

４

５

F－2土層

1 黒色土：焼土粒．炭化物が混ざるやわらかい

2暗褐色土：基本土層のV層を主体とするややしまりあり

3 褐色士：暗褐色土が斑状に混ざるやわらかい

F－3 F－5
a 炭化物 a 46 2〔〕m

I ，

薄み-‐
Ⅵ、

、
F－4土層

1 褐色土：焼土

2 暗褐色土:基本土層のV層を主体とする

3 褐色土二焼土

4 暗褐色土：基本土層のv層を主体とする

ｑ
》

二
つ

焼土粒、炭化物が混ざる

焼土粒、炭化物が混ざる+R,4｡ -IR2,｡
15． 9

I① a a 45． 70m
’

一二一=Vr
I a 46． 00m

F-12
召

~L
~lJ16aF－5土層

1 褐色土:焼土焼けしまるＪ
２

Ⅵ

F－3土層

1 褐色土：焼土焼けしまる

2 暗褐色土:基本土居のⅥ層土に焼土粒が多く混ざる F－6
1両21 。 〆

、，
F-1 1

~~ ~~1．， 己。

タ
ノ

_L
lN1 7d

一一一

ａ
一

一

溌＜~
・45， 87．、

a a 46． Tom~

-=>=VF~

a
a 46. OOm~

a a 45． 20m

1一

一一＝二三ご_L

１
F－12土層

1 赤褐色土:焼土 しまり弱く、ポロポロしている

ﾉI
J1

F－1 1土層

1 黒色土

2 褐色土

F-6土層

1 褐色土：焼土基本土層のV層を主体とす-る

焼土 しまりなし
1mI】

図Ⅳ－5-8 F－1～6， 1 1， 12
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Ⅳ米原3遺跡
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図Ⅳ－5-9 F-1～5周辺の這物
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F－7～10､,
５

８

４

８５

‐

、

45

F－8

90-k]'｡
4貝 』 周

45‘ 95

､§掌
、

a 46OOm

－Tﾌﾆ>-T a a 46， 70m

、－，g＝7
／

fI¥
F-

〃

F 8土層

1 褐色土:焼土と黒色土が斑状に混ざるやわらかい

F－7土層

1 暗褐色土:基本土層のV層を主体とする

焼土粒が混ざるやわらかい
45， 81

a a 46‘ OOn

‐一言ﾆーーマ

ａ
’ a 46Oom~F－9土層

1 褐色土：焼土を主体とする黒色土が斑状に混ざる
ややしまりあり

80

F－1O土層

1 褐色土：焼土を主体とする黒色土が斑状に混ざるややしまりあり
汀凸

１

１

．

０

！

図IV-5-10 F-7～10

が一部に残る。 6は刃部の破片。全面が強く研磨されている。石材は5が珪質頁岩、 6が泥岩である。

他にF-11からフレイクが2点出土している。

時期：検出面、周辺の遺物などから、縄文時代早期後半の遺構と考えられる。

2）縄文時代中期末葉の焼土（図Ⅳ－5-10/表Ⅳ－5-1/図版9)

F－7位置:K14c， L14d 規模:0.48×0.40/0.09m

F－8位置:K14b， L14a 規模:0.83×0.54/0.16m

F－9位置: L14a ･ d 規模:0.66×0.63/0.08m

F-10位置: L14a ･ b ･ d 規模: 1.35×0.82/0.13m

特徴:H-1の北側のV層中位を掘り下げていたところ、褐色土の広がりを4ケ所確認した。焼土で

あることが想定されたため半裁したところ、熱を受け褐色化した土層断面を確認し焼土と判断した。
遣物：出土していない。

時期：検出面と周辺の遺構などから、縄文時代中期末葉の遺構と考えられる。 （袖岡）

表Ⅳ－5－6焼土掲載這物一覧
（土器）

接合･同一個体など[出土地点遺物番号/層位(点数).］
（前項と同じ部分は省略）

分類鰐
一
『
Ｉ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４

出土曾号,鋤鰐 層位 点数 備 考

短縄文

貼付帯，短縄文

短縄文

貼付帯，短縄文

Ib 3 G23b

Ib－3 G24c

Ib－3 G25b

Ib-3 G23d

礪
一
帽
一
帽
一
噸

１

’

３

１

－

１

１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

(石器

番号｜ 分 類

51石 斧
61石 斧

長さ×幅×厚さ(cm)

12．64×3．96×1．20

（6.85)×(5.98)×(2.85）

出蟠号’鋤骨号 層位

G23d･1 1 V層

G25b･1 VE

重量(9)

91．7

（135.1）

｜ 石質 ’ 備 考

|珪質頁岩｜
｜ 泥岩 ｜ 刃部のみ
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6包含層の遺物

（1）土器

尾根部分と北西側斜面を中心に9,079点出土した。量的には縄文時代中期と早期を中心に、前期、後

期、晩期および続縄文時代の順である。なお、図では同一個体にアルファベット小文字で枝番を付し

てある。

縄文時代早期の土器（図Ⅳ－6－7 ． 8／表Ⅵ－6－2 ． 3／図版15･16)

縄文時代早期の土器は1.459点(16.1%)出土した。早期の土器のうち、 I群b－1類が749点

(51.3%)、 I群b－2類が463点(31.7%)で、両者が83%を占める。分布域も尾根部分、北西側斜面、

南西側斜面とおおむね重複している。 I群b－3類は北西側、南西側、南東側斜面で散発的に93点

(6.4％）出土しており、南西側と南東側斜面で出土したものは焼土に関連すると考えられる。 I群

b－4類は尾根部分を中心に73点(5.0%)出土している。

I群b－1類: 1～8は、縄の側面圧痕、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、断面三角形を呈する太めの

貼付帯、 などの複合施文を特徴とする土器で東釧路Ⅲ式に相当する。側面圧痕をもつもの(1～3)、

組紐圧痕文や貼付帯をもつもの（4～8）に分けられる。内面調整は指頭による横なでである。胎土

には微量の淡黄白色粒や小礫を含む。 5 ． 6 ． 8は黒色鉱物を含む。

1～3は口唇の断面は外側に張り出し、 口縁に縄の側面圧痕が施される。 lは口唇が縄で刻まれ、

器面に側面圧痕と短縄文、太さ1.5mの縄を丸軸に巻いた幅6mmの絡条体圧痕文、 RL斜行縄文が施さ

れる。張り出した底部には短縄文が施される。 2と3の口唇には縄の圧痕が認められる。

4～7は3本の縄による平組紐の圧痕が施される。組紐の幅は4～6が5～7mm、 7は3mmである。

4～6は組紐圧痕文と貼付帯をもつ。貼付帯は太く、断面は三角形である。 4は組紐圧痕文と短縄文

が施される。組紐圧痕5～6本おきに短縄文が1列施されるものとみられる。幅7～9nlmの3本単位

の垂下する貼付帯と、幅5～6mmの2本単位の横環する貼付帯が組み合わされる。垂下する貼付帯は

表Ⅳ－6－1 層位別出土土器一覧

’層位

V層

中位

39

196

93

9

26

363

0

406

406

142

55

96

924

1217

146

2

10

1

3768
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８
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棒状工具により刻まれ、貼付帯の間には縦位の組紐圧痕文がある。横環する貼付帯の上半分から器面
にかけては短縄文が施される。 5の垂下する幅7mmの貼付帯は指頭により刻まれ、器面には幅4～5

，Ⅲの横・縦位の組紐圧痕文と短い組紐圧痕文が施される。横位の組紐圧痕の一部は貼付帯にかかって

いる。 6は組紐圧痕文と短縄文を施した器面に'幅1cmほどの横環する貼付帯がつけられている。貼付

帯の上半分は縄により刻まれている。7は口縁がわずかに外反し､外傾する口唇にRLの縄による圧痕、

器面には3本の縄による幅3mmの平組紐の圧痕と、短縄文が施されている。 8は太さ0.8mmの縄を丸軸

に巻いた幅3mmの絡条体圧痕文を斜位に施した口縁に、断面三角形の幅6～7mmの貼付帯がつけられ

ている。断面が外に張り出した口唇と貼付帯の上半分はRLの縄により斜めに刻まれている。

I群b－2類: 9a～12は組紐圧痕文、絡条体圧痕文、縄の側面圧痕、断面半円形の貼付帯、 など

を特徴とする土器でコッタロ式に相当する。組紐圧痕文をもつもの(9 ･ 10) と絡条体圧痕文をもつ

もの(11 ･ 12)がある。 I群b－1類に比べ、組紐圧痕文や絡条体圧痕文の原体、貼付帯は細めであ

る。曲線的な文様を構成するもの、横位。斜位の直線的な施文を組み合わせて文様を構成するものが

ある。内面は指頭による横なでにより調整されている。胎土には微量の淡白色粒を含む｡ 9 ． 11には
小礫10には黒色鉱物、 12には砂粒も含む。

9は組紐圧痕文、短縄文、貼付帯をもつもので、 3本の縄による幅4mmの平組紐の圧痕と、幅2～

3mmの短縄文を施した器面に、断面半円形のIII59mmの貼付帯がつけられている。貼付帯は短縄文と同

じ縄で刻まれている。 10は波状口縁をもつ土器である。器面には3本の縄による幅3nnの平組紐によ

る波状の圧痕が、その間隙と胴部よりやや厚い口唇には、 II52mmのRLの縄による圧痕が施される。

llは絡条体圧痕文、貼付帯、ボタン状貼付、縄端刺突文をもつ。 llaは幅6mmの断面半円形の貼付

帯を斜位につけた器面に､太さ0.7mmの縄を角軸に巻いた幅3mmの絡条体圧痕文が横・斜位に施される。

貼付帯は太さ3nmのLRの縄により刻まれている。横位の絡条体圧痕文の上には斜位の絡条体圧痕文

に重ねて、貼付帯を刻んでいる原体による縄端刺突文が施されている。 1lbには径1.4mmほどのボタン

状貼付があり、器面には斜位の絡条体圧痕文が施される。ボタン状貼付の上の器面との境目には縄端

刺突がある。 12a～12cは絡条体圧痕文、短縄文により横・斜位の文様を構成する。 12aには太さ

0.7mの縄を角軸に巻いた幅4mの絡条体圧痕文を、数列単位で横位に施し、それを4本単位の斜位の

絡条体圧痕文により繋いでいる。これによりできた三角形あるいは菱形の空間には、 l幅2～3nnのR

Lの縄による短縄文が充填されている。 12bは数本単位の絡条体圧痕文の問に、同じ原体による長さ

1.5mmの短縄文が施されている。 12cは底部が張り出し、縦位に絡条体圧痕文が施される。

I群b－3類： 13～16は貼付帯と短縄文を特徴とする土器で中茶路式に相当する。 13は器面に横環

する幅2mmの貼付帯と、幅l.5mmの短縄文が施されている。内面は平滑で横になで調整されている。

胎土は粒が細かく均質で、微量の黒色鉱物を含む。 14は器面には幅2～3mmの貼付帯と、幅1.5mmの

微隆起線が横環する。貼付帯の間には幅1.5～2mmの短縄文が施される。内面は横になで調整されて

いる。胎土には黒色鉱物を含む。 15は幅1.5mの貼付帯を横環させ、貼付帯の上の器面を指頭により

横になで調整している。貼付帯の間には幅1.5mmの短縄文が浅く施されている。底部は直線的に立ち

上がる。内面は指頭により横になで調整されている。胎土は粒が細かく均質で、微量の白色鉱物と小

礫を含む。 16の底部は直線的に立ち上がり、幅2～2.5mm、長さlcmほどの短縄文、 LRの斜行縄文

が施されている。胎土は粒が細かく均質で、黒色鉱物を含む。内面は指頭により斜。縦位になで調整
されている。

I群b－4類: 17a～19は羽状縄文を特徴とする土器で東釧路Ⅳ式に相当する。 17は口縁に1I51cm

ほどの箆状工具により右方向からの刺突が廻らされており体部にはRLの縄文がある。内面は平滑で、
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胎土には黒色鉱物と小礫を含む。 18と19には第1種結束羽状縄文が認められる。いずれも内面は指頭

により横になで調整されており、胎土には黒色鉱物、微量の淡黄白色粒および繊維を含む。
縄文時代前期の土器（図Ⅳ－6－9〆表Ⅵ－6－3／図版16． 17）

縄文時代前期の土器は尾根部分と北西および南西側斜面を中心に741点(8.2%)出土した。前期の
土器うち721点(97.3%) をⅡ群b類が占める。

Ⅱ群a類：条が太めの斜行縄文を特徴とする土器で静内中野式に相当する。尾根部分と南西側斜面

で20点出土した。 20は11155～6mnlのLRの斜行縄文が施されている。内面には凹凸があり、指頭によ
り横になで調整されている。胎土には小礫と繊維を含む。

Ⅱ群b類: 21～26は貼付帯、縄線文、羽状縄文、繊維や小礫を含む胎土を特徴とする土器で植苗式

に相当する。口縁に貼付帯のないもの(21)、縄線文をもつもの(22･23)、貼付帯をもつもの(24･

25）がある。焼成は良好で堅く焼き締まる。 21は器面・内面にRLの斜行縄文が施されている。口唇

に同じ縄文が認められる。22は口縁がやや内傾する。口唇は平らに調整されわずかに外側に張り出す。

器面にはLRの斜行縄文が施され、縄線文を1条施してそこを指頭により擦り消している。内面にも

LRの斜行縄文が施されている。口縁には炭化物が付着する。いずれも胎土に多量の淡黄色粒、少量

の砂粒と繊維を含む。焼成は良好で堅く焼き締まる。 23は口縁が内傾し、口唇と器面にLRの斜行縄

文が施されている。23aには縄線文、 23bには縄線文と同一原体による沈線文がある。内面には凹凸

があり、調整は指頭による横なでである。いずれも胎土には多量の淡黄色粒、少量の砂粒と小礫およ

び繊維を含む。 24と25はRLとLRの横回転の羽状縄文を施した器面に貼付帯をつけ、そこに縄文を

施している。貼付帯と器面の境目にはLRの縄の側面圧痕が認められる。内面には縦回転の羽状縄文、
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断面が角張った口唇にも縄文が施されている。 24の胎土には小礫砂粒、繊維を、 25には小礫、黒色
鉱物を含む。 26は口縁が内傾する。器面・内面ともLRとRLの縦回転の羽状縄文が施されている。断
面が外側に張り出した口唇にも同じ縄文が施されている。胎土には小礫、砂、黒色鉱物を含む。
縄文時代中期の土器（図Ⅳ－6-10･ 11/表Ⅵ－6－3～5/図版16～19)

2,740点(30.2%)出土した。このうち、 Ⅲ群b－3類が1,930点(70.4%) と中期の土器の大部分を
占める。次いで、 Ⅲ群a類が545点(19.9%)、 Ⅲ群b－2類が158点(5.8%) となる。

Ⅲ群a類：円筒土器上層式に相当するものは尾根部分と北西側斜面、萩ケ岡l式に相当するものは

尾根部分に集中して出土した。Ⅲ群a類のうち後者が84.4％を占めている。 27～31は円筒土器上層式
に相当するものである。27は口縁に化粧粘土が塗られ、口唇が縄で刻まれる。地文は第1種結束羽状

縄文である。 28･29･31は貼付文をもつ。 28は口縁の小突起に貼付文、口縁に沈線文が施される。29

は貼付文の上から地文のRLの縄文を施す。 30の口縁貼付は縄で刻まれている。31は把手状の貼付で

ある。 32～34は萩ケ岡l式に相当するものである。 32～34は地文に第1種結束羽状縄文が施されてい

る。 33は器面に垂下する貼付帯があり、貼付帯にも同じ縄文が施される。 34はM14グリッドのV層中

位～V層下位を中心に出土した、破片点数309点を数える個体である。口縁に山形突起から垂下する

貼付帯と、口縁に沿った貼付帯の交点にはボタン状の貼り付けがある。貼付帯は爪により刻まれてい

る。35はL ･M-14･ 15グリッドのV層中位～V層下位から出土した、破片点数149点を数える個体

である。口縁に山形突起、口縁に沿った貼付帯と垂下する貼付帯をもつ。垂下する貼付帯に重ねて山

形に貼付帯がつけられる。貼付帯には縄による刻みや圧痕が施される。

Ⅲ群b－2類：柏木川式に相当するものである。小片や施文が不鮮明なため掲載しえなかった。

Ⅲ群b－3類：北筒式に相当するもの、煉瓦台式、静狩式などいわゆる短刻線文土器群に相当する

がある。分布域はほぼ重複している。後者は従来道南の土器群とされていたが､道南という地域区分

よりも､冬季にあまり積雪のない渡島半島から胆振・ 日高の太平洋岸といった､北海道のなかでも比較

的温暖な自然環境に適応した文化の土器群としてとらえることができよう。これに対して北筒式は冬

季に厚い積雪で覆われる、地表面が凍結するなど寒冷な自然環境に適応した文化の土器群といえる。

36～45bは北筒式に相当する。いずれも口縁に円形刺突文をもち、 口縁に半裁竹管による押引文の

あるもの（36～42） と、押引文をもたないもの（43．44）がある。 36～38は肥厚した口縁には半裁竹

管状の工具による右方向からの押引文が2列施され、口縁肥厚下には竹管状工具による円形刺突文が

廻らされている。内面には凹凸があり、指頭によりなで調整されている。 36はL16グリッドのV層上

位を中心に10点出士した個体である。断面が角型の口唇は指頭で横になで調整され、指でおさえた痕

跡がある。37は磨耗している。地文は36．37がLRの斜行縄文、 38にはLRとRLの縄文が認められ

る。 39～41は口縁が肥厚せず、口唇外縁に半裁竹管状工具による右からの押引文が1列施され、その

直下には39．41は竹管状工具、 40は棒状工具により円形刺突文が廻らされる。 39は口唇内縁にも同様

の押引文が施される。地文は39が結束第2種、 40･41はLRの斜行縄文である。42は肥厚した口縁に

右からの半裁竹管による連続刺突文が1列、肥厚帯直下には竹管状工具による刺突文が施される。器

面にはRLの縄文が認められる。43の器面は無文である。口唇に棒状工具による斜位の刻み、口縁に

円形刺突文が施される。44は器面にLRの縄文が認められ、 口縁に棒状工具による円形刺突文が施さ

れる。内面は剥落している。45はM・N-18グリッドのV層中位～V層下位を中心に出土した、 破片

点数30点を数える同一個体である。器内にはLR斜イ丁縄文と棒状工具による円形刺突文が施される。

底部は直立気味のもの(61)、張り出したもの(62 63）がある。いずれも内面調整は指頭による横

なでである。胎土は粒が不揃いで小礫や砂粒を含む 焼成はあまり良くなく器面が粉っぽい感じのも

18
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図Ⅳ－6－12包含層出土の土器（6）

のが多い。 36や42のように黒色鉱物や砂粒を含み、短刻線文土器群に似た胎土・焼成のものもある。
46～60は短刻線文土器群である。46～51は口縁部破片で、口唇は角張り、丁寧になで調整される。

口縁に縄文の施された貼付帯のあるもの（46～48)、頚部に縄文の施された貼付帯のあるもの（49)、

縄文のみのもの（50．51）がある。46は口縁と頚部に貼付帯をもつ。地文にLR斜行縄文を施し、口

縁と頚部に低く平たい貼付帯をつけ、口縁貼付帯の下半分から頚部の貼付帯にかけてRLの斜行縄文、

口縁貼付帯の上半分にLRの縄文を施している。47は口縁貼付帯の下半分より下にはLR斜行縄文、

上半分にはRLの縄文が施される。48は口縁にRL斜行縄文を施し、口縁に平たい貼付帯をつけその

上にLRの縄文を施文している。貼付帯直下には棒状工具による左からの刺突文が施されている。49

は頸部に貼付帯をつけ、器面にLRの斜行縄文が施される｡ 50･51の地文はLRの斜行縄文である。

52～57は頚部・胴部破片である。 52～56は貼付帯をもち、貼付帯の上下もしくは貼付帯の途中で条の

向きが変わるように縄文が施される。 52はRL斜行縄文を施した器面に細めの貼付帯をつけ、貼付帯
にRLの縄文を施す。 53はRL斜行縄文を施した器面に貼付帯をつけ、そこに重ねてRLの斜行縄文

を施している。貼付帯から上の器面にはLRの縄文が認められる。 54はまず上の貼付帯をつけて器面

にLR斜行縄文を施し、 しかる後に下の貼付帯をつけて各々の貼付帯にRLの縄文を施文している。

55はLR斜行縄文を施した器面に貼付帯をつけ、貼付帯にRLの縄文を施文している。 56は貼付帯の

半分から下にLR、半分から上にRL斜行縄文が施されている。 57にはLRとRLの斜行縄文が交互

に施されている。底部は、張り出さず（58)、底部直上に貼付帯状の膨らみのあるもの（59)、底部が

磨かれているもの（60）がある。短刻線土器群は、いずれも地文には横回転による単節の斜行縄文が

整然と施される。縄文の条がよく通り、節が深く明瞭に刻まれる。貼付帯の半ばもしくはその上下で

条の向きが変わるように縄文が施文される。内面は丁寧になで調整され平滑である。胎土は粒が均一

で、黒色鉱物、砂粒を含み、焼成が良好で堅く焼き締まる。

縄文時代後・晩期、続縄文時代の土器（図Ⅳ－6-11 ･ 12/表Ⅵ－6-5/図版19)

Ⅳ群a類はL14グリッド (235点） を中心に尾根とその周辺の斜面で510点(5.6%)、 V群c類はL

17グリッド (106点） を中心に119点(1.3%)、Ⅵ群は尾根と西側斜面で21点(0.2%)出土した。

Ⅳ群a類：64～66bはタプコプ式に相当するものである。 64はJ ･K-15グリッドのV層上位～V

層下位を中心に出土した、破片点数92点を数える同一個体である。口唇および器面・内面にLRの斜
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表Ⅳ－6－2包含層掲載土器一覧（1 ）

分類 ｜ ”雪ゞ ’
遺物

番号
接合・同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数合計破片点数

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む）
図番 層位 点数

備考
皿
一

Ib－l K－10－a 1 V層中位
I-I8c1， V中（1 ） ． 同5， V上（1） ~ 同d2, 同（1） ~ H9b4， V中

同7， V下(2) . 1 13c2, V上(1) . Jllbl , FI (5) . 同c2， V中

同c4， V下(2) .K10al, 同（2） ． 同3， 同（4） ． K11al ， V上（

同3， V中（11） ． 同4， V中（46） ． 同5， V下（69） ． 同b1 ， V上（4）

|司c2， V中（1） ． 同3， 同（19） ， 同4， V下（10） ‐ 同d1 ， V中（1）

Z

咽
一
“
｜
、

側面圧痕
K－ll－a V埴中位4 ３

絡条体圧痕文

短繩文

RL

ｄ

ｂ
~

１

１

１

ｌ

~~
Ｋ

』

V層中位 1

叱
一 1 V層上位 1

K－ll－a V層下牡 ]

K－ll－a V層下位
~

~

肺 K－11－a V層下位 ノ｡

Ib－l M l3－a V層中位 1
~ ~

側面圧痕､短縄文
Ib 1 M－l4－d V層中位10 1

短縄文

蜘
一

I b ］ 1－9 3 V層下位 1
貼付帯

I－9 d V層中ｲ曲月 ■、
1〃

棒刻み
｝b ａ

ｄ
~

９

９

１

１

1 V層上位
短縄文

~

V層上位ﾉ ２

組紐圧痕文
l －q－rl，J L4 V層下他1 1

~

I－9－d V層中位８
~

'1戸
註し ｛－9－． 1 8 V層中位 1
~

4． T q－r1~ 学 L4 V層中位H 6

I b 】 I 9 b 5 VI屑上位Jこ

貼付帯、指頭刻み
~

I-9-b Ⅵ層上位 ３

短縄文
5b I－9 b VI層上位6 b

組紐圧痕文
I b－l M l3－d ７ V層中位ba ２

貼付帯

M－l4－a 11
4』 Ⅵ屑上位 ３

繩刻み
姉 M－l4 Ⅵ層上位11 ４

短縄文

組紐圧痕文

同dl〔)， V中（1） . 239点

耐 Ib－l M－l5 b V層下ｲオ5 1
短縄文

7b K－l7－a V層中位１

組紐圧痕文
只 Ib－1 I－lO－d V層中位5 1

貼付帯

絡条体圧痕文

9a I b 2 1 8－（ VI屑上位4 1
貼付帯

9上 I －8－c Ⅵ層上位
短縄文

帥 I－8 c l 4 Ⅵ層卜付 1
組紐圧痕文

Ib 210 K－l6－a V層下位4 1
[ 9b4， V中(1) . K15al l , V下(1) ~ 同c5， |司(1)I<'6c4, R(11 1短縄文

M l3－d V層':1ｺ位７ 1 Ll4c5， V中(11L15a4, 同（1） ~ 同c5， V~下（1） ． Ml3b2， 同（1）

Ml5a3， V中（1） ． 同b3， 同（ 1 ） ． 同c5， 同（3） ~ 同c6， V下（1） ．

Ml5d4， V中（1） ~ 同d6， V下（1） ． 同d7， 同（2） ． 同12， 同（2） ．

Ml6c7,同（1） ． 同dlO.Ⅵ上（1） ． Ml8d4,V下（ 1） ． Nl4a6,V下（1） ．

同d6， 同(21015d4, V-下（1） ． Pl6a2，Ⅵ上（1） ． 32点

H9c5， V中(1) ､ I 8c2, 同（1） ， 同4，Ⅵ上(411 9b2, V~ド （1）

同5， Ⅵ上(1) . nc2, V下（1） ． I10b6， V下（2） ． 同7， V下（7） ．

同c2， V中（1） ． 同6， 同（2） ． 同d5， 同（4） ． Illa9， 同（1） ．

組紐序痕又

N－l4－a V層中位2

N－l4－b l 3 V層下位 1

Ib 2
11n
Lユロ I 10－d V層中位5 1

貼付帯~

J－lO d V層中位 1
オミタン状貼付

1lb 1 10－（ V層中位 1I

絡条体圧痕文
11戸

』LL I－9－b VI層上位 1
縄端刺突文

『 1－一ワ
L Lノ 白l2a O－l6－d V層下位2

絡条体圧痕文
~

P l7－a V層下位４ 1
短縄文

l2b M－l5 （ 14 層下位

l2c M－l5 c V層下位1

M－l5－c l 4 V眉中位 ３

O17bl， V下（1） ． Nl4a8， 同（1） ．同b1， V中（1） ． Nl5a2， 同（1）

N15a3， V下（1） ． 同b2， VI:'． （1） ． 同b3， V~,ド （ 1 ） ． 同Cl ， 同（1）

Nl5d1 ， V中（1） ， 同d5， V下(1) . N16bl , V中（2） ． 同b3，Ⅵ上（1）

P14a1 ， V中(1) . P15b4, 同（1） ． 同d3, FI (1) . P16c3, V下（1） ~

Pl7a7,同（2） ． 同b4，同（1） ． 同d2，V上（ 1） ．表採（2） ，排土（1） ． 58点~
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表Ⅳ－6－3包含層掲載土器一覧（2）

接合．同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数，合計破片点数

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む）鈴緬 ｜ ”萱ゞ ｜鷲 備考
点数層位図番

貼付帯、短縄文

貼付帯、短縄文

微隆起線

貼付帯、短縄文

V層下位 11H 23－c13 1 Ib－3

I l3c7， V上（1） ． 同c9， V下（1） ． Jl4b5， 同（3） ~ 同b6， 同(4) . 14点V層下位ｃｎ
ｄ

ｌ－ 9Ib 3皿一
鐸

V層下位 〕５J－l4 b

V層上位 21○ 16-I b－315

〃爵中位 11P－17－a

貼付帯、短縄文
V層下位 11Ib－3 H 24－〔16

刺突文
V層下位 14『－1兵 戸

し エリ …Ib－4恥

RL

第1種結束羽状

V層下位M－l5－dl7b イ ｰ

『層中位 12M－15 cIb－418

第1種結束羽状

LR

Ⅵ層上位 26T－q h~ ~ ~Ib 4昭

V層上位 13Ⅱa I－lO－c20

同lOd8， 同（1） ~ 8点

器而RI
V層下位 ’I－12 d ３Ⅱb21

内面RL

同a4，V上（1） ．同a6，V下（1） ．同a7，同（1） ．同b3，V上（1） ． 15点
LR

V層中位 1I 15－a 1Ⅱb翠

口縁内面RL
V層中位J－l5 a ２

縄線文l M13biV中(1) . N13al , m (3) . |司a2, IV (12) . 同a3． V中（8）V層中位4Ⅱb N l3－a23a

LRV下（15）

V上（1）

犀
一
耐
一
癖

V中（13）

V中（1）

同（1） .

V上（4）

， Ⅳ（皿

同（1）

７

２

２

ａ

ｂ

ｄ

同

司

同

同（22） ~

V中（11

V中（1）

１

５

５

ｂ

ｂ

ａ

同

同

同同a4

同alO

同b4

V層上位5 ］N－l3－a23b

貼付帯
V層下位 14Ⅱb M l6－a型

貼付帯Jl4a2， V中（18） ． 同a3． 同（8） ． 同a4， V上（3） ． 同a6， V下（1）

同a7， 同（3） ． 同a9， 同（16） ． 同c4， V上（6） ~ 同d4， V下（2） ．

同d5， 同（8） ． 同d8， 同（1） ． 69点

H9b5． V中（1） ． I 9bl ， V下（1） ． ｜司d8， V中（1） ． 同d9， 同（1）

V層中位 12Ⅱb J－l4－a25

RL、 LR
V層下位 19J l4－a

内面縄文
V層下位I－14 a ，

縦回転羽状縄文
V層下位 1I I－13－b 1nb26a

内面縦羽状縄文V層中位７ 1T -9 d上26b

V層中位 4I 9－d q

｜
”

口唇縄刻み
V屑中位 ２N 17－a ］Ⅲa

貼付文，沈線文
V層下位1 1Ⅲa M－l8－a28

貼付文、 RL
V屑中位 1I－l5 b 229 Ⅲa

V層中位 2I－15 b 3

把手状貼付帯
V層下位 1L－l7 c

両

Ⅲa30

貼付帯縄刻み
V層中位 11Ⅲa L－15－a

11

.1

第1種結束羽状
V層~F位 1L l4－I 9Ⅲa認

垂下する貼付帯
V層下位 1qⅢa L 14－cqq

JJ

第1種結束羽状
V層~ﾄ位11 1L－l4 c

1,突起I lOd7， V下（1） ． Ll4c8， 同（1） ． 同cll， 同（1） ． 同d5， V中（3） ~

L16clO， V下（1） ． M13．6， V中（1） ． M14bl2， 同（1） ． 同c2， 同（ 1）

V層中位 1Ⅲa L－l4－d34 0

垂下する貼付帯
V層中位M－14 c q

横環する貼付帯
V層下位 1M－14 d 1

第1種結束羽状
V層~F位７ 9vI-l4-d

V層中ｲ立 1M－l4－d 10

V層中位 14M-15-2

小突起
V層中位 フIⅢa L－l5－a35

口縁貼付帯

垂下する貼付帯

縄刻み

~~
同c10． 同（2） ．同d8，V中（1） ~ Ll7a5， 同（2） ．同a7，同（1

同c7，同（3） ~ Ll8b3，V下（21） ・M14a3， V中（1） ． 同d5，V-F （1）

同d8，V中（1） ~ 同d9，V下（1） ． ’百1．10． V中（2） ． Ml5c8， V下（3）

同c9，同（2） . 同cl2, ｜司(6) . 同Cl3，同（3） . 同d8, 同（1）

M16b6，同（1） ． 同c3，V中（1） ~ 同c8，V下（1） ．M17a4，同（1）

同a5，同（1） ~同b4，同（1） ．M18d3， 同（1） ．Nl5d4，同（ ’ ~

Nl7c1． V中（1） ． 149点
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表Ⅳ－6－4包含層掲載土器一覧（3）

接合・同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数．合計破片点数

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む）
分類 ｜ ”萱。 ｜製図番’ 層位 点数

備考

函 Ⅲb－3 L－l6－b l 2 Ⅵ届撹乱| 6 1 Illa7,Ⅵ上(1) . K13bl , V上( 1) . L16b2.Ⅵ撹乱（1 ） ~ 10点 円形刺突文
L－16 d V層上位1 1

押引文

押引文

押引文

唾
一
醒
一
皿

qワ
ゼ~ロ ３

３

ｂ

ｈ

Ⅲ

Ⅲ

P－l7－b 丹 V層下位 1

38 K－l2－c V層中位 K12c6, V｢i! (1)樹d2， 同(1) . L11bl , 同(1) . L12b3, 同（1） ~頭
Ll6d8， V中（1） ~ 3点

一
眼

’

39 Ⅲb一 L l6－ ⅢI'↑’ 1
円形刺突文

押引文
L 16-c V層上化 1

Ⅲb－310 M－18－I V層中位1
L24d1 , V下(1) . M12c3, V中(1) . M15d5, V下（1） ~ 同d8‘ 同（ 1 ） 円形刺突文

17b2, W(1 ) . Nl9c2, V下( 1) . N20bl , n(1) . O17al , 同（1 ） ． ｜押引受
P14cl ， Ⅲ （1） ． Pl6cl ， V下（ 1 ） ~ 11点 LR｜

細
一

41３

３

~
~
ｂ

ｂ

Ⅲ

剛

O－l7－d V7層上位 】~~

刺突文、 LR
列如

哉垂 l－10－fl ３ V層上位 ﾌ

連続刺突文

I－lO－d VI薊 ﾄｲｺ １

円形刺突文、 RL
13 Ⅲb 3 V層中位［ －10 （ 1 I Qf1 R

ム ロ〆、4 U

Nl3d4

O17d4

P21bl

V下（1）

V中 （1）

|司 （1） ．

T庁 ﾉ割､

V1 （Lノ ．

I 10a3

・ 同d6，

Ol8bl ，

11点

V中（

V下（2）

V中（ 1 ）

~ 同a4

N16b2

O19bl

V上（2） ． 同d7，V 1

同（1） ~ N17b5， 辰

V下（1） ． Pl7a7．

（ 1 ） ．8点

（ 1 ）

同（1） ．

刻み、 円形刺突文
項 Ⅲb－ O－16 a V層下位 1

円形刺突文、 LR

45a Ⅲb M－18－c V層1 1』

円形刺突文
451 N－18 c 《層中位 ］

無節のLR

N l8－d V層中位1 1

N－l8－d V層下ｲI 1~

N18a1， V中（1） ・同a2，V下（1） ． N19al， 同（1） ，同a2， V中（1）

Nl9b］ ， ⅡI （1） ~ 同b2． V上（1） ~ 同Cl‘ V中（1） ． N20．1． V中（1）

N21cl， 1V（1） ． 3()点

Ⅲb－3 T－11－aJ 上』 V1首中位4b 1｡

貼付帯、 RL， LR

貼付帯、 RL、 LR

細ウ
詮『 Ⅲb－3 N－l5 a 〃爵~ﾄ位4 1

８４

Ⅲb－3 L－l4 （’ V層中位５ 1
貼付帯刺突文

19 Ⅲb－3 K－l2 a Ⅳ層］ 1
貼付帯

K－12 d V層中位３
LR

50 Ⅲb 3 vl l3-〔 V屑中位4 1
LR

51 Ⅲb－3 1－1ワ 胎
一 L竺 L' 層I:l lf２ 1

LR

L 17－d V層下位I ］

mb－3寵 I－l3－l V層上位 1リ

貼付帯、 RL

詔
一

Ⅲb－3 p－17 FI
且 L0 LL V層上位4 ’

貼付帯

LR， RL
E（
J託 ⅡIb－3 L－14 d V層瞑|卯忙b ］

貼付帯

RL， LR

謂 Ⅲb 3 M－19－E V層中位2 ２
貼付帯、 RL， LR

Ⅲb 3 J－ll－a叩 V層下位
貼付帯

○]5a1 ， 同（1） ． 6点 RL， LR

57 Ⅲb 3 L－l5－b V層下ｲ11３ 1 Jl4c 1 ， V中（ 1 ）

K14bl ， 同（1） ．

Ll4d l O， V下（ l

Ml5d l ， Ⅲ上（1）

Nl4b2， V中（1）

Pl7c2, V上（1）

1 10．4， V中（1）

． 同c2， V上（1） ， J15．3， V中（1）

同c2‘ 同（1 ） ~ Ll2cl ， 同（ 1 ） ~ 同

） ． 同dl4， 同（1） ． 同d15， V中（1）

~ 同d9, V下（1） . 同d15, VI上（1） ，

， 同d2， ｜司（1） ~ Ol3cl，V下（2） ．

24点

Ll6d8， 同（ 1 ） ． 3点

~ Kl2d2､ 同(1)

2， 同（1） ~

Ll5bl ， 伺（1 ） ．

Ml6d3， Ⅲ（1） .

Ol7a2， 同（1） ．

LR、 RI

M 14－d V層中位10 1

Ⅲb－3b8 i－1ワ aし L合 V層中位 1
底部直上丸み

｜
弱 Ru

レジ2Ⅲb 3 K 16－b V層下位
底部直上丸み

Ⅲb－360 P－20 d 屑中位1 1
底部直上磨き

LR

Ml3a2・同（1） ．Ml7dl， 1V（1） ．M21bl，同（1） ． N14cl， V上（1）

Ol5b1， V中（1） ． P15b2，同（1 ） ． Pl7a3． V上（1 ） ． P20a3， 同（1

卜蔚雨
17占
4~pJpL，

61 1Ⅲb 3 1 14－〔 1
斑部張り出し気味
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Ⅳ米原3遺跡

表Ⅳ－6－5包含層掲載土器一覧（4）

接合・同一個体など 調査区名と遺物番号， 層位と点数．合計破片点数

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む）
鋤
霊
－
２
ｌ
９
ｌ
３
ｌ
７
ｌ
４

’ 備考
点数
■■■■■

1

1

1

1

1

層位調査区分類

蝿

慕
う

~
弱

LR

底部張り出し気味

V層上位

V層下位

V層中位

V層~ﾄ位

VIﾛ中位

ｄ

ａ

ｂ

ｄ

ｂ

~

~

~

４

３

２

４

５

１

１

１

１

１

~
~
“
１

Ｎ

Ｊ

１

八

Ｊ

I 13b8， V下（1） ~ Ll2b1 ， V中（1） ． 同h3． 同（1） ， Ml2d4， 同（ 1） ．

6点

Ⅵ14．5、 V下（1） ． 同dlO‘ Vl1~ ’ （4） ．Ml5dl l ， V下（1 ） ． 7点

1 12c3， V中（1 ） ． 同c6． V下（4） ． 同d2， V中（1 ） ． l l3cl ， 同（1 ） ．

」 12．1 ， 同（1 ） ~ Jl3a7， V下(3) . .1 15bl , V上（15） ． 同b4， V中（41）

同b10， V下（2） ~ 同c1 ， V中(2) . K13d7, FI (1) . K15al , m(1I

同a2， V上（1） ~ ｜司a6， V中（5） ~ 同a7， 同（2） ~ ｜司dl 、 V上（1） ，

同d6， V中（4） . 同d11, V下(4) . Kl7b2､ V中( 1) . 92点

J l3b3， V上（2） ~ 同c10， V下（1） ~ Jl5b4， V中（2） ． 同b5， 同（1） ，

同b6， 同（2） ~ 同b7． V下( 1 ) . J16c l , V_L (1) . K14b7, V下（1） ．

K15a4， V下（1） ~ 同a5， V上（1） ． 15点

｛ l2bl2，Ⅵ上風倒（2） ~ Jl3d2， V中（1） ． Jl5b4， 同（1） ，

Kl4a2， V上（1） ． K15d5， V下（ 1 ） ． K17b3．Ⅵ下（1） ．

L16b3， V中（2） ~ 同d10． V下（5） ． M15a2， V中（1） ．

Ml6a2、 Ⅲ（1） ~ 同b3， 同（1） ． M18b2， V下（2） ． 同b4， V中（1） ．

同c2， V下（1） ~ 同c4， 同（1） ． Ml9b4、 同（1） ． 同。6， V中（3） ．

同d9, n(11N18a3, V下（4） ． 同b21 V中（1） ~ 同d2， V下（3） ．

O23c1 ， V（1） . Pl7a6, V下（1） . 40点

L16c2． Ⅳ（1） ． L17c l ， V上（1） ． 同c4， VF （4） ~ 同c7， ｜司 （7()） ．

同c8，Ⅵ下（3） ． Ll8al 、 V中（1） ． Ml8a4． V下（2） ． Nl7c1 ． V中（1）

87点

K13b2． V上（1） ． M12c4． V中（2） ． 9点

RL

底部張り出し気味

口縁縄文

LR

内面縄文

Ⅲb－3

Ⅳa

“
｜
“
’

複節のRI65 1 IVa l J-15 b l 41V層中位| 2 ~

底部張り出し気味

LR

L 17-d l 3 1V層下位
L-16-b l 3 V層中位

２

’

１窯I坐

沈線文

口唇縄圧痕

RL

隆起線

刻み

帯状繩文

隆起線

隆起線､刻み

底部張り出し気味

67alVc 位

位

位

倒

位

位

位

下

下

下

層

風

上

層

中

上

眉

層

層

Ⅵ

中

層

Ⅲ

層

層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

７

４

７

１

４

２

１

１

２

２

ｌ

１

１

ｌ

１

２

ｌ

３

１

１

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

‐

○

Ｃ

Ｃ

ｑ

ｂ

~
~
~
~
７
７
７
２
２
３
４
５
７

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~

~

~

~

~

~

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｏ

Ｐ

繩

Ll5al ． Ⅲ （3） . 4点Ⅵ

｜

珂

Ⅵ

的
一
ｍ
｜
汀

行縄文が施されている。胎土には小礫・砂粒を含み、割れ口は薄い層が複数重なったパイ状を呈して

いる。65はJ-15･ 16グリッドのV層上位～V層下位を中心に出土した、破片点数15点を数える同一

個体である。器面には複節のRLの縄文が施されている。内面調整はは横なでである。胎土には小

礫・砂粒を多く含む。 66はL ･M-16･ 17グリッド、M･N-18グリッドのV層中位～下位を中心に

出土した破片点数40点を数える同一個体である。器面にはLRの斜行縄文が施され、内面調整は横な

でである。胎士には淡白色鉱物、小礫、砂粒を含む。底部はわずかに張り出す。

V群c類：67はタンネトウL式に相当する。 L-16～18グリッド、M18グリッド、 Nl7のⅣ層～Ⅵ

層下位と幅広い層位から出土した、破片点数87点を数える同一個体である。晩期に分類される土器は

この個体のみである。口唇には細いRLの縄の圧痕が認められる。器面にRLの斜行縄文、口縁に3

本単位の沈線文が施されている。内面は平滑で横なでにより丁寧に調整されている。胎土は粒が揃っ

ており級密で、微量の黒色鉱物と淡黄白色粒を含んでいる。

上B式に相当する｡68～7()は隆起線が刻まれている。 68には帯縄文が施されていⅥ群： 68～71は後訓

る。いずれも内面は磨かれている。胎士は粒が揃い綴密である。 69．7()は微量の白色粒を含む。 71は

ミニチュア土器かもしれない。底部は張り出し気味で、内面調整は指頭による横なでである。胎士に

は小礫・砂粒と、微量の黒色鉱物を含む。 （鎌田）
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（2）石器等

概要

米原3遺跡では遺物包含層より5,411点の石器等が出士している。大分類ではフレイクが2,904点
（53.7％） と最も多い。このうち黒曜石が2,797点（96.3％） と大部分を占める。これ以外の片岩、頁岩、
チャートなどは微量である。礫・礫片が1,436点(26.5%)でフレイクに次ぐ。石材は安山岩、片麻岩、
流紋岩などが多い。定型的な石器は、剥片石器387点、磨製石器256点、礫石器427点の計1,070点
(19.8%)が出土した。剥片石器は、石鍼、石槍・ナイフが多い一方で、 Rフレイク、 Uフレイクなど

加工度の低いものも目立つ。磨製石器は磨製石斧を主体とするが、大部分が微細な破片である。礫石
器はすり石、北海道式石冠の破片が多く出土している。

石器等全体の出土傾向を見ると、層位別では、遺構が検出されたV層中位～下位からの出土が多い。

出土分布では、調査区中央から北側にかけての、標高440～46.0mの台地上に集中が見られる。一方
で、後述の123グリッドを除くと、南西側の緩斜面は遺物の出土数が非常に少ない。

被熱した石器等が多数出土した。特に礫・礫片は63.1%(906点）が被熱している。礫石器も被熱し

ているものが多く、全体の45.4％（194点） を占める。中でも北海道式石冠は80.8％（97点） と突出し

ている。一方、剥片石器は全体の9.0％（35点）に過ぎない。ちなみにフレイクは全体の9.8％（284点）

が被熱しており、剥片石器とほぼ同じ割合になっている。 また、磨製石器（石斧）は1点のみ被熱し

ている。これらの被熱した石器等は、何らかの人為的な作業の結果と考えられる。

123グリッドで黒曜石のフレイク、 Uフレイクおよび石鍼、石槍・ナイフの破片などがまとまって

出土した。しかし、風倒木による撹乱のため出土状況が悪く、遺物集中として範囲を確認できなかっ

た。石鍼、石槍・ナイフには破片や未製品が多く、被熱していることから、 この付近で剥片石器の加
工などの作業が行われていた可能性がある。

表Ⅳ－6－6層位別出土石器等一覧

’
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４
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H－1および遺物包含層より出土した黒曜石製遺物11点について、原材産地分析と水和層測定によ
る経過年代の同定を依頼した。その結果、原材産地は8点が赤井川、 2点が十勝、 1点が赤石山であっ
た。十勝産の2点は同一地点(014グリッド）から出土しており、全体的に赤井川産黒曜石の割合が
高いと言える。このことは時期が近接する米原4遺跡でも同様である。一方、経過年代は2,896±133
～7,752±235B.P.と幅がある。このことは、縄文時代早期から続縄文時代まで様々な時期の土器が出
土することと矛盾しない。ただし、遺跡の主体である中期末葉に相当するような年代は得られなかっ
た。むしろ、分析番号73271, 73275, 73277といった前期前半と考えられる結果となった遺物が多い
点が注目される。分析の詳細については、Ⅶ章1節を参照していただきたい。
1）剥片石器

石鑛（図Ⅳ－6-18-1～19/表Ⅳ－6-7/図版20)

106点出土している。層位別の出土点数では、 V層中位の36点が最も多く、 V層下位の29点がこれ

に次ぐ。出土分布は、 123グリッドが8点で最も多い。 また、調査区北側のK･L-13～16グリッド付
近にやや集中が見られる。石材別では黒曜石100点、粘板岩3点、頁岩2点､チャート1点となっており、
黒曜石が大部分を占める。形態別で見ると、有茎鍍が31点と最も多く、柳葉形が18点、菱形が13点、
三角形が11点と続き、棒形と木葉形が各1点のみである。ほかに破片が24点、未製品が7点出土して

いる。ここでは19点図示した。 l～7は三角形のもの。 1， 2は粘板岩の剥片を粗く加工しており、両面

に礫面を残す。 3， 4は平基で、正三角形に近い。 5～7は凹基で、縦長の二等辺三角形である。 8～10

は薄身で柳葉形のもの。 9は被熱している。 10は裏面に主剥離面を残す。 l1は長身で棒状に近いもの。

石錐の可能性もある。 12～19は有茎雛。 12， 13は縦長でやや茎部の作り出しが不明瞭なもの。 12は側

縁が鋸歯状で、調整が粗い。 13は長めの基部を有し、断面が菱形になっている。 14， 15は小型の石鍍。

14は平基で、側縁が内湾するもの。 15～19は凸基で、側縁が外湾するもの(15， 16) と、直線状のも

の(17～19)がある。 17は茎部を欠損する。 19は基部が幅広で、茎部が長い。図示したものは、 1， 2

が粘板岩、 10が頁岩、 17がチャート、ほかはすべて黒曜石製である。

石槍・ナイフ（図Ⅳ－6-18-20～27/表Ⅳ－6-7/図版20)

45点出土している。出土分布はK14グリッドが7点と最も多いが、ほとんどが破片である。石材は

黒曜石42点､頁岩2点､チャート1点で、石雛とほぼ同じ比率である。

8点図示した。 20～23は茎を有するもの。20は先端部が基部と比較して短めであるが、調整の程度

から破損品を再加工したものと考えた。 21， 22はやや調整が粗く、幅広の茎部を有する。 23は茎の一

部を欠く。24～26は菱形もしくは木の葉形で、茎が明瞭ではないもの。 24， 25は形状が左右で非対称

になっている。24は側縁の剥離調整が丁寧である。 25は裏面に自然面を残す。 26， 27は比較的大型の

もの。 26は側縁部に使用による潰れが認められる。 27は先端部と茎の大部分が失われているが、表面

に細かな調整が施される。図示したものは、いずれも黒曜石製である。

石錐（図Ⅳ－6 19-28～30/表Ⅳ－6-7/図版20)

11点出土した。このうち黒曜石が9点、頁岩が1点､メノウが1点である。 3点図示した。いずれも両

面加工されている。28は棒状のもの。全体的に磨滅している。 29は棒状のものにつまみ部が作り出さ
れたもの。 30は刺突部を作り出したものc 29, 30は刺突部の先端に使用による潰れが見られる。石材

は28がメノウ、 29， 30が黒曜石である

つまみ付ナイフ（図Ⅳ－6-19-31～39/表Ⅳ－6-7/図版20)

2()点出土した。層位別では、 V層中位が11点と最も多く出土している。出土分布は、 K14グリッド
が4点で最も多い。石材ガ ﾘでは、黒曜石が12点、頁岩が7点、 メノウが1点となっている。9点図示した。
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31～33は片面全面加工のもの。31は1点のみ出土した横形のもので、裏面の両側縁にも刃部が設けら
れている。 32， 33は斜位形のもので、裏面の一側縁に刃部をもつ。34は片面周縁加工のもので、裏面
の側縁の一部に調整が施される。 35～39は両面加工のもの。 35～38はI幅広のつまみ部と菱形の刃部を
有し、ほぼ同一地点(J15･K14グリッド）から出土した。同型のものがH－1床面より出土してお
り、出土地点が近いことからも、縄文時代中期末葉の所産である可能性が高い。 39はつまみ部の作り
出しが不明瞭で、未製品の可能性がある。 31， 33， 34が頁岩、 32がメノウ、 35～39が黒曜石製である。
スクレイバー （図Ⅳ－6－19－40／表Ⅳ－6－7／図版20）

25点出土している。このうち17点が黒曜石製、 8点が頁岩製である。出土分布は、 Ll4グリッドが4

点で最も多い。 1点図示した。図示以外は大半が破片である。 40は縦長剥片を素材とし、側縁に内湾
する刃部を設けているもの。側面に礫表皮面が残る。石材は黒曜石である。

ピエス・エスキーユ（図Ⅳ－6-19-41 ･42/表Ⅳ－6-8/図版20)

6点出土している。すべて黒曜石製である。このうち3点が被熱している。 2点図示した。 41 ･42は

剥片の上下端に階段状の細かな剥離が認められるもの。42は側面に礫表皮面を残す。

Rフレイク（図Ⅳ－6-19-43/表Ⅳ－6-8/図版20)

58点出土している。このうち56点が黒曜石製、 2点が頁岩製である。出土分布はK･L-14・ 15

グリッド付近がやや多い。 1点図示した。43は加工痕の見られる剥片。側縁の一部に調整が施される。

石材は黒曜石である。

Uフレイク（図Ⅳ－6-19-44/表Ⅳ－6-8/図版20)

109点出土している。このうち108点が黒曜石製、 1点のみが流紋岩製である。出土分布は、 123グ

リッドが48点で最も多い。 また、 J ･K-14、 L-12グリッド付近に集中が見られる。 1点図示した。

44は使用痕の見られる剥片。縁辺が鋸歯状に剥離している。一部に礫表皮面が残る。石材は黒曜石で

ある。

両面調整石器（図Ⅳ－6-19 45･46/表Ⅳ－6-8/図版20)

3点出土している。 2点図示した。45は剥片の両面を粗く打ち欠き、側縁に刃部を設けようとしてい

る。46も粗雑な二次加工が両面に加えられている。石材は45がチャート、 46が黒曜石である。

2）磨製石器

石斧（図Ⅳ－6－20－47～52, 21-54～56/表Ⅳ－6-8/図版21)

256点出土した。 このうち182点(71.1%)が破片である。また、未製品および研磨石材が55点

(21.5％） と多い。石材は泥岩、片岩が大部分である。層位別では、 V層中位が127点と最も多い。 10

点図示した。47．48は石のみ。47は刃部を破損しており、頭部にも新たに刃部が設けられている。48

は頭部に打撃による敲打痕が残る。49～53は全面磨製のもの。49は側縁が弧状に決られた上から研磨

されており、柄への装着のためと推測される。刃部の磨滅と欠損が著しく、被熱している。 5()、 51は

側縁と頭部が研磨されており、表裏面との間に稜が作り出されている。 52は使用によって研磨面が剥

落し、頭部が失われている。 53は比較的大型で乳棒状のもの。基部に厚みがあり、刃部はいわゆる蛤

刃である。 54は擦り切り手法によって製作されたもので、両側縁に不明瞭ながら痕跡が残る。右側縁

の下部を欠失する。 55， 56は未製品。 55は偏平礫の縁辺を打ち欠いて整形されているが、下部で切損

する。研磨痕は見られず、礫面を残す。 56は全面が敲打整形され、一部に研磨面も見られる。未調整

ではあるが、下端に刃部を作出しようとしている。基部のほぼ中央で切損する。47．48が片岩製、 49、

53．54泥岩製、 50･51が千枚岩製、 52が蛇紋岩製、 55が微攪岩製、 56が凝灰岩製である〔
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3）礫石器

たたき石（図Ⅳ－6－22－57～62, 23-63～65／表Ⅳ－6－8／図版22）

81点出土している。このうち破片が35点（43.2％）である。 また、全体の38.3%(31点）が被熱し
ている。層位別では、 V層中位が32点で最も多く、 V層下位が25点で次ぐ。出土分布は、 J-ll ･ 12
グリッド付近に多い。 9点図示した。 57．58は石斧未製品を転用したもの。偏平礫の縁辺を打ち欠き
によって整形している。 57は下端を敲打しており、ほぼ中央で切損する｡ 58は両端に敲打痕が見られ
る。 ともに被熱しており、特に58は赤色化が著しい。 59～61は棒状礫を素材としたもの。主に側縁を
使用しており、一部に弱い擦痕が見られる。59は破片、 60は切損している。 62， 63は偏平礫を素材と
したもの。 62は縦方向に破砕した礫片の割れ面を敲いて整形し、反対側の縁辺を使用している。63は
比較的大型のものであるが、破砕していた。側縁および腹部に敲打痕が見られ、被熱している。64は
楕円礫の両端と側縁を敲いている。 65は円礫を素材としたもので、下端に敲打痕がある。石材は、 58
が片岩、 59が砂岩と泥岩の互層、 60が千枚岩、 61が流紋岩、 62が泥岩、 63が凝灰岩、 64が安山岩、 65
が撒攪岩？、 57は不明である。

くぼみ石（図Ⅳ－6－23－66．67／表Ⅳ－6－8／図版22）

5点出土している｡2点図示した。 66， 67は偏平礫の腹部に敲打によるくぼみを有するもの。 66は表
面でlか所敲かれており、下端に敲打痕が見られることから、たたき石の機能ももつと考えられる。
67は表裏面とも少しずつ位置をずらして数か所敲かれている。石材は、いずれも砂岩である。
すり石（図Ⅳ－6－23－68～70, 24-71/表Ⅳ－6-8/図版22･23)

98点出土している。擦り面のみの破片が70点（71.4％） と過半数を占める。 また、全体の25.5％
(25点）が被熱している。層位別ではV層中位が42点で最も多く、 V層下位が30点で次ぐ。K･L-
16グリッド付近でややまとまって出土した。4点図示した。 68は楕円礫を素材とし、 3面に擦り面が見
られる。熱を受け、破砕している。 69．70は偏平礫を素材としたもの。 69は両面を全体的に擦ってい

る。 70は腹面を擦っており、下端には敲打痕が見られる。 71は断面三角形の礫の下辺を擦っている。
被熱している。石材は68～70が片麻岩、 71が砂岩である。

北海道式石冠（図Ⅳ－6－24－72～74／表Ⅳ－6－8／図版23）

121点出土している。このうち112点(92.6%)が破片である。破片は、溝の打ち欠きが残るなど形

状が推測されるものや、未整品の主な石材である花崗岩の破片を北海道式石冠に分類し、それ以外は
すり石に含めた。また、全体の80.8％（97点）が被熱している。出土分布は、 1-12， L ･M-14･

15グリッド付近で多い。層位別ではV層下位が51点で最も多く、 V層中位が45点で次ぐ。 3点図示し

た。いずれも被熱している。 72は胴部に鉢巻き状の溝が巡る。擦り面の使用が著しい。 73．74は偏平
礫を半円形に打ち欠いて擦り面を作り出したもの。 73は周縁を敲打整形しているが、溝は全周してお

’

’

らず、未整品の可能性がある。 74は両側縁の一部を打ち欠いただけで、 ほとんど整形されていない。
石材は72．74が砂岩、 73が凝灰岩である。

石鋸（図Ⅳ－6－24－75／表Ⅳ－6－8／図版23）

5点出土している。 うち3点が接合し、図示した。75は砥石を転用したもの。板状礫の側縁を両面か
ら研磨して、直線状の刃部を作り出している。被熱している。砂岩製。

砥石（図Ⅳ－6－24－76～78／表Ⅳ－6－8／図版23）

35点出土している。大部分が破片である。出土分布は、 I～L-11～13グリッド付近に多い。 3点
図示した。 76．77は破片。両面に複数の砥面を有し、強い研磨によって中央部がくぼんでいる。 78は
表裏に弱い砥面が見られるもの。ほぼ中央で切損する。石材はいずれも砂岩である。
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台石（図Ⅳ－6－25－79．80／表Ⅳ－6－8／図版23）

82点出土している。図示以外は破砕しているものが多く、 75点(91.5%)が破片である。 また、 36

点（43.9％）が被熱している。 2点図示した。79は比較的大型の礫の上面を平坦に擦っているもの。特
に中央部の擦りが強く、楕円形に深くくぼんでいる。80は上面が敲打によって整形された後、擦られ
ている。石材は79が閃緑岩、 80が安山岩である。

4）土製品

再生土製円盤（図Ⅳ－6-25-81/表

1点のみ出土している。 81はⅢ群b類

る。縁辺に未加工の部分が残ることか

Ⅳ－6－8／図版23）

土器の底部破片を整形して円盤状にしたもので、

ら、未製品の可能性がある。

穿孔されてい

（芝田）
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Ⅳ米原3遺跡

表Ⅳ－6－7包含層掲載石器等一覧（1）

長さ×幅×厚さ(cm) |
(1.95)×1.60×0.30

2．53×2．10×0．48

2．22×1．78×0．34

(2.60)×1．80×0．37

重量(9) 備 考石質層位趾順餉番号器 分 類

欠損品粘板岩(0.7）Ⅲ層L14d･5雛石1

~粘板岩1．9V層中雛 P16d･2石２

黒曜石1.0V層下K15d･13錐石、
t~』

黒曜石(1.0）V層下雛 M15b・10石4

黒曜石1,7Ⅲ層I25b･1雛石５

黒曜石1．3Ⅲ層雛
一
鍼

T1ワr， 、 1
レユ竺吟 』6 石

一
石 ~黒曜石 ｜欠損品(1.4)V層中11lb･27

欠損品黒曜石(1.4）(3.64)×1．30×0．39V層下鍼 J11c ・3石8

欠損品被熱

欠損品

欠損品

欠損品

欠損品

欠損品

(3~78)×1.46×0~37 1 （1~7） ｜ 黒曜石V層中雛 K15a･17石9

頁岩(2.1）(4.20)×1．39×().38

(3.9())×1.()()×().50

(4-20)×l.55×0.51

Ⅲ層錐 J12a・2石'0

黒曜石
/1戸､

（_L､OノV層中雛 J13d･5石11

(23） ｜ 黒曜石V層T雛 K11d･812 石

黒曜石(2.5）(4.90)×1．25×0．60V層下錐 I 12b・6石1q
ユu

黒曜石(0.6）2.6()×(2.40)×0．38

2．38×0．94×0．39

VI層鎌 Tワqr， ．R
4台Jゞ U14 石

黒曜石0．7V層中賑 J9a･2石15

黒曜石1．43.00×1．60×0．49V層」鍼 I 11c ･416 石

チャート(1ワ1
、ユローノ(2.78)×1．52×0．33

2．77×2．61×0.5(）

Ⅳ層雛 M16b･3石
1句

上イ

黒曜石1．2V層下錐 J11c・718 石

黒曜石(2.0）(3~66)×2.()7×0．43Ⅲ層鎌 M16a･2石19

黒曜石4．48×2．76×0．69 4．9VI層石槍・ナイフ M23b・]20

黒曜石6．4V層中 4．8()×2．79×().82

4.9()×2．26×().80

石槍・ナイフ N17d･4
旬1

乙_L

黒曜石5．0V層」石槍・ナイフ 110a･16ワ4）
／』〆〃

黒曜石(8.7）V層中 (5.30)×2.87×0．73石槍・ナイフ I 12c･2ワq
~し

黒曜石(12.0）V層中 (5.40)×2．90×0．88石槍・ナイフ K12a,724

黒曜石(6.3）5．58×2．30×0．82V層中石槍・ナイフ O19a・］0頁
台』

黒曜石(38.7）(10.05)×3．90×1．03

（7.00)×4，35×1．20

Ⅲ層石槍・ナイフ K11d･1ヘハ

凸0

(34.5） 黒曜石V層中石槍・ナイフ N13d･4ワウ
色I

メノウ4．20×1．50×0．96 5.9Ⅲ層錐 J14b･ 1テ
ロ28

黒曜石イワ11
、~･ユノ(3.38)×1.65×0.56V層中錐 M14a･529 石

黒曜石rq7）
、U･~IﾉV層中 (3.10)×2．54×0．68

2．00×3．44×0．53

金仏
虫比 I 12b･8石30

頁岩2．0Ⅲ層つまみ付ナイフ M18c ・ ］瓠

メノウ2．93.0()×2．17×0．50V層~ドつまみ付ナイフ M19a・13Qワ
U雪

頁岩9．5Ⅳ層 5．63×1．81×0．82つまみ付ナイフ N14c ･333

頁岩5．40×2．22×0．51 6．3Ⅲ層つまみ付ナイフ N15a･134

黒曜石V層中 5．18×2．45×0．93 10．2つまみ付ナイフ 115d･535

黒曜石4．25×2．93×0．96 9．2V層中つまみ付ナイフ K14a･13
へ戸

○0

黒曜石9．5V層中 4.84×2．98×0．82つまみ付ナイフ K14c ･4Q7
U~『

黒曜石1.90×2.70×().82 9．0V層中つまみ付ナイフ K14c ･538

黒曜石19.38．63×2．70×1．07IⅡ屑つまみ付ナイフ M24b･139

’ 黒曜石8．3Ⅲ層 1．80×2．10×1.1(）L14b･3スクレイパー40

再67

／0
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８６Ⅳ表 包含層掲載石器等一覧（2）
｢"扇霞|層柿| 尾童×I盲ﾏ冒舂出土地点‘鋤番号 層位 長さ×幅×厚さ ’語 分 類 (cm) 重量(9) 石質 備 考

11
エユ 画
一
函
一
唖
一

１

１

ク

キ

十

十

イ

ラ

ハ

づ

人

工

エ

レ

K14d･4

N15c ･1

Ⅲ層’ 3.00×1.45×0.80 3．5 黒曜石

42 V層」 2．10×1.86×0.53

4．48×2．90×1．05

２ 黒曜石

43 L16a・7

L14c･14

V層下 10．2 黒曜石

~_坐44 Uフレイク
両面調整石器

両面調整石器

V層中 4.15×2~82×1．15 1 11~3 黒曜石

45 111d･15 Ⅵ層(風倒木） 11.55×5.82×2.15

5．54×3，45×1．62

8．40×2．45×1．20

9．10×2.22×1.50

11．50×2．96×1．55

134．8 二子ヤー｝、
~／1 1~

46 N20c･4 Ⅵ層 黒曜石29．9

47 K15a・5 V層上 11.2 1片
LL』

た了

48 L14a･9 V層中 53 片 岩

49 斧石 L12c ･10 V層中 7qワ
~Ju．~ 泥 岩 被熱

50 石 斧 L14c ･15 V層下 Fヲハハ

イC･筆 千枚岩

田
了

口 斧 M16d･11 Ⅶ胃(風倒ﾎ） 千枚岩97．6

砲 石
一
石

~

斧
一
斧

K16b･2 1V層T (136.4） 蛇紋岩 破損品

53 J15a･4 V層下 岩640 泥

54 石 斧 L14b,5 V層中 (118．1） 岩ｼ儲
0ノ唱凶

55 斧
一
斧
一
石

K15b･6 V層卜

キ

さ

坐

に

口
一
口
子
に

326．8 倣攪岩
ハ
リ

戸
、 Jlld・’6 Ⅵ層(風倒木） 凝灰岩980

兵ウ
ヒノ~I J14a･1 {Ⅱ 層 nFヲ、／~

Oイ0．， 不 明

たたき石58 P15d･1 Ⅲ層 294．1 片 岩

き59 たた 石 V層」I9a・6 (212,4） 鵬とi鰐0互層

たたき石60 I12b･4 V層下 千枚岩845

たたき石61 「 11d．6 V層下 流紋岩320．8

たたき石62 M13a･7 V層下 496．1
Lu

石亀泥

たたき石
ハハ

、｡ 1 11d･4 V層上 凝灰岩1785

64 たたき石 V層中Illc ・’ (1320.0） 安山岩

たたき石
戸戸

、i~） V層中Jlla･3 (377.8） 倣攪岩？
ハハ

0， くぼみ石 L12b・5 V層中 (282.6） 砂
山
石~

くぼみ石67 K15d・’8 V層中 砂(222．7）
l L」

石

鮨
破損品J14c･2他7点と接合被熱

す り 石 K14a･7 V層上 片麻岩(1692．0）

す り 石69 L15b･8 V層下 片麻岩169．1

す70 り 石 N16b･1 V層中 片麻岩540．2

す り 石
弓1

イュ M13d･7 V層下 砂812 岩

72
被熱

被熱

被熱

破損品K13a･13,K13d･3と接合

北海道式石冠 M19c ･2 V層中 砂820 岩

|上海道式石冠7q
~I写 M14d･13 V層上 凝灰岩940

74~74 北海道式石冠 V層中1 11d･1 砂
I LU

王『90(）

戸7F

イ、 石 鋸 K13a･12 V層中 砂(196．5） 岩

沁 砥 石 Il2c ・6 V層下 (163．2） 砂 岩 破片

破片

I12d･2と接合

万 砥
7－

'仁I L14a･15 V層下 イワワQRI
、臼一q』｡Uﾉ 砂

LL』

左『

砥78 V層下「 1ワハ ，ワ
L L竺唱 ~I 砂ロ 133.2 山

石

《
口
一

79 石 L18d･1 撹乱 12600 閃緑岩~

w Ig台80 K12a･ 1白 安山岩5300

再生土製円盤81 Kl5c ・8 V層中 29．5 上器底部片に穿孔

74



V宮戸3遺跡

V宮戸3遺跡

1 調査の概要

宮戸3遺跡は鵡川市街の南東4.5km，海岸線から4km内陸に位置する。台地はイモツペ川によって
開析されており、その左岸、平野に面した、標高15～20m台地上に立地する。北海道教育委員会によ
る平成11年度の試掘調査の結果に基づき、調査区を設定した。調査面積は3,600㎡である。
調査区には緩やかな沢状地形がひとつ収まる形となっている。調査区南西へり、およそ170㎡は上
面がローム質土まで削平されている。地元での見聞によると宅地造成の為という事であった。
調査区の東端、およそ50㎡はイモッペ川によって開析された急斜面である。斜面の下はイモツペ川
の氾濫源であり、低湿地である。木製品等、遺物について、調査、確認したが、木製遺物、および土
器石器等の出土はなかった。表土除去をすると、近現代の打ち込み柱の痕跡と思われる、直線的な配
列を持った小柱穴群と、芋穴の可能性が高い土曠を多数検出した。さらに、羊が埋められた土曠を1
基検出した(E10グリッド)。いずれも除去した表土の上からの掘り込みである。それらの概略の配置
については、図V－3－lに示した。包含層、基本層序｡層の黒色土は50cm以上の堆積が平均的で

ある。遺物は･層下位からの出土が主で、上位のものは風倒木等の撹乱によって上がってきた可能性
が高い。又、基本層序V層中位～下位にかけて、土器似た質感の、黄褐色の凝灰岩が多く含まれてい

る。 ところどころ、それが、 V層中位まであがっていた。分布の傾向としては、大半が流れて沢地形
の底にたまっているが、傾向としてTピットの位置に対応し、 Tピットの掘り込み面と同じ層位から

出土した事から、遺構の掘りあげ土に混じってあがった可能性がある。

検出した遺構はTピットが32基、焼土が2か所である。掘り下げ状況の観察からTピットの掘り込
みは、すべてについて、V層の中位から下位にかけてであり、 Tピットの掘り込み面は焼土より高い。
TピットはV層中位～下位、焼土はV層下面～Ⅵ層上面である。F－1は縄文時代前期前半の遺構で、

F－2は周辺の出土遺物から縄文時代早期中葉～後葉の可能性がある。Tピットの時期を決定できる

表V－1－1 検出遺構数一覧

１
１
１

数構

３

４

３

１

３

聿
皇

一

Tビット (TP) 焼土(F)

32 1

1

qワ 2
リー

検出層位

V層下位

Ⅵ層上面

合計

表V－1－2 出土遺物一覧
土 器~－1二 石

｜ 点 数 ’ ｜ 点
分類 ｜遺構|包含層 ｜ 分 類 ｜遺構

－~ 二 一｢

32 4五 雛

I群b類糊分 1 471 1石槍 ~ ナイフ
I群b1類 472 石 錐

I群b2類 426 つまみ付きナイフ

Ⅲ群b4類 428 1スク レイパー ］
Ⅱ群a類 3 317 1 ビエス・エスキーユ

器 等

数 ’ ｜ 点 数
包含層’ 遺構包含層’
37 1石 斧 17
2 た た き 石 16

3 く ぼ み 石 2

11 す り 石 3

20 北海道式石冠 4

11 砥 石 18

19 台 石 7

53 礫・礫片 （凝灰岩） 5 15948

173 礫・礫片 （その他） 1 733

計 9 17077

器 等 計 17086

1 19236計

’２’３

R フ レ イ ク

U フ レ イ ク

フ レ イ ク ’ 2

| 4 1 2146計

零計 ’ 2150 石土~
革松
小心
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遺物の出土状況はない。が、苫小牧東部の遺跡群や千歳市の類例から、縄文時代中期後葉から後期初
頭と考える。調査区内の状況からは、遺物の出土が主にV層下位からⅥ層にかけてで、縄文時代前期よ~りは確実に新しい Tピットの分布は検出状況から、沢筋にそって調査区外、 北側へさらに延びる
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図V-2-1 調査区周辺の現況図
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図V-2-2 調査区設定図
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V宮戸3遺跡

可能性がある。

出土遺物は縄文時代早期から前期前半にかけてのものである。早期前半のものは、一個体について

同一個体破片のみの出土である。調査区際の出土で、調査区外、北側へ分布が広がる可能性がある。

出土量としては縄文時代早期後半、 コッタロ式と東釧路Ⅳ式が多い。特にコッタロ式は、東釧路Ⅲ式
類似から、中茶路式に似たものまでとバラエティに富む。 また前期前半、静内中野式と綱文式土器が

出土した。 （大泰司）

2調査区の設定

基本図には北海道開発局室藺開発建設部の「日高自動車道鵡川町田浦米原間用地測量業務現況平面

図1,000分の1図」を使用した。工事予定中央線のSTA29800とSTA30000を通る線を基軸のMライン
として5m方眼を設定した。この方眼は北東端交点のアルファベットとアラビア数字の組み合わせで

|呼称し （例:F11またはF-11)、 さらに必要に応じて2.5m方眼に4分割し小発掘区とした。小発
掘区は北西端から反時計廻りにa、 b、 c、 。と呼ぶ(例:FllaまたはF-11-a)。

平面直角座標系第XⅡ系の各座標は以下の通り

STA29800 (調査区杭名M-1)X= 159294.9821 Y=－22088．9070

STA.29900 X=－159379.5319 Y=-22035．5091

STA.30000 X=-159464.0816 Y=-21982．1112

3調査の方法

調査範囲は鵡川により形成された沖積平野に面した台地斜面の北に開いた沢地形部分である。表土
を除去すると調査範囲北西部分と東南部分は削平され、北西部分ではTピットが露出していた。

包含層調査

調査範囲の北東側の列であるGラインから北東と北西側の列である4ラインから北西の部分を中
心に掘り下げたところ、 TピッI､数基を検出した。また、 F－5～7グリッドのV層下位では縄文時

代早期後半の土器片を中心とした遺物が出土した。これにより、本来的な遺物包含層であるV層およ
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’

ぴ漸移層であるⅥ層が、試掘資料および積算よりも大幅に厚いことが判明し、沢部分にTピット群が

分布していること、地形的に低い部分に遺物が出土することが想定された。残りの調査予定日数と士

量を勘案して、 Kラインより北東側、 12ラインより北西側の沢部分から掘り下げ、漸次掘り下げる範
囲を広げていった。なお、地形的な制約から掘り出した土は調査範囲の南側と南西側に搬出せざるを
得ず、 Kラインより南西側は最後に調査を行った。

Ⅲ～Ⅵ層の各層は調査区ごとに遺物の多寡、土層の変化を見極めながら、必要に応じてスコップ、

ジョレン、移植ゴテ、三角ホー、竹くらなどを用いた人力による手掘り作業により掘り下げた。本来

的な遺物包含層であるV層については細かく区分（上面、上位、中位、下位） して調査した。調査範
囲北東隅の低湿地部分の調査は湧水をポンプで排水しながらスコップで掘り下げた。
遺構調査

包含層調査時に落ち込みが確認されたTピットについては、その平面形短軸で半裁し土層観察用の
ベルトを残して掘り下げた。想定される底面等の検出は、士層観察用のベルトに接してサブトレンチ
を掘るなどして慎重に行った。

遣物の取り上げ

包含層の遺物は位置や層位を記録し、小発掘区ごとに取り上げた。遺構の遺物は実1111図により位置
層位、標高を記録して取り上げた｡出土状況に応じて写真や出土状況図など詳細な記録化に努めた。
遺物整理の方法

野外作業と並行して現地で水洗、注記作業を行った。小片や微細なものを除く大多数の遺物には、
遺跡名略号、発掘区名（遺構名)、層位名、遺物番号を記入した。現地では、遺物収集1帳点検、補正
(遺物台|帳作成)、大まかな遺物の分類まで行った。冬期の室内作業で、土器の接合・復元、石器や剥
片類、礫の接合、土器・石器の実測・製図、集計、写真撮影、記録類の整理を行った。 （鎌田）
4土匡

宮戸3遺跡は調査区の東西を貫く一つの沢状地形があり、その東端ではイモッペ川の氾濫源である
低湿地が僅かにかかる。調査区内における比高差はおよそ10m程あり、士層の堆積状況も地形により
同じ遺跡内においても若干変化がある。本遺跡のⅣ層としたものは米原3遺跡と同様に2枚検出した。
BTmが混入する層は米原3遺跡のⅣ層と対比する層であると考えた。それより下に位置するTa-c

層と現地で判断したものについては現在テフラを分析中である。V層においては、黒色味が強い上位、
中位をVa層、褐色味が強い下位をVb層とした。漸移層Ⅵ層は沢状の低いところでは厚くなり、 Ⅲ
～V層を含め包含層は1m程になる。低湿地においては遊離鉄により土が赤褐色化する。氾濫時に流

路となった旧河道跡を1ヶ所検出した。 （袖岡）

口
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V宮戸3遺跡

5．遺構および遺構出土の遺物

（1 ）概要

検出した遺構はTピットが32基、焼土が2か所である。Tピットの掘り込み面は、すべてについて、

V層の中位から下位と想定できる。基本層序でV2層とした層位の上面またはやや上と考える。Tピ

ットの掘り込み面は層位的には、焼土よりやや高い。V層下位検出のF－1は周囲の出土遺物から前

期前半であり、Ⅵ層上面検出のF－2は周辺の出土遺物から早期中葉の可能性がある。Tピットの時

期を決定できる遺物の出土状況はなかったが、苫小牧市東部や千歳市の類例から、縄文時代中期後葉

表Ⅳ－5－1 検出遺構一覧

時 期長軸方向模(m)規検出層位発 掘 区遺構名 遺構種類

撤時榊雌半-剛砺N-52｡-W1.56x0.59/1.71x0.28/(1.12)Ⅶ層'一而H2a,H2b,H2c,H2dTピッITP－l

微時榊則僻-鯛砺N-46｡-Wl.09x0.22/1.32x0.21/(0.58)Ⅶ層上面Tピット G1cTP－ワ倉

撤時榊則僻-徽砺N-72｡-W3.42x1.23/3.42x0.24/(1.32)V層下位H3a,H3b,H3c,H3d'T, |参､ゾト
~－，一〆U~TP－3

撤時榊雛¥-i糊順2.39x0.99/1.79x0.26/(1.08) N 73"-WV層下位Tピット J3a,J3b,J3c,J3dTP 4

轍時榊M緋-捌掘1,80x1.17/1.54x0.44/(1.28) N-66－mV層下位F6aTF, ､､ノト
~ユー／ITP 5

撤時榊雌半-捌獅N-14' W3．12x1.38/2.74x0.21/(1.51)V層下位H3c,H4b,H4c,I3d

,I4a,I4d

TピットTP-6

2.88x1.37/2.56x0.32/(1.22) 撤時榊雌半-綱賑N-48. WV層下位H5a,H5b,H5c,H5dTピットrP－7

撤隙榊雌¥-捌順3.05x1.23/2.95x0.26/(1.28) N-38， WV層下位Tピット I10a,I10drp－8Ll

2.53x0.73/2.14x0.18/(1.12) 敵時榊M僻-綱獅N-63． WV層下位Tピット G6b･G6c.H6aTP－9

撤時榊M僻-鯏鵬N－6． WV層下位 1,82x0.86/1.44x0.18/(0.94)Tピット G6（TP－10

敵間榊雌ｷｰ削順2.88x1.09/2,28x0.21/(1.27) N-55．－WV層下位H7a,H7b,H7dTピット可司D－11
~LL 、LL

撤時榊雛¥-襯眠2.78xO.95/2.54xO.26/(1.31) N-0.－mV層下位F7b,G7a,G7dT脾､､ノト
~ユージクITP－12

撤時榊雌半-削脈N－78．－W1.66x1.08/1.10x0.22/(1.12)V層下位rピット I8b,J8aTP－13

1.87x1.04/1.61x0.28/(1.10) 敵時榊雛¥-襯砺N-90．－WV層下位'T,芦､､，卜
~上ｰノI G8bTP-14

撤時榊期僻-捌掘2.48X1.30/(1.32)XO_46/(1.22) N-79.-WV層下位TP 151 Tピット G7a

撤時榊雛半-削砺N-38-WV層下位 2.50x1.45/2.42X0．17/(1.51)L9a,L9b,L9c,L9drビットTP-16

敵附榊雛¥-削賑3.02X1.33/3.23x0.23/(1.30) N-43" WV層下位H9c,HlObTピットTP l7

敵時榊削糾-捌眠V層下位 N-46．－W(2.98)x1.09/1.62x0.17/(1.60)D19c,D20b,E19d

,E20a

TピットFP－18

敵蒔榊雛ｷｰ削榧N-34"-WV層下位 3.14x1.05/2.90x0.42/(1.16)I、ピット |G19c,G20bTP－l9

敵時榊期僻-鯏蛎N 62"-W1.79X0.97/1.53x0.36/(1.07)V層下位Tピット L12d.L13aTP 20

敵時榊雌ｷｰ鯛砺N-17.-W3.24x0.68/3.30x0.20/(1.36)V層下位Tピット [17c,I18bTP-21

微時榊Mf¥-1糊順N 58"-WK11c,Kl1d,K12a lV層下位

.K12b

2.48x0.67/2.46x0.19/(1.00)TピットTP－22

渦燗榊雛¥-削砺N-34" W2.63x1.01/2.95x0.22/(1､08)V層下位Tピット F16b・F16cTP－23

撤時榊鰕ｷｰ削砺1､73x1,02/1.60x0.26/(1.20) N 90｡-WV層下位rピット H10b.HlOc,I10aTP－24

1.41x0.84/1.44x0.30/(1.18) 敵時榊雛半-捌砺V層下位 N 60．－凧I11a,JlldTピットTP－25

撤時榊雛ｷｰ綱噸3.24x1.07/3,00x0.30/(1.33) N－45』－WV層下位L10d,L1la,Llldr脾､v卜
Lｰ／I~TP－26

撤時榊雛¥-鯏脈V層下位 3.36x0.98/2.98x0.13/(1.18) N-46．－WK16d,K17aTピットTP 27

撒時僻間僻-捌砺2.80x1.24/1.79x0.36/(1.41) N 17．－WV層下位Tピット 16c.J7bTP 28

敵時榊恥半-削獅N 70．－W2.60x0.99/1.88x0.25/(1.54)V層下位Tピット L7b,L7c,M7a９

０

２

３
~~

Ｐ

Ｐ

Ｔ

Ｔ [.75xO､74/1.46x0.20/(0.85) 撤隙榊雛¥-削砺N-82" WV層下位Tピット L6c

撤時榊雛¥-削砺N－45．－肌V層下位 2.96x0.65/3.00x0.21/(1.09)Tピット I4b､J4（TP－31

撤附榊馴僻-鯏掘1.48X0.68/1.53x0.33/(0.94) N-63｡-WV層下位K13a,K13dTピ､ソTP－32

敵離棚崩N-23-WV層下位 0.80x0.51/0.10焼土
T司司ハ 1

k1 .LDqF－］

撤献明僻方向性なし(0.40)X(0.35)/0.13VI層上面焼土 F3dF－ワ空
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V宮戸3世跡

から後期初頭と考える。遺跡の情報のみから判断するならば、 Tピットの掘り込み面に対して、遺物

の出土層位はより下位である。それは、 V層下位であるV2層からⅥ層にかけての出土であり、土器

については縄文時代前期以前のもののみの出土である。そこで、 Tピットは縄文時代前期よりは新し

い事は確実なものとする。さらに、配置等を考慮して、 Tピットは調査区内の沢地形と関連するもの

と想定した。その事を踏まえると、 Tピットは沢筋にそって調査区外、北側へ延びる可能性が高い。

(2) Tピット

宮戸3遺跡において、合計32基のTピットを検出した。

基本層序においては黄褐色のローム質土をⅦ層とした。 しかし、Tピットの検出により、 1m近く

Ⅶ層を掘り込んだ結果、グライ化等の多様性が見られた。そこで大きく3種類に分けて図中に表した。

Sp-faと考えられる小粒径のパミスによって構成される層位をⅦa層。グライ化した青灰色のも
のをⅦb層、榿色味をおびた粘土の堆積で、硬くしまった層をⅦc層として表現している。

形状は曠底面を明瞭に造りだすものと、不明瞭なものの、大きく2種類に分かれる。掘り込み面に

ついては基本層序V層中位より下、 V層下位より上と考える。V2層のわかる場所ではV2層上面また

はやや上である。

包含層出土遺物はV層下位からの出土が多い。その層位から出土する土器は縄文時代早期と前期の

ものである。したがってTピットは、縄文時代前期より確実に新しい時期の遺構と判断した。千歳市、

苫小牧市検出の、類例を考慮すると縄文時代中期から後期初頭のものと推定する。これらについては、

項目の末に簡単にまとめるものとして、以上をもって各Tピットの時期とし、それぞれの事実記載の

ところに時期の項目は省略する。

遺物については、 TP-18に流入による遺物が見られた。ほかのTピットについては遺物の出土

はなく、 TP-18以外について、遺物の項目を省略した。

〈図中におけるⅦ層の表記についての凡例〉

Ⅶ：黄褐色ローム質土

Wa :榿色味をおびた黄色パミス

mb :黄褐色ローム質土がグライ化したもの

Wc :褐色味の強い黄褐色粘土しまりがよい

／表V-1-1 ･ 2，－5-1/図版33)

規模: 1.56×0.59/1.71×0.28/(1.12)m

調査区の3ラインより西側について、包含層の上面が削平されている事

TP-1 (図V－5-1 ･ 2

位置:H2a, b, c, d

特徴：火山灰除去の段階で、

が判明した。火山灰除去終了後、 H2グリッドについて、Ⅵ層の中位に、黒色土の長楕円形をした落

ち込みを検出した。短軸方向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、

しまりのあるロームを面的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と

壁面であると判断した。士層|断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な士曠であり、その形状

からTピットであると判断した。長軸両端はオーバーハングしている。短軸方向の断面形態は、曠底

部から垂直に立ち上がる。遺構の上半分は崩落のため、外へ向かって開く形状をしている。曠底面は

おおよそ平坦だが、中央が微妙に窪む。

TP-2 (図V－5-1 ･ 2/表V－1-1 ･ 2，－5－1〆/図版33)

位置:G1c 規模: 1．09×0.22/1.32×0.21/(0.58)m
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d l 5 50m~

TP-1
~

I

虫一・
｝

IR2 , 〃

γ
じ
ぺ
）

一ヨ b 15. 50m TP-1土層

1 黒色土：しまりあり (削平のため）2

2褐色土: しまりあり (削平のため）粒径2~3cmの
黒色土斑状に入りこむ

3明黄褐色土『しまりあり ロームﾌﾛｯｸの崩落

4にぶい黄褐色土：しまりあり （削平のため）

5明黄褐色±: しまりあり ロームブロックの崩落

S明黄褐色土:しまりなし ロームブロックの崩落
7黒褐色土冒しまりなし

8暗褐色土：しまりなし

g黄褐色土: しまりなし

10暗褐色土日 しまりなし

1 1 黄褐色土： しまりなし

12黒色土:しまりなし

I

TP-2

1

c／
－一

、

ｍＯ５５１ｂ
ｌ

、 ／

1~劇_L
lH22

。 T5 50m~

TP－2±層
1

褐色パミスがつまる

「

ノ

ノ

〆

T 3
／

~ ~~

ク

〉 ／
b l 5~ 60m~

、

fy
TP－3土層

1 黒色土；包含層V層主体

2黒褐色土:粒径2cmのローム粒子混じる

3黒褐色土（2より黒色味強い) :粒径2cr

4明黄褐色土:粒径2cmのローム粒子混じ

5褐灰色土：粒径2cmのローム粒子やや混

6黒色土:包含層V層主体しまりなし も

7明黄褐色土：しまりなし しまりなし も

8黒色土:包含層V層主体しまりなしも
9褐灰色土：粒径2cmのローム粒子やや混

10黒色土:包含層V層主体しまりなし も
1 1 黄褐色土: しまりなしもろい

12黒色土：やや粘質をおびる

へ

ろい

ろい

じる しまりなし もろい

ろい

／

ノー-〆 十

5， 60－、~ ~

~′

蕊
0 1m

I ！ ’

図V－5-2 TP-1～3
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V宮戸3遺跡

特徴：火山灰除去の段階で、調査区の3ラインより西側について、包含層の上面が削平されている事

が判明した。火山灰除去終了後、 G1グリッドについてⅦa層の上面において、黄褐色土の長楕円形

をした落ち込みを検出した。短軸方向に士層確認の為のベル|､を残し、黄褐色土を掘り下げたところ、

Ⅶa層を構成する小粒径のパミスが詰まっていた。小型の落ち込みであり、土質がもろいため、即、

完掘に移った。落ち込みの覆土を掘り下げたところ、 しまりのあるロームを面的に検出した。しまり

のあるロームはそのまま立ち上がりを示し、堰底部と壁面であると判断した。土層は崩落と流入の連

続によって成り立っていた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。長軸両

端はオーバーハングしている。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の開口部

は崩落のため、外へ向かって開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、中央が微妙に窪む。

TP-3 (図V－5-1 ･ 2/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版34)

位置:H3a, b, c, d 規模:3.42×1.23/3.42×0.24/(1.32)m

特徴：包含層調査の際、 H3グリッド、基本層序V層下位にて長楕円形をした、黒色土の落ち込みを

確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土層確認

の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出した。

しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面は崩落

と流入の連続を示していた。人為的な土壌であり、その形状からTピットであると判断した。長軸両

端はオーバーハングしている。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上半分

は崩落が著しく、外へ向かって大きく開く形状である。曠底面は東側半分が一段低くなっていおり、

全体にも東側が低い。

TP-4 (図V－5-1 ･ 3/表V－1-1 ･ 2， 5－1J図版34)

位置: J3a, b, c, d 規模: 2.39×0.99/1.79×0.26/(1.08)m

特徴：包含層調査の|祭、 J3グリッド、基本層序V層下位にて長楕円形をした、黒色土の落ち込みを

確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土層確認

の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出した。

しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面は崩落

と流入の連続を示していた。人為的な士曠であり、その形状からTピットであると判断した。長軸両

端はオーバーハングしている。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上半分

は崩落が著しく、外へ向かって大きく開く形状である。特に南西端の崩落が著しい。曠底面はおおよ

そ平坦だが、中央のやや北東よりが微妙に窪む。

TP-5 (図V－5-1 ･ 3/表V-1-1 ･ 2，－5-1/図版35)

位置:F6a 規模: 1.80×1.17/1.54×0.44/(1.28)m

特徴：包含層調査の際、 F6グリッド、基本層序V層下位にて楕円形をした、黒色土の落ち込みを確

認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土層確認の

為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出した。

しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面は崩落

ていた･人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。長軸両

ハングしている。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の

外へ向かって開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦である。

－1 ． 4／表V－1－1 ． 2，－5-1/図版35)

b, c, 13d, 14a, d規模: 3.12×1.38/2.74×0.21/(1.51)m

と流入の連続を示し

端は微妙にオーバー

上部は崩落のため、

TP-6 (図V－5

位置:H3c, H4
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b 16． 0OFT

+3'｡
、

TP-4

d 16， 00m~－且
１

TP－4土層説明

1 黒色土：包含層V層主体粘質をおびる

2黄褐色土(榿色をおびる):粒径2~3Cmのﾊﾐｽ粒子、およびに黒色土が斑状に入りこむ
まる

3黒褐色土:2との境界は哩昧である

4明黄褐色土:ややしまる粒径2~3cmの黒色土斑がまばらに混じる

5明黄褐色土?4に似るが黄色味が強い

6暗褐色土：しまりなし包含層V層の崩落

7明黄褐色土: しまりなし粒径2～3cmの黒径十斑がまばらに混じる

8明黄褐色土： しまりなしやや粘質粒径2～3cmの黒色土斑がまばらに混じる
9黒褐色土: しまりなし粘質強い明黄褐色土が斑状にやや混じる

TP-5 ノ｡

+F6｡
久些15， 6 0，1

･／
、
や

0 1m

TP－5土層

1 黒色土：包含層V層主体ややしまる

2黒褐色土：面的|こよく広がる

3黒色土：包含層V層主体ややしまる

4黒褐色土:包含層Ⅵ層によく似た土質ややしまる

5明黄褐色土:微妙に粘質をおびる
､f′
、 6黒色土:包含層V層主体ややしまる微妙に粘質をおびる

7黄褐色士:しまりなし粒径2～3cmの黒色土斑がわずかに混じる

8明黄褐色土: しまりなしやや粘質をおびる粒径2~3cmの
ン

黒色土斑が混じる

9黒色土：包含層V層主体ややしまる

10 にぶい黄褐色土しまりなしやや粘質をおびる

粒径2~3cmの黒色土斑が混じる

11 黒褐色土： しまりなし

12黒色土：しまりなし

13明黄褐色土:微妙に粘質をおびるが粒子が粗い

14黄褐色土： しまりなしもろい

15褐色土： しまりなしもろい

16 にぶい黄褐色土：しまりなし もろい

17黒色土: しまりなし

18明黄褐色土: Lまりなし微妙に粘質をおびる

19黒色土： しまりなし

20明黄褐色±：しまりなし微妙に粘質をおびる

21 黒色土：粘質をおびる

d 15． 60m

図V－5-3 TP－4･5
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V宮戸3遺跡

TP-6 l_

15． 70m
~

－－9

' '"・一二----～～ 一

－－－ミ
≦－－－－－－〃 6

－

l｡

／』二15， 70m
｜

、

TP－6土層

1 黒色土：包含層V層主体しまりあり

2黒色土:包含層V層主体しまりあり

3黒褐色土: しまりなし粒径3cmの黄褐色土ブロックがやや混じる

4暗褐色土： Lまりなし粒径3cmの黄褐色土ブロックがやや混じる

5明黄褐色±:しまりなしやや粘質をおびる径2cmの黒色士斑が

6黒褐色土と黄褐色土が1 ： 1の比率で交互に入りこむ

7明黄褐色土: しまりなし径5cm前後の黒色土斑が微量混じる

8黒褐色土:Lまりなし径5cm前後の黄褐色ローム質±」が微量混

9明黄褐色土： しまりなしやや粘質をおびる

10黒褐色土: しまりなし面的に斑状の入りこみ方をする

11 明黄褐色土； しまりなしやや粘質をおびる

12黒色土: しまりなし

13褐色土：微妙に粘質をおびる

やや混じる

じる

14黒色±『微妙に粘質をおびる

+R6｡
d l5､ 80m

TP-7
ー二一

／

TP－7土層

1 黒色土：ややしまりあり

2黒褐色土：ややしまりあり径3cmの黒色土斑と黄褐色ローム質士が7：3で混在する

3黄褐色土:径3cmの黒色土斑と黄褐色ローム質土が1 :5で混在する粒径1cmのﾊﾐｽがわず

かに混じる

4黒色土： しまりなしやや粘質をおびる

5榿色味をおびた黄褐色土：ややしまるローム質土の崩落

6青灰色土：砂質壁の崩落後、流入

7明黄褐色±：ややしまりあり粘質をおびる

8黒色土:しまりなし

9明黄褐色土： しまりなし粒径2cm前後のロームブロック微量混じる

10黒色土：しまりなし

11 榿色味をおびた黄褐色土: しまりなし黒色±が径5cmの斑状に入りこむ

12黒色土： しまりなし

〆，

b 15 80m~一且

0 1m

図V-5-4 TP-6． 7
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特徴：包含層調査の際、 H4， 14グリッドにまたがった位置で、かつ基本層序V層下位において長

楕円形をした、黒色士の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった
段階において、短軸方向に士層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 し

まりのあるロームを面的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁
面であると判断した。土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状か

らTピットであると判断した。長軸両端は曠底からまっすぐ立ち上がる。短軸方向の断面形態は、曠

底部から微妙に開きながら立ち上がる。遺構の上部は崩落が著しく、外へ向かって大きく開く形状で
ある。曠底面は北西側半分が一段低くなっていおり、全体にも北西側が低い。

TP-7 (図V－5-1 ･ 4/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版36)

位置:H5a, b, c, d 規模:2.88×1.37/2.56×0.32/(1.22)m

特徴：包含層調査の際、 H5グリッド、基本層序V層下位にて長楕円形をした、黒色土の落ち込みを

確認した。さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に士層確認

の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、掘り下げている最中に、入れ子状にT

ピットが入り込んでいるようなしまった箇所(覆土10層直下）を検出した。確認したところ、覆土7

層は東側からロームが崩落し、流入した土層ではあるがもうひとつの遺構は確認できなかった。 さら

に掘り進めたところ、 しまりのあるロームを面的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上

がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な

士曠であり、その形状からTピットであると判断した。長軸両端は微妙にオーバーハングしている。

短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上半部は崩落のため、外へ向かって開
く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦である

TP-8 (図V－5-1 ･ 5/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版36)

位置: I lOa, d 規模: 3.05×1.23"2.95×0.26J(1.28)m

特徴：包含層調査の際、 1 10グリッド、基本層序V層下位にて長楕円形をした、黒色土の落ち込み

を確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方|句に土層確

認の為のベルトを残し、黒色土を掘り下げた。当初は覆土6層と7層を覆土と想定して掘り進めたが、

覆土10層と11層がずり落ちる様に崩落した後の壁面であることがわかった。最終的には10層と

11層をはずした上での壁面と曠底部を確認する事となった。土層断面は崩落と流入の連続を示して

いた。当初の壁面は、覆土10～13層の内側の層境であると判断した。人為的な土曠であり、その形

状からTピットと判断した。長軸両端はオーバーハングしている。短軸方向の断面形態は、曠底部か

らおおよそ垂直に立ち上がっていたと想定できる。遺構の上部は崩落のため、外へ向かって開く形状

している。曠底面は中央から北西よりのところが窪む。

TP-9 (図V－5－1 ． 5/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版37)

位置:G6b, c, H6a 規模:2.53×0.73/2.14×0.18/(1.12)m

特徴：包含層調査の際、 G6とH6グリッドにまたがったところで、基本層序V層下位にて長楕円形

をした、黒色士の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階に

おいて、短軸方向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりの

あるロームを面的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であ

ると判断した。た。土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状から

Tピットであると判断した。長軸両端は曠底部から開きながら立ち上がる。短軸方向の断面形態は、

曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上半部は崩落のため、外へ向かって開く形状をしている。曠底

l
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V宮戸3遺跡

－卜｢洞。

TP-8土層

1 黒色±ず包含層V層主体しまりあり

2黒褐色土：径3cmのローム質土が斑状にわずかに混じる

3黄褐色土：粒径1 cmのパミスが微量混じる

4明黄褐色ローム質土：ややしまるブロック状の崩落

5にぶい黄褐色土冒しまりなし径3cmのローム質±がわずかに混じる

6明黄褐色ローム質土自しまりなし粒径1～2cmのパミスが微量混じる

7黒色土：やや粘質をおびる粒径1～2cmのパミスが微量混じる

8黒色土営やや粘質をおびる粒径1～2cmのパミスが微量混じる

gにぶい橿色味をおびた黄褐色土！ しまりなし径3cmの黒色土斑が微量混じる

1o明黄褐色ローム質±：しまりあり幾分酸化している

1 1 榿色味をおびた黄褐色土： しまりあり粘質をおびている

12明榿褐色土：しまりあり酸化している

13榿色味をおびた黄褐色土：ややしまる

TP-8

1

、
一

一

d 16. 501T~

河

Iー
b 1 6． 50m~

／
~~

TP-10
TP-9

、

1 5． 60m

~’

十F, ｱ。

ｍ
Ｏ６５１

ん

一a

1 5‘ 60m

O土層１
皀
判
萱
櫛
置
刺
萱
皀

一
黒
黒
明
暗
明
黒
明
黒

ＰＴ

１

２

３

４

５

６

７

８

黒色土：包含層V層主体ややしまりあり

黒褐色土：微妙にしまる径3cmの黄褐色ローム質土斑微量混じる

明黄褐色ローム質土：径0． 2cmのパミス混じる

暗褐色土：しまりなし

明黄褐色ローム質土； しまりなし径3cmの褐色土が混じる

黒褐色土： しまりあり 7層との間に黄褐色ローム質土が薄くラミナ様に入り込む

明黄褐色ローム質土: しまりなし径2~3cmの黒色土斑がわずかに混じる

黒色土：粘質をおびる しまりなし

TP-9土層 5明黄褐色ローム

1 黒色土:0. 2cmのﾊﾐｽ微量入りこむ 6黒褐色土: しま
2黒色土:0. 2cmのﾊﾐｽ微量入りこむ径3cmの明黄褐色ローム質土混じる 7明黄褐色ローム
3黄褐色土：壁面のローム質土がブロック状に崩落する径3cmの黒色土わずかに混じる B黒色土：粘質を
4明黄褐色土息 1～3層が漸移的に混じる

5黄褐色土:黒色土斑がまばらに入りこむ

6明黄褐色±： しまりなしやや粘質をおびる径3cmのローム質±と､径3cmの黒色土斑がわず

かに混じり､粒径0. 2cmのﾊﾐｽ微量に混じる

7黒色土：粘質をおびる粒径0. 2cmのﾊﾐｽ微量に混じる

8明黄褐色土：粘質をおびる

9黒色土：粘質をおびる粒径0． 2cmのパミス微量に混じる

図V-5-5 TP－8～10

零0 1m
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面はおおよそ平坦である。

TP-10 (図V－5-1 ･ 5/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版37)

位置:G6c 規模: 1.82×0.86/1.44×0.18/(0.94)m

特徴：包含層調査の際、 G6グリッドの、基本層序V層下位において楕円形をした、黒色土の落ち込

みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土層

確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出
した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面

は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。

長軸両端は微妙にオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構
の上半部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。曠底面は南側へなだらかに
低くなっている。

TP-1 1 (図V－5-1 ･ 6/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版38)

位置:H7a, b, d 規模:2.88×1.09/2.28×0.21/(1.27)m

特徴：包含層調査の際、 H7グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土の落ち

込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土

層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検

出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。士層断

面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。

長軸両端は曠底部から開きながら立ち上がる。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。

遺構の上部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だ
が、南西側がなだらかに低くなっている。

TP-12 (図V－5-1 ･ 6〆表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版38)

位置:F7b, G7a, d 規模: 2.78×0.95/2.54×0.26/(1.31)m

特徴：包含層調査の際、 G7グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形が交差をした形状の、

黒色土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭にした。そこで、黒色味

のより強い、南一北方向に長軸を持つ長楕円形プランの落ち込みについて、短軸方向に士層確認の為

のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。 しまりのあるロームを面的に検出した。 しまりのあ

るロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面は崩落と流入の連

続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。長軸両端は微妙に

オーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上部は著しい崩

落によって、外へ向かって開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、中央部が微妙に窪んで
いる。

TP-13 (図V－5-1 ･ 6/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版39)

位置: I8b 規模: 1,66×1.08/1.10×0.22/(1.12)m

特徴：包含層調査の際18， J6グリッドの、基本層序V層下位において楕円形をした、黒色土の

落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向

に土居確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的

に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土

層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断

した。長軸両端は曠底部から垂直に立ち上がる。短軸方向の断面形態は、曠底部から開きながら立ち
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V宮戸3遺跡

TP-1 11 5 BOrT

、〆〆

d 15 80m

~Ⅵ
④

〆

TP－1 1土層

1 黒色土:ややしまる

2黒褐色土：粒径0. 2cmのﾊﾐｽ微量混じる混径3cmのﾛｰﾑ質土わずかに混じる

3黄褐色土日径3cmの黒色土斑わずか|こ混じる粒径0． 2cmのﾊﾐｽわずかに

混じる

4明黄褐色ﾛｰﾑ質±：しまりなし径3cmの黒色土斑わずかに混じる

5黒褐色土『しまりなし混径3cmのﾛｰﾑ質土が微量混じる

6黄褐色ローム質土:径3cmの黒色土斑わずかに混じる しまりなし

7明黄褐色ﾛｰﾑ質土:ブロック状の崩落粘質をおびる

8黒色±：粘質をおびる

Ⅶ

+己
TP-12

d 1 5． 8~
~

12土層

黒角十：粒径0. 2cmのﾊﾐｽ微量含む

黒褐色土：径3cmのローム質土が斑状に混

暗褐色±:径3cmのローム質土が斑状に混

黄褐色ﾛｰﾑ質土日やや粘質をおびる

TP 12土層

1 黒色土:粒径0． 2cma

2黒褐色土：径3cmの口－

3暗褐色±:径3cmの口一

4黄褐色ローム質土日やや

5黒褐色土:径0. 2～3

6黄褐色ローム質土:やや

7明黄褐色ローム質±：し

B暗褐色士:微妙にしまる

黒褐色土：径0. 2～3cmのローム質土混じる境界線は不明瞭である

黄褐色ローム質土:やや粘質をおびる

明黄褐色ﾛｰﾑ質±：しまりなしやや粘質をおびる径3cmの黒色±斑混じる

ａ
’

~

をお

6． 50ｂ
一

、
ａ
’

TP-13
ノ

、

十1‘。

~
。 16， 50m

、

TP－13土層

1 黒色土:径3cmのﾛーム

2暗褐色土；径3cmのロー

S黄褐色土:径3cmの口一

4黒色±；粘質をおびる

5黒色土：粘質をおびる

S明黄褐色ローム質土:粘質

7にぶい黄褐色土： しまりな

8黒色土：粘質をおびる

9黒色土：粘質をおびる

10黒色土：粘質をおびる

1 1 明黄褐色：粘質をおびる

12黒色土：粘質をおびる

土斑、微量含む粒径0． 2cmのパミス混じる

質土斑混じる粒径0. 2cmのﾊﾐｽ混じる

質土斑混じる粒径O~ 2cmのパミス混じる

、

恥

上

上

を

し

おびる

径3cmの黒色土斑微量混じる

ゴ
、、~

γ
１

0 1m

｜
､

、

、
しまりなし ~

図V－5-6 TP-1 1～13
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上がる。遺構の上半部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。曠底面はおお
よそ平坦である。曠底部から、 3箇所の黒色士落ち込みを検出した。長軸上におおよそ等間隔でなら
び、いずれも直径は4cm程度である。掘りぬいたところ先がとがった杭の痕であると判断した。落と
し穴と想定されているTピットの付属施設であり、逆杭の痕跡と考える。

TP-14 (図V－5－1 ． 7/表V－1－1 ． 2，－5－1"図版39)
位置:G8b規模: 1.87×1.04/1.61×0.28/(1.10)m

特徴：包含層調査の際、 G8グリッドの、基本層序V層下位において楕円形をした、黒色土の落ち込
みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に士層
確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出
した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面
は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。

長軸両端はオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部から開きながら立ち上がる。遺構の
上半部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。曠底面は中央部分が窪んでい
る。

TP-15 (図V－5-1 ･ 7/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版40)

位置:G7b規模: 2.48×1.30/(1.32)×0.46/(1.22)m

特徴：包含層調査の際、 G7グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形が交差をした形状の、

黒色土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭にした。そこで、黒色味

のより強い、南一北方向に長軸を持つ長楕円形プランの落ち込みについてまず調査した。その結果、

TP-12であると判断した。次に東一西方向に長軸を持つ黒色土落ち込みについて、短軸方向に土

層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検

出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断

面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。

切りあいからTP-12より古いものと判断した。長軸西端は微妙にオーバーハングする。東端につ

いては、 TP-12に壊されている。短軸方向の|折面形態は、曠底部から微妙に開きながら立ち上が

る。遺構の上部は崩落によって、外へ向かって開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦である。

TP-16 (図V－5-1 ･ 7/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版40)

位置: L9a, b, c, d 規模:2.50×1.45/2.42×0.17/(1.51)m

特徴：包含層調査の際L9から10グリッドにかけて、基本層序V層下位において長楕円形をした、

黒色土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、

短軸方向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロー

ムを面的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断

’

した。土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであ

ると判断した。長軸両端はよくオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち
上がる。遺構の上半部は著しい崩落によって、 外へ向かってよく開く形状をしている。曠底面はおお

よそ平坦だが、中央部のやや東よりが、 微妙に高く なっている。

TP-17 (図V－5-1 ･ 8〃表V－l－1 2，－5－1／図版41）

位置:H9c, H10b 規模:3.02×1.33/3.23×0.23/(1.60)m

特徴：包含層調査の際H9グリッドの、基本

土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、

層序V層下位においていびつな長楕円形をした、黒色

落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、東端

94



V宮戸3遺跡
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図V-5-7 TP-14～16

95



が別の黒色土落ち込みによって壊された、落ち込みであると判断した。色調について、 より黒色味の
強い、長楕円形の落ち込みをまず調査した。短軸方向に土層確認の為のベルトを残し、黒色土を掘り
下げた。まず覆土2層を追うように掘り下げたが、側面の壁である覆土3層、 5層についてローム質
土がずり落ちるような崩落をしめしているものと判った。当初は入れ子状に入り込んでいる遺構の可
能性について考えていたが3層と5層をはずした段階で、その可能性はないと判断した。土層断面は
崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。長
軸両端は曠底部から微妙にオーバーハングするが、ほぼ垂直に立ち上がる。短軸方向の断面形態は、
構築直後の状態は示していないと考えるが、曠底部からよく開きながらの立ち上がりである。遺構の
上部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、西
へがなだらかに低く傾斜している。

TP-18 (図V－5-1 ･ 8/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版41)

位置:D19c, D20b, E19d, E20a 規模: (2.98)×1.09/1.62×0.17/(1.60)m

特徴：包含層調査の際、 E19グリッド、調査区の壁際、基本層序V層下位において長楕円形をした、

黒色土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、

短軸方向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロー

ムを面的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断

した。土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであ

ると判断した。長軸西端はオーバーハングする。東端は曠底部から微妙に開きながら立ち上がる。短

軸方向の断面形態は、擴底部から垂直に立ち上がる。遺構の上部は著しい崩落によって、外へ向かっ

てよく開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、中央部にかけてゆるやかに窪んでいる。西
側上部は木の根が入り込んで壊されている （覆土13層に関連)。

遺物： 1はスクレイパー。縦長剥片の両側縁および上部に刃部を設けているもの。左側縁は外湾し、

右側縁と上部は直線状である。左側縁と上部には使用による刃部の潰れが見られる。上下の端部は両

面に細かな調整が施されている。上端は左斜方に突き出ており、つまみに近い形状になっている。下

端には横向きに鉤状の突起が作出されている。右側縁の一部に礫表皮面を残す。石材は黒曜石である。

TP-19 (図V－5-1 ･ 9/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版42)

位置:G19c, G20b 規模:3.14×1.05/2.90×0.42/(1.16)m

特徴：包含層調査の際、 G19、 G20グリッドの、基本層序･層下位において長楕円形をした、黒色

土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸

方向に土層確認の為のベルI､を残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを

面的に検出した。しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。

士層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その

断した。長軸両端はオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底

形状からTピットであると判

部から垂直に立ち上がる。遺

曠底面はおおよそ平坦だが、構の上部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。

北西側へむかってなだらかに低く傾斜している。

TP-20(図V－5-1 ･ 9/表V－1-1 ･ 2， －5-1/図版42)

位置: L12d, L13a 規模: 1.79×0.97/1.53×0.36/(1.07)m

特徴：包含層調査の際L12、 L13グリッドの、基本層序V層下位において楕円形をした、黒色土

の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方
向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。する と、 しまりのあるロームを面
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V宮戸3遺跡
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図V-5-8 TP－17･TP－18と遺物
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’
的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、擴底部と壁面であると判断した。
士層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判
断した。長軸両端は微妙にオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、擴底部から開きながら立ち
上がる。遺構の上部は崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦
だが、東側へなだらかに低く傾斜している。

TP-21 (図V－5-1 ･ 9/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版43)
位置: I 17c, I 18b 規模: 3.24×0.68/3.30×0.20/(1.36)m

特徴：包含層調査の際1 17， 1 18グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色
土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸
方向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを
面的に検出した。しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。
土居断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判
|断した。長軸両端はオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺
構の上半部は崩落によって、外へ向かって開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、北側へ
なだらかに低く傾斜しており、中央部も微妙に窪む。

TP-22 (図V－5-1 ･ 10/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版43)

位置:K11c, d, K12a, b 規模: 2.48×0.67/2.46×0.19/(1.00)m

特徴：包含層調査の際、 K11， K12グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色
土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短ﾎ111
方向に士層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを
面的に検出した。しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。
土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な士曠であり、その形状からTピットであると判
断した。長軸両端は微妙にオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、塘底部から垂直な立ち上が

りを持つが、徐徐に微妙に膨らみをもって開くようにたちあがる。遺構の上部は崩落によって、外へ
向かってさらに開く形である。曠底面はおおよそ平坦だが、東側半分が微妙に窪む。

TP-23 (図V－5-1 ･ 10/表V－1-1 ･ 2， －5-1/図版44)
位置:F16b, c 規模: 2.63×1.01/2.95×0.22/(1.08)m

特徴：包含層調査の際、 F16グリッドの、基本層序V層下位においていびつな長楕円形をした、黒
色士の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短
軸方向に士層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるローム

を面的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、擴底部と壁面であると判断し
た。土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土壌であり、その形状からTピットである

と判断した。長軸両端はオーバーハングしており、曠底部から窄まりながら立ち上がる。短軸方向の
断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開
く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、中央部のやや南西よりが微妙な高まりを持つ。
TP-24 (図V－5-1 ･ 10/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版44)

位置:H10b, c, I 10a 規模: 1.73×1.02/1.60×0.26/(1.20)m

特徴：包含層調査の際、 H9グリッドの、基本層序V層下位においていびつな長楕円形をした、黒色
土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、東端

ると判断した。色調について、 より黒色味のが別の黒色土落ち込みによって壊された、落ち込みであ
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』d 1 9. 60m~
~

TP-19 b~

〆

｡Ib 19， 80m~
~

／

-I

-IR2｡｡
TP－I9土層

1 黒色土：粒径0． 2cmの

2暗褐色土:漸移層の流入

3黄褐色ローム質土：ブロツ

4黒色土: しまりなし粘質

5暗褐色土；粘質をおびる

6黒色土？粘質をおびる し

7暗褐色土：粘質をおびる

パミス微量混じるややしまる

ややしまる

ケ状のロームの崩落

をおびる

しまりなし もろいﾛｰﾑ質土の流入

まりなし

しまりなしもろいﾛｰﾑ質土の流入

8黒色土；粘質をおびる しまりなし

TP-2 17‘ 10m

､〆

a

~ 、
／

TP 20土層

1 黒色土:微妙に粘質をおび､ しまりあり粒径0． 3cmのﾊﾐｽ微量混じる

2黒色土日やや黄色味をおびる微妙に粘質をおび､ しまりあり粒径0. 3cmのﾊﾐｽ微量混じる

3黄褐色土：微妙に粘質をおび､ しまりあり粒径0． 3cmのﾊﾐｽ微量混じる

4明黄褐色土：硬くしまる

5暗褐色±：しまりなしやや粘質をおびる

6黄褐色土:粟砂様の黄色火山灰混じる しまりなし青灰色味おびる

7暗褐色土白しまりなしやや粘質をおびる

8黄褐色土：粟砂様の黄色火山灰混じる しまりなし青灰色味おびる径3cmの黒色土斑混じる

9暗褐色土：しまりなしやや粘質をおびる

TP-21
坐 19． 30m9 40m

ａ

1

TP－21

1 黒色土1 黒色土：微妙にしまる

2黒褐色土:径2～5cmのローム質土混じる

/･ 3黒褐色土：やや褐色味強い径2~5cmのローム質土混じる

4暗褐色土：やや褐色味強い径2~5cmのローム質土混じる

5黄混角十:径2～5cmの黒色土混じる

6黒色土倉しまりなし

7黄褐色土:しまりなし ローム質土の流入

8黒色土:しまりなし

g黄褐色土: しまりなし ローム質土の流入

10黒色土： しまりなし

1 1 黄褐色土：しまりなしﾛｰﾑ質士の流入微妙に青灰色砂混じる

12黒色土らしまりなし

～豆

~～-＝~～-＝~～-＝

可可 岨
一

ｉｎ
ｌ~

O

L－

-h｡｡

図V－5－9 TP-19～21
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2一 a~
8， 00m」

1

〆
ノ d 18， 00，
J－

~

TP-22土層

1 黒色土:ややしまりあり

2暗褐色土:ローム質土中に径3cmの黒色土よく混じる
3明黄褐色土日ローム質土の流入

4暗褐色土: しまりなし崩落木の根の跡
5黄褐色土：黄榿色の粟砂様火山灰が混じるややしまる
6 1こぶい黄褐色土:しまりなし

7黄褐色士：しまりなし径2cmの黒色十混じる
8黒色土：粘質をおびる しまりなし

9黄褐色土日黄榿色の粟砂様火山灰主体である

10黒色土：粘質をおびる しまりなし

1

TP-23
L72a

ロI

●
一
Ｊ

b 19， 60，
J－
『

~

込一
／

G 16a

｡’

TP 23土層

1 黒色土：しまりあり

2暗褐色土:しまりあり木の根跡か

3暗褐色土：しまりあり径3cmの黒色土斑および同径のローム質土斑も混じ
4明黄褐色ローム質土:ﾌﾛｯｸ状の崩落

5黄褐色土:径3cmの黒色土斑および同径のローム質土斑も混じる

6明黄褐色ローム質土: しまりなしやや粘質をおびる

7黒褐色土e木の根の入り込み

8明黄褐色土：しまりなしやや粘質をおびる

9黒色土: しまりなし小粒径のローム質土斑混じる

d 19． 60m~じ
一

T
ｍＯ２６１ｂ

ｌノ
ａ
’

~｜

ー｢｢' ［

土j曹

1 黒色土:ややしまりあり粒径1cm以下のﾊﾐｽ微量混じる

2黒色土: しまりなし上部2cmのﾊﾐｽ混じるややしまりあり

3暗褐色土:ややしまりあり粒径1 cmのﾊﾐｽ微量混じる

4褐色土:ややしまりあり粒径1cmのﾊﾐｽ微量混じる

5黄褐色土:ややしまりあり粒径1 cmのﾊﾐｽ微量混じる

6黒褐色±:ややしまりあり微妙に粘質をおびる

7黒色土: しまりなL微妙に粘質をおびる

Bにぶい黄褐色土： しまりなし微妙に粘質をおびる

9暗褐色土らしまりなし径3cmのﾛｰﾑ質土混じる

10黒色土: しまりなし微妙に粘質をおびる

11 明黄褐色土： しまりなし

12黒色土: しまりなし微妙に粘質をおびる

13明黄褐色土； しまりなし

14黒色土：しまりなし微妙に粘質をおびる

d 16． 30m
ノ ~

~TP－1
一
Ⅵ

o 1m

Ⅶ

図V－5-10TP-22～24
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V宮戸3遺跡

強い、長楕円形の落ち込みをまず調査した。それについてTP-17と判断した。その後、東側の落
ち込みについて、短軸方向に沿って、サブトレンチをいれた。覆土6層まで掘り下げた段階で、南側
に壁面を確認した。そこでサブトレンチに沿って土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘
り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出した。しまりのあるロームはそのまま立ち上が
りを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土
曠であり、その形状からTピットであると判断した。長軸両端は堰底部から垂直に立ち上がる。短軸
方向の断面形態は、曠底部から微妙に開きながら立ち上がる。遺構の上部は著しい崩落によって、外
へ向かってよく開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、中央が微妙に窪む。
TP－25 (図V－5-1 ･ 11/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版45)

位置: J 1la, d 規模: 1.41×0.84/1.44×030/(1.18)m

特徴：包含層調査の際、 J 11グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土の落
ち込みを確認した。さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に
土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に
検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層
断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断し
た。長軸東端はオーバーハングする、西端は擴底部から垂直に立ち上がる。短軸方向の断面形態は、
曠底部から微妙に開きながら立ち上がる。遺構の上部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く
形状をしている。曠底面は中央よりやや東側で窪む形をしている。

TP-26 (図V－5-1 ･ 11/表V－1－1 ． 2，－5-1/図版45)

位置: L10d, Llla, d 規模: 3.24×1.07/3.00×0.30/(1.18)m

特徴：包含層調査の際、 L11グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土の落
ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に

土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に
検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層
断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断し
た。長軸両端はよくオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺

構の上部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、
中央部が微妙に高まる。

TP-27 (図V－5-1 ･ 11/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版46)

位置:K16d, K17a 規模:3.36×0.98/2.98×0.13/(1.18)m

特徴：包含層調査の際、 K18グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土の落
ち込みを確認した。さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に
土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に

のまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層

た。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断し

ら立ち上がる。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上

って、外へ向かってよく開く形状をしている。曠底部については、

狭く、平面形もいびつで、直線的な他のものとは違っている。曠

る。

検出した。しまりのあるロームはそ

断面は崩落と流入の連続を示してい

た。長軸両端は曠底部から開きなが

がる。遺構の上部は著しい崩落によ

調査区内の他のTピットに比べると

底面は、東側へ向かって傾斜してい
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~一つ全 V
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4列

5 Ⅶ

一
土層

:粒径 0． 2cmのバミス微量混じる

ﾑ質土混じる2黒褐色土：径3cmの口一

3明黄褐色ローム質±:やや粘質をおびる
4黄褐色±ずしまりなしやや粘質をおびる
5黒色土: しまりなし粘質をおびる

§雪色土:しまりなし径3cmの黒角十混じる
7黒色土：しまりなし粘質をおびる
§童褐色土: しまりなし径3cmの黒角十混じる
9黒色土: しまりなし粘質をおびる

U 、
一一一 咽

1-r↑ ‘ ．
d 1700m

｜
ノ
ー
Ⅵ

TP-26

Ⅶ

p一

Ⅶb

TP 2S土層

1 黒色土：しまりあり粒径0. 2cmのﾊﾐｽ混じる
2暗褐色土:ややしまりなし径2cmのローム質土斑混じる
3黒褐色土?ややしまる

4黄褐色土:しまりなし粟砂様火山灰の入り込みを主体とする
5暗褐色土:径3cmのローム質土斑混じる
6明黄褐色ﾛｰﾑ質土;しまりなし

7黒色土:しまりなし:やや粘質をおびる

8黄褐色土: しまりなし径3cmのﾛｰﾑ質土混じる
9黒色土：しまりなし:やや粘質をおびる
10黄褐色土:青灰色砂混じる

1 1 黒褐色土:しまりなし粘質をおびる
12黄褐色土: しまりなし

13黒色土: しまりなし:やや粘質をおびる

-－

a

l

l １ｎＯＯ７１ｂ
ｌＪ

~|~

TR] 7．

P-27

I 1侭
ｄ
一､二且

d l~~

一

1 17‘ g0m

TP－27土層

1 黒色土:微妙にしまりあり粒径0. 2cmのﾊﾐｽ微量混じる
2明黄褐色ローム質土;粒径0. 2cmのパミス微量混じる径3cmの黒色土やや混じる
3黄褐色ローム質土: しまりあり径3cmの黒色土混じる
4にぶい黄褐色ローム質土: LまりなL径3cmの黒色土斑微量混じる
5明黄褐色ローム質土：ややしまる粘質あり径3cmの黒色土斑微量混じる
6黄褐色土: しまりのないﾛｰﾑ質土微妙に粘質をおびる
7明黄褐色土;青灰色砂まじるややしまる
8黒色土:しまりなし粘質をおびる
g黄褐色土：しまりなし青灰色砂まじる
10黒色土: Lまりなし粘質をおびる

0 11

一10

図V－5-1 1 TP-25～27
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TP-28 (図V－5-1 ･ 12/表V－1-1 ･ 2，－5-11/図版46)

位置: J6c, J7b 規模:2.80×1.24~1.79×3.64/(1.41)m
特徴：包含層調査の際、 J6グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土の落ち
込みを確認した。さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土
層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検
出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち_I二がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断
面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピッ1，であると判断した。
長軸両端は曠底部から開きながら立ち上がる。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。
遺構の上部は著しい崩落によって、外へ向かってさらに開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦
だが、東側へ微妙に高まる。

TP－29 (図V－5-1 ･ 12/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版47)

位置: L7b, c,M7a 規模: 2.60×0.99/1.88×0.25/(1.54)m

特徴：包含層調査の際、 L7グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土の落ち
込みを確認した。さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土
層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検
出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断
面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。
長軸西端は曠底部から開きながら立ち上がる、東端はよくオーバーハングする。短軸方向の断面形態
は、曠底部から、微妙に開きながら立ち上がる。遺構の上半部は著しい崩落によって、外へ向かって

さらに開く形状をしている。曠底面は中央部より東側で窪む。

TP-30 (図V－5-1 ･ 2/表V－1-1 ･ 2，－5－1Z図版47)

位置: L6c 規模: 1.75×0.74/1.46×0.20/(085)m

特徴：包含層調査の際、 L6グリッドの、基本層序V層下位において楕円形をした、黒色土の落ち込
みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土層

確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出
した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層断面

は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。

長軸両端はよくオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の
上半部は著しい崩落によって、外へ向かってさらに開く形状をしている。曠底面はほぼ平坦だが、中

央部よりやや東側で微妙に窪む。

TP-31 (図V－5-1 ･ 13/表V－1-1 ･ 2，-5-1/図版48)

3.00×0.21/(1.09)m

ヅドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土の落ち
位置: J4c 規模: 2.96×0.65/

特徴：包含層調査の際、 J4グリ

さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に土込みを確認した。

落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検層確認の為のベルトを残し、

のまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。士層断出した。 しまりのあるロームはそ

た。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。面は崩落と流入の連続を示してい

短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上半長軸両端はオーバーハングする~

かつて開く形状をしている。曠底面はほぼ平坦だが、中央部がやや部は著しい崩落によって、外へ向

風倒木によって壊されている。窪む。遺構上端の東端は、一部、
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TP-28
皇、

1 6． 2、
一

／

~

’
０
，

||’TP－28土層

1 黒色土：粒径0｜ 黒色土：粒佳0

6． 20【 Tl

． 2cmのﾊﾐｽ目立って混じる径3cmのローム質土混じるややしまる
2明黄褐色ﾛｰﾑ質土:ﾌﾛｯｸ状の崩落径3cmの黒色十蔀混じるややしまる
3褐色土:径3cmのローム質土と同径の黒色土力<斑状に混じるややしまる
4明黄褐色ローム質土：ﾌﾛｯｸ状の崩落径3cmの黒声十郡混じるややしまる
5黒色±:粘質をおびしまりなし

6明黄褐色ローム質土:ブロック状の崩落
7暗褐色土:粘質をおびしまりなし

8黄褐色土日粟砂様火山灰の流入

9黄褐色土:粟砂様火山灰の流入しまりなし薄い層状の黒色土がまばらに入り込む
10黒色土:粘質をおびしまりなし

２

Ⅵ

Ⅶ

イ
ー
勇
司
！

-卜Rﾌ。4

7 Ⅶ
一

TP-2

一旦、 b l 7． 20m

／

_L
7 ａ

d l 7 20~ IT1
~

TP－29土層

1 黒色土:しまりなし粒径0. 2cmのﾊﾐｽ微量混じる
2黒褐色±：径3cmのローム質十淳11る

3暗褐色土：しまりなし ローム質土のブロック状崩落が左側に入り込む
4黄褐色土：粟砂様火山灰の流入を主体とする
5黒色土:6より褐色味がややある しまりなし
6黒色±: しまりなし

7浅黄色土：青灰色砂の流入

B黄褐色士?粟砂様火山灰の流入を主体とする
9浅黄色土:青灰色砂の流入
10黒色土: しまりなし

1 1 浅黄色±:青灰色砂の流入
12黒色土：しまりなし

Ⅶb

TP-30

50向

0 1m

cmの黒色士斑混じる

mの黒色＋斑微量混じる

cmの黒色土斑混じる

りなし

様火山灰の流入を主体とする
リなし

図V－5-12TP-28～30
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T
d 16． 20m~

~風
~

倒木痕 1
Ⅶ

Ⅶa

ⅦC

a十Ⅶb

一

一

Ⅶ

一卜R4d
９

Ⅱ

b 16． 20m~
TP－31土層

1 黒色±:径0. 3cmのﾊﾐｽ混じるややしまる
2暗褐色土：径3cmのローム質土､斑状に混じるややしまる

木痕3黄褐色ローム質土:径3cmのﾛｰﾑ質土､斑状に混じるややしまる
4暗褐色土:径3cmのローム質土および同径の黒色土､斑状に混じる しまりなし
5黄褐色土留しまりなし径3cmの黒色土斑状に混じる
6黒褐色土：粒径1cmのﾊﾐｽ微量混じる
7灰向色.-k:青灰色砂の流入を主体とする

8暗褐色土：しまりなし微妙に粘質をおびる
g黒褐色土：径3cmのローム質土斑状に混じる
10暗褐色土？しまりなし微妙に粘質をおびる
11黄褐色±:粟砂様火山灰の流入を主体とする
12暗褐色土:しまりなし微妙に粘質をおびる

〆

、

風1里 l1

I

、

TP-32
~1

－｢R13d

／ d 16 80、
/ 」二16 80m

C1

Ｉ

Ｉ

Ｖ

Ｖ

一

ａ

，

ｂ

ａ

Ｃ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Q／

TP－32土層説明

1 黒色土:ややしまりあり粒径0． 2cmのﾊﾐｽ微量混じる
2黒褐色土:しまりなし粒径0. 2cmのﾊﾐｽおよび径3cmのローム質土斑状にやや混じる
3灰褐色土:ややしまる

4明黄褐色土:ややしまる砂質

5明黄褐色土：ややしまる粘質をおびる

6明黄褐色土:径3cmの黒色土斑混じる

7明黄褐色土:しまりなし粘質をおびる

8黒褐色土？しまりなし粘質をおびる

g黄褐色土：粟砂様火山灰の流入を主体とする しまりなし

10黄褐色土：粟砂様火山灰の流入を主体とする しまりなし青灰色砂混じる
11 黄褐色土：粟砂様火山灰の流入を主体とする しまりなし黒色±がブロック状に落ち込む
12黒色土：しまりなし粘質をおびる

1，

－－一’
Ｏ
」

図V－5-13TP-31 ･32

TP-32 (図V－5-1 ･ 13/表V－1-1 ･ 2，－5-1/図版48)

位置:K13a, K13d規模: 1.48×0.68/1.53×0.33/(0.94)m

特徴：包含層調査の際、 K13グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土の落
ち込みを確認した。さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向に
士層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に
検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。土層
断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土壌であり、その形状からTピットであると判断し
た。長軸両端はオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の
上半部は著しい崩落によって、外へ向かって開く形状をしている。曠底面は中央部がやや窪む。遺構
上端の東端は、一部、風倒木によって壊されている。

た。遺物はV層の下位である、

たものである可能性が高い。

包含層基本層序V層の黒色土は平均して50cm以上の堆積があっ

Vbからの出土が主で、 V層上位のものは風倒木によって上がってき
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V層下位

図V－5－14ローム質土に伴う凝灰岩のV層中位、下位における分布図

鵡川1IIJおよび門別町の遺跡を発掘時、 ローム層において、土器に似た質感の、黄褐色の凝灰岩が多
く含まれている。その層位は、宮戸3遺跡において基本層序Ⅵ層からⅦ層とした層位である。今回の
調査では、 ところどころV層中位、 V2層上面およびそのやや上にまで、その凝灰岩がまとまって掘
りあがっていた。なんらかの撹乱によってV層に上がってきたものとし、凝灰岩のV層中位および下
位における出土分布状況を確認した。すると、傾向として、大部分は、流れて沢状地形の底にたまって

いる様子が見られたが､傾向としてTピットの位置に対応している（図V－5－14）､検出した層位も、
Tピットの掘り込み面と考えたV層中位から下位であり、対応している可能性はあるものとした。風
倒木等の影響に加えて、Tピットの掘りあげ土に混じったものであるという可能性を示すものとする。
今回検出したTピットについて、形態別にまとめてみる。上部構造については、崩落が著しく、変
形しているため、下部構造について比較検討した。下部構造について、曠底面をつくるものと、つく
らないもの(TP-8、 9， 11， 12， 16， 22)に概略分けられる。

塘底面をつくるものについては、長軸が2.5mより長いもの(TP-3、 6， 7， 17， 19， 21， 23、
26， 27， 31 ）、長軸が1.7～1.9mと、

中型なもの(TP-2、 10， 14， 15

(TP-5、 13)に分けられる。長軸

出土する、 さらに小判型をした幅広い

5， 20， 24， 25， 32)がある。 また、

やや大型なもの(TP-1、 4， 28， 29)、長軸長1.2～1.6mの

､ 18， 20， 24， 25， 30， 32)、長軸長1.2m以下の小型なもの

長1.6m以下の中型、小型としたものについては胆振東部に多く

曠底面を持つものに類似した形状のものとして、 (TP-5、 1

逆杭痕と考えられる付属遺構を曠底部に持つもの(TP-13)
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が1基あった。また、曠底面を明瞭に作り出さないタイプのものは長軸長が2m以上のものがほとんど
であり、曠底面を作り出すタイプの大型のものと規模的に類似する。
これらのTピットについて、形態別の分布をみると沢地形を横切るような配置、配列をそれぞれの

形態について想定できる。A形態の大型、そしてやや大型について、 TP-1･4， TP－7 ･ 28、
TP－21 ･ 23･ 27， TP-3 ． 31， A形態の中型で、 TP-24． 25， TP-20･ 32， B形態で、
TP-9･11である。沢地形は調査区外にも広がっており、全体の様相は掌握しかねる。曠底面を持
つもので小型なものについての配列や、 TP-13のような逆杭痕跡をもつものが調査区内には出土
しない等、不明点は多いが、沢地形をイモッペ川の方向へ追い込むような狩猟方法を可能性のひとつ
として挙げることは可能であるまた、別章の米原4遺跡A地区･B地区、次年度報告予定の宮戸4遺
跡についても沢地形に沿ってTピットの集中が見られる傾向は明らかであった。

今回切り合いをもったTピットについてみると、 TP-15より新しいTP-12、 TP-24より
新しいTP-17という2か所について切り合い関係がみられた。その2例から、小型でやや幅広の曠
底面を持つものよりも、長軸が長く、 ll届がやや狭い底面、 もしくは曠底面が不明瞭なものが新しいと
いう傾向が窺える。この傾向は筆者が調査した千歳市ユカンボシC15遺跡でも|司じように見られた。
ユカンボシC15遺跡(2)のTP-49とTP-45の切り合い関係がそれにあたる。

この同じ千歳市の調査では、比較的i幅が狭い曠底面を持つ小型のものが曠底面を持たない中型のも
のより古い例(同遺跡（2）のTP-49とTP-45)とほとんど|司じ規模で、狭い曠底面を持つもの
より、持たないものが古い例（同遺跡（2）のTP-31とTP-35)があった。ちなみにこのTP-31

と35については、遺物の出土状況から北筒式トコロ6類の時期あるいはその直前のものである事が

わかった。

付記として、今回、形態分類にあたってという表現を用いた。このユカンボシC15遺跡(2)のT
P-52がこの形態で、逆杭をもつものに相当する。この遺構は曠底部の出土遺物(余市式並行の土器）

から、後期初頭のものとした。宮戸3遺跡から主に検出された長楕円形の形態(曠底部の有無は問わ

ず)が先述の千歳市の例から、中期後葉のものであるならば、長楕円の形態より 「小判型をした幅広
い曠底面を持つもの」が新しいのではないかと仮定が成り立つ。その事について、千歳市キウス5遺

跡B地区（4）のTP－24、 TP-25の切り合い関係、および、苫小牧市静川20遺跡の1号落とし

穴と2号落とし穴の切り合い関係、の2例において、その仮定通りの新旧関係が実際確認されてい

る。中期後葉から後期初頭という期間のなかでTピットの形態変化が頻繁であったと考える。今後時

期のわかるもの、切り合いを持つものの出土例の増加により、形態の変遷とそれに伴う狩猟方法につ
いての変化について検討の余地はあるものと考える。 （大泰司）

（3）焼土

2ケ所検出した。 F－lはV層下位の検出、 F－2はⅥ層上面からの検出である。層位の差が時期
の差である可能性がある。

F-1 (図V－5-1 ･ 15/表V－1-1 ･ 2，－5-1 ･ 4/図版49)

位置:F16d 規模:0.80×0.51/0.10m

特徴：調査区南東側のやや小高いところに位置する。V層下位の調査中、炭化物を伴う明るい燈褐色
出した。半裁したところ、腐植土が強く焼けて変色しており、焼土と認定した。形成

層下位と考えられる。灰層は確認できなかったが、径l～3cmほどの炭化物が上面で

士の広がりを検

面もほぼ同じV

また、焼土のサンプルを採取して水洗したが､骨片などの微細遺物は得られなかった。散乱していた
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F－2~峠稻。
F－1

調査区外

士4．
a

可…
a

~~14‘ 77
~~

↑qnつ~~~~

a' 14, 80m
＝＝

1B96

F－2

1 明榿褐色土が漸移的にV層に分布

2明t豊褐色土がV層の黒色±に径3cmの斑状に混じり込むａ
’ a 19， 10m~

一一Ｖ
Ⅵ ~

0 1m

士Ⅷ ｡。 F－1

1 明榿褐色土:強く焼けている粘性あり
炭化物が少量混じる

図V－5-15 F-1 、 F－2

遣物：焼土中よりⅡ群a類の土器片が3点出土した。

時期：検出面の層位と出土遺物から、縄文時代前期前半の遺構である。 （芝田）
F-2 (図V－5-1 ･ 15/表V－1-1 ･ 2，－5-1 ･ 4/図版49)
位置:F3d 規模: (0.40)×(0.35)/0.13m

特徴：調査区北西側の沢状地形の低いところに位置する。包含層をVI層上面まで掘り下げたところ、

明榿褐色土が腐植土に斑状にはいりこんでいるの広がりを検出した。調査区壁際で半裁したところ、
レンズ状に同様の土が入り込んでおり、焼土粒と認定した。形成面もほぼ同じⅦ層上面と考えられる。

灰層、炭化物は確認できなかった。 また、焼土のサンプルを採取して水洗したが、骨片などの微細遺
物は得られなかった。

遺物：遺物は伴出しなかった。

時期：検出面の層位と、周囲の遺物出土状況について、 I群a類平底の貝殻条痕土器並行～コッタロ

式並行の土器が主に出土しており、層位的にも合致する。縄文時代早期中葉～後葉のものという可能
性がある。 （大泰司）

表V－5-2 TP-18掲載遣物一覧

掲載番号 分類 遺物番号 層位 長さ×幅×厚さ(cm)

1 スクレイパ l 覆土中 66．8×31.0×7~0
重量(9) | 石質

｜ 黒曜石12．5’

表V－5-3 TP-18出土遺物一覧

表V－5-4 F-1出土遺物一覧

’
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層位

覆土中

覆土中

覆土中

覆土中

合計

遺物名

土器

十器

石器

剥片

分類

Ⅱ群a類

I群b1類

スクレイパー

剥片

点数

1

1

1

2

5

層位

暁十中

へ三」

ロ日I

遺物名

十器

分類

Ⅱ群a類

点数

3

3
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6包含層の出土遺物

（1 ）土器

概要

2,146点が出土している。包含層V層下位からⅥ層にかけて、主に出土している。V層上位からの出
土は5点の前期前半の土器である。しかしこれらは時期的な層位差ではなく、風倒木によって士が掘
りあがっている状態が検出されたグリッドからの出土であり、それに関連するものと考える。
土器は調査区内において、台地上の平坦面である、E～F-14～19グリッドと、調査区内において、

等高線的に一番低いところ、沢地形の底の平坦部、 F～H－3～6グリッドに集中している。沢地形
出土のものについては、流れて動いたものもあるが、平坦面であるため、 なんらかの生活の様相も示
しているものと考える。これらの遺物の集中か所はおおむね石器の状況とも合致するものである。

分類別の出土は、縄文時代早期前半、 I群a類が32点、 これらは同一個体の破片である。縄文時代
早期後半、 I群b類は1,797点出土している。目立つのはコヅタロ式426点と東釧路Ⅳ式の428点である。
また縄文地紋でやや厚みのあるI群b類土器のなかには東釧路Ⅲ式が混在している可能性が高い。 Ⅱ

群a類は317点出土している。

縄文時代早期の土器（図V－6－1 ． 2 ．4． 5／表V－6-1 ･ 2f図版50 ･ 51)

I群a類（図V－6－1 ･ 2 ･4-1/表V－6－1 ･ 2/図版50)

同一個体の破片のみ出土した。沢地形の底の平坦部である、 F3，FG4グリッドのV層下位から

の出土である。F3グリッド調査区壁際からは焼土を検出しており、調査区北川に分布が広がる可能

性がある。 1に図化した。器内外面には丁寧なナデ調整を施す。その後口唇が外側へ反り返るように

ナデつけて成形する。草本原体による沈線を1.2cm間隔で縦に施す。口唇部の縁は稜がたつように面

をとる。胎土は水簸したようにキメ細かく、 白色小砂粒がまばらに混じる。縄文時代早期中葉、平底

の貝殻条痕文士器に並行するものと考える。口縁部形態のみ取り上げるならば、 ムシリ1式に類似す

る。

I群b類（図V－6-1･ 2 ･4･ 5-2～27/表V－6-1 ･ 2/図版50 ･ 51)

I群b－1類、東釧路Ⅲ式の可能性が高い、縄文地紋で比較的厚めの胴部破片が472点、 コッタロ

式が426点、東釧路Ⅳ式が428点出土した。 I群b1類土器について口縁部破片はなく，断定的な根拠

はない。沢地形底の平坦部分に分布の集中がある。

I群b－2類コツタロ式（図V－6－1．2．4－2～16／表V－6 1 ･ 2/図版50)

コッタロ式については概略2つのグループに分ける事ができる。ひとつには口縁部の断面形態が、

東釧路Ⅲ式に似るものである。口唇部に平坦面をとり、 なんらかの原体で連続刺突を施す。文様構成
はコッタロ式の組紐圧痕を主体とするものである。古手のコッタロ式とでも言うべきもの（2～5）

で、 128点の出土である。 もうひとつにはは節が比較的細かくで中茶路式によく似た、縄文地紋を持

表V-6-1 層位別出土土器一覧
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宮戸3遺跡
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図V－6－3包含層出土土器分布図（3）

つ破片である。 コッタロ式という範嶬のなかで新しいもの（6～16)であり、 298点の出土があった。
コッタロ式は沢地形底の平坦部(F～H－3～6グリッド）に多く分布する。 2分したそれぞれの土器
群について、分布上および、層位上の、顕著な差異はない。新しい範HI諄のものとした、縄文地紋を持
つ土器群については、隆帯の明瞭な貼付があり、隆帯上にはなんらかの原体による連続した押圧が明
らかである。このことを踏まえて中茶路式とは区別するものとした。この新しいとした、土器群につ

いて今回特徴的であったことは、赤色味をおびた色調の器壁を持ち、 さらに、意図的な破砕が行なわ

れた破片が目立って見られる。これについては、再生土製品の製作と関連があると考える。この行為
の時期について、狭い調査区ではあるが、中茶路式土器がなく、東釧路Ⅳ式および、前期縄文尖底土
器の破片と当期の土器について、明瞭な分布上の違いがあったことから、 コッタロ式の時期の所作で
ある可能性が高いとしておく。

内面調整は横方向のナデ調整である。比較的薄い器壁とややしまった胎土に特徴がある。胎土には

小砂粒が目立つ。 3， 4， 6， 11， 14， 15繊維を含む個体もある。 8～11， 13～15のような新し手
のものには白色の小砂粒が混じる。 8，11， 14～16は目立ってキメが細かい。

2は口縁部破片である。RL縄地紋を器面に施した後、口縁部文様帯を擦り消して、 1縄による短
軸絡条体圧痕を5条施す。 また胴部の途中についても擦り消しによる無文帯を施してから、 LR縄に
よる連続圧痕を施す。口唇部はナデ調整で内湾気味に形を整えたあと、 1縄による短軸絡条体圧痕を

連続して施す。 3は口縁部破片である。コッタロ式の意匠を持つ土器で、東釧路Ⅲ式に似る古手のも
のである。ナデ調整の後、 r縄による短軸絡条体圧痕を斜方向に施文する。口唇部は平坦に整え、口

縁端部および口唇部には短軸絡条体圧痕を施す。 4は胴部破片である。胴下部の〈ぴれ部分である。
r縄とl縄による組紐圧痕を施した後、隆帯を貼り付け、 LR縄による連続押圧を施す。 5a、 bは

コッタロ式の意匠を持つ土器だが、口唇部の断面形態が、東釧路Ⅲ式に似る古手のものである。口唇
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V宮戸3遺跡

部には平坦面をとり、沈線を施す。口縁端部内側にはLR縄による縦圧痕がめぐる。表面にはLR縄
を用いた組紐圧痕を器面に巡らせる。破片には補修孔がある外面には煤が付着する。板状の粘土を
輪積みで組みあげて、化粧土により隙間を充填する。 6は口縁部破片で、 RLとLRの結束第1種羽
状縄文を施した後、隆帯を貼付する所をナデ調整によって無紋にし、そこへ隆帯を貼り付ける。その
上から同一原体によって縄文を施文する。胎土はキメが細かい。 7のナデ調整を施してある口唇部は、
平坦面を持つ。 LRL縄による絡条体を回転施文した後ナデによって無紋部を造り、そこへ隆帯を貼
り付ける。その後RL縄による押圧を施す。 8は中茶路式に似た節の細かい縄文地を持ち、胴部上半
はよく膨らみ、口唇部には平坦面を持つ。横方向に隆帯を貼り付けては縄線を押圧、貼り付けては押
圧、の順で、下から上へと順番に施文する。RL縄による圧痕とr縄、 1縄を組み合わせた絡条体に
よる回転施文を交互に施す。胴部下半部にはLR縄による縦絡条体圧痕も連続して施す。 9はLR縄、
RL縄を交互に施して羽状にする。その上に波状に細い隆帯を貼付、上からRL縄文を施す。 10はll1
部下部の<ぴれ部分である。節の細かいLR縄文を施した後、隆帯を貼付し、その上から棒状工具に
よって連続刺突を施す。11は胴部破片であるRL縄による圧痕を持つ。 12はナデ調整の後に、柔ら
かい軸に密に1縄を巻きつけた原体である口縁部はナデ調整であり、口唇部は外反するようにナデつ
ける。 13はRL縄とLR縄による結束羽状縄文である。 14は底部破片である。ナデ調整による無紋
地にRLR縄による連続押圧を施す。底面は無紋で、 平坦である。 15は底部破片で、底面は無紋で
平坦である。RL縄2本を結束した羽縄文である。底部際にはRLR縄による連続押圧を施す。 16
は底部破片で、 RL縄を施した後にRL縄の節による連続圧痕を施す。 r縄による1縄を矢羽根状に
なるように縄線を底部の張り出し部分のくびれに施す。底面の縁には粘土紐を貼り付け、高台風な上
げ底にする。内面は輪積み痕跡が残るがナデ調整を施す。

I群b－4類東釧路Ⅳ式(図V－6－5-17～23/表V－6-1 ･ 2/図版51)

東釧路Ⅳ式は調査区内台地の平坦部(E～F-14～19グリッド)を分布の中心とする様子が窺える。
内面は横方向のナデ調整である。 17と21は同一個体である。ナデ調整によって器面を調整した後、
RLR縄圧痕を施す。その後、擦り消し、 LR縄、 による短軸絡条体を施す。口縁部は内外共に稜が
たつような面をとる。胎土には繊維と白色砂粒が目立つ。 18, 19と22は同一個体である。ナデによ

って器面調整後、 RL縄、 LR縄、 L縄線による短軸絡条体を施す。板状の粘土を輪積み様に積み上

げて成形する。その後、化粧土によって隙間を充填する。内面は剥落が激しい。 20はRL縄とLR
縄の絡条体によって羽状に施した後、ナデ調整を施す。内面は輪積み痕跡の上からナデ調整を施す。
23はRL縄、 LR縄による絡条体による装飾を施した後ナデ調整を施す。胎土には繊維と白色砂粒
が目立つ。ややしまりがある。 24は口唇部に、切り落としたような面を取る。RLとLRの結束羽
状縄文を施す。口縁部は擦り消しによって2本の無文体を持つ。内面はケズリのようなナデ調整であ

25は再生土製品の可能性がある。周囲を打ち欠いて調整する。 LR縄、 RL縄によって羽状にる。

器面を飾る内面はナデ調整である。 26はRL縄による圧痕とRL縄絡条体を施した後ナデ調整を施
27は胎士が26と類似しており、同一個体の可能性がある。残存部分にはRL地紋が残る。そのす。

上からナデ調整を施す。丸底といって差し支えないが、微妙な平坦面がある。

縄文時代前期の土器（図V－6-1･ 2 ･ 4/表V 6-1 ･ 2/図版51)

Ⅱ群a類（図V－6-1 ･ 2 ･ 4－28～30/表V－6 1 ･ 2/図版51)

317点出土した。分布は調査区内台地の平坦部(E～F-14～19グリッド） と調査区内で一番低い
沢地形の底の平坦部(F～H－3～6グリッド）である。量的に多く分布するのは台地上であり、台
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図V－6－4包含層出土の土器（1 ）

~ ~地部分F19グリッドに集中して出土しているのが28である。包含層V層下位からⅥ層にかけて、主
に出土しており、早期I群土器と出土層位について顕著な差異はなかった。綱文式土器か、静内中野
式か判然としない個体が多いが、強いていうならば、綱文式土器の破片の方が台地上の集中か所に目
立った。明らかに羽状縄文地紋を持つ個体はなく、口唇部、裏面に縄文を施した個体もない。
28は綱文式土器である。

は良好であるが､器壁は厚く
多条RL縄によって縄文を施文した後、節をナデ調整によって潰す焼成

胎土には繊維が目立つ。 29と30は胎土と地紋から、同一個体と考える
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胎士には繊維と白色粒が多く混じる。内面は丁寧なナデ調整で器表面には多条のRL縄文を施す。
（大泰司）

表V－6－2 宮戸3遺跡掲載土器一覧
図番掲載番 ｜ 分類溌区と眉爾濡｜ 層位点数|飴･同一個純ど調査“層位と蝋合計職轍’ 備 考
両足5-‘ 」 1群．頚融｜鴨酷f蝿¥柵淵珊~ 認め細かい胎上当時期の土器はこ""固体

F4c 2 V層~ﾄ位 l G4a2，V~ﾄ(2)． G4a5， V下(8) ~
G4．1， V下(3) ． （)4.2, V下(1)．
G4.3, V下(1) ． G4.5, V下(3) ．
G4.7, V下(1)． H3a4， V下(1) ．

34点

図V-5-4 2 1群b-2類F5b 4 V層~ﾄ位 l F5b4， V下(17)． 18点単軸絡条体で施文胎土に小砂粒
図V5－4 3 1群b2類G4d 2 V層下位 3“d8， V下(2)． 単軸絡条体で施文胎土に小砂粒と繊維G4d 8 V層下位 1 6点
図V-5-4 4 1群b2類GlOd l V層下位 l Gl2al， V下(1) 2点組紐圧痕胎土にまばらな砂粒と繊維
同V-5-4 5a l群b－2類El7d l Ⅵ 層 l EI7d2,Ⅵ(1)． E19.4, VI(1) . 口縁部の断面形態は東釧路Ⅲ式だが、モチー

El7d 3Ⅵ 層 1 E19d5， Vl(1)． コツタロ式輪積み痕跡を化粧土で充填図V－5－4 5b I群b-2類El9d 4Ⅵ 層 1 11点
El9d 6V 層 l
El9d lⅥ 層 3
El9d 2Ⅵ 層 1

'劃v~5-‘ ‘"' 1群b-2鼈隙：摺陥；溌汗朏謡¥則’億蕊繍y撫凝を細かい胎土に'j攻
図V－5－4 6b l群b-2類F6h 4 V層下位 5 F6b4， Vﾄ(13) ． F6b， V中(4) ．

Flldl，Ⅵ(1)． G6a2， V下(1) ．
I8al， V中(1)． L8al，Ⅵ(1)． 36点

図V5-4 7 1群b-2類H3d 5 V層下位 1 1点薄い器壁、胎土には白色の小砂粒
図V-54 8 1群b-2類H3a 3 Ⅵ 層 l H3a2, V下(1) . H3a3, V下(4). 新しい手のｺﾂﾀﾛ式膨らみを持つ胴上半部

H3a 5 V層下位 9 H3a5， V下(13) ． H3．1， V中(2)． キメ細かな胎土と白色の小砂粒
H3a 6 Ⅵ 層 l H3d2， V下(1)． H3dlO，Ⅵ(1) ‘

1群b-2類H3d l2Ⅵ 層 l H3d14， VI(2) ， H3.6,Ⅵ(2)．
H3d 2 V層下位 l H3d8， V下(10)． H3d9， V下(2)．
H3d 4 Ⅵ 層 4 H3d4，Ⅵ(7)． H3d5， V下(6) ．
H3d 8 V層下位 3
H3〔1 9 V層下位 1
H3d lOⅥ 層 l

H3d l3Ⅲ 層 2 75点

図V-54 9 1群b-2類H4b 2 V層下位 l H3cl，Ⅵ(2)． H3c2， V下(1) ． 2種類の原体によって羽状縄文を施す器壁は
H3.8, V下(1)． H4.2, V下(1) ． 薄く、胎土は密、 白色の小砂粒が目立つ
l3b3，V下(1)． l3c3， V下(2) ．
13．1，Ⅵ(1) ． I4cl， V下(1)． 11点

副V－5－4 IO I群b-2類G2d 2 Ⅵ 層 l H4a4， V下(1) 2点器壁は薄く、胎土は密、白色小砂粒が目立つ
劃V5－4 11 1群b-2類H4a 6 V層下位 1 1点器壁は薄く、胎土は密、白色小砂粒が目立つ
劃V－5－4 12 1群b-2類Hl9d l V層ﾄ位 1 1点器壁は薄く、胎土は繊維と白色小砂粒
XlV－54 13 1群b-2類G6a 2 V層下位 1 1点器壁は薄く、胎土は繊維と白色小砂粒
ziV－5－4 14 1群b-2類G3d l V層下位 1 1点キメの細かい胎土には繊維、白色砂粒
到V－5－4 15 1群b2類I7d l Ⅵ 層 2 2点キメの細かい胎土には繊維、 白色砂粒
XIV－54 16 1群b-2類lI3a l V層中位 2 キメの細かいが焼成の悪い胎土、 白色砂粒I－Iq口 頁 ､ノ ’二I､l－tJ寺 ‘）

l H4a4， V下(1)
1

1

1

2

2

2

1

1

2

1

1

1

4

1

4

1

1

2

1

5

9

2

1 G12al， V下(3)
2

2

2 E15.1, V下(1)
4 EI7a2，Ⅵ(1)．
8 El8b4，Ⅵ(1)．
l El9a2，Ⅵ(37)．
5 El9a5， VI(2) ．
6 El9b2， VI(1) ．
I F9b2， V下(1)．
3 F9b4， V下(1)．
Fl4d6，Ⅵ(1)．
F15b4， Vl(1) ．
Fl5c2，V下(3)
Gl5cl， Vﾄﾞ(1)
H6al， V下(2)．
J11al， V下(1)

l G18al，V下(1)

l El4dl， V上(1)
l El4d，V下(2)．

10点

5点

1点

4点

2点

3点

5点
q占
ピュハ、

2点

4点
ワ占
竺J11,

2点

・ E16al， V下(1) ．
El8b2， VI(2) ．
E19al，Ⅵ(4) ．
El9a4， VI(1)．
El9bl，Ⅵ(3)．
F8．1， V下(1)．
F9b3， V下(1)．
F9.2, V下(7)．
Fl5b3， V下(1) ．
Fl5cl，Ⅵ(1)．
． Gl4d2，Ⅵ(1)．
、 G19al， V下(1)．
H]8.1, V中(1)．

109点
ゥ占
白J h,､

． F14.4, V下(2)．
Fl4d4，V下(2)．

9点

焼成の悪い胎土に白色砂粒と繊維がめだつ

単軸絡条体輪積み痕跡を化粧土で充填
単軸絡条体輪積み痕跡を化粧土で充填
LR， RLの2種類の原体を羽状に施す
焼成の悪い胎土には白色砂粒
焼成の悪い胎士に白色砂粒と繊維がめだつ

単軸絡条体輪積み痕跡を化粧士で売瓊
焼成の悪い胎土には白色砂粒

キメの細かくしまりがある胎土には白色砂粒
胎土にはしまりがなく砂粒が目立つ
キメの細かいが焼成の悪い胎士、 白色砂粒
微妙な平坦面を持つ丸底

厚い器壁は焼成が良好で、繊維が目立つ

Gl6a l V層下位
Gl6a 2Ⅵ 層

Fl9a l V層下位
Gl6c l V層下位
F17b 3Ⅵ 層

Fl7b 3Ⅵ 層

G11b I V層下位
Hllc l V層撹乱

El4c 3 VI 層

Hl2b l V層境乱
El9a 2Ⅵ 層
El9a l

E19a 2 Vl 層
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El9a l Ⅵ 層
El9a 2 VI 層
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乱
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乱
斗
乱
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一
ａ

齢
謹
齢
軸
鞘
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１
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１

１

１

１

Ⅱ
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’

１

型

一

認
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理

泌
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沁
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羽

|茎lV－5－5 29 II群a類El7b 2V層下位
図V-5-5 3() Ⅱ群a類 層別: flV属下位

胎土には繊維と白色砂
治土には繊維と白色砂

粒が目立つ

粒が目立つ
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V宮戸3遺跡

（2）石器等

概要

宮戸3遺跡では遺物包含層より17,076点の石器類が出土した。このうち、Ⅵ．Ⅶ層を起源とする凝
灰岩礫が15,948点(93.4%)と大部分を占める。これらはTピットの掘り上げ土に由来するものを含む
と考えられる。凝灰岩以外の礫・礫片が733点(4.3％)でこれに次ぐ。砂岩、泥岩、安山岩などが多い。
フレイクは173点(1.0%)出土している。石材は、黒曜石135点、チャート26点、流紋岩5点、頁岩4
点、粘板岩2点である。チャートと流紋岩のフレイクは、 F13グリッド付近でまとまって出土した。
定型的な石器は、剥片石器156点、磨製石器17点、礫石器50点の計223点(1.3%)と非常に少ない。
凝灰岩礫を除く石器類は、全体的に出土傾向にやや特徴が見られる。層位別ではⅥ層、次いでV層

下位よりの出土が多く、 Ⅲ～Ⅳ層からはほとんど出土していない。出土分布では、大きく分けて2つ
の集中域がある。 まず、調査区北西側のF～H－3～6グリッド付近、ごく浅い沢に沿った低位部分
である。そして、南東側のE･F-13～17グリッド付近、やや高まりを持った台地上である。
1）剥片石器

石雛（図V－6-10-1～14/表V－6-4/図版52)

37点出土している。このうち36点が黒曜石で、 1点のみ頁岩である。形態別では、三角形15点、有
茎5点、柳葉形4点、五角形4点、菱形1点、未製品・破片8点となっている。三角形のものは、 E･
F-14～16グリッド付近で多く、柳葉形・菱形のものはG～1-3 ･4グリッド付近にまとまる。

層位別の出土点数は、 V層下位が15点と最も多く、Ⅵ層が13点で次ぐ。 14点図示した。 1～7は三
角雛。 1～3は長幅の差が小さく、正三角形に近いもの。 4～7は縦長の二等辺三角形のもの。 1，
7は平基、 2～6は凹基である。 3， 7は裏面に主剥離面を残す。 5は基部の挟りが深く、両面に細
かな調整が施される。 8， 9は薄身で柳葉形のもの。いずれも先端部を欠損する。 10，11は五角形に
なるもので、下端部に挟りが見られる。 12は菱形のもの。先端部を欠損する。 13，14は有茎鑛。
13は平基で、側縁が直線状のもの。 14は凸基で、側縁が外湾するもの。先端部と茎部を欠損する。
石材は5のみが頁岩で、ほかは黒曜石である。

表V－6－3層位別出土石器等一覧

磯
表採

排土|V層 V層

｜ 上位 ｜ 中位 l
I| , | 7 1
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３
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３
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石鑪

つまみ付ナイフ
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図V-6-6包含層出土石器等分布図(1 )
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図V－6－9包含層出土石器等分布図（4）

石槍・ナイフ（図V－6-10 15･16/表V－6-4/図版52)

2点のみ出土している。 15は茎を有するもの。左右で非対称になっている。裏面に主剥離面を残
す。 16は茎が明瞭ではないもの。先端部に礫皮表面が残る。加工が粗雑であることから、未製品の
可能性がある。いずれも黒曜石製である。

石錐（図V-6-10-17･18/表V－6-4/図版52)

3点出土している。このうち2点が頁岩、 1点が黒曜石である。 2点図示した。 17は棒状のもの。
基部の大部分が磨滅しており、刺突部の先端が使用によって潰れている。 18は刺突部を作り出した
もの。両面加工されている。基部を破損している。石材は17が頁岩、 18が黒曜石である。

つまみ付ナイフ（図V－6-10-19～23/表V－6-4/図版52)

11点出土している。このうち7点が黒曜石、 3点が頁岩、 1点がメノウである。 5点図示した。
19は表裏面の周縁を加工したもの。 20はつまみ部を除き、片面のみが加工されているもの。 21は
両面に粗い加工が施され、剥離面を残しているもの。 22 ． 23は片面が全面加工され、裏面の側縁に
刃部を有するもの。 22は三日月形、 23は方形の刃部である。石材は19， 21が黒曜石、 20がメノ
ウ、 22， 23が頁岩である。

スクレイバー （図V－6-10-24･25， 11-26･27/表V－6-4/図版52)

20点出土している。このうち17点が黒曜石、 3点が頁岩である。4点図示した。 24～26は縦長
剥片の側縁に刃部を設けているもの。 24は直線状、 25は外湾する刃部を片面に有する。 26は剥離調
整が粗雑である。 27は素材の形状を大きく変えず、側縁に調整を施したもの。礫皮表面を残す。石
材は24， 25， 27が黒曜石、 26が頁岩である。
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ピエス・エスキーユ（図V－6-11-28/表V－6-4/図版52)

11点出土している。すべて黒曜石製である。E16グリッドで7点と最も多く出土した。 1点図示し
た。 28は剥片の上下端が打撃によって階段状に潰れているもの。礫皮表面を残す。
Rフレイク（図V－6-11-29/表V－6-4/図版52)

19点出土している。 このうち18点が黒曜石、 1点が流紋岩である。層位別では、 V層下位が13点
と最も多く出土した。 1点図示した。 29は加工痕の見られる剥片。片面に粗い調整が施される。礫
皮表面を残す。黒曜石製。

Uフレイク（図V－6-11-30/表V－6-4/図版52)

53点出土している。このうち52点が黒曜石、 1点が流紋岩である。層位別では、 V層下位が30
点と最も多く、Ⅵ層が14点で次ぐ。 1点図示した。30は使用痕の見られる剥片。縁辺が鋸歯状に剥
離している。黒曜石製。

2）磨製石器

石斧（図V－6-11-31～33/表V－6-4/図版53)

17点出土している。このうち完形品は1点のみで、破片が9点、未製品が7点である。層位別で
は、Ⅵ層が12点で最も多く出土した。 3点図示した。 31は刃部の破片。全面が強く研磨されている。
32側縁と頭部が研磨されており、表裏面との間に稜を作り出す。基部のほぼ中央で切損する。33は
未製品。長楕円形の偏平礫を敲打整形している。一部に研磨痕が残る。下端に未調整ながら刃部を作
り出そうとしている。ほぼ中央で切損する。石材は31が蛇紋岩、 32， 33が泥岩である。
3）礫石器

たたき石（図V－6－12－34／表V－6－4〆図版53）

16点出土している。 1点図示した。 34は破片。棒状礫の主に側縁を敲打している。上面が擦られ
ており、浅くくぼんでいる。石材は片麻岩である。

くぼみ石（図V－6-12-35/表V－6-4/図版53)

2点出土している。 1点図示した。 35は円礫の腹部が敲打されているもの。同一箇所に重複して
2回の敲打が認められる。全体的に被熱により赤化している。石材は流紋岩である。
すり石（図V－6 12－36 ． 37／表V－6－4／図版53）

3点出土している。 2点図示した。 36 ． 37は破片。どちらも断面三角形の礫の下辺を擦っている。
37は覆面にも擦痕が見られ、被熱している。石材は36が泥岩、 37が砂岩である。
北海道式石冠（図V－6－12－38／表V－6－4／図版53）

4点出土している。すべて破片である。 38は未製品で、 3点が接合したもの。 2回にわたって製
作を試みる過程が推測できる資料である。 まず、偏平礫を打ち欠いて擦り面を作り出そうとしたとこ
ろ、縦方向に割れてしまったと考えられる。端部には、把握部を設けるための敲打整形が見られる。
次に、一方の破片の周縁を敲打し、鉢巻き状の溝が巡らそうとした痕跡がある。石材は凝灰岩である。
砥石（図V－6-12-39/表V－6-4/図版53)

18点出土している。すべて破片である。層位別では、 V層上位が7点と最も多く、Ⅵ層が6点で

’

次ぐ。出土分布は、 E14グリッドが12点と多い。

られる。 また、側面の一部が敲かれている。石材は

台石（図V－6－12－40／表V－6－4〆図版5

7点出土している。このうち6点が破片である。

れている。被熱により一部が赤く変色している。石

1点図示した。39は板状礫の上面に研磨痕が見

砂岩である。

3）

1点図示した。 40は、上面および側面が敲打さ

材は凝灰質砂岩である。 （芝田）
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表V－6－4包含層掲載石器一覧
番号 分 類 出土雌．鋤謂 層位長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 石質 備 考
1 1石 雛 G19c･1

F17d･4

V層中 2．17×1．85×0．27 0．9 黒曜石
２ 石
一
石

雛
一
錐

Ⅵ層 2．38×1．91×0．34

2．55×1．64×0．28

2．63×1．23×0．27

3．16×1.16×0.27

0．8 黒曜石

~黒曜石3 I7a･2 V層下 0．9

4
7口 "| F3b･1 V層中 0．61 黒曜石

5 石
一
石

二
雛
一
錐

I4d

I9c

T ハ

l-Jda

２

’

１

’

１

V層下 ”
｜
咽

岩頁

6 V層中 黒曜石 欠損品

71石 雛 V層中 黒曜石

~黒曜石
ワハ
ム．lノ

8 石 雛 G3c ･7 Ⅵ層 (0．5） 欠損品

~欠損品
~

9 石
一
石

雛
一
鍼

ｌ

３

ｂ

Ｃ

８

０

ｍ

唾

V層下 (0.6） ｜ 黒曜石

10 Ⅵ層 0．3 黒曜石

11 石 雛 F5b･4 V層中 0．4 黒曜石

12 石
一
石

雄
一
雛

I3a･] V層下 (0．7） 黒曜石 欠損品

13 F，1ワハ、1
』一入~iL‘ 坐 V層下 0.9 黒曜石

14 石 鯲 [ 10b･3 V層下 (1 .5） 黒曜石

石槍・ナイフ1頁
ユリ l3a・3 VI層 ／甸戸，

(0．0ノ 黒曜石

媚 石槍・ナイフ F8a・ 1 Ⅵ層 3.3 黒曜石

17 石 錐 G4d･1 V層下 頁岩5.］

錐18 白 E19b･ 1 Ⅵ層 (4.6） 黒曜石

四 つまみ付ナイフ 「8c ･2 V層中 黒曜石
〕ワ

〕●イ

つまみ付ナイフ
4〕'1

空U E14c ･1 Ⅵ層 6．3 メノウ

つまみ付ナイフ
ワ1
ムL E15a･3 V層下 黒曜石QQ

ツDJ

認 つまみ付ナイフ 1=Tqr， 、ワ
ユュリレ ~ VE~1 6．8 頁岩

つまみ付ナイフワQ
~U F17b･6 Ⅵ層 9．8 頁岩

24 スクレイパー

スクレイパー

戸T局 引

Ll／a’ 1 V層下 黒曜石9．4

n『一

乙、 E14d･2 V層上 7.4 黒曜石

26 スクレイパー E17b･1 V層下 48．9 頁岩
旬〃ヲ

色イ スクレイパー F14a･3 V層下 黒曜石10．0

28 ピエス・ｴスキーコ F19b･4 VIE 23．9 黒曜石

RフレイクソQ
ｰV E16c･2 Ⅵ層 12.9 黒曜石

30 Uフレイク V層中19d･1 23．3 黒曜石

31 琴
抜丁石 F18d･ 1 Ⅵ層 (99.5） 蛇紋岩

32 石 雲
ﾉ丁今 D16c･1 Ⅵ層 375．4 泥岩

qQ
u写 斧 E14a･4 V層下仁I 236．6 泥岩

34 たたき石 E16d･ 1 V層下 301．8 片麻岩~

35 ぼみ石 E19a･ 1 Ⅵ層 流紋岩1470．0

す り 石36 F6c ･4 V層下 (422.9） 泥岩

師 り 石す J18d･2 V層中 砂岩(800.0）

北海道式石冠38 E16a･ 1 V層下 凝灰岩1520.0

砥~39 石 E14c ･7 VIE (594.3） 砂岩

凝灰質砂岩台40 石 E19d･3 Ⅵ層 (1400_0)
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Ⅵ米原4遺跡

Ⅵ米原4遣跡

1 調査の概要

イモッペ川の左岸、標高23.5～27.5mのところに位置する。Ⅳ、 V章で報告する米原4遺跡と宮戸
3遺跡の中間に位置する。遺跡は町道米原1号によって東西に分断されており、今年度の調査区にお
いてはその西側をA地区、東側をB地区とした。A地区については畑地の造成によって包含層が削平
されていたため調査範囲の350㎡を重機を用い黄褐色のロームもしくは火山灰層まで掘り下げ遺構確
認を行った。調査区の南西端に一部包含層が残っており、通常の発掘調査を行った。B地区は東側の
一部を除き、包含層は良好に保存されていた。調査区の東端は牧草地の造成によるプラウによって包
含層が削平されていた。遺跡はイモッペ川に注ぐ数条の沢状地形によって開かれている。遺物は縄文
時代早期から後期初頭のものまで出土するが、主体となる時期は縄文時代中期後半～末葉である。遺
構は、A地区では後葉～後期初頭の集石1ヶ所、焼土が2ヶ所、 Tピット3基が検出されている。い
ずれも縄文時代中期末葉に属する遺構である。B地区では竪穴住居跡6軒、土壌4基、 Tピット7基、
焼土11ケ所を検出した。A地区とほぼ同じく縄文時代中期後半～後期初頭に属する遺構である。 こ
の遺跡で特徴なのは、河岸の台地を開く沢状地形を利用していたと考えられる遺構や遺物が検出され
ていることである。Tピットは宮戸3遺跡と同様、沢状地形を意識して作られていると考えられる。

焼土は、標高が高い部分や平坦面に点在するが、それに関連すると考えられる被熱した礫礫片が沢

状地形となる部分に多く出土する。住居跡は川に面する台地の尾根に構築されている。今年度調査し

た範囲は遺跡の一部分であり断片的にしか窺い知ることができないが、時期を同じくして調査を行っ
た、対岸に広がる宮戸4遺跡(平成13年度以降報告）も類似した遺構が検出されており、宮戸3遺跡を

含め概時期におけるこの地域の特徴といえよう。 （袖岡）

表Ⅵ－1－1 検出遺構数一覧
検出層位 ｜ 住居跡(H) 土曠(P) Tピット(TP) 焼土(F) 集石(s) 遺構数

Ｕ

Ｊ

１
２

1２
｜
皿

中
一
下

位

位

V層

V層
７３

２
’
１

５
3Ⅵ

Ⅵ
｜
Ⅶ

１
－
１１

’
４ 1 1 311q

ユu

~~

6 1合

表Ⅵ－1－2 出土遣物一覧
土 器 土 器

点 数 点 数
分類遺構包含層分類 遣構 包管
I b l6 944 Wb

lb-1 14 1,723 不明

1b-3 , 2 , L－
Ib 4 1

包含包含層
944

皇塁
二３『、

構

~16
分類

I b

等器石

点 数 数
壱罪

点

包含層

166石

石

類
きた

り

分包含層

257

423

遺構

58

25

分 類層

4
器
仁
エ
ｑ

６

４

１雛石
唖

２
石槍・ナイフ
石 錐 扁平打製石器

北海道式石冠

砥 石

335

０

０

２

２

４

１

２

５

１

６

１

１

１

１
仏

１

２

昭

２

昭
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詔
－
２

枢

ｍ
一
岨
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ピエス･エスキーユ

”
｜
畑
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、
１

斗
に 石

礫片

９
｜
翅イ

Ｉ
ノ
イ

レ

レ

含

／

フ

礫
工
L-

引
画
割

如
一
池

畑
一
山

Ｒ

Ｕ

石

ブ

石

1 665２
ｌ

ｂ

ａ

ａ

Ⅱ

Ⅲ

ＩＩ

製
ロ
叩班

船
製
一
土

竺
帆

口

口口

畷
60 再

6,982 1焼
1,736 1

１

０

２

１

鯛

例

Ｌ

レ イⅢb

ⅡIb 1

201 4,760

16

261 642

214 1,410

76
二~’

百丁

土 器

郷一型

２

３
~~
ｂ

ｂ

Ⅲ
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’IVa
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総
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2調査区の設定

基本図には北海道開発局室蘭開発建設部の「日高自動車道鵡川町田浦米原間用地測量業務現況平面
図1,000分の1図」を使用した。工事予定中央線上のSTA.30200とSTA.30400を結んだ線を基軸のM
ラインとしようとしたが、基軸が調査区域と比高差のある河川敷にあると不便、住居跡が想定される
部分にHラインが来る、同時に調査するA地区東北部分と宮戸4遺跡にアルファベット小文字のライ
ンが来てまぎらわしい等の点から、変則的ながら工事予定中央線の11m北東の工事予定北東側線を基
軸のMラインとした。 STA30300から90.北東に振った線とMラインとの交点をM-49又はM49
として、 5m方眼を設定した。この方眼は北東端交点のあるアルファベットとアラビア数字の組み合
わせで呼称し、 さらに必要に応じて2.5m方眼に4分割し小発掘区とした。小発掘区は北西端から反時
計廻りにa， b， c、 。と呼ぶ（例:M-49-a又はM49a)｡

平面直角座標系第皿系の各座標は以下の通り。

STA.30200 X=-159633.1812 Y=-21875.3153

STA.30300 X=-159717．7309 Y=-21521.9174
3調査の方法

調査範囲は鵡川支流のイモツペ川右岸台地縁辺部である。町道1号の鵡川市街側をA地区、富川市
街側をB地区とした。A地区北東側は大半が耕地造成のため地山まで削平され、沢部分にのみ包含層
が残っていた。A地区南西側は川に面した急斜面であり、表土の下には流れ込んだ士が堆積していた。
B地区は川に向かって傾斜する沢地形で、 3つの尾根と2つの沢からなり、調査範囲の南側からは川
に面した急斜面となる。

包含層調査

A地区北東側は移植ゴテと三角ホーを用いて黒色土を数cInずつ掘り下げていった。南西側斜面で
は表土に流れ込みの土が厚く堆積しており、表土除去の際に取り残した表土をスコップとジヨレンに

よりを除去し、黒色土をスコップ、ジヨレン、移植ゴテ、三角ホーにより掘り下げた。B地区は地形

から北西側尾根部分とその両側の沢部分に、住居跡とTピットがあると想定され、土の搬出場所が調
査範囲の南東であることから、調査範囲の北西側から南東側へと掘り進む形で調査した。

○

○

米原4遺跡A地区
III]-道米原1 1号

米原4遺跡B地区

△

ポンプ小屋
30300

△

ンプ小屋 口井戸

宮戸4遺跡

0
100m

図Ⅵ－3－1 調査区周辺の現況図
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W米原4遺跡

Ⅲ～Ⅵ層の各層は調査区ごとに遺物の多寡、土層の変化を見極めながら、必要に応じてスコップ、
ジョレン、移植ゴテ、三角ホー、竹くらなどを用いた人力による手掘り作業により掘り下げた。本来
的な遺物包含層であるv層については細かく区分(上面、上位、中位、下位）して調査した。
遺構調査

包含層調査時に掘り上げ土が確認された住居跡、落ち込みが確認されたTピットについては、その
平面形長軸・短軸で半裁し土層観察用の土手を残して掘り下げた。想定される床・底面等の検出は、
土層観察用の土手に接して先行溝を掘るなどして慎重に行った。

遺物の取り上げ

包含層の遺物は位置や層位を記録し小発掘区ごとに取り上げた。遺構の遺物は実測図により位置、
層位、標高を記録して取り上げた。出土状況に応じて写真や出土状況図など詳細な記録化に努めた。
遣物整理の方法

野外作業と並行して現地で水洗・注記作業を行った。小片や微細なものを除く大多数の遺物には、
遺跡名略号、発掘区名（遺構名)、層位名、遺物番号を記入した。現地では、遺物収集帳点検、補正
(遺物台帳作成)、大まかな遺物の分類まで行った。冬期の室内作業で、土器の接合・復元、石器や黒
曜石剥片類の接合、土器・石器の実測・製図、集計、写真撮影、記録類の整理を行った。 （鎌田）
4土層

A地区のセクション図はⅥ章に、 B地区はⅦ章に掲載した。

米原4遺跡A地区はイモッペ川に向かう沢状地形となっている。基本土層は米原3遺跡、宮戸3遺
跡と同様である。 Ⅱ層のUs-bl～6までの一部が比較的明瞭に区分できるところがあることと、
Ⅳ層としたB-Tmがここでは明瞭に観察できる。B地区は基本層序どうりであり特筆することはない。

（袖岡）
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5 A地区の遣構と出土遺物

（1 ）概要

米原4遺跡A地区からは3基のTピット (TP-1～3) と2ヶ所の焼土(F-1， 2)、 1ケ所の
集石(S-1)を検出した。A地区は台地上側と川に面した斜面側のふたつの調査区から成る。いずれ
の遺構も台地上側の調査区からの検出である。Tピットは調査区を横切る沢状地形の底に並んでいた。
Tピットについては沢地形に沿って、調査区外側に広がっている可能性が高い。焼土はTピットの埋
没後に形成されたものの可能性がある。集石は石組み炉を思わせる配列で、内部には、わずかな焼土
粒が混じるV層主体の土を伴っていたが、明瞭な焼土は伴っていない。集石を構成する石はすべて被
熱していた。削平箇所については、 ローム上に遺構の掘り込み痕跡はなかった。ただし、焼土や集石
などがあった可能性は否定できない。斜面側の調査区について、斜面へりについては基本層序Ⅶ層ま
で削平されていた。削平か所について、 Ⅶ層上面には遺構の掘り込みについて痕跡はなかった。斜面
部分は包含層断面から、土が頻繁に下方へ動いた様子があった。河川敷の際部分は、 イモッペ川の流
れによって頻繁に削られ、土砂が流出している様子が見て取れ、遺構は検出できなかった。
河川敷部分は湧水が著しかった。その上飲料水をくみ上げるポンプ小屋があるため、ポンプによる
くみ上げは排水場所がなく、不可能であった。そこで、西側半分について、胴付き長靴を着用し、腐
植土がなくなるまで土をさらい、遺物確認を中心とする調査を行なった。 しかし、土砂の流出が絶え
間なかったためか、遺物の出土はなく、出土した礫についても石器は混じっていなかった。遺構がか
つてあったとしても、土砂の流出のため残存している可能性はほとんどない状況であった。調査区内
の河川敷部分東側についても同様と判断し、その時点で河川敷の調査は終了とした。 （大泰司）
(2) Tビット

米原4遺跡A地区において3基のTピットを確認した｡形状はいずれも1幅の細い曠底部を持つ長楕
円形の形状である。沢地形の底、沢筋に沿って配列がある。狭い調査区ではあるが、配列を考慮する
と、いずれも同時期のものの可能性が高い。調査区壁面の土層堆積状況(図Ⅵ－5-1)から、 TP-3

石

~’

二一詞~冠分 ＝=
石 嫉

石槍 。 ナ イ ブ

ス ク レ イ パ一

ピエス ･エスキーュ

R ﾌ ﾚ イ ク

U ﾌ ﾚ イ ク

フ レ イ ク

｜

石

総 計

雪

器

点数

扉T苞皐

域

数占岬

》
数占叫

一

一１

’
’
’
１

鋤

類

類

類

計

輝
噸
鍾

噸

蝉

皿

地

隈

計

器

ｌ
岬
孵
漏
癖
岬

雌

雌

土

計
一
糊 土

９
｜
副
一
応
一
妬
一
雌
－
１
｜
“

57

1R
ユ虹〃

ワ
白

J〕
今

買
･】

亡I 斧

た た き 石

す り 石

北海道式石冠

砥 石１
｜
肥
一
粥

台

礫

石

片

~

礫 1 111 1 40

上
計

需

焼成粘 土 塊’ ｌ
｜
卸
一
詞

隙
11

~ 計
等

1289

表Ⅵ－5－3検出這構一覧
遺構名｜ 遺構種類 ｜ 発 掘 区 ｜検出層位l
TP－l Tﾋｯﾄ E31b･c V層下位 2.

T1．－2 Tﾋﾟｯﾄ F30〔|､F31a･b V屑下位 2.

TP－3 Tビット F3()a.c,G30a･d V層下位 3.

|v層中位 0」F l 焼 土 G29d

v層中位 (0F 2 焼 土 G29〔l ･G30a

s_, 集 石 F3,a v隅中付 1 j

検出層位

F位 3.

vj哲中位 0.3

V層中位 (0
V層中位 1

規 模(m) 長軸方向

V層下位2.82x5.90/2.“x0．18/(()~98） N－8．－E

V屑下位 2.82xl~10/2.45x().26/(1.14） N－8． W

VIF 26x1．11/2.54x0.20/(1.27） N－68－E

V層中位 0･32x0.34/(0.4) ""L

V層中位 （0.5)x(0.06)／12 棚

V層中位 1.34xO66／ N 32"一m

ＷＥ

~鮨８~~

ＮＮ

2x0.34/(0.4）

5)x(0“)/,2
.34xO~66/ 一

期時
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；
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は焼土F－2より古く、包含層V層の下位からの検出である｡掘り込み面より下は宮戸3遺跡のメイン
セクション図(図V-4)におけるV2層に対応すると考える。時期は苫小牧市東部､千歳市の類例から
縄文時代中期後半から後期前葉と考える。その点については宮戸3遺跡Tピットの項目の末に記した。
宮戸3遺跡で試みた形態的分類にあてはめると、曠底面が不明瞭な長軸2.5m前後の大型なものが3基
(TP-1～3)である。

尚、 TピットについてⅦ層を1m近く掘り込んだため、多様化がみられた。そのため表記について4
通り設けた。

Ⅶ：黄褐色ローム質土

Wa :榿色味をおびた黄色パミス

Wb :黄褐色ローム質土がグライ化したもの

Wc :褐色味の強い黄褐色粘土しまりがよい の4通りである。

TP-1 (図Ⅵ－5-1 ･ 2/表Ⅵ－1－1 ． 2/図版61)

位置:E31b･ c 規模: 2.82×5.90/2.64×0.18/(0.98)m

特徴：表土除去の際、遺構確認調査範囲を、バックホーによって漸移層下面まで掘り下げた。すると、
G31グリッドの、長楕円形をした、黒色土の落ち込みを確認した。短軸方向に士層確認の為のベル
トを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出した。 しまりの
あるロームはそのまま立ち上がりを示し、塘底部と壁面であると判断した。土層断面は崩落と流入の
連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。長軸両端はオー
バーハングする。短軸方向の断面形態は、曠底部からほぼ垂直に立ち上がる。遺構の上部は著しい崩
落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。塘底面はおおよそ平坦だが、中央部が窪む。
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Ⅵ米原4遺跡

T
420m

d 24．20，－1~
TP－1土層

1 黒色土：ややしまりあり

2黒褐色土：径3cmの黄褐色ローム質土斑と同径の黒色±斑が 1 ： 1 の割合で混じりあう

3明黄褐色土ローム質土：径3cmの黒色土微量混じる

4明黄褐色ローム質土；黒僅十混じる

5明黄褐色ローム質土：黒色土混じり

6黒褐色土：粘質をおびる、 しまりなし

7暗褐色土: しまりなし

B明黄褐色土冒粘質をおび、 しまりあり黒色土と黄褐色ローム質土の混在

g明黄褐色ローム質土；粘質をおび、 しまりあり黒色±斑5cm混じる黒色土と黄褐色ローム質土
の混在

10暗褐色土二しまりなし

11 明黄褐色ローム質土: しまりなし

12黒褐色土：しまりなし粘質をおびる

~

Ⅷ

Ⅶc

TP-2
｜~
-rF3~ d

~1

－｢F31a

b 24. 10m~ａ
’

、

TP－2土層

1 黒褐色土：径1 cmのパミス微量混じるややしまる径3～5cmのローム質土がブロック状に混
じる

d 24， 10m~Ｃ
ｌ

暗黄褐色土:径3cmの漸移層および黒色土が斑状に混じる径O‘5cmの黄褐色パミスまじるし
まりなし

黄褐色ローム質土： しまりなし径1 cmの黒色土微量混じる

暗黄褐色土:もろい径3cmの黒色土斑微量混じる

暗黄褐色土：ブロック状に入り込んだローム質土主体の土

明黄褐色土日ローム質土の崩落しまりあり粘質をおびる

黒褐色土:しまりあり粘質をおびる

明黄褐色土：ややしまる粘質をおびるローム質土

離職灘手話"． ”唖

凸

３

４

５

６

７

８

９

扣

Ⅱ

図Ⅵ－5-3 TP-1 ･2
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T
)〆

23， 80m

七 30a

TP－3土層

1 黒色土：ややしまりあり黄褐色パミスごく微量混じる
2黒色土：径5cmの暗黄褐色土のブロックが微量入り込む
3黄褐色±二粘質をおびややしまる

4黒褐色土：ややしまりなし径S～5cmのローム質土微量入り込む
5暗黄褐色土：ややしまりなし

6黒色土:しまりなし

7明黄褐色土：しまりなし

8暗褐色土：しまりなし

g黒褐色土：漸移層の黒色土主体径3cmのロームブロック混じる
10暗黄褐色土：ややしまる

11 明黄褐色土： しまりあり ローム質土のブロック状の流入
12黒色土爵微妙に粘質をおびる
13暗黄褐色土：しまりなし

14黒色土：微妙に粘質をおびる

15暗黄褐色土：しまりなし湧水のため粘質をおびる
16暗褐色土；しまりなし湧水のため粘質をおびる

~

／〆

ａ
’

b 23， 80m~
’

I
_〆

0 1m

図Ⅵ－5-4 TP-3

遺物：出土遺物なし。

時期：時期は類例から縄文時代中期後半から後期前葉と考える。

TP-2 (図Ⅵ－5-1 ･ 2/表Ⅵ－1-1 ･ 2/図版61)

位置:F30d, F31a ・ b 規模:2.82×1.10/2.45×0.26/(114)m

特徴：表土除去の際、遺構確認調査範囲を、バックホーによって漸移層下面まで掘り下げた。すると、
F30， F31グリッドの、長楕円形をした、黒色土の落ち込みを確認した。短軸方向に土層確認の

為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的に検出した。
しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。士層|析面は崩落
と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判断した。長軸南
端はオーバーハングする。短軸方向の断面形態は、北端については曠底部からほぼ垂直に立ち上がる。
遺構の上部は著しい崩落によって、外へ向かってよく開く形状をしている。塘底面は北側がゆるやか
に低くなる。底面はおおよそ平坦だが、中央部が微妙に窪む。
遺物：出土遺物なし。

時期：時期は類例から縄文時代中期後半から後期前葉と考える。

TP-3 (図Ⅵ－5-1 ･3/表Ⅵ－1-1 ･ 2 ･25/図版62)

位置:F30a． c, G30a ･d 規模:3.26×1.11/2.54×0.20/(1.27)m

特徴：包含層調査の際、 F30、 G30グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色
土の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短巾l11
方向に士層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを
面的に検出した。しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。
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W米原4遺跡

士層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土壌であり、その形状からTピットであると判
断した。長軸東端は曠底部から開きながら立ち上がる。西端は微妙にオーバーハングする。短軸方向
の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上部は著しい崩落によって、外へ向かってよく
開く形状をしている。塙底面はおおよそ平坦だが、中央が微妙に窪む。西端の遺構上面は調査区の際
にかかっている。調査区壁面の土層堆積状況(図Ⅵ－5-1)を考慮すると、焼土F－2より古く、包
含層V層の下位からの検出である。掘り込み面より下は宮戸3遺跡のメインセクション図(図V-4)
におけるV2層に対応するものと考える。

遺物：出土層位から判断すると出土遺物はすべて流れ込んだものである。

時期：時期は類例から縄文時代中期後半から後期前葉と考える。 （大泰司）

（3）焼土

2ヶ所検出した。いずれもV層中位からの検出である。時期は検出面から、ほぼ同時期と考える。
沢地形のもっとも低い位置からの検出である。調査区南東壁のセクションから、 Tピット埋没後の遺
構と考える。

F-1 (図Ⅵ－5-1 ･4/表Ⅵ－1-1 ･ 2/図版60)

位置:G29d 規模: 0.32×0.34/(0.04)m

特徴：包含層V層を中位まで掘り下げた段階で、並んだ2ケ所の焼土を検出した。そのうちのひとつ
をF－lとした。分布を記録した後、サブトレンチを設定し、土層を確認した。

遺物：遺物の出土はなかった。

時期：検出面の層位と、周囲の遺物出土状況から、縄文時代中期後葉の遺構であると判断した。
F－2 （図Ⅵ－5－1 ． 4／表Ⅵ－1-1 ･ 2/図版60)

位置:G29d, G30a 規模： (0.5)×(0.06)/0.12m

特徴：包含層V層を中位まで掘り下げた段階で、並んだ2ケ所の焼土を検出した。そのうちの調査区
壁面にかかっている方をF－2とした。分布を記録した後、調査区壁面の土層を確認した。すると、
TP 3の掘り込み面より上位であり、層位的に、TP-3が埋没した後に形成されたもと想定した。

遺物：遺物の出土はなかった。

時期：検出面の層位と、周囲の遺物出土状況から、縄文時代中期後葉の遺構であると判断した。
（大泰司）
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（4）集石

S-1 (図Ⅵ－5-1 ･ 5/表Ⅵ－1-1 ･ 2･3/図版59)
位置:F31a 規模: 1.34×0.66/-m

特徴：包含層V層を中位まで掘り下げた段階で、 11個の礫が楕円形に並んでいる状況を検出した。
礫は風倒木痕跡の黒色土の上に配置されていた。集石の東側について、礫に接するように焼土粒を
含む土を検出した。礫でかこまれた土層中にも微妙に焼土粒がはいりこんでおりセクション図に示し
たが、その層界の線は不明瞭であったが、 目安として示した。石についてはすべて被熱しており、意
図的に角ばっていない長楕円形に近い形状の礫を配したものと考える。明瞭な焼土は伴わないが、礫
の出土状況から、屋外における石組み炉と判断した。

遺物：礫を11個検出した。石器としての明らかな、使用痕跡はなかった。表で1， 3， 6としたものに
ついては、被熱時の剥落が著しい。 7についてはごく小さな礫であり、意図した配石の一個とは考え
にくく計測時に除外した。

時期：検出面の層位と、周囲の出土遺物の状況から縄文時代中期後葉の可能性が高い。 レベル的には

焼土よりやや高いが、沢地形を考慮すると面的にはほぼ同時と言える。 （大泰司）
表Ⅵ－5－4 S-1礫属性一覧表
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焼けている
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Ⅵ米原4遺跡

6 A地区の包含層の遺物

（1 ）土器

概要

717点出土した。縄文時代早期後半、 I群b類の可能性が高い胴部破片が9点、縄文時代前期前半Ⅱ
群a類が81点、縄文時代前期後半Ⅱ群b類が15点、縄文時代中期後半Ⅲ群b類土器が612点出土した。
Ⅲ群b類については天神山式並行と判断できたⅢ群b－1類が16点、柏木川式並行Ⅲ群b－2類が1点、
Ⅲ群b－3類のうち、北筒式並行が120点、煉瓦台式あるいはノダップⅡ式並行のものが22点である。
I群b類について細片、磨耗が著るし〈図化したものはない。

包含層出土土器の分布は沢地形の最も低いところに集中している。型式的には東釧路Ⅲ式の可能性
があるが判然としない。層位的にはI群～Ⅱ群b類土器は比較的層下位からの出土が多い。Ⅲ群b
類についてはV層中位からの出土が多い。分布図において、調査区内の削平が著しく遺物が分布しな
い所が多い。傾向として沢地形の底に、溜まるように遺物が多く出土する。

縄文時代前期の土器（図Ⅵ－6-1 ･ 2/表Ⅵ－6-1/図版63)

Ⅱ群a類（図Ⅵ－6-1 ･ 2-1～4/表Ⅵ－6－1/図版63)

81点出土し、 4点を図化した。綱文式土器と静内中野式の出土があったが、判別できない破片が多
かった。強いて言うならば綱文式土器が目立った。斜行縄文の個体が目立ち、明らかに羽状縄文地紋
の破片や、裏面に縄文を施す個体はない。

lは静内中野式である。口唇が屈曲するように立ち上がる。内面は粗いナデ調整である。口唇部は
丁寧に面をとる。口唇端部内面は丸みをおびる。RL多条縄文である。胎土は粗く、繊維を多く含む。
2～3は綱文式土器と考える。 LR縄文地文を施した後、口唇部に面をとる。また縄文施文後、節をナ
デ調整する。胎土には繊維が目立ち、小石粒を含む。内面はナデ調整である。口縁端部内面について
も稜がはしる。 3はRL撚りの縄文原体を施文した後、節をナデつけて滑らかにする。胎土には繊維
を多く含み、砂粒が目立つ。縄文施文後ナデ調整である。 4は綱文式土器のように節を指でなぞって
綱文文様とするが、静内町中野台地A遺跡1号住居趾の遺物のような静内中野式になる可能性がある。
RL多条縄文を施文した後､節を指でなぞる。内面は丁寧なナデ調整で､器壁は厚く繊維を多量に含む。
Ⅱ群b類（図Ⅵ－6-1 ･ 2-5/表Ⅵ－6-1/図版63)

15点出土し、 1点を図化した。円筒下層b～c式に並行するものと考える。胴部破片について、 Ⅲ

群b－3類と紛らわしいものが多かった。今回、米原3遺跡出土の、モチーフ的に明らかなⅡ群b類
と判断できた、土器破片を観察したところ、内面調整が、丁寧ではあるが、調整時の指頭圧痕が残り
気味であり、それをひとつの判断の目安とした。

表Ⅵ－6－1 層位別出土土器一覧
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Ⅵ米原4遺跡

5の胎土には繊維とパミス片が目立つ。 r縄による短軸絡条体を縦方向に転がす。器壁が剥落した、
その器表面側である。

縄文時代中期の土器（図Ⅵ－6-1 ･ 2/表Ⅵ－6－1/図版63)

Ⅲ群b類（図Ⅵ－6－1 ･ 2-6～20/表Ⅵ－6-1/図版63)

612点出土したⅢ群b類のうち、 475点の胴部破片については型式名レベルの判断は出来なかった。
Ⅲ群b1類は16点出土し、 4点を図化した。天神山式並行のもの(6～8)は黒褐色の胎土が特徴的であ
った。Ⅲ群b1類は細片で図化できなかった。Ⅲ群b－1類としたものは北筒式が主だが煉瓦台式ある
いはノダップⅡ式並行のものが22点出土した。

6～8はⅢ群b－1類土器、天神山式並行である。 6は口縁部の山形突起である。口縁波状口縁の頂部
から隆帯を垂下するように貼り付けた後、半裁竹管による半隆起線状態の押し引きを口縁上端も含め
て連続して施す。口唇部については草本茎の押し引き風の刺突を連続して施す。内面はナデ調整であ
る。胎土には繊維が目立ち、粒径1mm以下の白色小石粒をまばらに含む。刺突の施文状況から7と同
一個体である可能性が高い。 7の口縁部には肥厚帯はなく、 RL縄地紋を施した後、半裁竹管による
半隆起線状態の押し引きを口縁上端に連続して施す。口唇部については草本茎の押し引き風の刺突を
連続して施す。内面はナデ調整である。胎土には繊維が目立ち、粒径1mm以下の白色小石粒をまば
らに含む。 8には口縁部の肥厚帯はなく、 LR縄地紋を施した後、口縁部を擦り消して半裁竹管によ
るC字形の押し引きを連続して施す。口縁上端と口唇部について内面はナデ調整である。胎土には繊
維が目立ち、粒径1mm以下の白色小石粒をまばらに含む。

9はⅢ群の胴部破片である。見晴町式並行の時期と考える。 r無節縄文を地紋に持つ。内面は指頭

による調整痕が明瞭だがナデ調整である。焼成は良好であり、胎土には繊維と小石粒が混じる。

10は煉瓦台式あるいはノダップⅡ式並行である。 lObは胴下部破片である。 LR縄地紋である。胎
土は脆く剥落が激しい。胎士には繊維と白色砂粒が目立つ。内面は丁寧なナデ調整である。 lOaは口

縁部破片である。RL縄地紋である。胎土は脆く剥落が激しい。胎土には繊維と白色砂粒が目立つ。
内面は丁寧なナデ調整である。口唇部は丸みをおびるが、端部には面取りを行う。補修孔の可能性が
ある穿孔がある。 lOaは口縁部破片である｡_胎土は脆く剥落が激しい。そのため、地紋は不明である。

胎士には繊維と白色砂粒が目立つ。内面は丁寧なナデ調整である。口唇部は平坦面をとる。

l1～20は北筒式土器、 トコロ6類である。 11は口縁部破片である。口縁部には肥厚帯を持ち、口唇

部外側と肥厚帯の下端には稜線が出来る程度の面をとる。口縁部内側の調整は不明瞭だが、端部には
稜線が微妙作られる。肥厚帯直下には1条の押し引きと口縁部肥厚部には2条の押し引きを施す。押し
引きは断面長方形で左方向に引く。RL地紋施文後に肥厚帯を貼付する。胎土には粒径1mm前後の

白色砂粒と小石粒が目立つ。 12は口径が30cm近い土器の口縁部破片である。貼付による隆帯を貼り
付けた後、 LR地紋でありLR縄文を施す。断面長方形の連続押し引きを隆帯上に施す。口唇部側の
隆帯直下には円形刺突がめぐる。 13はⅢ群b－3類の口縁部破片である。肥厚帯形成後、ナデ調整を
施し、半裁竹管による2列の連続押し引きを施す。内面にはLR縄文を施す。後援部断面形態は三角形
である。 14はⅢ群b－3類の口縁部破片である。綾繰りLR縄地紋。裏面にも同一原体で縦方向に縄

文を施文する。胎土には1mm前後の砂粒が混じる。焼成は比較的良好である。Ⅲ群b－3類の胴部破
片である。 15はⅢ群b－3類の口縁部破片である。綾繰りを持つLR縄文地紋施文後、刺突を施す。内
面と口唇部にはナデ調整を施す。口唇部は内面から外反する形態で端部は外側にナデつけるように詞

泪立つ。 16はⅢ郡b－3類の口縁部破片である。 LR整する。胎土はまばらで繊維と白色の小砂粒力

部について、外へ反るようにナデつける。穿孔は縄文施文の後である。胎ゴ地紋を施した後に口縁端
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図Ⅵ－6－2包含層出土の土器

にしまりはなく、繊維が混じる。直径1mm以下の白色砂粒がまばらにある。 17は直径25cm前後のⅢ
群b－3類の口縁部破片である。口縁部は断面三角形に肥厚する。肥厚部の直下には円形刺突が巡る

綾繰りを持つRL地紋である。内面はナデ調整である。器壁はややしまりない胎土がまばらで繊維
が目立つ。白色の小砂粒がまばらに入り込む。 18は胴部破片である。表面には煤がよく付着する。内
面は縦方向のミガキ調整である。胎士はしまりがなく、繊維と1mm以下の白色小砂粒が目立ち、小
石がまれに入る。 19は胴部破片である。内面は剥落が著しいが、丁寧な調整が窺える。器壁はまばら

でしまりがなく繊維がよく混じる。 20はⅢ群b類の胴部破片である。 21は綾繰りを持つLR縄文地紋
である。内面はナデ調整である。胎士はしまりがなく、 白色の砂粒がまばらに混じる。

（大泰司）
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Ⅵ米原4遺跡

表Ⅵ－6－2包含層掲載土器一覧表

W響|總三欝蹴調駕篭,報;榊幟融錨議澗鶚I 艫2点|静内中野式
MI－6－2

１

’
２ F29c3

F30b8

綱文土器V下(1) . F30b5,V中(1)

V下(1) . 4点

V層下位 1Ⅱ群a類 F30cl2剛-6－2

1点|綱文土器

2点|綱文王需
２

２

６

６

剛

剛

3 1Ⅱ群a類 |G28d31V層下位| 1 1

4 1Ⅱ群a類 |K28dl lV層中位| 1 1F32b9, V下(1) ~
胎土には繊維とパミス

単軸絡条体

V中（1）

,V下(1)

V下（2）

1()点

F31c3，

, F32a6

F32c8

一 （1） ．

V下（1）

V下（1）

V中（2）

V層下位 F31b7，

F31cl2,

F32c7，

F32d8

1剛－6－2 5 1Ⅱ群b類 F32dlO

1点|山形突起部分半裁竹管の連続押し引き
剛-6-2 6 1Ⅲ群b-1"|F30c6 1V層中位| 1

6， 7， 8の胎土は類似する

半裁竹管の連続押し引き

V中（1）

V下（1）

V中(1)

7点

F31d4

G29a5

G3()a4

V中（1）

V下（1）

V中（ 1）

V層中位 F30b3ｼ

G29a3，

G3()al ，

1F30b2Ⅲ群b－1類剛－6－2 7

肥厚帯を持たない口緑部V層中位

V層下位

１

１

Ⅲ群b-1類 G30a2

G30a5

剛－6－2 8
ワ占
一Jも,｡

胎土には繊維と小石粒F31b7,V下(1).F31c6,V中(1).

F32a6,V下(1).排土(1).

5点

F30c1 , V中(1) . F31a7, V中(2)

F31alO, V下(1) . F31b5, V中（2）

F31b8, V中(2) . F31c3, V中(1)

F31c4, V中(1) ． F31c5, V中(2)

F31c7, V中(1) . F31cl1, V-下(1)

F32a8, V下(1) .G28d1,V中(1)

G30dl , V上(1) .

22点

V層中位 １F31d2Ⅲ群b1類刑－6－2 9

脆い胎士には繊維と白色粒が目立つV層中位

V層中位

１

１

Ⅲ群b類 F31c8

F31c4

剛ﾄ6－210a

V層中位

V層中位

２

１

Ⅲ群b類 F31dl

F31d4

訓-6-210b

縄文施文後に粘土紐を貼り付ける剛-6－2 11 V下（1）

5点

V下（1）

V下（1）

V中（2）

V中（1）

16点

F32d7, V下(2) ． G32a4V層下位

V層下位

F32a6

F32a4

１

１

Ⅲ群b－3類

口唇部分に平坦｢向iをとり押し引きを施3F30a4

F31b6

F32a2

G29a2

V中（1）

V中（2）

V中(1)

V上（2）

V下（1）

V層中位

V層中位

V層下位

F29cl，

F30cl ，

F31dl ,

F32dl ，

G29a3，

１

１

１

Ⅲ群b-3類 Fqlr、 1
L~u▲レユ

F32d8

F31d5

剛－6－212a

１
－剛－6-212bⅢ群b-3類|F31blV層上位

口縁部内面にも地紋と同一原体によるLR

縄文施文

V層中位F32d8 1Ⅲ群b－3類M1ﾄ6－2 13

6

2点|胎土には砂粒が目立ち、焼成良好剛－6－2 141Ⅲ群b-3類|F31d2 1V層中位 l lF32al5, W(1)
胎土には繊維と白色粒が目立つV中(1)

4点

V中(1)

V下（1）

5点

V上（1）

V中（2）

V中（1）

V中（2）

24点

F31blO, V下（1） ． G31a4V層中位 2Ⅲ群b－3類 F31b9剛-6-2 15

もろい胎土には繊維と白色粒が目立つF31c8,V中(1)

G29a1 , V中(1)

１

３

ａ

ｄ

２

１

３

３

Ｆ

Ｇ

V層中位F32b4Ⅲ群b－3類 １剛－6－2 16

もろい胎土には繊維と白色粒が目立つ中

中

中

下

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

F31al

病『、1 「ー

rdlaD，

F31b2,

G32dl

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

２

５

３

１

く

く

く

V層下位 F30cl()，

F31a2，

F31a6，

G30al(〕！

７Ⅲ群b-3類 G30alO肌ﾄ6－2 17

V層中位

V層中位

１

１

Ⅲ群b－3類 ３

２

Ｃ

Ｃ

２

２

３

３

Ｆ

Ｆ

剛-6－2 18

F32a5, V中(1)

F32bll, VI (1)

F32c6, V中(1)

V中（2）

V下（1）

VI (1) .

V層中位

Ⅵ層

V層中位

V層下位

V層下位

F32al，

F32alO，

F32bl2，

Ⅲ群b類 F31b2

G32d3

F31c3

G31d5

G31d7

２

１

１

１

１

剛-6－2 19

13点

F31d1 , V中(1)

F32d8, V中(1)

11占
ユェJ h l,

V下（1）

V中（1）

V中（5）

V層中位 F31bl2

F32a5

G32al

2Ⅲ群b類 G32al､妄6-220
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（2）石器等

米原4遺跡A地区では560点の石器類が出土している。このうち大部分が北側の沢筋から出土して
おり、斜面からはわずかに7点を得たのみである。大分類では礫・礫片が407点と最も多い。定型的な
石器は、剥片石器33点、磨製石器57点、礫石器26点の計116点である。
1）剥片石器

石鑛（図Ⅵ－6－4－1／表Ⅵ－6－4／図版64）

4点出土している。 1点図示した。 lは三角鍼。基部の挟りが深い。両面に細かな調整が施される。
左脚部を欠損する。黒曜石製。

石槍・ナイフ（図Ⅵ－6－4－2～5／表Ⅵ－6－4／図版64）

5点出土している。 4点図示した。 2は茎を有するもの。調整はやや粗い。先端を欠く。 3～5は菱形
もしくは木の葉形で、茎が明瞭ではないもの。調整は丁寧である。いずれも黒曜石製。
スクレイパー（図Ⅵ－6－4－6～8／表Ⅵ－6－4／図版64）

5点出土している。 3点図示した。 6は破片で、全体の形状は不明である。側縁および下端が調整さ
れており、使用による刃部の潰れが見られる。 7は縦長の剥片の側縁に刃部を設けているもの。裏面
に主剥離面を残す。 8は素材の形状を大きく変えず、両面に粗い調整を施したもの。両側縁に使用痕
が見られる。下面に自然面が残る。いずれも黒曜石製である。

ピエス・エスキーユ（図Ⅵ－6－4－9／表Ⅵ－6－4／図版64）

2点出土している。 1点図示した。 9は剥片の上下端に階段状の細かな剥離が認められる。黒曜石製。
Uフレイク（図Ⅵ－6－4－10／表Ⅵ－6－4／図版64）

16点出土している。 1点図示した。 10は使用痕により、縁辺が鋸歯状に剥離している。黒曜石製。
2）磨製石器

石斧（図Ⅵ－6－4－11～13/表Ⅵ－6-4/図版64)

57点出土している。 3点図示した。 l1は擦り切り手法によって製作されたもの。両側縁に痕跡が残

る。全面が研磨されているが、使用による欠損が著しい。 12， 13は未製品。 12は両面が丁寧に研磨さ

れているが、刃部が未調整である。 13は楕円礫の縁辺を打ち欠いて偏平に整形しようとしている。ほ

とんど研磨されておらず、礫面を残す。石材は11が千枚岩、 12， 13が泥岩。
表Ⅵ－6－3層位別出土石器等一覧

撹乱

風倒木

表採

排土
分 類 | | |層 VI層 斜面 計

剥片石器求リ片伯器

~~
ｌ
ｌ
２
ｌ
２

石 鍼

石槍 ． ナイ ブ
スク レイパ－

ピエス ・エスキーュ

R フ レ イ ク

U フ レ イ ク

剥 片 フ レ イ ク
磨製石器 石 斧
礫石器 た た き 石

す り 石
北海道式石冠

砥 石

台 石

礫・礫片|礫 礫 片
土製品|焼 成 粘 土 塊
Z一
口 計

礫石器

１
’
１

２
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
２

〃
４
｜
屋
Ｊ
｜
員
リ~
二

１１
’
６
｜
、
｜
窮
一
４

９

｜
剖
一
釦
－
６
’
１

１

２

肥
一
詑
一
師
一
喝
－
２
’
２

２

２

1

31 1 １
’
１

1

1

2

27

1

罰

1

4 ５
２
｜
師
－
１
｜
知

l~9 111

一
蒜 謝 ＝19 ２ 2
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3）礫石器

たたき石（図Ⅵ－6－5-14～16/表Ⅵ－6-4/図版64)

15点出土している。 3点図示した。 14は石斧未製品を転用したもの。左側縁に擦り切り痕が残る。
主に両側縁を敲打している。 15は方形の偏平礫の表面および側縁・下端に敲打痕が見られるもの。 16
は瓢箪形の偏平礫の上下端を敲打している。 14が泥岩製、 16が流紋岩製、 15が安山岩製である。
すり石（図Ⅵ－6－5-17/表Ⅵ－6-4/図版64)

2点出土している。 1点図示した。 17は破片で、断面三角形の礫の下辺を擦っている。石灰岩製。
北海道式石冠（図Ⅵ－6－5-18/表Ⅵ－6-4/図版64)

2点出土している。 1点図示した。 18は破片で、縦方向に割れている。偏平礫の両面を擦り、敲打に
よって擦り面を作り出している。 また、端部を打ち欠き、鉢巻き状の浅い溝を巡らして、把握部を設
けている。下部の擦り面に当たる部分は、ほとんど使用されていない。凝灰岩製。
砥石（図Ⅵ－6－5－19／表Ⅵ－6－4／/図版64）

5点出土している。 1点図示した。 19は破損品。上面が研磨によって凹む。 また、研磨面を平らにし

｜

ようとしたと考えられる敲打痕が見られる。側面や下面にも部分的に研磨面を有する。砂岩製。
台石（図Ⅵ－6－5-20/表Ⅵ－6-4/図版64)

2点出土している。 1点図示した。 20は破片。上面が擦られた後、敲打されている。被熱により一部
が赤く変色している。付近のF－2に関連する遺物と考えられる。安山岩製。 （芝田）
4）土製品

焼成粘土塊（図Ⅵ－6－5-21/表Ⅵ－6-4/図版64)

水上されたようなキメの細かい粘土に砂粒が目立って混じる。指頭でひねった痕跡と、刺突具によ
る圧痕がある。強いていうならば、調査区内出土のⅢ群b－3類土器の胎士に似る。 （大泰司）
表Ⅵ－6－4包含層掲載石器等一覧

膳向” ※縦辮挿瞳：
2石槍・ナイフ F32c ･15V層下

3石槍・ナイフ F30d･14V層中

4石槍・ナイフ F30d･16V層下

5石槍・ナイフ F30d･6 V層上

6スクレイパー F31a･6 V層下

’ 7スクレイパーF32d･10V層下
8スクレイパーG29d･3 V層中

9ピエス・エスキーユF31d･6 V層中

10Uフレイク F32d．7 V層中

11石 斧F32d･4 V層中

12石 斧F31b･6 V層中

13石 斧G32a･3 V層中

14たたき石斜面部･1 表採

15たたき石L28(MW)･1 V層

16たたき石F32c ･18 VE

17す り 石斜面部･2 表採

18北海道式石冠F33a・2 V層下

19砥 石F30c ･10V層下

20台 石G29d･7 V層下

21焼成粘土塊F32c ･19V層下

長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9)

（3.45)×(1.65)×0,45 (1_9)

（4.80)×2.50×0．65 （4.2）

（4.80)×2.50×0．68 （5.2）

（5.00)×1.85×0．75 （5.6）

5．60×2．00×0．65 5．2

（3.80)×(3.55)×(0.75） （8.3）

3．50×1.75×0.65 2.9

5．30×3．10×1．25 18．0

2．30×1．40×0．80 1．8

3，35×2．85×0．75 4．3

9．40×4．00×1．00 52．7

10.45×4.15×1.65 120.9

11.50×4.75×2.55 182.4

18．70×5．90×3．35 548．6

12.10×9.80×2．90 430.5

16.10×6.80×3.60 402.1

（6,60)×(11.90)×4.45 (356.2)

(11.70)×(10.10)×3.55 (463.0)

(17.40)×(11.50)×6.20 (1109.0)

17．80×(16.20)×(12.95) (4025.0)

4．55×2．50×2.80 13.2

石質

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

千枚岩

泥岩

泥岩

泥岩

砂岩

流紋岩

石灰岩

凝灰岩

砂岩

安山岩

備 考

鋤
一
鋤
一
埼
一
蝿

破片

１

未製品

未製品

石斧未製品を転用

|破片

匹
破損品

破片被熱

~
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VI 米原4遺跡

7 B地区の遺構と遺構出土の遣物

（1 ）概要

米原4遺跡B地区から検出した遺構は住居跡6軒、士曠4基、Tピット4基、焼土11ケ所である。いず
れも縄文時代中期後半～後期初頭に位置付けられる。遺跡はイモッペ川の右岸に位置し、台地の東西
を緩い2本の沢状地形によって開かれている。これに挟まれる、川に向かって南西側に張り出す台地
の尾根状のところに住居跡、土曠が多く検出される。東側の弱く張り出す台地においてはH－6、調
査区南西端にはH－4がある。住居跡で一番大きいものはH－1で、長軸が8mを越す。この大型の住
居は平面形が卵型である。この他に小型で平面が円形の住居で、直径が2.5m～3m程度のH－3， 4、
平面形が楕円のH－6がある。H－2，H－4、H－5を除きこれらの住居跡に共通するのは剥片、剥片
石器、石斧片が床面から多く出土することである。剥片石器で多いのは石雛で、二次調整が雑な未製
品が殆どである。次いで多いのは石斧片で、特にH－3， 6に多くみられる。H－4からは剥片石器類
の出土が少ないが、住居の形態からH－3と類似する遺構であると考えられる。H－1，H－3，H－6

表Ⅵ－7－1 検出遺構一覧
｢霊言｢遺構種類 ｜ 発 掘 区発 掘 区遺構種類遠構名

時 期長軸方向’ 模(m)規検出層位

M45a～d、

N45a ． d、

N46a～d，

N46c･d，

N47a･b

轍時榊雌￥N-44．－W7.76X5.56/7.50X5.28/0.70V層下位住居跡T J 1
L~且 上

撤附榊雛ｷｰ纈Ｅ

Ｅ
Ｏ

脂

娼

咋

昨

3.50X2.60/2.82X2.11/0.55V層下位住居跡日－2

敵隙榊雌半

~撤献巾雛半
V層~ﾄ位住居跡Y J Q

l~上 QJ

N－8．一WVI層上面住居跡H－4

敵時榊雛半-標N-13｡－凧VI層上面住居跡Ｆ
Ｄ~

Ｈ

/(0.25） ~

N-20．－WW層住居伽H－6

N-40o－EⅥ層'一而擴1-．
LP－1

N-19o－W

N－0o－F聖

Ⅵ層上面土 壌P－2

VI層上面曠I－
LP-3

Ｅ

Ｗ

Ｃ

○

謡

８

Ｎ

Ｎ

Ⅶ層上面土 壌

Tピ、ソト

P－4
／(0.16）

V層下位TP－4

TP-51Tビット V層下位

V層下位'T， 1－里 、､ノ ト、
~ユ~－ノ I~TP 6

毛
｜
訓
一
訓

N-20｡

N-105｡

N 94。

V層下位「ピットTP-7

V層下位焼 」F－3

V層下位焼 土F－4

N－10o－EV層下位焼 土
戸 戸

r_0

N－27．－WV層下位 0.92x0.34/0.12焼 土F－6

N 93．－咽0.69x0.63xO.14

0.58x0.50xO.06

V層下位焼 土
戸 弓

f一イ

N-114｡-INV層下位焼 土F－8

撤時榊則僻N－20．－WV層下位 0.55x0.46x0.08焼 ゴF－9

惜

僧

惜

半

半

半

蝋

棡

柵

代

代

代

繊
織
沸

Ｗ

Ｗ
~~

。
○

５

４

７

４
~~

Ｎ

Ｎ

V層下位 0.65x0.52x0.11

0.81X0.63X0．08

0.42xO.28x0.06

().58xO34/0.10

焼 土F－l(）
~

V層下位暁
一
焼

土
一
土

F－l］

N－3o EV層下位T､ 1，

f－．L乙

N-8． WV層下位暁 」F-13
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から出土する剥片石器、剥片類は肉眼観察により赤井川産の黒曜石が多い。これらは礫皮表面のよう
な節理もしくは流理構造をもつもので、剥片石器の素材に多く用いられる。石斧片においては、住居
の床面から出土するのは石斧調整時に排出される泥岩の礫皮表面が多く、住居内で石斧が作られた後、
屋外へ持ち出されたと考えられる。H－1から出土した石斧未製品は礫皮表面を打ち欠いただけのも
のである。このことから、B地区から検出される遺構は石器製作を行っていた場であると考えた。
土曠についてはP－1～3までほぼ同一時期のものと考えられるが性格は不明である。 P－4は人

為的に埋め戻された可能性が高い。

焼土は調査区の北西側や北東側に点在する。F－3， 4， 5は焼土やその周辺に剥片石器類や礫片が
出土する。これらの焼土が位置するところは西側の沢状地形となっており、 この下に被熱礫片が多く
出土するM42グリッドがある。 F－7の位置するM51 ，M52グリッドからは被熱した石槍・ナイ
フ片と礫・礫片が多く出土している。ここより川に向かって、緩い沢状となる。発掘区では川に向か
って土砂が流出するのを防ぐ、ためのクリアランスが河岸の肩まで確保されたため、調査区に掛る台地
と沢状地形の遺構、遺物の全容を知りえることが出来なかった。この続きは次年度以降の調査となる。

（袖岡）

表Ⅵ－7－2 出土遺物一覧

｜
｜

類

ｂ

明

Ｆ
分
Ⅳ
不

一
奉
職
噸

包

数点

‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

鎧

率

出

哩ｌ

類

ｂ

一
分
一
Ｉ
ｂ

土器

’-－ 。” ”器￥点数
ニーニ

遺構 包含層 分類 遺構 ｜ 包含層 分類 一

4 石雛 58 253 たたき石

1 石槍・ナイフ 25 418 すり石

石錐 5 33 扁平打製石器

つまみ付ナイフ 2 42 北海道式石冠

ｽクレイパー 28 97 砥石

上． エス･ｴｽｷｰﾕ 2 1(〕 台石

Rフレイク 104 259 礫・礫片

Uフレイク 114 288 土製品

石核 11 60 再生土製品

フレイク 1880 6046 焼成粘土塊

｜ ‘,』 1偏禰 ｜石斧

点数

率
一
峪
一
４

包含層
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VI 米原4遺跡

（1 ）住居跡

米原4遺跡B地区から検出した遺構は6軒である。すべて縄文時代中期後半～末葉に属する。住居
の平面は3種類に分けられる。卵型で長径が8m近くあるもの(H-1)、ほぼ円形で直径が3mほどの

もの(H-3， 4)、楕円形の住居(H-6)が確認されている。その他に、風倒木によって攪乱され

た住居(H-2)がある。H－4とH－6の床面からはⅢ群b－2類の柏木川式に比定される土器が

表Ⅵ-7-3 H-1出土這物一覧
点数層位 分 類層位 ｜ 遺物名点数分 類遺物名

東
一
環
一
癖
一
涼

Rフレイク53,点覆 土｜土 器 Ⅲ群b－3類

Uフレイク Uフレイク|占
LJ h ，剥片石器

礫石器 石斧源
一
原
一
鋪

ヮ占
筥J〕､､

占

い

占

い

Ｌ

７
５

剥 片 フレイクフレイク

砥石礫・礫片（被熱）礫・礫片

67点剥 片 フレイク

礫・礫片

礫・礫片（被熱）

二I
＝十

口I合

占

い

占

い

占

い

ｊ

ｊ

Ｊ

Ｑ

〕

Ｆ

Ｄ

Ｒ

〕

ｎ

台

－

１

ワ

ー

１

占

い

占

い

占

い

占
い
占
い

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

９

５

８

２

１

２

１

７
１

礫・礫片q占
UJ i ,[群b類士 器覆土上面

I群b－1類
可
咽

ユ
ト
ー

４

Ⅲ群b類

Ⅲ群b－2類

ⅡI群b－3類

計へ
口59点

床 ｜土 器 I群b類

且向
巳向

I群b類土

I群b－1類

Ⅱ群a類

Ⅲ群b類

Ⅲ群b－2類
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I群b－1類

Ⅱ群a類

Ⅱ[群b類
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占
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哨
小
一
店
《

点

点

７

６
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い

~
６
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Lﾉ 1 ,、ピェス・エスキーユ

占

い

占

小

８

１２
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い

８
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』
ロ
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ヮ占
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礪

ウ‘。占
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W米原4遺跡

床面から出土する。その他の住居の床面及び覆土中からⅢ群b類、 Ⅲ群b－3類土器が出土すること

から並行する時期に構築されたか、 もしくは大幅な時期差がないと考えた。住居の床面では剥片石器

を製作したと考えられる、黒曜石のフレイク、チップや石錬未製品と、石斧を製作時に排出された泥

岩の破片が多く出土した(H-1， 3， 6)。調査の結果、 H－1， 3， 4， 6を中心に柏川式期もしく

は並行する時期に石器製作を行っていたところであると判断した。

H-1 (図Ⅵ－7－3～9/表Ⅵ－7-1 ･ 2～5/図版67～70･ 86 ･ 87)

位置:M45a～。，N45a 。 d、N46a～d

規模：7.76×5.56／7.50×5.28/0.70m

特徴：調査区南西側、標高260～26.5mの所に位置する。調査区の中で最も大型の住居跡である。火

山灰除去後、緩やかな落ち込みを確認し遺構の存在を想定した。V層の下位まで掘り下げたところ、

明瞭な掘り上げ士と黒色土の落ち込みを確認し住居跡と判断した。この段階で他にも、台地の南西側

に張り出す尾根の部分に数軒の竪穴式住居の存在を示唆する黒色土の落ち込みが確認できた(H 2

～3， 5図Ⅵ－7－3）。土層観察用のベルトを設定し覆土を掘り下げた。平面形は東側に向かってや

や尖る卵形である。床面は東側の突き出た先端部と、46ラインの東側を除いて平坦である。先端部は

深さ20cmほど掘り窪められている。住居の東壁に向かって立ち上がりが明瞭であるが西側の床面中

央部へは土曠状にはならず、 なだらかに床面に延びる。このピット状の周辺の床、グリットラインに

して46より1mほど西側は、床面から壁にかけて曲線を描くように立ち上がる。

覆土は自然埋没によるものである。住居の西側においては比較的短時間に堆積したものと考えられ

る。グリットラインにして45より西側に堆積する覆土はローム質土を多く含む覆土で、色は褐色か

ら暗褐色を呈し (aゴセクシヨン22～24まで)、 また分層できる部分が少ないことから埋没までの

時間が短いことが想定される。住居東側の覆土については、埋没過程のなかで住居の窪みを利用して

廃棄されたと考えられる縄文時代中期末葉の土器がl個体検出されている （図Ⅵ－7－5、図版68，

86）。床面のほぼ中央には2ケ所の地床炉と考えられる焼土がある。床面を精査中に暗褐色土で焼土

粒と微細な炭化物を含む広がりを2ケ所確認した。半裁したところ両方共に焼土粒の広がりの下に褐

色土の焼成を受けた面を検出した。炉を構築するための掘り込みなどは無いが先述した床面のフレイ

ク、チップの検出面と同じ面に存在することから地床炉とした。この2ヶ所の焼土で東側のF－1は

HP-27によって切られている。HF-2からは被熱し褐色化したところから黒曜石のチップが27

点出土している。付属ピットは28ケ所検出した。先に述べた住居の東側に位置する先端部の土曠状の

窪みには4ケ所の付属ピットが検出されている。グリットライン46より東側の床面に付属ピットが確

認された。この部分は前述したとおり、壁の立ち上がりが曲線を描くようになっており、西側の平坦

面に比べ若干ではあるが低くなっている。ここから確認された付属ピットは大きく2つの形に分類で

きる。断面の尖ったものと円柱状の比較的浅いもので、後者は重複しているものが多い。断面の尖っ

たものは床面と壁の境から40cmから1mほど床面に入った所、 HF－1 ， 2を中心として放射状に回

る。円柱状のピットはHF-1、 HF-2周辺に多く、重複する形で検出した。性格は不明である。

先端部の尖ったものは柱穴である可能性がある。付属ピットの確認されない西側の部分では黒曜石の

剥片、剥片石器の未製品、石斧未製品、たたき石などが多く出土した(図Ⅵ－7－7， 8， 9）。この住居

跡は剥片石器を製作していた場と考えられる。

遺物： 1 ． 5はⅢ群b－3類、 2～4はⅢ群b－2類、 6はⅢ群b類である。 1は覆土およびM46グ

リッドのV層下位から56点出土した。口径31.6cm、残存器高36.5cmを計る。口縁は外反する。器面に

は結束第2種の縄文、 口縁には棒状工具によるやや下方向からの円形刺突文が施される。口唇・内面
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表Ⅵ－7-4 H－1掲載土器一覧

」接合･同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数・合計破片点数遺構名 遺物

調査区 番号 (前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む点数） 備考層 位 点数分類図番

円形刺突文H－l－l l97，覆土（18） ． 56点覆 土H l l ll97 35Ⅲb－31

結束第2種、 LIヌV層下位M 46－b 35

垂下する貼付帯llH1-851.覆上( 1)M46al , V下(1) . 同a7, 同(1) ． 同C l 6， 同(2）覆土上位Ⅲb－2 H－l 11q~~~
~

~

押引文同c20， V（2） ． 同d22， V下（1） ． 同d26， 同（2） ． M47b37， 同（1）

N46al9，掘上( 1 ) ~ |司a31 , V(1) . 19点

V層下位M－45－d 17
4ロ 1

LR斜行縄文V層下位M－46－d 18 1

H－l－672，覆上（1） ． 同1 193．覆下(1) . 同1344,床(1) . 垂~Fする貼付帯掘り上げ土 1Ⅲb 2 M－46 c l93a

刻み同1386，同（1）．L40b6， Vl（1） ．M45c6，V下（1） ．M46al6，同（ 1V層下位M 46－d 15 I

沈線文同b37‘ 同（2） ． 同c23，掘上（1）

同c50‘ ｜司（1） ． 同dl l ， 同（1 ） ．

O47alO，可（1） ． 同d20，同（1） ．

撹乱l ， （1） ． 38点

， 同c28， V下（ 1 ）

N46cl3， 同（1）

O48a3，同（5） ．

V層下位 |司a33， 同（1）

同c37． 同（ 1）

N51a6，同（1）

同b2， 同（1） ．

M－46 b 14 1池一

RL斜行縄文掘り上げゴM 46－ 19 ~~

V層下位 1M 46－c 1町
土』

覆土上位I I-l 1023 1dC

V層下位 垂下する貼付帯II l 1 127，覆上（1） ． H－2－2， |司（1） ． M44a6，V下（2） ~ 同d3， |司（1）1Ⅲb－2 N－51 d ２4a

刺突文M46al4‘掘上（1） ． 同b7，V下（ 1 ） ， M47d5，同（1） ， 同d7，同（1）床
1句行1

1，，1 1lb 11 ］

刻み掘り上げ土 同d9． |司（1） .M53．5，V中（1 ） .N44dlO,掘上（1）．N46a7‘V下（1）1M－46－C 21

N46d7， 同（1） ． N51c8、 同（1 ） ~ 18点 LR

円形刺突文H－l－521 ，覆上（2） ． 同1045，床（1） ． 同l 〔)81 ， 同（1）覆土下位 1Ⅲb－3 869匡鈩，
JQ H－1

結束第1種同1 16(〕 ,覆下． 同1 168，覆上（1） ． 同1 171 ，覆下（1） ． 同1 185，同（1覆土上位 1H－l 1170

' 1-2-29,覆土( 1) . 同39, 同(1 ) , M47bl 9, V下（1） . 1 9点覆土上位5b H－1
Fn1

0‘I 1

床H－1 1049 1

V層下位M－45－b 15 ２

覆土上位 I 1 1－1002，覆_上 （1） ． M46dl l ， V下（1） ． 同dl7， 同（1） LRⅢb 11-］ 702 16

覆土一上位 回ld34， 同（1） ． 9点H－1 48 １

－

１覆土上位I-I-l 1024

V 層M－46－d
Oワ
空I 1

V層上位M－46－d 51 1

51 1V層上位M－46－d 1

表Ⅵ－7-5 H-1掲載石器一覧

層位類 遺物番号 長さ×幅×厚さ(cm) 備考番号
~ノヘ~

刀、 菫量(9) 貢石

雛 覆土上面 黒曜石 未製品石７ 107 1.68×0.89×0.23 0.3

覆土上面雛 未製品・欠損品石 黒曜石641 (2.22)× l.41 ×0．428 (0.9）

未製品・欠損品鍼 床 黒|曜石石 1338 (2.28)× 1．45×0.509 (1.4)

雛 床 黒曜石 未製品石 1338 1.83× 1.32×0.3510 0.6

床錐 黒曜石 未製品
Tー

にI 133811 1.78× 1.08×0.27 0.5

雛 床 被熱石 黒曜石(2.26)×(1.82)×(().26)1ワ
ユと 1338 (0.8）

錐 床
丁皇

仁1 未製品黒曜石13381Q
ユJ 2.30× 1．40×0.36 1.1

雛 覆土下 黒曜石 未製品石 ワワQ
~I~『』14 3.50×2．88×0．52 2.7

石槍・ナイフ 覆土下 黒曜石 破損品87015 (2.60)×（2.80）×（0.92） (5.1)

錐 床
~アニ

仁1 黒l1湿石1353 2.()0× 1．87×0．39 0.916

覆十'一而スクレイパー 黒曜石17 389 5.40×2.20×0.95 13.5

床 珪質頁岩スクレイパー 140418 6.75×3．30×0．98 21.6

ピェス・エスキーユ 床 黒暇石19 1407 6.75×3．30×0．98 5.7

客ﾆ
ﾉT‐ 床 12.9 ×7.75×4.2 未郷H-1-1364 ･ 1366(床)と接合石 泥岩20 1379 495.4

床たたき石 微攪岩
o1
ム」 1397 5.6 ×5．2 ×4．7 ワ1Q1

どユtノ.ユ

床たたき石 倣攪岩137722 1.7 ×4．4 ×4．4 151.0

たたき石 床 砂岩141523 12.3 ×10.85×9.3 1360

床 H-l-l227(床)と接合たたき石 砂岩24 1376 18.4 ×7.2 ×3.1 450

覆土」北海道式石冠 デイサイ ’81525 8.9 ×12.6 ×7.24 890
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はなで調整で、指頭痕が認められる。胎土に淡黄白色粒､砂粒を含む。 2は覆土上位およびM45～47

グリッドの掘り上げ土、 V層下位から19点出土した。口縁が外反する。器面にLR斜行縄文を施し、

口縁に突起と突起から垂下する貼付帯をつけ、口唇・口縁に半裁竹管状工具による右方向からの押引

文が施される。口縁突起は欠損している。垂下する貼付帯の右下器面には補修孔がある。胎土に淡白

色粒、砂粒を含む。 3は覆土上位およびM46グリッドの掘り上げ土、 V層下位を中心に38点出土し

た。口縁は外反する。RL斜行縄文を施した器面に垂下する貼付帯をつけ、その両側を棒状工具によ

り沈線状に調整している。器面には同様の工具の沈線文、貼付帯には部分的にさらに横長の小さな貼

付をつけてこれらを棒状工具により刻んでいる。胎土には淡黄白色粒、砂粒を含む。 4は床、覆土上

位およびM46グリッドの掘り上げ士、 V層下位などから18点出土した。 LR斜行縄文を施した器面

にY字状に垂下する貼付帯がある。口唇･器面に半裁竹管状工具による刺突文、貼付帯は同様の工具

により刻まれている。胎土には黄白色粒、小礫を多く含む。 5は床、覆土下位、覆士卜付およびM－

45 ．47グリッドのV層下位から19点出土した。結束第1種羽状縄文を施した器面に円形刺突文が廻

らされる。胎土に微量の黄白色粒、小礫を含む。 6は覆土上位、M46グリッドのV層上位、V層下位

から9点出土した。器面にはLR斜行縄文が施されている。いずれも内面調整は横なでで、指頭痕があ

る。

石器は主に床面出土のものを掲載する。 7～14まで石雛。黒曜石製。破損品の12を除き、すべて

有茎鍼で未製品のもの。荒い二次調整が施され、基部と先端部が明瞭に作り出されていない。 7は両

面に一次剥離面を残す。薄手の剥片の縁辺に二次調整を加えている。 8は二次調整が非常に粗雑なも

の。先端部をわずかに欠く。 9， 10も8と同様のもの。主剥離面を残す。 11は剥片背面の縁辺をわ

ずかに打ち欠いただけのもの。 12は被熱し破損しているもの。腹面にのみ丁寧な二次調整が加えら

れている。 13は主剥離面と礫皮表面を残す。 14は比較的大きく、粗雑な二次調整が目立つ。 15は

石槍・ナイフの未製品。破損している。礫皮表面を残す。黒曜石製。 16は石錐。黒曜石製。剥片の

背面をわずかに打ち欠き刺突部を作り出す。上端には礫皮表面を残す。 17， 18はスクレイパー。 17

は礫皮表面の残る剥片の両側縁に調整を加え刀部とする。背面右側縁が細かい潰れ状の剥離によって

内湾する。黒曜石製。 18は背面左側縁を刀部とする。珪質頁岩製。 19はピエス・エスキーユとした。

黒曜石製。床面出土のもの。断面は凸レンズ状で上端下端ともに階段状の剥離がある。 20は石斧

の未製品。泥岩の亜角礫を打ち欠いて、刀部部分と基部部分の調整がわずかに行われているもの。礫

皮表面が大部分を占める。この石斧の調整時に出たフレイクが、同じ床面から出土しており、接合し

た。 21，22は撒攪岩製のたたき石。全面に敲打調整により球状に整形されている。23は大型の亜円

礫の端部をたたき石として使用しているもの。砂岩製。 24は礫皮表面を残し板状に割れている礫片

の、礫皮表面と端部にたたき痕のあるもの。裏面には縁辺を調整するための打ち欠きが施される。

25は北海道式石冠。デイサイト製。機能面を除き全面敲打によって敲打整形されている。

時期：覆土及び床面からⅢ群b－2， 3類土器が出土したことから縄文時代中期後半と考えられる。

H-2 (図Ⅵ－7-3 ･ 10～12/表Ⅵ－7-1 ･ 2 ･ 6～8/図版71 ･ 72 ･88)

位置:N46c ．d、 N47a･b

規模： 3．50×2.60／2.82×2.11/0.55m

特徴：調査区南西側、標高26.0～26.5mのところ位置する。H l、 H－3と関連し、掘り上げ土と

その落ち込みから遺構の存在は想定されていた。土層観察用のベルトを設定し掘り下げを行った。掘

り下げ途中で南西側と北側の一部で床面と誤認する面があった。この調査を行っている段階で既に、

H－3， 6のような床面に浅い土曠を持つ住居が検出されており、 H－2も同様の落ち込みが床面に
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d′26. 20m~．
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一一一一

26． 4

９

匡句

黒褐色土：V層土にⅦ､Ⅷ層土が混入する.
褐色土:Ⅶ.Ⅷ層土の混合土締まりがある.
暗褐色土：V層土にⅦ､Ⅷ層土が混入する締まりがある
にぶい黄褐色土:Ⅶ層土にV層土が斑状|こ混じる.

明黄褐色土:Ⅶ層士を主体とする.

明黄褐色土営Ⅷ層土のブロック状.

炭化物細片を主体とする.

黒褐色土:V層土を主体とする.

炭化物炭化物細片を主体とする.

１

２

３

４

５

６

７

８

ｑ

I_IGF｜

_｢547急

a 26． 60m~a

暗褐色土:V層土と堀り上げ士(H－1 ， 3)の流入による締まりがある
黒色土:V層士を主体とする.

黒色土：V層土'二Ⅷ層火山灰粒がわずかに混じる締まりがある.
暗褐色土：V層土にⅦ､Ⅷ層土が混入する締まりがある.
にぶい黄褐色土：V層土とⅦ､Ⅷ層土の混合締まりがある.

暗褐色土；V層土'二Ⅶ､Ⅷ層土が混入する締まりがある.
暗褐色土：V層土にⅦ、Ⅷ層土が混入する締まりがある.

にぶい黄褐色土：V層土にⅦ､Ⅷ層土が斑状に混入するやわらかい.
褐色土:Ⅶ層土のﾌﾛｯｸ状.

黒褐色土：V層土にⅧ層火山灰粒が微量混入するやや締まる.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

川

b 26． 80m

' 暗褐色土:V層土にⅦ層土が斑状に混入するⅧ層火山灰粒が徹屋含まれる締まりがない
2 黒色土:V層土を主体とするⅧ層火山灰粒が微量含まれる締まりがない.
3 黒褐色土:V層土にⅧ層火山灰粒が少量含まれる締まりがない.
4 黒色土息V層土を主体とする. Ⅷ層火山灰粒が微量含まれる締まりがない.
5 暗褐色土冒V層土にⅦ層土が斑状に混入する締まりがない.
6 褐色土息 （Ⅶ層土)と黒色土（V層土)の斑状混締まりがない.
7 黒色土:V層土を主体とする締まりがない.

8褐色土：Ⅶ層土ﾌﾛｯｸ状締まりがない.

9 暗褐色土2V層土とⅦ層土の斑状混締まりがない.

10 褐色土:Ⅶ層土を主体とする締まりがない.
1 1 暗褐色土： V屑土にⅦ､Ⅷ層土が混入する締まりがない_

ｂ
’

■
■
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Ｆ
ｒ
画

c 26， 80m~C

暗褐色土；V層土と堀り上げ土（H－1 ， 3）の流入による締まりがある

黒色土：V層土にⅧ層火山灰粒がわずかに混じる締まりがある．

黒色土：V層土を主体とする．

黒褐色土：V層土'二Ⅶ、Ⅷ層土が混入する締まりがある．

暗褐色土； V層土とⅦ、Ⅷ層土の混合土締まりがある．

暗褐色土2V層土にⅦ､Ⅷ層土が斑状に混入する.

にぶい黄褐色土：V層土にⅦ、Ⅷ層土が多く混じる締まりがある．

黒褐色土：V屑土にⅦ、Ⅷ層土が混入する締まりがある．

黒褐色土；v層土にⅦ、Ⅷ層土が混入する締まりがある．

褐色土：Ⅶ層土を主体とする壁際の崩落±．

にぶい黄褐色土：V層土とⅦ層土の斑状に混ざる壁際の崩落土．

１

２

３

４

５

６

７

８
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烹
1m、

図Ⅵ－7-10 H-2
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図Ⅵ－7-12 H-2の這物(2)
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Ⅵ米原4遺跡

存在すると想定した。この面で土層観察用の土手をはずし、床面とした面を掘り広げたところ、 さら
に下、北側と南側に、新たに2ヶ所の落ち込みを検出した。これらを半裁したところ覆土中から土器
片や礫、台石、石斧破損品と剥片石器がまとまって出土した。南側の落ち込みについては、その土層
の堆積状況から観察すると風倒木によって、 v層とⅦ層が互層となって流入した状況が伺える。北側
の落ち込みでは遺物がまとまりを持って出土しているが、 これらはいずれも覆土中のものである。こ
のH－2北側の落ち込みも南側と|司様、風倒木によるものと見た場合、H－2の北東側に黒色土が流

入し、起きあがりのローム質土が南西側の台地の尾根より下へ流失していったことが考えられる。
(図Ⅵ－7－2）。風倒木によって流入した黒色土はbb'セクションの4～8層とそれ以下の北側落ち
込みの覆土であると考えられる。H－2は床面とした面より下が風倒木によって攪乱されており、 ピ

H－2出土遺物一覧
分類 ｜ 点数 ｜ 層位 ’ 遺物名 ｜ 分類 点数

滝
一
畔

－
１

割
一
陣

轤
一
轤
一
蕊
一
原
一
環
一
罐
一
些
蛸
一
癖

石き

石

斧

た

り

石

た

す

石斧

石き

石

妹

荊

点

点

点

点

１

２

４

６

３

１
１

錘
一
螺

礫石器礫石器I群b類

Ⅲ群b類

Ⅲ群b 2類

Ⅲ群b－3類

蒲十 上器

砥石砥石

台石台石

フレイク

礫・礫片

源
一
轤
一
嚥
蕊
一
鏡

石鎌

石棺・ナイフ

つまみ付ナイフ

スクレイパー

Rフレイク

粟'1片石器

剥片

礫・礫片礫・礫片

礫・礫片（被熱）

|‐ 合計

｜
Uフレイク 笠

臨
総計

326点石核

表Ⅵ-7-7 H－2掲載土器一覧
接合伺一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数・合計破片点数

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む点数）

I~1 2－2，覆土（2） ． 同1 1 ， 同（1） ． 同12, 同（1） ． 同13， 同（1） ~

同20， 同（1） ． 同24， 同（3） ． 同40， 同（1） ． 同1 19， 同（1） ~

同122， 同（1） ． 同124． 同(1) . |司126， 同（1） ． 同130， 同（1）

同142， 同（1） ． 同144， 同（1） ， 同146, 同（2） ． 同16（) ， 同（2） ．

M40b3． V中（ 1 ） ． 同c3， 同（1） ．M43a8， V下（1） ． 同a26，Ⅵ（1） ．

翼| 〃 ．'“園善 | 翁鰯 ｜藍 備考

押引文
26 覆土 １Ⅲb 3 H－21

円形刺突文
霞ゴ

n戸

曲、 1雁T ウ
L』 合

結束第2種覆土 11201-『一ワ
』凸 竺

~

同dl8，同（2）． N48al5，同（2）．同b2，同（1）． ｜司bl8，同（1）． 56点

刺突、結束第2種覆土 1106Ⅲb－3 H 2２

’

３
LR

覆土 1149Ⅲb H－2

覆土150 ’H－2

上底気味、 LR覆土 1110ⅡIb H－2４

同132，同（1），M4()d3，V下（1），M47c5， I司（1）．同Cl9，同（1）

’ M51cl6･同（1） .N47a29， |司(1) . 10点

表Ⅵ－7-8 H-2掲載石器一覧
備 考長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) | 石質層 位遺物番号分 類番号

未製品黒曜石nq土 1．69×1．26×0．43

（4. 10)×1. 70×0．49

(5.03）×（2.52）×().55

糧石 雛

石槍 ・ ナイフ

雛石 64５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
川

黒曜石 欠損品/、 ＄~〕､

【白．色ノ士覆1ワq
L全』

(4. 5) ｜黒曜石 欠損品覆土(N-46-c)石槍 ・ ナイフ ７

欠損品(5.7） ｜黒曜石'二 （5.40)×2.92×0．60覆つまみ付ナイフ 113

破損品泥岩イリワワ 11
1白l色. 土ﾉ(10． 5)×5.97×2.4

(8.5)×(9.9)×(8. 1)

14． 36×7．3×3．2

土霞津 43石

破損品不明(660.0)土覆たた 袰 石~袰 石~ 140たた

被熱153.1 片麻岩1 覆土(N-46 c)た 石た11
当

き

'2 1

~

'0,8000 片麻岩士 )1．0×24． 5×9．6158 1覆台 石
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ツトもしくは住居跡が風倒木により攪乱を受けた跡と考えられる。

遺物: 1 ･2はⅢ群b－3類、 3 ･ 4はⅢ群b類である。 lは覆土およびM・N46グリッドのV層下
位を中心に56点出土した。口唇と肥厚した口縁に半裁竹管状工具による右方向からの押引文が施され
ている。器面には結束第2種の縄文を施し、肥厚帯直下には棒状工具による円形刺突文が廻らされる。
胎土には径3～15imlの礫を多く含む。 2は覆土から出土した。器面には結束第2種のLRの縄文が施
される。外反する口縁には半裁竹管状工具による右方向からの刺突文、その直下には円形刺突文が廻
らされる。胎土に砂粒と、微量の黄白色粒を含む。 3にはLR斜行縄文が施されている。内面は指頭
により、横・斜めに調整されている。胎土に黄白色粒と砂粒を多く含む。覆土から出土した。 4は覆
土およびM47グリッドのV層下位を中心に10点出土した。やや上げ底で器面にLR斜行縄文が施さ
れる。胎土には石英粒を多く含む。

石器はすべて覆土中から出土している。 5は石錐。黒曜石製。未製品と考えられる主剥離面を残す。
粗雑な二次調整が加えられているもの。 6， 7は石槍・ナイフ。黒曜石製。基部は明瞭である。 7は
先端部をわずかに欠くもの。 8はつまみ付きナイフ。黒曜石製。背面の打点に近い部分に挟入する調
整でつまみ部分を作っている。背面左側縁を刀部とする。縁端部は石錐と複合していた可能性がある。
9は石斧。破損品。敲打調整の後に研磨が施された石斧。刀縁に潰れや破損の痕跡は見られない。使
用していないものの破損品と考えられる。泥岩製。 10は大型のたたき石。亜円もしくは亜角礫の端
部にたたき痕がある。破損品と思われる。石質は不明。 11は楕円の扁平礫の表面にたたき痕のある

もの。被熱する。片麻岩製。 12は台石。幅広で扁平な礫の平坦面のほぼ中央に弱い窪みがある。片
麻岩製。

時期：覆土中の遺物と周辺の遺構から縄文時代中期後半～末葉と考えられる。

表Ⅵ－7-9 H-3出土遺物一覧
層位 ｜ 遺物名 分 類 点数 1 層位 遺物名 分 類

5点 合

7点I 床 土 器 Ⅲ群b類
2点｣ ｢m¥~5-2"

戸’一

、,黒

7占
~0J ､､

ユー

I木 土 器
~

小占

点数

56点
ワ占
一Jい、

1占
LJ 卜 ､､

覆 土 土

~
器’Ⅲ群b類
’Ⅲ群b－3類

計

剥片石器Rフレイク

Uフレイク

礫石器石斧

剥 片 フレイク

礫・礫片礫・礫片

Rフレイク

Uフレイク

石斧

フレイク

礫・礫片

礫石器

剥 片

礫・礫片

占
小
占
い

占
小
占
い

２

３

０

１

６

２

１

１

Ⅲ群b－3類 1占
ユノ h ，､

’

戸

睡

犀

戸

磁

器石片剥 日●雛

石核

1点
1占
ユノ ，，

4占
~1J h ,、

ﾊ4占bLJ 1 ､､
三’

百1
芦、
}. J

石斧

すり石

占
い
占
い
占
い

Ｌ

５

Ｌ

３覆土上面 占
い
占
い
占
い
占
い

Ｌ

４

Ｌ

２

＋ 巳早
ユー ＝口[丁

~

Ⅲ群b類

Ⅲ群b－3類

石雛

石槍・ナイフ

礫石器

剥片石器 1占
ユ』 I ､､｜台石

'十 フレイク剥~ 轆
一
暁占い|壺羅石錐

Rフレイク

Uフレイク

礫・礫片｜礫・礫片
嶬
一
原
一
凍
一
原
一
噸

占
い
占
い

０

０

５

１

９合 訂→

H P 土 器 Ⅲ群b類土 器
石核

石斧
Ⅲ群b 2類 1占

些J 1，､

礫石器 ’ 類八
Ｊ

１
，群

鎌

Ⅲ

石

鑪
頂

~

剥 片フレイク 占
州
占
い
占
い

８

８

３

１
~

剥片石器
礫・礫片礫・礫片 礫・礫片

礫・礫片(被熱）
合、

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

１

２

５

７

７
３

’ 石槍・ナイフ

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

54点
二1

首T

覆土下面 | I皿羊b類
｢1面燕b 3類

ー'一
」一 器

剥片石器

1占
些j l ､､

~

1点

耀揖器[簑霊
｜砥’画~砥石

石槍・ナイフ

スクレイパー
l 1点

|－頭
原
一
嘘

フレイク
，占
一j h ,、~Rフレイク

礫石器石斧

たたき石

剥 片 フレイク

礫・礫片｜礫・礫片
礫・礫片(被熱）

~

礫石器

礫・礫片

剥 片

礫・礫片

71占
0』』 h ，､

2点

‐
下

一
『
刈
恥

占

い

●
Ｊ
ト
ハ

Ｌ

ｌ２

礫・礫片

142点
~ 二

一
口

へ
ロ

占
い
占
い
占
い

Ｊ
Ｊ

２

３

Ｌ

２ 腱H F 礫片｜礫・礫片

総 計

1占
ユJ h ，､

l占
些ﾉ h ,、

407点

合 計

’ ’
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H－3 IC
26． 76

、

ｍＯ４６２創
一

／

一~
１ＰＨｄ

ｌ

HP－1

1 黒褐色土: V層土を主体とす~る
やわらかい±炭化物を多く含む

6

HP2 旦_L2640mｅ

一ﾐーーー
50

HP－2

1 暗褐色土:V唐土とⅦ層土の混合土
Ⅷ層火山灰粒と炭化物を微量含むやわらかい

HP3

f ′26． 20m~ｆ

HP－3

1 暗褐色土:V層土とⅦ層土の混合土
Ⅷ層火山灰粒と炭化物を微量含むやわらかい

ｆ一

一

后1
1 1

緑色泥岩｡砕片の分布

a 26， 70rT~al 黒色土:V層土を主体とする締まりがある.

黒褐色土:V層土にⅦ､Ⅷ層土が混じる締まりがある.

暗褐色土:V層土にⅦ､Ⅷ層土が混じる締まりがある.

褐色土：Ⅶ､Ⅷ層士を主体とする土にV層土が斑状に混じるやや締まりがある
暗褐色土二V層土にⅦ､Ⅷ層土が混じる.締まりがある.
黒褐色土二V層土にⅦ､Ⅷ層土が混じる.締まりがある.

黒褐色土：V層土にⅧ層火山灰粒が少量混じるやや締まりがある.
褐色土：Ⅶ層土を主体とするやや締まりがある.

１

２

３

４

５

６

７

８

/b ′26 80mb
黒色士：v層土を主体とする締まりがある．

黒褐色土：V層土にⅦ､Ⅷ層土がわずかに混じる締まりがある,

黒色土：v層土を主体とする締まりがある．

暗褐色土:V層土とⅦ層土の斑状混やわらかい.

褐色土:Ⅶ層土にV層土が少量斑状に混じるやや締まりがある.
暗褐色±;V層土にⅧ層火山灰粒が少量混じるやや締まりがある.

暗褐色土:V層土にⅧ層火山灰粒が少量混じるやや締まりがある.

黒褐色土;V層土にⅧ層火山灰粒が少量混じる炭化物をわずかに含む
やや締まりがある．

１

２

３

４

５

６

７

８

B

~
C 26‘90mC

HF－1

1 暗褐色土:暗色を呈する焼土

1m
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図Ⅵ－7-13 H－3

167



蕊;-噸 籍轤識

蕊画
３

蕊-口
２

鶏I響
く二＞ 5

10cmC

－ 6 ＝ 7

愛

~~

一二＝＝

』

Ｆ
】
Ｉ

1

1 1

~

一一F－し ~銀〆

r〆~

ｉ
Ｉ

犬
／

～' 一一

ノー～

一

（

I

庭も、／

14

ノ

13
4へ

Iと

O 5ClT
0 5cm
－－＝ :一

図Ⅵ 7－14 H－3の遺物
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H－3 （図Ⅵ－7－3 ． 13 ． 14／表Ⅵ－7－1 ． 2 ． 9～11/図版73 ． 74 ･ 89)

位置:N47b～。、N48b

規模： 3.36×3.18/2.80×2.78/0.40m

特徴：調査区南西側、標高26.0～26.5mのところ位置する。H－1、 H－2と関連し、掘り上げ土と
その落ち込みから遺構の存在は想定されていた。この落ち込みに士層観察用のベルトを残し掘り下げ
を行った。その結果、Ⅶ層までの明瞭な掘り込みと床面を検出し遺構と認定した。壁の立ち上がりは
急で明瞭である。床面のほぼ中央からは楕円形の地床炉が検出されている。この住居の床面には円形
から楕円形で、浅い皿状のピットが床面に4ヶ所ある。それぞれ住居の北東側、東側、南側、西側に
位置する。中からは石器製作に係る遺物が多く出土する。HP-1からは石斧製作のときに排出され
た泥岩の破片が多く出土した。またHP-2からは黒曜石のフレイク・チップやRフレイク、 Uフレ

イク、石雛未製品等が多く出土している。このピットの北東側床面では泥岩の砂状化した礫屑が直径
30センチほどの範囲で検出されている。HP-3からも黒曜石のフレイク・チップが多く出土した。

柱穴は床面、壁際、検出面からⅥ層上面にかけて精査を行ったが検出されなかった。住居の外側に柱
穴があることを想定し検出面からⅥ層上面にかけて掘り下げと精査を行ったがここからも検出されな

かった。

床面と床面に構築されているピットの遺物の接合を試みたが、石斧、剥片石器共に殆ど接合しなか

った。剥片石器については石鍼未製品、 Uフレイク、 Rフレイクが多く出土している。調査の結果、

この遺構は石器製作を行った場と判断した。

遣物： 1 ． 2はⅢ群b－2類、 3はⅢ群b－3類、 4はⅢ群b類である｡ l～3には箆状工具による

施文が施されている。 1は垂下する貼付帯が刻まれる。 2には沈線文、 3には刺突文が施される。 4

にはLR斜行縄文が施される。いずれも胎土に微量の黄白色粒や砂粒を含む。

石器は主に床面出土のものと付属の土曠中から出土したものを掲載する。 5， 6は石鑛。黒曜石製。

両方共に有茎雛。 5は二次調整が丁寧なもの。先端部を欠損する。 6は未製品と考えられるもの。腹

表Ⅵ－7－10掲載土器一覧
接合･同一個{ﾎなど調査区名と遺物番号, 層位と点数,合計破片点数
（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む点数）図番| 分類 l幾 鑿| 層位 備 考点数

垂下する貼付帯

沈線

刺突文

RL

床

床

土

士

士

床

１
－
１

貌

幽
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哩
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２
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~~~
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ｂ
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Ⅱ
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３

４

覆
一
覆
一
覆

１
－
１
－
１
－
１

表Ⅵ－7－1 1 掲載石器一覧

考備一

転

面

一
濡
識
雑

却

拙

味

欠

未

破

咄

破

碩
》
串
嚥
輌
雫
萄
》
滑
畔
峅

創

ｎ

８

ｎ

９

３

２

１

⑳

０

帥

／
ｆ
ｌ
、
。
●
。
。
。
●
Ｄ
０
．
白

雲

①

２

Ｇ

０

１

７

８

８

０

１

６

鞘

兜

⑮

未製品

破損品転

11-3-189(床面

分 類 ｜遺物番号｜ 層 位 長さ×幅×厚さ(cm)

（2. 58)×1 ．25×0. 3(）

3．86×2．26×0．40

(3.7())×(1.64)×(0.82)

1．92×1．05×0， 50

2． 70×1．00×0．50

語
－
５
ｌ
６
ｌ
７

８

９
ｌ
叩
皿
｜
皿
一
喝

魁

258 床面(HP-3-10)
209 1床 面

鐡
一
鎌

信

石

用の可能性有331 覆土(HP 2-20)

205床 面

96床 面

106床 面

310覆土(HP-2-3)

92覆土上面

183 床面直上(HP-2-1)

99床 面

石槍・ナイフ

石 錐

Rフレイク

石 核

スクレイパー

石 斧

たたき石

砥 石

2．67×2．69×1． 12

10．42×5．95×1． 16

直上) (HP 1 1)と接合破損品（19-5)×5．27×3． 52

13． 1×7．4×7． 1

(5.05）×（5. 1）×（1. 7）
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面は縁辺を除き未調整である。先端部の調整が荒く歪である。 7は石槍・ナイフの未製品とした。黒
曜石製。礫皮表面を残す剥片の腹面に調整が加えられている。礫皮表面の残るほうには縦長に表面を
削<"ような剥離面と、その打点に近い部分ではピエス・エスキーユのような階段状の剥離がみられる。
転用された可能性もある。 8は石錐。黒曜石製。両面に二次調整が加えられ、刺突部を作り出す。 9
はRフレイク。黒曜石製。礫皮表面の残る剥片の縁辺にわずかに調整が施されているもの。 10は石核。
黒曜石。礫皮表面を残す。 11はスクレイパー。珪質頁岩製。剥片の背面両側縁を刀部とする。表面
にはタール状のものが付着する。 12は石斧。刀部を欠損する。打ち欠きと敲打調整を行ってから研
磨を施している。基部は尖った形をしている。泥岩製。 13はたたき石。比較的大型の亜円礫の端部
と表面の一部にたたき痕があるもの。砂岩製。 14は砥石片。砂岩製。

時期：床面及び覆土中からⅢ群b類土器が出土していることから縄文時代中期後半と考えられる。

H-4 (図Ⅵ－7-15/表Ⅵ－7-1 ･ 2， 12～14/図版75 ･ 90)
位置:M39b、 N39a

規模:2.20×(1.76)/2.04×(1.68)/0.15m

特徴：調査区西端、標高25.5mのところに位置する。この遺構の上面は風倒木により攪乱を受けてい

た。Ⅵ層上面まで掘り下げたところ、北側の一部を除き、攪乱を受けていない落ち込みを確認した。

西側の一部、緩やかな地形に傾斜に沿って土層観察部分を残し掘り下げたところ、床面より15cm上

からの掘り込みを確認し、遺構と認定した。平面はやや不正な円形である。構築面はV層下位である。

床面は平坦である。床面のほぼ中央からは楕円形の地床炉を検出した。 また、床面からは柏木川式期

の土器がl個体出土している。壁の立ち上がりは明瞭である。床面と、住居跡周辺を確認面から精査
を行い、柱穴の検出に努めたが確認されなかった。

遺物： 1は床および覆土、M39グリッドのV層中位～V層下位から49点出土し、 40点が接合したⅢ

群b－2類土器である。胴部が膨らみ、頚部がくびれ、口縁が外反する器形である。口縁には3対、 6

ヶ所の山形小突起をもつ。口径29.2cm、残存器高35.5cmを計る。器面にLR斜行縄文を施し、口縁に

1本、頚部に2本の横環する貼付帯を廻らせている。口縁の小突起の直下から垂下する貼付帯をつけて、

口縁と頚部の上側の横還する貼付帯をつないでいる。口縁貼付帯には縄端によると思われる刺突文が

廻らされている。垂下する貼付帯は横位に、頚部の横環する貼付帯は縦位に、 LRの縄により刻まれ

ている。口唇および内面は丹念な横なでにより調整されている。内面には環積みの痕が凹凸に残って

いる。胎土には黄白色粒や細粒を多く含む。焼成はあまりよくなく、指ではじくと鈍い音がする。 2

は覆土から出土したⅢ群b－2類土器である。口唇には内面方向からの指頭および爪によるものと思

われる刺突文が施されている。口縁には径3mmほどの細い竹管状工具により、右方向からの刺突文

が1列廻らされている。器面・内面とも粗雑な横なでにより調整されており、指頭痕が残っている。

表Ⅵ－7-12 H-4出土遺物一覧

層位 ｜ 遺物名 分
土｜土 器| I群b類i ・ 器－1－

■I"一

頚 皇数 ｜ 層位 ｜ 眉晒茗 分 類 点数
合 計’ 76‘点

覆 土 1占
▲ﾉ ﾄ ､、

斗占
…J ､､I群b－1類

Ⅲ群b類

床 －卜 易且
一 f1町 Ⅲ群b類 源

唖

源

嘩

一
原

礪
一
原

原

蠣

原

占
い６１ Ⅲ群b 2類
占
い
占
い
占
い

ａ

Ｌ

３

２Ⅲ群b－2類

Rフレイク

Uフレイク

剥片石器 スクレイパー

Rフレイク

たたき石

フレイク

礫・礫片(被熱）
△、
口

剥片石器

礫石器
石礫

訶

~

器

~片
台稠 1 『旨

当垂

1点

剥
一
礫
一 鰈

q占
三』竺竺

1占
▲J h ，､

|フレイク

｢蕊 藤戸
|礫●礫片

礫・礫片

礫・礫片

〃 ロ ~卜

b』恩

ﾜ1占
一凡J L，､

礫・礫片

(被熱）
計 68点

総 計 144点
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米原4遺跡Ⅵ
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図Ⅵ－7-15 H－4と這物
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表Ⅵ－7-13 H-4掲載土器一覧

遺構名

調査区

遺物

番号

接合･同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数・合計破片点数

点数 （前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む点数）

31H－4－1 1 ，覆土2層（1） ．同13，床（1） ~同25，床（ 1） ．同39，床（1）

4同43，床(2) . M39b29,V下(1 ) . N39d,V中（1） ． 49点

l

l

l

l

l

l

l l I－4－20，床（1） ． 3点

l

l

l

lH－4 48，覆土（3） ． 4点

1

1

図番 分類 層 位
備考

1 1Ⅲb－2

ｄ９

４

４

４

４

４

４

３

４

４

４

４

４

４

４

４

~~

~
~
~
~

~
~
~
~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｎ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

土

糀

土

床
床
床
床
床
床
床
床
床
》
》
謹

覆

帽

覆

蝿

溺
一
妬
一
扣
一
虹
一
妬

３
｜
妬
一
犯
一
型
一
哩
一
Ⅳ
’
４
’
１
－
蛤

6個の小突起

口縁貼付帯

縄端刺突文

横環する貼付帯

垂下する貼付帯

縄刻み

LR斜行縄文

刺突文

垂下する貼付帯

刺突文

LR

LR

LR

LR

LR

’

２

２

~

ｂ

ｂ

Ⅲ

Ⅲ

２

ａ
３

3b

44 Ⅲb

5Ⅲb

6Ⅲb

7Ⅲb

8Ⅲb

表Ⅵ－7-14 H－4掲載石器一覧

番号｜

託
類 鋤番号 層位

｢パー 36 床
き 石 341 床

分
一
皿
’
た

長さ×幅×厚さ(cm)

3．55×2．63×0．82

7．4×5．2×3．6

質

石

岩

曜

石

黒

砂

、

〕

８

１

〃

Ｕ

６

７
７

自

重

一

『

１

重

一 備 考

胎士には白色粒、砂粒を含む。 3は床から出土したⅢ群b－2類土器である。 3aは横環する貼付帯、

3bは垂下する貼付帯部分である。横環する貼付帯には横位に、垂下する貼付帯には縦位に、半裁竹

管状工具による刺突文が施されている。内面は横になで調整されている。胎土には黄白色粒、砂粒を

含む。 4～8には器面にLRの斜行縄文が施されている。 4 ･ 5は床出土、 6 ･ 7は覆土2層出土、

8は覆土出土のⅢ群b類土器である。 4 ． 6の内面は平滑で縦に磨かれている。胎土には砂粒と、微

量の白色粒を含む。 5の内面は丹念な横なでである。胎土は粒が揃い均質で、微量の砂粒と淡黄白色

粒を含む。 7は内面が横になで調整され、指頭痕が残る。胎土には白色粒と、微量の小礫を含む。 8

は内面が縦になで調整され、胎土に微量の砂粒と小礫を含む。

石器は床面出土ものものを掲載する。 9はスクレイパー。黒曜石製。礫皮表面を残す。 10はたた

き石。やや縦長の亜円礫の両端にたたき痕があるもの。砂岩製。

時期：床面からⅢb－2類土器、柏木川式期に比定される土器が出土していることから縄文時代中期
後半である。

H-5 (図Ⅵ－7-3 ･ 16/表Ⅵ－7-1 ･ 2 ･ 15 ･ 16/図版76 ･ 90)

位置:043c、 O44b

規模： （3.50)×(1.94)/(3.16)×(1.86)/(0.25)m

特徴：調査区南西側の標高25.5mのところに位置する。V層を掘り下げていたところ、調査区と調査

表Ⅵ－7-15 H-5出土這物一覧
層位 遺物名

土器

刹片石器

礫石器

剥片

礫・礫片

分類

Ⅲ群b類

Uフレイク

石斧

フレイク

礫・礫片

層位 遺物名 ｜ 分類
土下面 礫石器 ｜台石

識
一
環
鑪
轤
一
嘩
鑪

点

点

点

点

点

点

点

数

１

１

１

２

９

噸

妬

占
邨

覆十 覆土下面礫石器

隣
床

辨一鈴

合言’

Ⅲ群b－2類
フレイク
礫・礫片

点

点

１

１

３合計

礫･礫片 礫.礫片(被熱) ’

雫
ロ
、

エ
ゴ

を
仁

覆十'二m

’総計
'詞合計
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VI 米原4遺跡

表Ⅵ－7-16 H-5掲載土器一覧
遺構名 遺物 接合･同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数・合計破片点数

図番 分類 調査区 番号層 位点数 （前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む点数）

lⅢb 3H 5－12 覆土 l

’遺物

番号

遺構名

調査区 層 位図番 分類

’ ’ 備考

鳫悪面意

区外の境、地形の傾斜に沿い暗色の落ち込みを検出した。住居である可能性があったため、土層観察

用の土手を残し掘り下げを行ったところ、明瞭な壁の立ち上がりを確認し遺構と認定した。壁の立ち

上がりは北東側にやや階段状になっており、ベンチ状に似た段差が床面と壁際に生じる。床面はほぼ

平坦である。土層の堆積状況は自然埋没によるものである。床面の遺物は検出できなかった。遺構の

ほぼ半分の調査しかし得ないため、遺構の内容を把握し得なかった。炉などの焼土は確認されていな

い。

遺物： 1は覆土から出土したⅢ群b類土器である。器面には結束第2種のLRの縄文が施されている。

内面は丹念な横なでにより調整されている。胎士には微量の小礫、少量の淡黄白色粒と砂粒を含み、

手にザラつく感触がある。焼成は良好で、堅く焼き締まる。

覆土からは同様の地文をもつ土器片が出土しており、出土遺物一覧ではⅢ群b類と記載したが、 Ⅲ

群b－3類と推定される。なお、床からはⅢ群b－2類と思われる小片が出土しているが、施が不鮮

明なため掲載できなかった。

時期：床面のⅢ群b－2類と思われる土器の出土から縄文時代中期後半～末葉と考えられる。 （袖岡）

H－5

26

5cm0
一

一

ａ
’ a 26， 10m~

1 黒色土：v層土を主体とするやや締まりがある．

2暗褐色土：v層土とⅦ、Ⅷ層土の混合やや締まりがある

3 暗褐色土：V層土とⅦ、Ⅷ層土の混合やや締まりがある

4黒褐色土：V層土とⅦ層土の斑状混やや締まりがある．

Ⅵ

Ⅶ
ﾆｱﾃｰ夢1

~一一一一－一一一一3－－調査区外

b b′261 oom

－－－J「
上

~~

、
）
Ｉ

1m
I

図Ⅵ－7－16 H-5と這物
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H-6 (図Ⅵ－7-17～20/表Ⅵ－7-1 ･ 2 ' 17～19/図版76～79)
位置:M54a～。、M55a･ b

規模：446×3.28//4.34×3.22/0.20m

特徴：台地のへりからの検出である。包含層調査の際、M54グリッドⅥ層中位において、焼土F－
9を検出した。Ⅵ層中位において、終了後、周囲の包含層を精査した。すると、M54，M55グリッ

ドにおいて黒色味をおびた褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みの平面形は小判型に近い楕円形で

ある。平面形の四隅および南側の辺中央には黒色土の落ち込みがからんでいた。小判型の長軸と短軸
にそってベルトを残し、落ち込みの土を掘り下げた。剥片および石斧片を主体とした遺物が多く出土

した。柏木川式士器の残存率の高いもの（1）と、床面近くから出土した、大型の砥石が特に目立つ。

中央部、 ちょうどベルトが十字に交差するあたりにおいて床面から、明榿褐色に変色した土層を検
出した。焼土と判断して、地焼炉を想定した。遺物を取り上げ、焼土の分布場所を除いてベルI､をは

ずした。その作業時にもやはり床面直上において、剥片および石斧片を主体とした遺物が多く出土し

た。床面はおおよそ平坦ではあるが、全体に、斜面側にややかたむいている。またHP 9周辺と地

焼炉周辺については微妙に窪んでいる。また砥石の周辺は酸化鉄によって赤みをおびている。

層位の観察の結果と遺物の出土状況を踏まえて、床面直上から覆土3～5層までを、生活面として

とらえられると判断した。それは柏木川式土器と砥石を検出した層位である。取り上げにあたって覆

土1， 2層を覆土上位、覆土3～5層を覆土下位(生活面）とした。生活面の下位から床面にかけて、

焼土は分布していた。検出状況から地焼炉と判断した。剥片、石斧片については石錐、石斧未製品等

の出土から、石器の製作場所を想定できる。

付属遺構について、 HP-6、 HP-8、 HF-1、 HP-9はおおよそ住居の長軸上に並んでい

る。 またHP-7を北隅, HP-11を東隅、 として3本主柱穴の可能性を考えると、明瞭な掘り込み

ではないが、南隅の位置には黒色土の浅い入り込みがある。西隅にあたるものはないが、配置から、

HP-9をその代用とも想定できる。比較的大型の長楕円形の付属遺構HP-1～5はいずれについ

ても、 オーバーハングした壁面を持ち、 フレイク、石斧片が多く出土した。住居覆土を一段下げたで

表Ⅵ－7-17 H-6出土這物一覧

口

層位 遺物名 分類 点数 ｜ 層位 遺物名 分類 点数

Ⅲ群b類 5点

IⅡ群b－2類 11点

石鍍 9点

石槍・ナイフ 1点

スクレイパー 3点

石雛

石槍・ナイフ

スクレイパー

覆十卜而 上器 Ⅲ群b類

Ⅲ群b－2類

Rフレイク

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

占

６

９

２

３

６

４

６

１

９

３

６

３

４

３

１

４

１

１

７

１

４

１

ワ

】

剥片石器

Rフレイク

Uフレイク

石核石核

剥片石器

Uﾌﾚｲｸ

石斧

フレイク

礫.礫片

礫石器

剥片

礫・礫片

21点

嘩
一
第

蝉石斧

たたき石

石斧

たたき石たたき石

合計

Ⅲ群b類

Ⅲ群b－2類

占鍼

~

礫石器

フレイク

礫・礫片

フレイク

礫・礫片

土器

刺片石器

引目
~~

合言’

I群b類

Ⅲ群b類

111群b－2類

合言’

I群b類

Ⅲ群b類

111群b－2類

占
州
占
恥
占
恥
一
占
小
占
〈
占
輌
点

１

７

１

２

１

９

３

３

１

６

２

８

２

３

乗'1片

礫・礫！

乗'1片

礫・礫！ Rフレイク

Uフレイク

石斧

たたき石

砥石

石鎌

スクレイパー

Rフレイク

Uフレィク

石核

石斧

たたき石

石鎌

スクレイパ

Rフレイク

Uフレィク

石核

石斧

たたき石

覆土下面 ｜土器土器 礫石器

剥片石器認ﾘ片石器

~

訂ハ 1 も

l己,思

再~ト

イ』見

ワ匡少『
白U涼K

へ~。~時

dl′黒

糺占
~1画h 1,

206点

l占
今』}、牡

1 占

系'1片 フレイク

合計

|フレイク
合計

Ⅲ群I〕類Ⅲ群b類

坤
酔
畔
一
癖
一
暁
一
点

[1F illj

祠j－｢］悪
石錐

Rフレイク

礫石器礫石器 承'1片石器

1占
AJh b,

|砥石

際；
|砥石

際；
Uプレイ

石斧

フレイク

，占
坐

1占
呈j P I，

〕l,『常
１１

１

僅

州

磯

剥片

礫・礫片

点

点

点

点

６

７

９

５

製

妬

5点

礫石器

剥片

△骨L
口面I 合計’ 37点

床 弓|~さ器 I群b類 典公評
lly心､！

1771占
L，~ロユJ ト､、
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Ⅵ米原4遺跡

H

、

、

0 50cm

a 26．00m~a 1
－、

Ⅵ

b‘ 26．OOmb

／ ､Ⅵ

話でE一＝ﾌ斎
Ⅵ

Ｈ

Ｈ

１

２

３

４

6

6土層註記

黒色土;包含層V層主体､ややしまる

黄褐色土:黄褐色ローム質土と黒色土が1 : 1で混じる径3cm前後のローム質土が密な班状に
そして粒径1 cm以 下のバミスが混じる
黒褐色±:包含層V層主体径3cm前後のﾛﾑ質土が密な班状に、そして粒径1 cm以下のパ
ミス混じる

黒褐色土；粒径1cm以下のパミスが微量混じる

5 黒色土：粒径1 cm以下のパミスが微量混じる

6 黒色土：榿褐色土の焼土数が班状に混じる

7 榿褐色士：焼土

8 黒色土：薄い厨として入り込む

9黄褐色ローム質土が被熱した土

ﾛ ,

1 25． 80，

－マン
」 」 25， 90m

-9や-T=工竺-皇sB5'”~ HP1

， 黒褐色土：径,~3cmのローム質土が混じる
HP3

‐ロエ ＃,概鍵憩い徽輝罐謎…‘
k k'25. 75m ' 黒褐色土：ややしまる径1~3cmのﾛﾑ質土が班状に、そして粒径' cm以下のﾊﾐｽ混じ

る
k ，二

| 1/ | '25. 80m
=－ HP5

~、’ ' 黒色土自よくしまる
HP1 0

m m25, 80m ' 暗褐色土:よくしまる粒径1 cm以下のﾊﾐｽ混じる

I7~7 W"贈褐謹’し；りなし径Ⅷ-3~mの鴫褐色土と明黄褐色土がⅧ : ｜の割合で混じる
HF1

6黒色土;榿褐色土の焼土数が班状に混じる
n n 25， 85m
一＝ 7 桧褐色土；焼土

、画 ：韓自適踵懸罐

0 0 25 80m
〃6－

ｄ
’． 25． 80m

皇セーフ身2…”
f f ’ ’25‘ go､

‐や＝二
窪
一
一
一

~
一
ｇ
｜
「
ｌ
廷

h n 25.90m

~匡一ラニ

１
１く６Ｈ７１

－

８

一

／

ｊ

言

．

畔

一
0 1m

1
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N55d （V下）
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8

▼■

部

＝

一

お‘。

図Ⅵ－7－18 H－6 (2)

明瞭に3層より黒色味が強い土が入り込んでいた。段階住居が埋まりかけたころに掘り込んだもので、

覆土2層が堆積する直前に埋まったものである。HP-3について、覆土2層がかぶさるように堆積

しており、生活面(覆土下位)の堆積した後のものであり、かつ、住居廃棄の前に掘られたものである。

廃棄行為に伴う土曠かどうかは、生活面と土曠出土遺物の出土層位がレベル的に同じであるため、判

然としない。廃屋墓の可能性についても可能性は否定できない。 しかし規模的には屈葬に使用できる

ものだが、覆土にはしまりがなく、掘り上げ土が混じらない事から、埋め戻しとは推定しがたく、な
んらかの生活活動に伴うものと考える。

遺物： 1は覆土から29点出土したⅢ群b－2類土器である。胴部が膨らみ、頚部がくびれ、口縁が外

反する器形である。口縁には山形の突起をもつ。器面にLRの斜行縄文を施し、頸部には厚い横環す

る貼付帯がつけられている。貼付帯の上下の器面は棒状工具により調整されて沈線状を呈している。

貼付帯は棒状工具で刻まれ、口唇は角と曲面のある施文具で刻まれていることから、半裁竹管状の工

具を用いているのかもしれない。内面は丹念に横なでにより調整されている。貼付帯がつけられてい

る部分より上の内面には、器面と同じLRの斜行縄文が施されている。胎士には微量の黄白色粒と砂

粒を含む。 2は床面直上から出土したⅢ群b－2類土器である。口唇および器面には LRの縄文が施
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VI 米原4遺跡

表Ⅵ－7-18 H－6掲載土器一覧
層位と点数・合計破片点数

轍| }錯圃-個"ﾋ調査区名と遣鱸ゞ（前項と同じ部分は同と省略、掲載掲載

｜

’

備 考
鑿| 層位

遺構名
調査区

~~

図番 分類 土器破片を含む点数）

H-6-6,覆下(1) ~同97, b(1) ~同298, a (1) ~同487,-(13)｣小突起、貼付帯~､

8187 1-H－6Ⅲb 21

|司541, HP-1(1) . 29点 ｜刻み､ LR|司488, -(3) ． 同540 ｊｌく一

占

い

，

○

白
刺突文、沈線文6-10、覆下(1)81 1床直

， ｰ F

しに垣H－62 1mb-2

I鰐147 1覆土下位Ⅲb－2 H－6

三覆土下位 1H－6
1J）

1，〕Ⅲb－21

工亟－

+鯨
~二

~

H－6 19，糧下(1) . 同38, 同(1) . 3点

H-6 8, b(1) . l司126,床直(1) ~ 同234, 同(1) . 6点

H-6-565,覆上(1) . 4点

H－6 19，覆下(1) . 同38, 同(1) . 3点

H-6-565,覆上(1) . 4点

覆土下位｜ ］
~

01
合上H 6Ｆ

Ｄ Ⅲb

234 1床直 ’ 3H 6Ⅲb6

1564H－67 1Ⅲb
I？T
上配些

565 1覆土上位 ］H－6

底部張り出さず

LR

覆土上位 1
F戸ハ

DbOH－6

H 6-15,覆下(1). |司18,同(1) .同81,床直(1) ､同91,覆下(1)

同92, ｜司(1) . 同104, 同(1) ． 同105, 同(1) ． ｜司125, 同(1)

1187H－68 1Ⅲb 2ⅡIb 2

底部張り出す
三

|司(1) ． 同347, |司(1)

同(1) . |司459, 同(1)

覆下(1) .同509,同(1)

ａ

妬

２８

５

５

刷

同

２同５

２

５

２

１

４

同

司

恥
一
叫
一
抑

同143, 同(1) . l司155,

|司418, 同(1) . |司422,

同483, ｜司(1) ． 同488,

|司514, 同(1) . 23点

H－6 552, HP 4(2)

同506, n(1) . 6点

同35()，覆下(1) ~ 同398, 同(1) LR1HP 4552H 6mbし1

T1J
し」礼PVD－頁

｣人エ 写mb lH-61 558 110

表Ⅵ－7－19 H－6掲載石器一覧
考備重量(9) 石質遺物番号 層位 長さ×幅×厚さ(cm)分 類番号

未製品、欠損品

未製品

未製品、欠損品

未製品

黒曜石(1．4）覆土下位｜ （2. 70)×1. 54×0．42石 鰄 lOOB11

0．9 黒曜石未製品

(0. 7） 黒曜石未製品、欠損品

0.9 黒曜石未製品

1．4 黒曜石未製品

().7 黒曜石 未製品

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石
~

1 1

2．38×1．42×().42覆土下位石 雛 ミワ7R
ノ臼~IL』

1ワ
上白

覆十下位 (2. 15）×1. 20×0． 30

2．70×1．74×0．28

2．76×1． 77×0．48

石 賑 239B13

517B 覆土下位雛石14

石 雛 548 HP－3[5

黒曜石

黒曜石

2．45×1

2.27×(1

2． 18×1

20×0． 36

03)×0．40

18×0．38

HP－3雛 548石16

未製品

未製品

(0． 7）石 雛 HP－45511ワ
ムI

0． 7石 鰄 HP 455118

黒曜石0．6鍼 556 2．30×1．33×0． 3

(2.90）×3．40×1． 19

HP－5

覆土下位

四

釦

石

破損品黒曜石(9．2）スクレイバー 40

亘
_翌
23

r）1

色1

翠配

黒曜石覆土下位

覆土下位

16． 12． 10×3．07×2．90
1-÷

1茨 3OB石

未製品N50d･25(V層下)と接合斧’ 572 1覆土下位
石| 549 HP-3

斧
F弓n

Dj4 泥岩(11.83)×(3.95)×(3． 17

4．8×5．0×1．3

(262．8）石

7．8 軽石砥

され、口唇には竹管状工具による刺突文、口縁には沈線文が施されている。内面調整は横なでである。

胎土には白色粒と砂粒を含む。 3 ． 4は覆土下位から出土したⅢ群b－2類土器である。 3は口縁に

山形と思われる突起をもつ。突起部分は欠損している。器面にLRの縄文を施し、口唇と口縁に半裁

竹管状工具による右方向からの押引文が施されている。 4は口唇に指頭による刺突文がある。いずれ

も内面は平滑で、丹念な横なでにより調整されている。胎土は粒が揃い均質で、微量の白色粒、砂粒

を含む。焼成は良好で堅く焼き締まる。 5は覆土下位、 6は床面直上から出土したⅢ群b類土器であ

る。いずれも、器面にはLRの斜行縄文が施され、内面は平滑で丹念に縦に調整されている。胎土に

は白色粒を含む。焼成は良好で堅く焼き締まる。 7は覆土上位から出土したⅢ群b類土器である。底

部は張り出さず、磨耗した器面にはRL斜行縄文と縄線文が認められる。内面には凹凸がある。調整

は横なでで、指頭痕が残っている。胎土には黄色粒、小礫、砂粒を含む。 8は床面直上および覆土下
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｜~位から23点出土したⅢ群b－2類土器である。底部は張り出している。器壁には凹凸があり、指頭痕
が残る。器面にはLRの斜行縄文が施され、内面調整は横なでである。胎土には黄白色粒を含む。
焼成はあまりよくなくもろい。内面が剥落している部分もある。 9はHP-4， 10はHP-5から
出土したⅢ群b類土器である。器面にはLR斜行縄文が施されている。 9は内面が平滑で、縦に調整
されている。 10の内面は横になで調整されている。 9は胎土が綴密で、微量の白色粒を含む。 10に
は微量の白色粒、小礫を含む。 9は焼成が良好で堅く焼き締まる。

石器は覆土下面のもの、付属の土曠から出土したものを掲載する。 11～19は石鍼。黒曜石製。 11
は未製品。両面に一次剥離面を残す。背面に中途半端な二次調整が施されている。先端部にかけてと、
基部にかけて未調整となっている。腹面は先端部にかけてと基部にかけて粗雑な調整が加えられる。
先端部を欠損する。 12は背面の縁辺に調整を加え石鍼としている。背面には礫皮表面が残る。腹面
には基部付近にわずかに剥離痕があるが二次調整は見られない。 13は先端部の調整が丸みを帯びる。
両面に一次調整面を残す。両面の縁辺に二次調整を加えている。基部は比較的明瞭である。未製品と
考えられる。 14も剥片の縁辺を両面から粗雑な調整を加えている。先端部がやや歪で基部は比較的
長く、明瞭である。 15は二次調整が荒いもので、先端部、基部、両側縁共に歪である。 16も先端部へ
かけての二次調整が若干歪であるが、 この住居跡から出土したほかの石繊に比べ完成度が高い。 17

も一次剥離面を残し、二次調整が荒いが茎は明瞭で長い。 18は、二次調整は丁寧であるが茎の調整
に失敗したのか、基部には歪な調整が施される。 19は、調整は丁寧であるが主剥離面と、礫皮表面
を残す。 20はスクレイパー。黒曜石製。背面両側縁を刀部とする。縁端部に礫皮表面を残す。 21は

石核。黒曜石製。礫皮表面を残す。 22は石斧未製品とした。泥岩。礫片の、刀部とする方向に打ち
欠きによって調整を行った際、破損したものと考えられる。 23は砥石。軽石製で有溝のもの。

時期：時期は遺物の出土状況から、縄文時代中期後半、柏木川式期である。 （大泰司）
（2）土曠

士曠は4基検出した。検出した層位と覆土の遺物出土状況から縄文時代中期後半～末葉の土曠であ

ると判断した。 P－1～3までは確認した層位と覆土の堆積状況から同様な用いられ方をし、 自然埋

没した土塘であると考えた。 P－4については覆土が人為的な埋め戻しが考えられることから先に検
出した土曠とは性格が異なると考えた。

P-1 (図Ⅵ－7-21/表Ⅵ－7-1 ･ 2 ･ 20 ･ 23 ･ 24/図版80 ･ 92)
位置:N44a･d

規模: 1.90×1.65/1.58×1.20/0.25m

特徴：調査区南西側の比較的なだらかな沢状地形に面する台地の尾根状のところに位置する。包含層

を掘り下げていたところ、Ⅵ層上面で黒色士の落ち込みを確認した。土曠であることが想定されたた

め、半裁し掘り下げたところ明瞭な掘り込みを確認し土擴と認定した。平面形はやや不正な円形であ

る。土塘としてはH－4に近い大きさであるが、住居跡のような床面が存在しないことや地床炉がな

いこと、 また周辺から確認された土曠と検出状況や覆土の堆積状況が類似していること、 自然埋没し

た覆土からは包含層の出土遺物とあまり差異が無いこと等これらのことを総合的に判断して、遺構の
種類としては土壌とした。性格は不明である。

遣物： 1 ． 2は覆土から出土したⅢ群b－2類土器である。 1は口縁が外反する器形である。2次焼

成を受けたものが磨耗し、施文が不鮮明である。器面にはLRの縄文が認められる。口縁に幅11mm、

厚さ2nmの貼付帯を廻らせ、貼付帯には半裁竹管状工具による左方向か らの刺突文が施されている。

断面形が丸みを帯びた口唇と内面は平滑で、丹念な横なでにより調整さ れている。胎土には微量の白
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図Ⅵ－7-21 P－1～4･遺物
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図Ⅵ－7-22 P-4の遣物

色粒、砂粒を含む。 2は口唇の断面形は角形で、内面側にわずかに張り出している。器面にはLRの

縄文が認められる。口縁には半裁竹管状工具による、 2本1組の沈線文が2列認められる。内面は粗雑

な横なでにより調整されている。胎土には径2～9mmの礫を含み、器面が豆餅状を呈している。 2次焼
成を受けており、器面・内面とも荒れている。

3は石錐。覆土中からの出土。茎が明瞭なもの。二次調整は比較的丁寧である。黒曜石製。

時期：覆土中のⅢ群b－2類の出土と周辺の遺構から縄文時代中期後半と考えられる。

P-2 (図Ⅵ－7-21/〆表Ⅵ－7-1 ･ 2/図版80)

位置:M44d

規模： 0.73×0.64/0.45×0.40/0.15m

特徴：査調区南西側の比較的なだらかな沢状地形に面する台地の尾根状のところに位置する。包含層

を掘り下げていたところ、Ⅵ層上面でP－1， 3の北側に位置する黒色土の落ち込みを確認した。士

曠であることが想定されたため、半裁し掘り下げたところ明瞭な掘り込みを確認し土壌と認定した。

平面形はやや不正な円形である。覆土は自然に埋没していったものと考えられる。この土曠はP－1，

3と同時期で同じ目的や用途であったことが推測される。性格は不明である。

時期: P-1と同様の士曠と判|断したため、 縄文時代中期後半と考えられるc

P-3 (図VI-7-21/表Ⅵ－7－1 ．2･ 21〆図

位置:N44d

規模：0.80×0.70／().70×0.52／0.22m

版8() ）
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Ⅵ米原4遺跡

特徴：調査区南西側の比較的なだらかな沢状地形に面する台地の尾根状のところに位置する。包含層
を掘り下げていたところ、Ⅵ層上面でP－1の北側に位置する黒色土の落ち込みを確認した。土曠で
あることが想定されたため、半裁し掘り下げたところ明瞭な掘り込みを確認し土曠と認定した。
平面形はやや不正な円形である。覆土は自然に埋没していったものと考えられる。この土曠はP－1，
2と同時期で同じ目的や用途であったことが推測される。性格は不明である。

時期: P-1， 2と同様の士曠であると判断したため、縄文時代中期後半と考えられる。

P-4 (図Ⅵ－7-21 ･ 22/表Ⅵ－7-1 ･ 2 ･ 22 ･ 23/図版81 ･ 92)

位置:N48b

規模：0.82×(0.56)/0.62×(0.42)/(0.16)m

特徴:H-3の東側に位置する。包含層調査でⅦ層上面まで掘り下げていたところ暗褐色土の落ち込
みと、口縁から胴部にかけての比較的大型な土器片を検出した。土曠であると判断したため、半裁を

行ったところ明瞭な掘り込みを確認した。検出した部分が土曠の曠底部分と思われ、構築面がV層下
位であったものと推測する。平面形は楕円である。覆土は締りがあり、人為的に埋め戻されたことが

考えられる。先に検出したP－1～3とは覆土の堆積状況や遺物の出土状況が違うため、 これらの土
曠とは性格が異なるものと考えられる。性格は不明である。

遺物： 1はP－4の覆土およびM47、 047， 048グリッドのV層下位から6点出土したⅢ群b－

3類土器である。口縁に向かって緩やかに開く器形である。口縁には肥厚帯をもち、そこに半裁竹管

状工具による右方向からの押引文が2列施されている。口唇にも同様の押引文がある。器面には結束

第2種のLRの縄文が施されており、内面の口縁肥厚帯のある部分まで同様の縄文が施されている。

口縁肥厚帯直下の器面には、竹管状工具による円形刺突文が廻らされている。内面は横になで調整さ

れており、指頭痕が残っている。胎土は均質で粒が揃っており、淡黄白色粒と砂粒を含む。焼成は良

表Ⅵ－7-20 P-1出土遣物一覧
層位 ｜ 遺物名 ’ 分 類 点数

覆 土土 器Ⅲ群b類 2点
Ⅲ群b－2類 8点

%'l片石器石雛 1点

石槍・ナイフ 2頁
Rフレイク 1点

礫石器石斧 l点
剥 片フレイク 12点

土 器LⅢ群b類
’Ⅲ群b－2類

覆 土

%'l片石器

哨小一店《

点数

~8点
分 類層位 遺物名

礫磯叶|篭÷鮮砿燕 苗
恥
占
い

１

６
３△、

ロ 計

Ⅲ群b－2類

台石

原
一
匹

石

土
礫

器

器

木

ﾛ■
占
小
占
小

２

８
３

,△
1コ

F二1

司
－~F

－

pl総

表Ⅵ－7-21 P-3出土這物一覧
｜ 層位 ｜ 遺物名 分 類 点

|雷 土'燦膿片'礫礫片磁熱) 1合 計’
覆 土

罰■
占
岬分 類｜ 層位 ｜ 遺物名数

1

1 ’割 1点二斗
目’総

表Ⅵ－7-22 P-4出土遣物一覧
｜ 層位 ｜ 遺物名 ’ 分 類 点数 ｜ 層位 ｜ 遺物名 分 類 点数

蕊’ 総 計 ,点|麓 土 土 器|m#b-3f合 計

ヮ占
一Jい、

ワ占
二J b,、

Ⅲ群b－3類

合

藩 土 士 器土 器 2点二上
同’総

計’

表Ⅵ－7－23土曠掲載土器一覧
遺構名 遺物 接合･同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数・合計破片点数

図番 分類 調査区 番号層 位点数 （前項と同じ部分は同と省略掲載土器破片を含む点数）
1 Ⅲb－2 P l 5 覆土 1

2Ⅲb 2 P l l 覆土 1

3Ⅲb－3 P 4 1 覆土 2M47d19, V下(1).O47dl4,同（1） ．O48a8，同（1） ．同d4，同（1） ．
6点

｜
遺物

番号

遺構名

調査区 層 位分類図番
備考

貼付帯、刺突文

沈線文

押引文

円形刺突文

P-1掲載石器一覧

｜鋤曾号｜ 層位 ｜ 長さ×幅×厚さ(cm)
雛’ 161 覆土 ’ 384×2｣3xq47

表Ⅵ－7－24

1 番号｜ 分 類
’ 31石 I|重量i9) | 石質 ’

’ 2~3 1 黒曜石 ’
備 考
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好である。

時期：埋め戻しの覆土からⅢ群b－3類土器が出土している。縄文時代中期末葉と考えられる。
（袖岡）

(3) Tピット

米原4遺跡B地区において4基のTピットを確認した。沢地形に沿って配列がなされる。狭い調査
区ではあるが、配列を考盧すると、いずれも同時期のものと考える。調査区の際から検出した、A地
区における、 TP4～5についても同一時期と考える。TP-3の土層堆積状況を考慮すると、焼土
F－2より古く、包含層V層の下位からの検出であり、TP4～5についてもそれと同一時期と考え
る。時期は苫小牧市東部、千歳市の類例から縄文時代中期後半から後期前葉と考える。その詳細につ
いては宮戸3遺跡Tピットの項目の末に記した。宮戸3遺跡で試みた形態的分類にあてはめると、曠
底面が不明瞭な長軸2.5m前後の大型なものが3基(TP-4, 5, 7)である。曠底面を持つ小型なもの
が1基(TP-6)である。

尚、 TピットについてⅦ層を1m近くの深さで掘り込んだため、表記について4通り設けた。
Ⅶ ：黄褐色ローム質士

Wa :榿色味をおびた黄色パミス

Wb :黄褐色ローム質土がグライ化したもの

Wc :褐色味の強い黄褐色粘土しまりがよい の4通りである。

TP-4(図Ⅵ－7-2 ･ 3/表Ⅵ－1-1 ･ 2 ･-7-1 ･ 2 ･ 26/図版81)
位置:M41a 規模:2.56×0.51/2.55×0.24/(0.90)m

特徴：包含層調査の際、M41,42グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土

の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方

向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面

的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。

土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判

断した。長軸南端は曠底部から開きながら立ち上がる。北端は著しくオーバーハングする。短軸方向

の断面形態は、曠底部から微妙に開きながら立ち上がる。遺構の上部は著しい崩落によって、外へ向

かってよく開く形状をしている。擴底面はおおよそ平坦だが、中央に窪みを持つ。
遺物：出土遺物なし

時期：時期は類例から縄文時代中期後半から後期前葉と考える。

TP-5 (図Ⅵ－7-2 ･ 3/表Ⅵ－1-1 ･ 2 ･-7-1 ･ 2/図版81)

位置:048d, 049a 規模: 2.36×0.57/2.24×0.21/(1.04)m

特徴：包含層調査の際、 048，49グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色土

の落ち込みを確認した。さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方

向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面

的に検出した。しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。

~

表Ⅵ－7－25 TP-4出土遺物一覧
占層位 遺物名 分 類 頁

覆 土｜土一器Ⅱ群a－2類
｜礫石器 たたき石
「緊示片｜フレイク

覆 土

たたき石

フレイク

」

点

数
２

層位 道物名 ’ 分

了礫片｜礫・礫片
類 数

一
環

嘩
一
臨

占
小

腱
’嶢

頭

△
口

二J

百 「

総
二01

目T
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VI 米原4遺跡

TP-4 b 25OOm~ａ
一

TP－4土層

1 黒色土：包含層V層の落ち込みを主体とするややしまる

2暗褐色±:包含層V層主体の土に包含層Ⅵ層の±が混じるややしまる

3褐色土:黄褐色ローム質十奔牛体とする土に黒色土が斑状に混じる粘質をおびしまりなL

4暗褐色土：包含層V層主体の±に包含層Ⅵ層の±が混じる粘質をおびしまりなし

5黄褐色ローム質土：ローム質±の流入

S暗褐色土:包含層V層主体の土に包含層V|層の土が混じる粘質をおびしまりなし

7褐色±:ローム質士に黒色土と包含層Ⅵ層の土が斑状に入り込む

8黒色土：ややしまる

～ぐ／

b

d 25. 10m~Ｃ
ｌ

~

_L
~lN42a

TP-5 七…
b 25． 90m~ａ

’

一

℃’
d 25， 90m

ノ ~~

Ⅵ

Ⅶ

ｂ
一Ⅶ a

TP－5土層

｡’1 黒褐色土：径1cmのﾊﾐｽ微量に混じるややしまる径3～5cmのローム質土ﾌﾛｯｸが微量
混じる

2暗黄褐色土：径1 cmのﾊﾐｽ微量に混じるややしまる

3糧黄褐色土:径1 cmのﾊﾟﾐｽ（Vl1a）多く混じる

4暗褐色土:径1 cmのﾊﾐｽ（ⅥIa）微量混じる

5黒色土;微妙に粘質をおびる

6暗黄褐色±:径1cmのﾊﾐｽ（Vlla）混じる

7黒褐色土日径1 cmのﾊﾟﾐｽ（Ⅶa)やや混じる しまりなし

B黒褐色土:径1 cmのﾊﾐｽ(Vlla)まじり しまりなしﾏﾄﾘｯｸｽにﾛｰﾑ質多く含む
9榿黄褐色±：径1 cmのﾊﾐｽ(ⅥIa）の崩落

10暗黄褐色土:ややしまる径1cmのﾊﾐｽ（Vlla）混じる

11 黒色土：しまりなし微妙に粘質をおびる

12暗黄褐色土:ややしまる径1 cmのﾊﾐｽ(Vl1a）混じる

13黒色士：しまりなし微妙に粘質をおびる

14暗黄褐色土:ややしまる径1cmのﾊﾟﾐｽ（Ⅵ|a)混じる黒色味強い

15暗褐色土: しまりなし

Ⅶc

、③

TP-6

6

、d 25． 60mb 25， 60m~ ~

~

Ⅶ

Ⅶb

TP 6±層

1 黒色土：径1~3cmの黄褐色ローム質土微量に混じるややしまる
2暗褐色土：径1～3cmの黒色±微量混じる

3暗黄褐色±：しまりなし径1~2cmの黒色土微量混じる
4暗褐色土：しまりなし漸移層の流入

5黄視角十: しまりなし黄褐色ローム質土の流入
6黒色土:しまりなしやや粘質をおびる径1~2cmのローム質土微量混じる

Ｙ１ｗ
－

0

1

七s｡。

図Ⅵ-7-23 TP-4～6
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図Ⅵ－7-24 TP-7

士層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判

断した。長軸両端は塘底部から微妙に開きながら立ち上がる。短軸方向の断面形態は、曠底部から微

妙に開きながら立ち上がる。遺構の上部は崩落によって、外へ向かってより開く形状をしている。曠
底面はおおよそ平坦だが、南東端に向かって傾斜する。中央に微妙な窪みを持つ。
遺物：出土遺物なし

時期：時期は類例から縄文時代中期後半から後期前葉と考える。

TP-6 (図Ⅵ 7-2 ･ 3/表Ⅵ－1-1 ･ 2 ･-7-1 ･ 2/図版81)

位置:N52c, d, N53b 規模: 1.58×0.30/2.85×0.27/(0.84)m

特徴：包含層調査の際N52，53グリッドの、基本層序V層下位において楕円形をした、黒色士の

落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方向

に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面的

に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。

土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピットであると判

断した。長軸両端は曠底部から微妙に開きながら立ち上がる。短軸方向の断面形態は、曠底部から垂

直に立ち上がる。遺構の上半部は著しい崩落によって、外へ向かってより開く形状をしている。渡底

面はおおよそ平坦だが、南端に向かって傾斜する。中央に微妙な窪みを持つ。

遣物：出土遺物なし

時期：時期は類例から縄文時代中期後半から後期前葉と考える。

TP-7 (図Ⅵ 7－2 ． 3彩表Ⅵ－1-1 ･ 2， －7-1 ･ 2/図版82)
位置:N54d, N55a 規模:3.01×0.30/2.85×0.17J(0.72)m

特徴：包含層調査の際、N54，55グリッドの、基本層序V層下位において長楕円形をした、黒色士

の落ち込みを確認した。 さらに掘り下げて、落ち込みの平面形が明瞭になった段階において、短軸方

向に土層確認の為のベルトを残し、落ち込みの覆土を掘り下げた。すると、 しまりのあるロームを面

的に検出した。 しまりのあるロームはそのまま立ち上がりを示し、曠底部と壁面であると判断した。

土層断面は崩落と流入の連続を示していた。人為的な土曠であり、その形状からTピッ1，であると判

断した。長軸西端は擴底部から微妙に開きながら立ち上がる。東端はほぼ垂直に立ち上がる。短軸方
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向の断面形態は、曠底部から垂直に立ち上がる。遺構の上半部は著しい崩落によって、外へ向かって
より開く形状をしている。曠底面はおおよそ平坦だが、東端に向かって傾斜する。中央に微妙な窪み
を持つ。

遺物：出土遺物なし

時期：時期は類例から縄文時代中期後半から後期前葉と考える。 （大泰司）
（4）焼土

焼土はB地区から13ヶ所検出した。いずれも縄文時代中期後半に属すると考えられる。これらの焼
土および焼土周辺からは礫片や石雛未製品、被熱した剥片石器片と(F-4， 5， 7)、焼土中からⅢ

b－3類土器(F－5， 9)が検出されている。ほかに時期差のある遺物が焼土の周辺から検出されて

いるが(F-4，11)その焼土の時期を反映するものではないと判断する。これらの焼土は包含層から

多く出土した被熱した礫、礫片を排出した焼土と考えられる （図Ⅵ－8－14)。 また、包含層からは

被熱した石槍・ナイフの破片が多く検出されており （図Ⅵ－8－14)、 F－7が位置するM52グリッ

ドから45点と、西側に隣接するM51グリッドから68点出土する。またその西側のM50グリッドから

はF-10， 13と石槍・ナイフが24点出土する。これらの礫や剥片石器を熱した可能性が大きい。

F－3，4，5 （図Ⅵ－7－25／表Ⅵ－7－1 ． 2 ･ 26 ･ 27 ･ 31～33/図版83，92)

位置:N43b、M43a，M43b

規模: 1.05×0.48/0.10m0.84×0.62/0.06m0.76×0.06×0.04m

特徴：調査区北西側の緩やかな沢状地形の、標高が比較的高いところに位置する。包含層を掘り下げ

ていたところV層下位で褐色士の広がりと、その周辺から遺物を検出した。焼土である事が想定され

たため半裁を行ったところ被熱し褐色化した土層断面を確認し焼土と認定した。 これらの焼土中や、

焼土周辺からは剥片石器や礫片が出土している。

また、 これらの焼土と直接関連付けるには不十分ではあるが、焼土が検出された、 イモッペ川に向

かう沢状地形で、標高が低くなるM42グリッドでは被熱した礫片が953点出土している。

遣物:047グリッド F－4のl ･ 2はF－4周辺のV層下位で出土したⅡ群a－2類土器である。

1は2次焼成を受けている。器面にはLRの斜行縄文が施されている。内面は横になで調整されてい

る。胎土には白色粒、小礫、繊維を含んでいる。 2は器面にRLの斜行縄文が施されている。内面は

平滑で丹念に横になで調整されている。胎士には繊維を含んでいる。

F－5のlは焼土中から出土したⅢ群b類土器である。器面の施文は判然としない。内面は平滑で、

縦なでにより丁寧に調整されている。胎士は綴密で粒がそろっており、微量の淡黄白色粒を含む。焼

成は良好で堅く焼き締まる。

F－4の3～6まで剥片石器。 3は石雛。黒曜石製で未製品。両面に一次剥離面を残す。腹面の左

側縁と背面の左側縁に二次調整を施す。先端部から腹面の左側縁にかけて破損していることから二次

調整は途中で中断されたものと考えられる。 4はRフレイク。黒曜石。石鍼の未製品に近いものと考

えられる。剥片の、背面右側縁と腹面の左側縁縁辺に二次調整を施し、石鎌に近い形を作っている。

先端部に相当する部分が、素材となる剥片が薄かったことと、基部に相当する部分が短いことなどか

ら途中で石鍼を作るのを止めてしまったものと推測する。 5は石錐。黒曜石製。被熱し発砲直前<"ら

いまで膨らむ。両面に二次調整を施し、刺突部を作り出している。上端は礫皮表面が残っていたもの

付きナイフ。黒曜石製。剥片の背面前面に二次調整を施し、両側縁を刀部と

からも挟入する二次調整が施される。先端部は石錐と複合しており、背面か

を作り出す。

と推測する。 6はつまみ

する。つまみ部分は腹面

らも調整を施し、刺突部
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F－5の3， 4は石鍼。 ともに黒曜石製。未製品と考えられる。剥片の両面に荒い二次調整を施す。
先端部は明瞭に作り出されていない。 4は破損しているもの。

時期：焼土周辺からⅢ群b類土器が出土している。縄文時代中期後半と考えられる。
F-6 (図Ⅵ－7-25/表Ⅵ－7－1， 2)

位置:M48d

規模：0.92×0.34/0.12m

特徴：調査区北東の標高27.0mの比較的高いところに位置する。包含層を掘り下げていたところ、 V
層下位で褐色土の広がりを確認した。半裁したところ被熱し褐色化した土層断面を確認し焼土と認定
した。平面形は不正な楕円である。

時期：周辺の焼土と同様の検出状況から縄文時代中期後半と考えられる。

F-7 (図Ⅵ－7-26/表Ⅵ－7－1， 2，28/図版83)
位置:M52b

規模:0.69×0.63×0.14m

特徴：調査区北東側の比較的平坦なところに位置する。包含層を掘り下げていたところ、 V層下位で

褐色土の広がりを確認した。半裁したところ被熱し褐色化した土層断面を確認し焼土と判断した。平
面形は不正な円である。焼土とその周辺から被熱した礫片が出土している。

時期：周辺の焼土と同様の検出状況から縄文時代中期後半と考えられる。

F-8 (図Ⅵ－7-26/表Ⅵ－7-1 ･ 2)

位置:M54b

規模：0.58×0.50×0.06m

特徴:H-6の西側に位置する。包含層を掘り下げていたところ、 V層下位で褐色土の広がりを確認

した。半裁したところ被熱し褐色化した土層断面を確認し焼土と判断した。平面形は不正な円である。

時期：周辺の焼土と同様の検出状況から縄文時代中期後半と考えられる。

F-9 (図Ⅵ－7-26/表Ⅵ－7-1 ･ 2 ･ 29 ･ 31/図版83 ･ 92)
位置:M55a･ b

規模：0.55×0.46×0.08m

特徴:H-6の覆土中に位置する。包含層を掘り下げていたところ、 V層下位で褐色土の広がりを確

認した。半裁したところ被熱し褐色化した土層断面を確認し、焼士と判断した。平面形は不正な円で
ある。

遺物： 1は焼土から出土したⅢ群b類土器である。器面にはRLとLRの縄文が認められる。内面は

指頭により横になで調整されている。胎土には小礫を多く含む｡ また、微量の白色粒、礫も含む。焼
成は良好で堅く焼き締まる。

時期：周辺からⅢ群b類土器が出土している。縄文時代中期後半と考えられる。

F-10 (図Ⅵ－7-26/表Ⅵ－7-1 ･ 2)

位置:M50d

~

規模： 0.65×0.52×0.11m

特徴：調査区北東の平坦なところに位置する包含層を掘り 下げていたところ、 V層下位で褐色土の広
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がりを確認した。半裁したところ被熱し褐色化した士層断面を確認し焼土と判断した。平面形は不正
な円である。

時期：周辺の焼土と同様の検出状況から縄文時代中期後半と考えられる。

F-11 (図Ⅵ－7-26/表Ⅵ－7-1 ･2)

位置:M57c

規模:0.81×0.63×0.08m

特徴：調査区北東の平坦なところに位置する。包含層を掘り下げていたところ、 v層下位で褐色土の
広がりを確認した。半裁したところ被熱し褐色化した士層断面を確認し焼土と判断した。平面形は不
正な円である。

遺物: 1はF-11周辺のM58グリッド、 N-57 ･ 58グリッド、 057グリッドのV層下位から14
点出土したI群b－1類土器である。口縁は歪んでいる。底部は張り出す。口唇の断面形は丸みを帯
びる。器面・内面は指頭による横なでにより丁寧に調整されている。胎土には砂粒を含む。

時期：周辺の焼土と同様の検出状況から縄文時代中期後半と考えられる。

F-12 (図Ⅵ－7-26/表Ⅵ－7-1 ･ 2)

位置:M46d，M47a･ b

規模：0.42×0.28×0.06m

F－4出土遺物一覧
分 類 ｜ 点

表Ⅵ－7－26
~ ~~~層位 ｜ 遺物名

点数
一

1占

点

層位 遺物名 ’ 分 類数

~ワ占一J 1､､
占
い
占
い
占
い
点

１

１

３

１

１
１

礫石器 石芦石芦Ⅱ群a－2類
ダ△、
【．合

土 器焼土付近

…冠北海道式石冠

フレイク

礫・礫片
一合
口

源
一
原
芯
斗

言」
。’
言」
。’

片
癖

剥
一
礫卜篭
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竺J 0､、
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雨ラ Fイク
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|J息
こみ
同’総

表Ⅵ－7-27 F-5出土這物一覧
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数
５

占
小分 類数 ｜ 層位 遺物名

1点’ 礫・礫礫

|礫

占
"DB,分 類層位 ｜ 遺物名

片｜礫・礫片
｜礫･礫片(被熱）

合｢－
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表Ⅵ－7-28 F-7出土遣物一覧
韓
一
頤
頤
一
艫

分 類 ｜ 点数 層位 遺物名 分 類
|礫．礫片(被熱) | 5K V層下 礫．礫片｜礫．礫片(被熱）

合 計 5点 合
総 計

V層下

垂鑪

層位 ｜ 遺物名

暁土中｜礫・礫片
二~l

言T

F－9出土遣物一覧
分 類 ｜ 点数 ｜ 層位 遺物名

襄「－ 総'Ⅲ群b類
合 計’

占い占い

２２

総

表Ⅵ－7－29
~ ~ ~~ ~ ~ ~~~ ~ ~1 層位 ｜ 遺物名 点数 ’分 類

’暁土中L主
’

器 2点吾斗

同’

表Ⅵ－7－30 F－13出土這物一覧
点数類類 点数 ｜ 層位 遺物名 ’ 分

11点,V層下 剥 片｜フレイク
計 11点，へ

口

総 計

占、占い

１１入－１入

でｌＬ１Ｉ４

V層T
層位 遺物名 分
土中｜剥 片｜フレイク 原

原
l罐十中
"し一 I

二~’

百丁
へ
1コ

12点
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’

~特徴:H-1の東側に位置する。包含層を掘り下げていたところ、 V層下位で褐色土の広がりを確認
した。半裁したところ被熱し褐色化した土層断面を確認し焼土と判断した。平面形は不正な円である。
時期：周辺の焼土と同様の検出状況から縄文時代中期後半と考えられる。
F-13 (図Ⅵ－7-26/表Ⅵ－7-1 ･ 2)

位置:M50a･d

規模:0.58×0.34/0.10m

特徴：調査区北東の平坦なところ、 F-10の南西隣に位置する。包含層を掘り下げていたところ、
V層下位で褐色土の広がりを確認した。半裁したところ被熱し褐色化した土層断面を確認し焼土と判
断した。平面形は不正な楕円である。焼土中からは礫片が出土している。

時期：周辺の焼土と同様の検出状況から縄文時代中期後半と考えられる。 （袖岡）

’
表Ⅵ－7－31 焼土掲載土器一覧

｜ ｜ 遺構 詞遺構名
接合・同一個体など

調査区名と遺物番号， 層位と点数・合計破片点数
点数

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む点数）

’

調査区

遺物

番号

図番 分類 層位 備 考

F4 I Ⅱa－o色 F 4周辺 V層下位11 １
’

LR，繊維

RL、繊維
F4 2 Ⅱa-21F-4周辺 V層下位3 ’

FR－1
』U 上 |Ⅱlb F－5 焼土中8 I

1 F-9-1 ,焼土中(1) . 2点

M58a4, V下(1) . 同C5,
同Cl2, VI(1) ． N57clO,

F9－］ Ⅲb 焼土中F－9 1
RL

同(1) ．

V下(2)

Fll－la I b 1 O57a V層下位

V層下位

5 1 無文

N57b ‘ |同熟哨3)WWW}[｣点
Fll lb 9

底部張り出す

’ ｜ ‘l
O57a V層下位3

’

表Ⅵ-7-32 F-4掲載石器一覧

遺物
番号 石賀 ｜ 傭番号 分 類 層 位 長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 考

（0~6）鍼石 焼土付近(V層下）

焼土付近(V層下）

焼土付近(V層下）

３

４
’
５

9 (2.02)×(1.48)×0．31

2．60×2．46×4．00

黒曜石 未製品・破損品

石雛未製品と考えられるもの

被熱

Rフレイク 6 黒曜石1．9

錐石 ７ 2.60×1.10×0.58 1 1.8 1黒曜石

’つまみ付ナイフ６ 焼土付近(V層下) | 636×2. 10×0~89
’ 月~＄ |黒曜石

２
石錐と複合

表Ⅵ-7-33 F-5掲載石器一覧

遺物

番号
番号 分 類 層 位 長さ×幅×厚さ(cm)

1．86×1． 57×0．47

重量(9) | 石質 備 考

雛石 焼 土 中２ 5 黒曜石 未製品1．2

’雛3 1石 焼 土 中b 1.92×（1. 08)×0.31 1 (0.4) 黒曜石 未製品・欠損品

192



Ⅵ米原4遺跡

8 B地区の包含層の遣物

（1 ）土器

B地区の包含層からは縄文時代早期後半から後期中葉の土器が11,472点出土した。このうち、縄文

時代中期のものが過半数を占める。これらの土器はⅢ～Ⅵ層の各層から出土しているが、 V層下位か

ら8,492点(74％)が出土した。

縄文時代早期の土器（図Ⅵ－8－4／表Ⅵ－8－2 ． 3／図版93）

縄文時代早期の土器は2,661点(19.7%)出土した。早期の土器のうち、 I群b－1類が1,723点

(64.8％)、 I群b－3類が2点(0.08%)、 I群b－4類が1点(0.04%)で、 I群b－1類が大半を占める。

I群b－1類： 1～12は東釧路Ⅱ式、 13～27は東釧路Ⅲ式に相当する。

東釧路Ⅱ式に相当するものには、刺突文をもつもの（1～3）、縄の側面圧痕をもつもの（4～10)、

附加条の施されるもの(11)、羽状縄文の施されるもの(12)がある。

1は無文地に、 2はLRの縄文が認められる器面に竹管状工具による刺突文が施されている。 3は

無文地に縄端による刺突文が施される。内面調整は横なでで、 3には擦痕がある。 1の胎土は均質で

粒が揃っている。 2 ． 3は胎士に微量の白色粒、黒色鉱物を含む。

4はM-42区のV層下位を中心に13点出土した個体である。 4 ･ 5は縄線文と口縁の間に短縄文

が施される。断面形が丸みを帯びた口唇および内面は横なでにより調整されている。 4は胎土に微量

の淡黄白色粒を、 5は微量の小礫を含む。いずれも焼成温度が低く脆い。

6～9にはLR(6･8)およびRL(7･9)の縄により、幅3～4mmの縄線文が施される。 6はM-41

区のV層下位を中心に23点出土した個体で、上から4本目の縄線文からそのまま原体を縦回転させて、

器面にLRの斜行縄文を施している。 7はM58グリッドのV層下位を中心に171点出土した個体で、

口唇断面形は丸みを帯びる。 8はM57グリッドを中心に45点出土した個体である。 10はLRの細い

表Ⅵ－8－1 層位別出土土器一覧
層位

V層

下位 掘り上げ土

604 13

1178 27

2 0

1 0

1785 40

561 0

335 1

534 5

453 9

1883 15

55 1

3328 297

431 58

966 115

4780 471

43 0

1 0

44 0

0 0

8492 526

表採･排土

[層撹乱･風倒

131 3

290 26

0 0

0 0

421 29

63 1

34 0

47 1

9 1

153 3

18 1

288 8

33 71

64 21

403 101

0 0

3 0

3 0

0 0

980 133

合計V層 ｜Ⅵ.Ⅶ層

１

７

０

０

８

５

１

７

２

５

８

９

２

２

１

３

０

３

１

８

７

６

３

９

０

６

５

１

８

４

９

３

８

３

１

３

２

４

０

１

１

土

ｖ

一

１

１

１中
上位分類 Ⅲ．Ⅳ層

935

17232

1

2661

750

481

665

530

2426

88

4285

641

1290

6304

76

4

80

1

11472

１
｜
Ⅲ
’
０
’
０
｜
岨
－
２
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
０
ｌ
ｍ
－
５
｜
“
’
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｜
鋤
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一
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ｌ
０
ｌ
０
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ｌ
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０
’
０
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四
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ｌ
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ｌ
１
ｌ
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ｌ
賜
一
０
ｌ
７
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
７
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
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｜
網

１

３

４

１

２

２

３

’

一

一

計

一

一

計

一

一

計

計

計

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

群

ａ

ａ

ａ

ｂ

群

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

群

ａ

ｂ

群

明

合

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

不

~~~~~
３
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顕

Ⅳ層からはⅣaが1点、Ⅶ層からはIb-1とⅢb－3が1点ずつの出土である。
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Ⅵ米原4遺跡

縄により、幅0.8～lmlnの縄の側面圧痕が3本単位で施されている。いずれも、口唇および内面は横なで
により調整されており、胎土には微量の白色粒と小礫（4 ． 5 ． 9 ． 10）、黒色鉱物（6～8）を含む。
1 ． 9は胎土の粘土分が多い。 4 ． 5 ． 9は焼成温度が低く脆く、 6～8は良好で堅く焼き締まる。
10の焼成は中程度である。

11は口唇が指頭によりつままれ、断面形は外側に張り出す。器面には附加条のLR斜行縄文が施
されている。 12a ･ 12bはM45グリッドのV層下位を中心に30点出土した|司一個体である。羽状
縄文と縄線文が施されている。 11の内面には縦の擦痕がある。 12は横なでにより調整されている。
11は胎土に黄白色粒と砂粒を含む。 12は胎土に粘土分が多い。 11は焼成温度が低く脆い。 12は

焼成が良好で堅く焼き締まる。

東釧路Ⅲ式に相当するものには、口唇に刺突文をもつもの（13）、縄の側面圧痕をもつもの（14～
16 ･ 20～22 ･ 23 ･ 25 ･ 26)、組紐圧痕文をもつもの(17 ･ 19 ･ 27)、斜行縄文の施されるも

の(13 ･ 24)がある。

13は器面にLRの斜行縄文、外傾する口唇には縄端刺突文が施され･内面調整は横なでで、胎土

に淡黄白色粒と砂粒を含む。 14は縄端圧痕と縄線文、 15は短縄文と縄線文が施される。縄線文は幅
3～4mm、 LRの縄による。 16は短縄文が施されている。断面形が丸みを帯びる口唇および内面は横

なでにより調整されている。 14は胎土に微量の黄白色粒、 15 ． 16は淡黄白色粒と砂粒を含む。 17

～19は3本の縄による平組紐の圧痕のあるもので、 17 ･ 18は横位に、 19は縦位・横位に施されて

いる。組紐圧痕の'l'同は17が4mm、 18が5mm， 19が6mmである。 18は器面に縄端刺突文が加えられる。

17 ． 18の口唇には縄、 19の口唇には組紐の圧痕がある。内面は横なでにより調整され、胎土には

微量の黄白色粒を含む。 19は微量の小礫も含む。 17 ･ 19の焼成は良好、 18は中程度である。 17は

M57グリッドのV層中位～V層下位を中心に37点出土した。

20 ･ 21は縄線文と短縄文、 22は短縄文が施される。内面は横なでにより調整され、 21の内面

は平滑である。 20 ･ 22は胎土に砂粒、小礫を含む。 21は粒が揃って均質である。いずれも焼成は

良好で堅く焼き締まる。 23はM39グリッドのV層中位～下位を中心に28点出土した個体である。 3

本の縄による平組紐の圧痕と短縄文が施されている。 24は器面にLRの縄文が認められる。いずれ

も、内面は横なでにより調整されており、胎土には微量の淡黄白色粒を含む。 25～27は底部が張り

出す。 25には短縄文、 26には短縄文と縄線文、 27には組紐圧痕文が施されている。

I群b－3類： 28は中茶路式に相当する。器面に|幅2mmの貼付帯を廻らせ、その間に短縄文が施さ

れている。部分的に貼付帯にかかるように縦の短い貼付帯がつけられている。内面調整は横なで、胎

土に微量の白色粒、砂粒を含む。

I群b－4類：磨耗した小片のため掲載しなかった。 1点のみの出土である。

縄文時代前期の土器（図Ⅵ－8－5／表Ⅵ－8－3／図版93 ． 94）

縄文時代前期の土器は2,426点(21.1%)出土した。前期の土器のうち、 Ⅱ群a類が1,896点(78.2%)、

Ⅱ群b類が530点(21.8%)である。 Ⅱ群a類のうち、 Ⅱ群a－1類としたものは481点(25.4%)、 n群

a－2類としたものは665点(35.1%)である。

Ⅱ群a－1類： 29～33は綱文式に相当する。器面に横走気味の縄文が施され、縄文を施した上を

指頭によりなで調整している。 29 ． 33はRLR， 30～32はLRの斜行縄文である。内面は横なで

により調整され、 30 ． 33は平滑である。胎土には繊維と小礫を含む。 31はM43グリッドのV層下

位を中心に95点出土した個体である

2類： 34～37は静内中野式に相当する。器壁に比し口唇が薄くなる。器面には斜行縄文Ⅱ群a一
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が施されるが、その上はなで調整されず、条や節が明瞭である。 34はLR縦回転、 35 ･ 37には
LR横回転の斜行縄文が施される。 36にはRLとLRの縄文が認められる。 34はM39～43グリッ
ド、N42～44グリッドのV層中位～V層下位を中心に30点出土した個体である。いずれも内面は横
になで調整されている。胎土には繊維と、微量の白色粒を含む。

38． 39は春日|]1]式に相当する。 38はN57グリッドのV層中位～Ⅵ層を中心に37点、 39は056
グリッドのV層中位～V層下位から出土した個体である。いずれも結束第1種の縄文が向きを変えて
施される。口唇・内面は磨かれている。胎土には微量の黄白色粒を含む。焼成は良好で堅く焼き締ま
る。

Ⅱ群b類： 40～42は植苗式に相当する。 40はM58･ 59グリッドのV層中位～Ⅵ層を中心に55
点、 41はM46グリッドのV層中位～Ⅵ層を中心に55点出土した個体である。 LR縦回転の斜行縄文
を施した器面に太さ5mほどのLRの縄により、長さ指2～3本ほどの縄線文が施されている。 42も器
面に同様の斜行縄文が施されている。 40 ･ 42の口唇には縄の圧痕がある。いずれも内面は丹念な横
なでにより調整されている。胎土には、黄白色粒、砂粒、小礫を含み器面がザラついている。割れ口
はパイ状を呈する。焼成は良好で堅く焼き締まる。

縄文時代中期の土器（図Ⅵ－8－5～8／表Ⅵ－8－3～5／図版94～97）

縄文時代中期の土器は6↑304点(55.0％）出土した。中期の土器のうち、 Ⅲ群a類が88点(1.4％)、 Ⅲ
群b類が6,216点(98.6%)である。Ⅲ群b類のうち、 Ⅲ群b－2類としたものは641点(10.3%)、 Ⅲ群
b－3類としたものは1,290点(20.8%)である。

Ⅲ群a類： 43は口縁の山形小突起をもつ。器面にはLRとRLの縄文が認められる。小突起の器

面にはボタン状突起をつけ、そこに縄の圧痕が施される。口唇および内面は平滑である。 44はLR

斜行縄文を施した器面に、沈線により渦巻き、 2本組の直線弧線が描かれている。内面は磨かれて
いる。胎士はいずれも均質で粒が揃っており、微量の淡黄白色粒を含む。

Ⅲ群b－2類： 45～64は貼付帯、沈線文、刺突文などをもつ口縁部破片である。柏木川式あるい
はモコト式に相当する。

鼻状の横断面三角形を呈する垂下する貼付帯をもつもの（45～47 ． 49）、沈線文をもつもの（45

～47）、口唇が刻まれるもの(48）、口唇・口縁に刺突文をもつもの(49～56 ． 58 ． 59 ． 62 ． 63）、
横環する貼付帯をもつもの（57 ． 58 ． 60～62 ． 64）などがある。

沈線文、刻み、刺突文は、細い鋭利な工具（46 ． 47）、棒状工具（63）、半裁竹管状工具（45 ．48．

50 ･ 53 ･ 54 ･ 55)、竹管状工具(51 ･ 52 ･ 56 ･ 60 ･ 62 ･ 64)、箆状工具(58)、半裁竹管状工

具と竹管状工具の併用（49 ． 61）、竹管状工具と棒状工具の併用（57）、竹管状工具と箆状工具の併

用（59）などにより施されている。刺突文には施文する部分に垂直に刺突したもののほか、土器に向

かって右方向から施されたもの（49 ． 51 ． 52 ． 53 ． 54 ． 55 ． 56 ． 57 ． 58 ． 60 ． 63 ． 64）と左

方向から施されたもの(50 ･ 59 ･ 61)、下方向から施されたもの(53)がある。

45 ． 46は緩やかな波状口縁をもち、波状部直下に垂下する貼付帯がある。 47は平口縁である。

45は器面に半裁竹管による沈線文、垂下する貼付帯に半裁竹管による縦位の押引文と下方向からの
刺突文、口唇に右上低い角度からの沈線文が施される。 46 ． 47は無文地に細い鋭利な工具による縦
位の沈線文が施される 48は口縁に山形突起をもち、 肥厚気味の口唇は半裁竹管により刻まれる。

49～52は口唇に刺突文がある。 49は口縁の小突起から垂下する貼付帯の左右には竹管状工具、口

唇には半裁竹管状工具による右方向からの刺突文が施される。 50は左方向から半裁竹管状工具、

51 ． 52は右方向からの竹管状工具による刺突である。 53は口縁の小突起から垂下する貼付帯には下
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方向からの、口唇には右方向からの半裁竹管状工具による刺突文が施される。口縁直下には口縁に沿
って、箆状工具による右方向からの刺突文が廻らされる。

54～56 ． 58は口唇と器面に右方向からの半裁竹管（54 ． 55）、竹管状工具（56）、箆状工具
（58）による連続刺突文が施される。 57は口縁に小さな山形突起をもち、大部分欠損しているが口縁
部に横環する貼付帯をつけ、突起から垂下する山形の貼付帯でつないでいる。横環する貼付帯とその
器面に接する部分には竹管状工具による刺突、垂下する貼付帯とその外側の器面と接する部分には細
い棒状工具による刺突が加えられる。口縁直下の器面には、口縁に沿って半裁竹管状工具による右方
向から2列の刺突文が廻らされる。この刺突列と横環する貼付帯の間には部分的に同じ施文具による
下方向からの2列の刺突文が認められる。

59は口縁に沿って竹管状工具による刺突文、口唇に竹管状工具と箆状工具による刺突文がある。
60は頚部がくぴれ口縁が外反する器形である。器面に横環する貼付帯をつけ、貼付帯とその上の器
面に竹管状工具による刺突文を廻らせている。口縁には同じ工具による刺突文が2列施され、部分的
に口縁の文様帯と頚部の文様帯が縦位の2列の刺突文により繋がれている。内面は磨かれている。 61

は2本の横環する貼付帯があり、貼付帯の間の器面には竹管状工具による刺突文が廻らされている。

貼付帯には左方向からの半裁竹管状工具による刺突文が施されている。 62は口縁に小突起をもつ。
口縁にタガ状に貼付帯をつけ、貼付帯およびその上下の器面と口唇に竹管状工具による刺突文が廻ら

される。小突起と貼付帯は2列の刺突文により繋がれている。 63は無文地の口縁に竹管状工具による

刺突文が認められる。口唇には施文具不明の刺突文が施されている。 64は器面に横環する貼付帯を

つけ、貼付帯とその上の器面に右方向からの竹管状工具により刺突文を廻らせている。貼付帯直下の
器面は同じ工具の曲面により横に調整され、沈線状を呈している。

地文はLR斜行縄文(48･ 54～56 ･ 59)、 RL斜行縄文(49～52 ･ 60･ 62 ･ 64)、 LRの縄文

が認められるもの（45 ． 57 ． 58． 61 ．）などがあり、内面にも縄文の施されるもの(48）もある。内面

調整は横なでが多い。丹念な横なでにより平滑なもの（61）、磨かれているもの（57 ． 60）もある。

胎土には微量の白色粒と砂粒を含む。均質で粒が揃っているもの（45～47）、小礫を含むもの(48)、

繊維を含むもの（53～58)、微量の石英粒を含むもの(57)などがある。黒色鉱物を含むもの(61)、黒

色鉱物と小礫を含むもの(63)がある。焼成はおおむね良好で、 45～48 ． 53～58は堅く焼き締まる。

Ⅲ群b－3類： 65～84は口縁に円形刺突文をもつ口縁部破片である。北筒式に相当する。

口縁に突起をもつもの（65～67 ． 69 ． 72）、肥厚帯をもつもの（65 ． 68 ． 69～80 ． 83 ． 84 ．

86）、肥厚帯をもたないもの（66 ． 67 ． 81 ． 82）があり、 口唇・口縁に施文があるもの（65～72）
と、口唇・口縁が地文のみのもの（73～84 ． 86）がある。

口唇・口縁の施文には、箆状工具によるもの（65～69）と半裁竹管状工具によるもの(70～72)

がある。箆状工具による施文では、右方向からの刺突文が口縁にあるもの（65～67 ． 69）、口唇と

口縁にあるもの（68）がある。半裁竹管状工具による施文には、刺突文(70 ･ 72)と刻み(71)があ

る。刺突文が口唇に施されるもの（70）、口唇と口縁に施されるもの（72）がある。 70は左方向から、

72は右方向から施されている。口唇・口縁に地文のみ施されるものでは、口唇に縄文のあるもの
(73 ． 75 ． 77 ． 78 ． 83 ． 84 ． 86）がある。

85は胴部～底部破片、 87～94は底部破片である《 底部が張り出すもの（ 87 ． 88 ． 9()～92）と

張り出さないもの（85 ． 89 ． 93 ． 94）がある。 87 ． 88は底部に縦位の細い沈線が刻まれている．

地文には結束第1種(68･ 78･ 81 ･ 83 ･ 89 ．）、結束第2種(65 ･ 72 ． 7

斜行縄文（69 ． 70 ． 71 ． 76 ． 77 ． 79 ． 82 ． 84 ． 86 ． 91～94）などがあ

3 ． 74 ． 75 ． 80 ． 85）、

る。 また、内面にも縄文
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表Ⅵ－8－2包含層掲載土器一覧（1 ）

l l －l勢|言1豆に二_塗看壺唾／誌T言上、

接合・同一個体など遺物

番号 層位 点数

~

調査区名と遺物番号，層位と点数．合計破片点数

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む） 備考
分類 調査区図番

刺突文
V層下位 ］

八句

jイM－46－bI b 11

刺突文、 LR

縄端圧痕文

V層下位 1◇O
舎竺Ib 1 M－48－a2

M52d7， V下(1) . 2点

L41c36，V下（1） ~M38c13，VI（1） ~同d8，V中（1） ．M39c8， （1） ．

M40c8， VI ( 1 ) ~ 同d4, V下（1） ~ M41al6, 同（1） . 同c9, 同（1） ~

M42al l ， |司（1） ． 同c4，同（1） ． 同cl l ，同（1） ~ 同dl5，Ⅵ（1） ． 13点

Ⅳ層 1M－52－d 11Ib－l３

短縄文、縄線文
V層下位 138M－42 aIb－14

短縄文、縄線文
V層下位 ］Ib－1 M－59 b 又5

縄線文、 RL
V層下位 1M－41－d

２、
ノ
ゴIb－］b

M42a38‘同（1） ．同a43，同（1） ．同a44，同（ 1 ） ．同blO，同（2） ． 23点

縄線文､ M58a3， 同（1） . 同a4, 同（1 ） ~ 同a6, 同（1）

司b4， 同（23） ． 同c5， 同（ 16） ． 同c6， 同（17） ．

同Cl3， 同（31） ~ 同cl6， 同（2） ． 同Cl7， 同（2） ．

|司c20， VI（2） ． 同dl l 、 同（1） ． 同dl4， 同（1） ．

M57a3， V下（3

同b3， 同（1 1） .

同Cl2，Ⅵ(39） ~

同Cl8, V下（4） ‘

､｢層~F位Ib－l M 58－b 4
~

~

M59a］ ． V中（1 ） ~ 同a10． V下（1 ） ． ｜司b5． 同（2） ． 同b6， 同（1 ）

同b9， 同（2） ． 同d3， 同（2） ． N57cl4， 同（1） ． N59a5， 同（1）

同a6， 同（1） ． 同dl， 同（2） ~ 171点

M57a3， V下（17） ． 同d6， 同（13） ． ｜司d7， 同（8） ． 同dl l ，Ⅵ（1）

M58d7・ 同（1） ． M59blO， V~ド （1） ~ 同bl3， 同（2） ． 45点

L41c37， V下（1） ~ M41al3，Ⅵ（1） ． 同a15， V下（ 1） ．

M42c14，VI（1） ．M43a23,V下（1）.同c4，同（1） ~M45dl2，同（1） ．

|司d21 ， 同（1） ． 1 0点

縄線文V層下位3 1M－57 a｜ b－l8

V層下位 1M－57 （

V層下位 231I b－1 M－46－a9

縄線文

縄線文

附加条、 1ｺ唇指頭

V層下位 2Ib－1 N 46－a 26山
一
Ⅱ N45d25, V下（1） ． ｜司d30， 同（2） ． 5点

M45al9,V下（2）.M46c9，同（1） ．同d47，同（ 1 ） ~N46b23，同（5） ．

同clO，梱上（1） ． 同d28，同（1） ． 同d33，V下（6） ． 同d43，同（1）

同d45， 同（9） ． 30点

V層下位N 45－dIb－1 30 ~

縄線文

羽状縄文

V層下位 119Ib－l I－45 a睦
一
唖 V層下位〕M－45 a ~

口唇に刺突文、 LR6 V層下位 1Ib－l N－51 c13

縄端刺突文V層下位Ib 1 M－38－c14 8

縄線文

14』卓

短縄文、絡条体圧痕M41d21 、 V下（1） ． N40al， 同（1） ． 4点V層下位15 115 Ib－］ M 39－a

V層下位 1M－39－a 19

短縄文、内面LRV層下位 1Ib－1 N－50 d l］16

組紐圧痕文、 口唇縄Ⅲ（1） ~ 同b2， 同（1） ． 同b3， V中（4）

、 同b1 1， V下（1） ． I司b12， V中（1） ~

（1） ． 同c6， 同（1） ． 同c8， 同（1） ．

（1） ． O57a2， V下（4） ． 同dl ， 同（1）

M54bl l ．Vド（1） ．N57bl

同b4， 同（7） ． 同b7， 同（3）

同b16， VI （1） ~ 同c5， V下

同clO， 同（5） . 同dl4,Ⅵ

O58a2． Ⅵ（1） ． 37点

V層中位N 57 l 41ワ
几 ~I Ib－］ ~

組紐圧痕文、 口唇縄V層下位 1Ib 1 M 39－d 1ワ
ュ白18

組紐圧痕文、 口唇縄M38a2， V下（1） ． 同b5 ，同（ 1 ） ~ 同d6 ，同（1 ） ．M39a 1 2 ，V中（1）

6点

V層中位 2Ib l M 38－d1Q
Lu

q

絡条体圧痕、短縄文V層下ｲi
T ， 勺

l D－l T 41－F~ ~~ ~ 3720

M42al4，V下（1） . 7』点

絡条体・縄端圧痕文V層下位 1M 39－d
10

上皇I b－121

短縄文V層下位24 ］ワワ
ビ堂 Ib－］ N 51 a

組紐圧痕文、短縄文V層中位 2Ib－1 M 39－a 』ソ･｛
筈一

V層中位1ワ~~ 1M 39－a

[ |司c8， ｜司 （3） ． 同d6，V中（3） ． 同d12， V下（1） ． 同dl4，Ⅵ（1）V層下位M－39－a
Ｆ
Ｄ

１

M40b5， V下(1) ~ 28点V層下位M－39 d 11 1

RLV層下位O－57 d I24 1lb－1

V層下位 1O－57－d

V層下位 IO 57－d 6
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表Ⅵ－8－3包含層掲載土器一覧（2）
遺物

番号

接合・同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数合計破片点数

（前項と同じ部分は同と省略掲載土器破片を含む）

L39b6,V下（1） ． 同blO，Ⅵ（1） ． ｜司b13，V下（1 ） ． M39a3‘V中（ ］ ）
5点

図番 分類 調査区 層位 ｜点数
備考

ンR
ゴLJ l b l vI 39 d V層下位’ 1

短縄文

I b－l N－51 a V層下位 ’ 1Zb r）1
台'

縄線文、短縄文
７２

lb l M－39－a V届下イ15
組紐圧痕文

28 I b 3 N 50 14
｣藍 '層下位

貼付文､短縄文

29 Ⅱa－1 M－40－c Ⅲ層 1 L40c4， V下(1) .M39dl5， VI ( 1 ) . M40a l () , Vrh (1) . 7点 |RLR､指頭で擦消
M－40－， 尺 V層下位 6‘

Ⅱa 1帥
一

N－45－d 句ワ

垂I V層下位 M45dl4,V下（ 1 ） ~N45bl9，同（ 1） ． |司b2 1 ，同（ 1 ） ~同dl l ，同（1） ．

同d241同( 1) .同d27,同（13） .同d29,同(1 1） .N52b8 ,同（ 1 ） . 34点

M41b4,W( 1 ) . M42c1 , V~ド （3） ． 同c9， 同（2） ． 同d2‘ V中．

同dl () ， V下(1) .M43al､ |司（ 1 ） ~ 同a3， V中（6） ~ ｜可a7． V下（7） ~

LR

N－45 d V層下位29 1

Ⅱa－131 M 43 a Vﾙﾅ下位19 3
LR

一

L‘R

RLR，指頭で擦消

LR

Ⅱa－1狸

詔

謎

M－58－（ Ⅵ層11 1

IIa－1 M 39－d l3 層下位 1

Ⅱa－2 M 39－a V層下位16 I

2R
JLJ Ⅱa 2 M 52－b V層下ｲh 1

LR

八戸

db Ⅱa 2 L－42 1 V層下位

V層F位

｡
RL， LR

vI 42－f

Ⅱa－2q'7
J』 M 58－ V層下位14

LR

38 Ⅱa 2 N－57－f V層中位 1 結束第1穂

N 57－d V層下位

’

1‘フ
上台 1

Ⅱa－2翅Q
ロ日〃 O 56－d iI ‘『|下位 〉

結束第1種

Ⅱb10 M－53－a V層~ﾄ位[I 1 縄線文

口唇に縄文

LR

同b1 ,同(5) ~ 同b3,同(1)伺b4"同(4) ~同d1 ,同(1)~同d2,同(2) ~ ’

Ⅱb
41

乱I vl 46－l 24V眉下位 ２
繩線文

口唇に縄文

LR

M47a4．V下（ 1） ~同bl l ， |司（1） ．同Cl8，掘上（ 1） ．N46dl ，V下（ ］

N47dl7, 同(1) . N48b5， 同（2） . 55点

Ⅱb
刑、

士竺 ｄ

ｄ

~
~
８

７

｛

、

５

Ｍ

Ｍ

V層ﾄ位ｌ

ｌ

Ｒ

口唇に縄文、 LR

Ⅲa蛎

狸

W隅
ボタン状小突起

Ⅲa M 49－d V届→ﾄ位 L42c13,V中(1) ．M42b8,VF（1） . |可c7,同(1 ) .M43a28，VI ( l

同b6, V下( [ ) . 同c3， 同(1) . M44b3, V中( 1 ) . 同b6, ｜司 (4)

同b16,VI （ 1） .M46a4､V下（ 1 ） .N43d4,同（1） ~N46a7, ｜司(1) .

047〔1 1 1 ， V（1） ~ O48a4， V中（1） ~ 18点

M46bl7, V下（1） ~ ｜司b351 同（ 1 ） . N46d251堀上( 1) ~ 5点

沈線文

RI

Ⅲb－2 M 45－d V層下位45 19 1 垂下する貼付猯

M 46－a 〃曽下位20 1 刺突文、沈線文

16 Ⅲb 2 N－49－b 層上付2 1 垂ﾄする貼付柵

17 Ⅲb 2 M－38－c J層ﾄ位u 1 M38c2､ V下（1） . N39a2， 同（1） ~ 6点 垂下する貼付帯

27V層下位 ’ 1Ⅶ－39－1
沈線文
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Ⅵ米原4遺跡

表Ⅵ－8－4包含層掲載土器一覧（3）
層位と点数．合計破片点数接合・同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数，合

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む）(前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む）

遺物

番号
備考

点数層位分類 調査区図番

V層中位３M－45－d ~

口唇刻み､ LR

垂下する貼付帯

刺突文、 RL

N54b7， V下（ 1 ） . 2点V層下位 118M－54－b２

２

~
~
ｂ

ｂ

Ⅲ

Ⅲ

８

９

４

４ Ⅲb－2 掘り上げ 1
1n

lqjM 46 a

掘り上げ 1N－47－c 7

口唇刺突

~'｡唇刺突
Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ｒ

V層中ｲカM 45 d 1mb－250

V層下位 1M－48－a 951 Ⅲb 2

口唇刺突、 RL

突起、貼付帯、刺突

押引文． LR

連続刺突文、 LR

V層~F位 116M－46－cⅢb－2
Fn

D乙

V層下位 1M－52－b 1053 Ⅲb 2

V層下位N－45－d541Ⅲb－2 ~~

V層下位 11O－54 a55 1Ⅲb－2

V層下位 14O－54 a

刺突文， LR
V層下位 1N－43 l 1Ⅲb－2bb

小突起、貼付帯

刺突文

M42a24,V中(1) .同a25． |可（1） .N42cl ,V下(1) .047.8,同（ 1 ）

048a5， V中（1） ． 7点

V層下位v層下位 ’ 1

V層下位 ］

1q
ムリM－43 a571Ⅲb－2

24M 43－a

貼付文帯
61V層下位 1M－46 bⅢb－2謡

連続刺突文
V層下位 ］M 46－c 15

刺突文
V層下位 1M－45－b 17

△~■mb59

LF
V層下位M－46－d

~AF

坐、

貼付帯刺突文V層中位 ］４Ⅲb－2 M 44－l別

V層下位 1O 48－a り

V層~ﾄ位 1O 48－a （

貼付帯、刺突文

円形刺突文、 LR

小突起、貼付帯

N44.15. V（1） ~ 3点V層風倒v層風倒 l l

v下風倒 ｜ ］

N 44－a 4Inb－2
戸司

り1

N－44－a b

H 1－706，覆土上（1） ． 同855， 同（1） ~ 同lOOl ， 同（1 ） ．

M45bl ‘ V下（1） ． M46a25， 同（1） ． 同a38， 同（1） ~ 同b5 ，同（ 1 ）

同bl5， 同（1） ． 同bl8， 同（1） ~ ｜司b29， 同（1） ． 同b31 ， 同（1） ~

掘り上げ 113
戸冗

りこ Ⅲb 2 Ⅶ－46 a

口唇刺突文V層下位 1M－46 d 4

刺突文、 LRV層下位M－46 d 111

司b35． 同（2） ， 同b37， ｜司（2） ．同c7，同（1） ． ｜司cl6，同（1）

~

N45b6．Ⅵ（1） ． 同d26， V下（ 1 ） ~ N46a8， 同（1） ． 同a24． 同（1）

同c13. 同( 1 ) . N47.6, V(1) ~ 同d9, 同(1) . 35点

口唇刺突、刺突文047.5, V下（ 1） . 3点Ⅵ層M－53 d りり
空白

戸八

cd Ⅲb 2 ~

V層下位 1N－54 a h

貼付帯、連続刺突文M46b23‘ V下（1） ~ M48al6、 ｜司 （ 1 ） ．撹乱1 ， （6） ． 10点l V層中位 1M－46－dⅢb－264

沈線文、 LRVI層風個1 ］N－44 a

小突起口縁肥厚V層下位Ⅲb－3 N 43－
1，

L乙b打

連統刺突文、 LRV屑下位 1N－44－d 1
~

小突起押引文N47cl4， V下（1） . 3点V層下位３ 1Ⅲb－3 N－47－c66

内面LRV層5 1N－47 c

口縁肥厚、連続刺突Ⅵ屑 1Ⅲb 3 ､′I－44 cb'『

V層風倒 1N－44 d 13

口縁肥厚、連続刺突V層下位 １

－

１

M－46 l 35Ⅲb－3鮨
一
的 ' 1縁肥厚、連続刺突Ⅵ47c15．堀上（1） ． M51a6， V下（1） ~ 3点V層下位6Ⅲb 3 ａｌ－

Ｄ

Ｍ

連続刺突

口唇刻み

'二|緑肥原

口縁肥厚

mb 31M-43 d V層下位 １
戸
〃
■沁

一
刑

池

L41C34， V下(1) . M43c2､ 同（1） ~ M44d6, 同（ 1） ~ 4点7 V層下位 1mb 3 M－44 b

口縁肥厚、連続刺突V層中位
~

1Ⅲb 3 N－42 a

口縁肥厚N46.15.棚上（1） . N47al l , V下（1） ~ 6点層下位Ⅲb－3 M 47－l 28氾

|工l形刺突文Ⅵ層 1M－47－b 38

結束第2繩V層下位 142M－47 b

1縁肥厚M54a7， V下（ 1） . 同a21 , 同(1) . N51b81 同（1 ） . 5点

O47al2， V下(2) . 6点

2 V層中位Ⅲb 3 M－51 a7列
I詮 ~

口縁肥厚

円形刺突文

掘り上げ8 1
~『ー

／③ Ⅲb一 N 47－d

V屑
⑪

N-47 d ~

結束第2種V層下付N 48－a 16
~

,761mb-3 N-45-d l 2 I]緑肥I旱Ⅵ層
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表Ⅵ－8－5包含層掲載土器一覧（4）

| _" ’分類

遺物

調査区 番号

接合・同一個体など 調査区名と遺物番号，層位と点数．合計破片点数

（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片左合ｵﾄ｝（前項と同じ部分は同と省略、掲載土器破片を含む）
斗
~’

図番 層位 点数

Ⅵ45．20， V下(1) .N48al8, 同（ 1 ） ． ｜司b9， 同（ 1） ． 4点

備考
万
一
沼

Ⅲb－3 N－48－b V層下位15 1

口縁肥厚

Ⅲb－3 M－44－a V層中位~

口縁肥厚
79 Ⅲb－3 M 44 c 掘り上げ士且

M45al7，V ~ド（1） ．M46a33、同（1） ~同b37． |司（1） ~同c44，同（1）

N45cl5，掘上（ ］ ） ~ N50d5． V下（ 1） ~ 8点

口縁肥厚

M 44 V層~ﾄ位11V1首~ﾄ位

5V層下位

2 V層下位

２

1
円形刺突文、 LR

80 Ⅲb一 M－47－a
口縁肥厚

~

M－47－l 1
結束第2種

団 Ⅲb－3 N－57－c 1Q
ムリ V層下位 1

結束第1種

円形刺突文
Ⅲb－382 N－47－d 31V層下位

,21v層下位

I

艶 mb－3 M 51 1
口縁肥厚

結束第1種

84 Ⅲb 3 N 47 d
、引

色I V層 ’ 1
円形刺突文、 LR

Ⅲb－3踊
一

N 47 c V層下位10 う
底部直立

N－47－〔 V層下位
11
ﾕI

結束第2種

N 47－c V層下位16 2

0－47 〔1 V層下位1 1

Ⅲb 386 M 47－l V層下位10 1
口縁肥j製

円形刺突文， LR

同17，同（1） ．同19， ｜司（1） ． 同25，掘上（1） ~同35，V下（1 ）

|司dl4，同（1） ．M48al9，同（1） ．同b9，同（1） ．同c6， 同（2）~

~

M51c4,V中（1） ．N46．39．V~ド（1） ~N47a5，同（1）．同8．同（2

1司15，同（1） ．同17，同（1） ．同b2，同（1） ．N49d6． |司（1） ． 26点
87 Ⅲb 2 N－48－l V層下位20 1

底部張出す、沈線文

底部張出す、沈線文
88 Ⅲb-2 V層下位O 48－a 4 1

O 48－a V盾下位(〕 ２
R

Ⅲb 2 N－47－a89 V層下位 1ひ

底部直立

結束第1種
N 47－a 25 掘り上げ士

~

N－47－a V層下位30
~

N47．5．V（1） ‘ 22点

Ⅲb－3 M－43 1コ9(） 1 V層下位 1
底部張り出し気味

Ⅲb 3ql
L′』 M 5 (）一c V眉下位 M50c2， V中（ 1 ） ~ 3，【1I

底部張り出し気味

珠

M-50 d V層下位 1紅

LR

Ⅲb－3qワ~~ N－53 d V層下位14 1 M51a5， V下（ 1） 同d4， V下（1 ） . 同19， V F ( 1) . 4点

2点

底部張り出し気味

Ⅲb－3Q兜
凹哩 N 50 上 V層下ｲカ4 1

底部直立

底部直立
94 nIb－3 N 52－b V層下位15 1

0 57－日 V層中位10 1

ⅣaqR
Jロ O－55 a Ⅵ層

1八

JU 1 O55a4， V下（2） ． 3点 LR

Ⅳa N 54－d V層' | '位1 1 １
LR， RI

醒■皿調
八毎

W／ N－45－E 5 Ⅵ層 2 L5a5, VI （ 1） . 1面16， VI （1） . 4点 S字状沈線文

の施されるもの（65 ． 66 ． 69～72 ． 74～78 ． 83）、底面にも縄文の施されるもの（92 ． 93）もあ

る。これらの内面は横なでにより調整されている。胎士には微量の淡黄白色粒と砂粒を含み、加えて、

小礫を含むもの（69）、礫を含むもの（78）がある。

縄文時代後期の土器（図Ⅵ－8－8／表Ⅵ－8－5／図版97）

縄文時代後期の土器は80点(0.7％)出土した。後期の土器のうち、Ⅳ群a類が76点(95％)、 Ⅳ群b
類が4点(5％)である。

Ⅳ群a類： 95 ． 96はタプコプ式に相当する。

RLとLRの縄文が認められる。いずれも胎土に

は良好で堅く焼き締まる。

Ⅳ群b類： 97は手稲式に相当する。 RL斜行ボ

沈線で区画された部分が擦り消されている。

95は器面にLR斜行縄文が施される。 96は器面に

は小礫を多く含み、割れ口はパイ状を呈する。焼成

鬮文を施した器面に細い施文具により沈線文を施し、

（鎌田）
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VI 米原4遺跡

（2）石器

1 ）剥片石器

米原4遺跡B地区の包含層で出土した石器類は19.523点出土している。剥片石器の占める割合の内
訳はフレイクが6,046点(30％）と最も多く、ついで石槍・ナイフ418点(2.1%) 、Uフレイク288点
(1.4％)、 Rフレイク259点(1.3%)、石雛253点(1.2%)、スクレイパー97点(0.4%)、石核60点(0.3%)、
つまみ付きナイフ42点(0.2％)、石錐33点(0.1％)などの順で多い。おもに使用される石材としては9割

以上が黒曜石である。原産地別に見ていくと赤井川産の黒曜石が最も多く、ついで肉眼観察により十

勝三股や白滝産の剥片石器がみられる。 1割弱は珪質頁岩が占める。稀なものでは粘板岩、 メノウ、

泥岩製のものが1点ずつ出土する。赤井川産の黒曜石が多いのは本遺跡と時期を同じくする米原3遺

跡と共通する。石槍・ナイフは418点出土しているがそのうち160点(38.2%)が被熱し破損する。

石雛（図Ⅵ－8－5， 9，13，15／表Ⅵ－8－7／図版98）

石錐は包含層から253点出土している。 うち28点を図示した。形態は柳葉形～五角形に近いもの、

平基で三角形～凹基のもの、菱形や未製品、有茎雛とバラエティーに富む。形態別の分布図を見てい

くと柳葉形のものは調査区の西側に比較的多く分布し、平基のもので三角形～凹基のものは調査区西

側の沢状地形と調査区中央の台地で東側の尾根状のところから多く出土する。未製品や有茎雛は遺構

が多く確認されたところと重複する形で分布する。

1は粘板岩製。層状の摂理に沿い、薄く板状に剥がれている粘板岩をわずかに調整して作り出して

いる。先端部を欠損する。 2， 3は三角形のもの。 2は一次剥離面を残す。二次調整は必要最小限し

か加えられていない。 4～8は基部が弱く凹むもの。三角形のものを含め、 この形態の石雛は赤井川

産の黒曜石製のものは見られない。 4， 7は被熱により表面が白濁し、二次調整が明瞭に観察できな

い。 4は両面に一次剥離面が見られる。 7は表面の白濁化が著しい。先端部を欠損する。 5はメノウ

表Ⅵ－8－6層位別出土石器等一覧
V 層

上位中位|下位
32 179

2 61 293

4 4 21

12 24

17 58

2 8

2 33 189

49 211

8 48

28 5514302

1 931334

1 13 119

12 131

8 121

3 92

1 2 52

2

86023171

5 3623686

128 162

3

1

521199214208

V層V|層

剛~上|仕

V層 表採
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計Ⅶ層 撹乱

風倒木
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台 石
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礫 礫 片
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VI 米原4遺跡
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図Ⅵ－8-10包含層出土石器等分布図(2)
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Ⅵ米原4遺跡

北海道式石冠
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図Ⅵ－8－12包含層出土石器等分布図（4）
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Ⅵ米原4遺跡
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図Ⅵ－8－14包含層出土石器等分布図（6）

製。一次剥離面を残す。二次調整が雑であり、縁辺が歪む。先端部は鋭利である。

10～14は、柳葉形から五角形に近いもの。 10は二次調整が非常に丁寧なもの。先端部は鋭利に

作り出される。 12は先端部を欠損する。二次調整は非常に丁寧であり整った柳葉形のもの。 11， 13，

14はやや五角形に近いもの。二次調整は丁寧である。 13は先端部を欠損する。 14は先端部が平坦

になるように調整されている。 15～19は菱形もしくは有茎雛の未製品と考えられるもの。 15， 16

は二次調整が雑なもの。先端部が明瞭に作り出されていない。 16は一次剥離面が残る。双方共に茎

部が明瞭ではない。 17， 18は剥片に二次調整が僅かに見られるもの。 18は礫皮表面を残す。 19は

菱形のもの。二次調整はやや粗雑である。 20～28までは有茎鍼。 20は今回出土した中で最小のも

の。一次剥離面を残す。先端部は鋭利である。 21， 23は二次調整がやや粗雑でやや弱いかえし状の

張り出しがあるもの。 24は泥岩製。一次剥離面を残し、調整は粗雑なもの。 25は剥片の背面に丁寧

な二次調整が施されているもの。基部は腹面からも二次調整を施し明瞭に作り出している。 26～28

は縦に長い有茎雛。 28は先端部と張り出しの部分が欠損している。

石槍・ナイフ（図Ⅵ－8－9，14， 16，17／表Ⅵ－8－7， 8／図版99）

石槍もしくはナイフは包含層から418点出土している。 うち27点を図示した。定型的な剥片石器と

しては最も多く出土しているものである。形態としては茎が明瞭な槍型のもの、菱形のもの、両面調

整でナイフと考えられるものなどがある。特異なもので石錐と複合するものがある。

調査区全域でその分布を見ていくと、調査区中央の台地から尾根状のところに多く出土する。

この石器は被熱し破損しているものが多く、調査区M-50～M-53グリッ |､に集中して出土して
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いる。被熱の状態も、石器にモザイク状にひびが入る割れ方である。この割れ方は石槍・ナイフに分
類される石器に限定されており、非常に特徴的である。他にも被熱している黒曜石製の剥片石器は出

土しているが、 白く濁ったような表面になるものが殆どである。このような遺物の状況は、一時的に

同じ温度、熱し時間などの同じ環境下で化学変化があったものと考えられる。これは調査区南東側、

川に向かって緩く傾斜する斜面の稜線上に位置する。同じグリッドと重複する位置で被熱した礫片が
多く出土している。 またおなじ区域にF－7が検出されているが、焼土自体からは剥片石器が出土し
ておらず、 この焼土との直接的な関連は見受けられなかった。

29～39，43～47は有茎雛｡29～39は茎が明瞭で二次調整が丁寧なもの。 29，30は茎の下端が

二次調整により丸みを帯びるもの。先端部は鋭利に作られている。 33は張り出し部分を長く突出す

るように作り出しているもの。 36は一次剥離面を残す。 37は先端部を欠損する。 37，38は張り出し

の調整は左右対称になっていない。 39は比較的大型のもの。先端部を破損する。 40，41は縁辺に不

規則で細かな剥離がめぐる。 ともに先端部は鋭利ではない。 41は微細な潰れ状の剥離により両側面

の稜線が歪む。 42は柳葉形をしたもの。器幅が最大になる所から先端部にかけては、両側面の稜線

が不規則で細かな剥離により歪む。先端部にかけて欠損する。 43～47は茎がやや不明瞭で二次調整

が粗雑なもの。 43は一次剥離面を残し、先端部は鋭利に作り出されていない。 44は礫皮表面を残す。

先端部は丸みを帯びる。 45は張り出す部分から、先端部にかけての二次調整が丁寧で鋭利に作り出

されている。 47は二次調整が粗雑なもの。 48～50，53，54は菱形のもの。 48，49は先端部に相当

する部分に丁寧な二次調整が施され、尖る。 48は被熱しモザイク状のひびが入る。熱を受け本来の

厚さより膨張している。 50は剥片の側縁を両面から二次調整を施し石槍もしくはナイフの形をつく

る。両面に一次剥離面を残す。 51は二次調整が粗雑で歪なもの。 52は剥片の背面に丁寧な二次調整

が施される。背面は両側縁から先端部にかけて調整が施される。一次剥離面を残す。先端部は石錐と

複合すると考えられる。 53は二次調整があまり施されていない。一次剥離面と礫皮表面を残す。

54は剥片の背面にやや粗雑な二次調整が施される。腹面は縁辺にのみ二次調整が施され菱形にして

いる。一次剥離面を残す。 55は被熱しているもの。破損品。モザイク状のひびが入る。先端部に礫
皮表面が残る。

石錐（図Ⅵ－8－9，17戸表Ⅵ－8－8／図版99）

石錐は33点出土している。 うち6点を図示した。剥片に刺突部を作り出すものと棒状のものがある。

分布をみると台地の尾根状のところに散漫に分布する。

56～59は剥片に刺突部を作り出すもの。背面、腹面両方から二次調整を施し刺突部とする。 58

は礫皮表面を残す。 60， 61は棒状のもの。双方共に一次剥離面を残す。 60は礫皮表面を残す。上端

には潰れたような階段状の剥離痕がある。 61は剥片の両面に粗雑な二次調整を施し棒状の石錐を作

~

り出す。刺突部の調整は丁寧である

つまみ付ナイフ（図Ⅵ－8－9，18，19/表VI-8-8/図版99，100)

つまみ付ナイフは包含層から42点出土している。 うち19点を図示した。分布を見ていくと調査区西

側の沢状地形から西端のやや低い台地に比較的多く出土する。この器種は頁岩製のものが比較的多い。

62～64まで片面全面加工のもの。 62，64は珪質頁岩製で63は黒曜石製。 62は剥片の背面全面に

二次調整が施される。下端と腹面の左側縁に更に調整が加え

も調整が加えられるが歪である。 63はつまみ部のみ背面から

下端に主なる刀部がある。 64は背面右側縁を刀部とする。つ

があるが、明瞭ではない。下端は尖っており、石錐に転用し

られ刀部とする。つまみ部分は腹面から

も挟入する調整が加えられている。背面

まみ部分は腹面からも弱く挟入する調整

ようとした可能性がある。 65，67は背
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面の両側縁を刀部とするもの。 65は腹面の左側縁からも調整が加えられる。下端を欠損する。

67は下端が尖っており石錐と複合させようとした可能性がある。 66は両面の一側縁に二次調整を施

し刀部とする。 67は先端部が尖っており、石錐に転用しようとした可能性がある。 68，69は剥片の腹

面両側縁に刀部が作られているもの。 68は腹面右側縁の二次調整が粗雑である。この側縁は背面から

も僅かに調整が施される。 69は腹面右側縁が黒曜石の礫皮表面を持つ摂理により破損している。

70は被熱しているもの。 71～74は剥片の一側縁を刀部とするもの。 75は背面の先端部に両側縁か

らの調整が施され、先端が尖る。 76は剥片の稜線が残る背面の両側縁を刀部とする。つまみ部は両面

から挟入する調整を施している。 77，78は横型のもの。 77は刀部に細かい刃潰れ状の剥離がみられ

ワワ，
ｰ＝宮



VI 米原4遺跡

る。 78は剥片の腹面に刀部を作り出す。腹面には礫皮表面を残す。 79，80は両面加工のもの。

スクレイバー（図Ⅵ－8-10，19，20/表Ⅵ－8-9/図版100)

スクレイパーは包含層から97点出土している。 うち16点を掲載する。分布をみていくと、調査区中

央の南西側に張り出す尾根状のところに偏りがある。これは遺構が多く確認されるところと重なる。

81は剥片背面の左側縁に刀部が作られている。腹面からも二次調整が施されるが素材剥片の整形

と思われる。 82は剥片の上端を除く腹面縁辺に刀部が作られる。背面からも僅かに二次調整が施さ

れる。 83は背面を主なる刀部とする。他は82とほぼ同じである。 84から91は礫皮表面を残してい

る。 87，88は背面の左側縁を刀部とする。 89は背面の右側縁を刀部とする。 90，91は礫皮表面を残

す剥片の1縁辺に二次調整を施し刀部とする｡ 92は背面全面に二次調整が施される。背面の両側縁

を刀部とする。 93は剥片の腹面左側縁を刀部とする。 94は両面加工のもの･上端は石錐と複合して

いる。 95，96は頁岩製で比較的大型のもの。剥片背面の両側縁を刀部とする。

ピエス・エスキーユ（図Ⅵ－8－11，21／表Ⅵ－8－9／図版100)

ピエス・エスキーユは包含層から10点出土している。 うち1点を掲載する｡ 97は断面が凸レンズ状

となる。剥片の上、下端に階段状の剥離痕がある。

石核（図Ⅵ－8－11，21/表Ⅵ－8-9/図版100)

石核は包含層から60点出土している。 うち2点を掲載する。分布をみていくと調査区中央の台地上

に多く出土している。 98は上面と黒曜石の摂理がみられる面に礫皮表面が残る。 99は肉眼観察によ

り赤井川産の黒曜石とみられる。球果が多く摂理となって無数に層状になる。一部に礫皮表面を残す。

2）磨製石器

石斧（図Ⅵ－8－11，22，23／表Ⅵ－8－9／図版101)

石斧は包含層から1,679点出土している。 うち12点を掲載する。包含層出土石器等総数の8.6%を占

める。分布をみていくと、 H－1 ， 3が検出された周辺に濃く分布する。石斧はその破片や破損品、

未製品が多く、 また被熱した石斧も多い。破片や未製品が多いのは、遺構の床面から出土する遺物と

|司様で、 これらは身近な所に廃棄されたものと考えられる。石斧のほとんどが素材となる礫に打ち欠

きや敲打調整を施してから研磨し石斧としている。擦り切り痕のあるものは石斧片で1点のみ出土し

ている。

100は層状に剥離する片岩の縁辺に打ち欠きを施し石斧の形を作っている。未製品と考えられる。

101，102は鑿型のもの。 102は表面に細かな傷がある。刀縁に傷は見られない。 103は基部の上端を

欠損する。 104は小さなもので実用に不向きと考えられる。 105は被熱し破損している。表面を打ち

欠きによる整形後、研磨している。刀縁左端に僅かに剥離痕がある。 106は打ち欠きによる整形後、

敲打調整により作り出している。僅かに研磨した痕跡が見られる。製作途中に破損したものと見られ、

刀部や基部の調整には及んでいない。 107は未製品が破損したもの。扁平で縦長の礫に打ち欠きを施

しただけのもの。ほぼ中央から2つに折れている。 108は全面に研磨が施されるもの。基部は尖る形

になる。 109はやや厚みのある縦長の扁平礫に打ち欠きと敲打調整が施されている未製品。被熱する。

110は基部が尖るもの。刀縁は使用によるものと考えられる剥離がみられる。 111は大型のもの。破

損しているが今回出土した石斧の中で最も大きいものである。被熱しており表面の表面の剥落は著し

い。煤のようなものが付着している。

3）礫石器

定型的な礫石器は包含層から627点出土している。包含層出土石器等総数の3.2％である。剥片石器

に比べその出土量は少ない。内容としては住居の床面や付属ピットから出土したものと同様のたたき
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石や軽石製の砥石、縄文時代中期後半～末葉の遺跡に多く出土する多面砥石、縄文時代早期に位置付

けられる断面三角形のすり石が主なものとなる。稀なもので道南の縄文時代中期遺跡で多く出土する
安山岩製の扁平打製石器が出土している。

たたき石（図Ⅵ－8-11，24〆表Ⅵ－8－9， 10/図版102)

たたき石は包含層から151点出土している。 うち7点を図示した。包含層の分布を見ていくと、調査

区東側を除き、台地から尾根状のところに満遍なく分布する。 120，121は球状のたたき石。全面に敲

打調整が施される。 114はくぼみ石と称するもの。扁平な礫に弱い窪みが2ケ所ある。被熱する。 115

は亜円礫の上、下端にたたき痕のあるもの。 116は平滑な擦り面を有する。 118，119は扁平な棒状礫
の側縁や端部を機能面とするもの。

すり石（図Ⅵ－8-11，24，25/表Ⅵ－8-10/図版102)

すり石は包含層から161点図示した。 うち3点を図示する。包含層の分布を見ていくと、調査区東側

を除き、台地から尾根状のところに満遍なく分布する。 117は扁平礫に平滑な擦り面を有するもの。

被熱する。 120，121は断面三角形のすり石。 120にはたたき痕がみられる。 122から124まで北海道

式石冠。 122は表面風化が著しい。扁平礫に剥離や敲打調整によって把握部を作り石冠としている。

すり面は掲載図正面としたエッジ部分にしか有しない。 123は自然礫に鉢巻状の溝を巡らせたもので

ある。すり面は掲載図の裏になるエッジ部分にそれらしき痕跡がみられるが、明瞭なすり面は有しな

い。被熱し赤褐色化する。 124は小型のもの。 自然礫に2ケ所の挟入する調整が施され把握部を作り

出す。エッジ部分を巡る打ち欠きが見られる。明瞭な擦り面を有する。

砥石（図Ⅵ－8－12，25／表Ⅵ－8-10/図版103)

砥石は包含層から105点出土した。 うち5点を図示する。包含層の分布を見ていくと調査区中央の南

西側に張り出す台地の尾根状部分と沢状地形の一部に比較的多く出土する。 125～129まで砥石。

いわゆる多面砥石と称するもの。 125， 128は被熱する。 126は2面に溝状の傷があり、 128は円形の

くぼみ痕がある。 129は有溝のもの。 130は扁平打製石器の破片。

土製品（図Ⅵ－8－12，25／表Ⅵ－8-10/図版103)

土製品は包含層から5点出土した。その全部を掲載する。 131は土製円盤の破損品。中央にある孔

は土器を焼成前にあけられたものとみられ、刺突文を有する土器などの再生品。表、裏面が剥落して

いる。縁辺を打ち欠いて円形にしている。 132は焼成粘土塊。紐状にした粘土に3ヶ所の爪痕と、僅

かに縄文がみられる。縄文のみられる端は粘土紐を引きちぎったような痕跡が見られる。 133は中空

円形の孔が空けられているもの。表面を半裁竹管状の工具により連続した押し引き文が施される。隆

帯として柏木川式土器に貼り付いていた可能性がある。 134はミニチュアの土器と考えら

のみのもの。底面とI|1部の境目には横方向へのなでによって整形される。内面は底がもり

である。 135は底部が横に張り出す土製品。破損している。底面は楕円形である。張り出

上部にかけて広がる。同様の土製品は｢キウス5遺跡(4)B･C地区」 (1998)において報告

ものに類例がみられる。

被熱した礫・礫片（図Ⅵ 8－14／表Ⅵ－8－11／図版104)

定型的な礫石器は殆ど含まれない、被熱した礫礫片が包含層から4.915点出土した。包

れる。底部

あがり、歪

す底部から

、集成した

含層出土石

器等の25.1%を占める。これらの分布を図VI-8-14に示す。これをみていくと、調査区西側の沢

状になったM42グリッドから953点と、突出して多く出土している。次いで多いのはこの沢状を望む

台地の南西側尾根から川に『1かう斜面及び南東側の弱く沢状になる部分とその斜面である。 調査区西

側の濃い分布を示す周辺では、 F－3， 4， 5がある。これらの焼土や焼土周辺で は被熱した剥片石器
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や礫片などが出土する。調査区東側の濃い分布を示すところでは、 F－7が検出されている。これら

は可能性として礫を焼成した場として考えられる。またこれらは意図的に沢状地形や斜面に置かれた

かもし〈は廃棄されたものと考えられる。置かれたとみられるところでM42グリットが挙げられる。

ここより低いN42グリットでは62点しか出土していない。 またこのグリットの接合作業を行った際、

出土総重量47.83kgのうち40.7kgが礫の元の形状が判る状態にまで接合した重量である。その他、形状

が復元できなかったが接合した礫の重量は4.26kgであった。残り、全く接合しなかった礫片の重量は

2.87kgである。礫は亜角礫もしくは亜円礫の砂岩が最も多い。接合したものの計測値や石質を表Ⅵ－

8-11に示した。破損の仕方は焼け弾けである。何に用いられたか不明であるが、大きさや重量、

質がほぼおなじような石を集めて火に関連する作業を行い、使用後は沢状の所に置かれたものと考え

られる。これとほぼ同様な礫片の出土状況を示す遺跡としてイモッペ川対岸の宮戸4遺跡（平成12年

度調査、 13年度以降報告）があり、周辺の遺跡では多く出土している。 （袖岡）
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表Ⅵ－8－7包含層掲載石器一覧（1 ）

| 層位’層位 重量(9)番号 分 類 出土I点･鋤謂 長さ×幅×厚さ(cm) 石質 備 考

石 "|N52a･ 11 Ⅲ層 ｜ （1.5)×1.()×0．1 粘板岩 欠損品
r1 61

U，色

石 鍼 掘り上げ士２ N46c･76 1．8×1．2×0．2

2．0×1．4×0．3

2．0×1．5×0．2

黒曜石0．4

3 石 雛 M57c ･9 V層下 黒曜石0．7

石 錐4 M42c ･19 V層下 黒曜石 被熱0．6

５ 石 鍼 M45b･61 V層下(1-1-1) 2．0×1．8×0．3 めのう0．7

石 雛6 N43a･25 V層下 2．1×1．4×0．4 黒||霞石0．7

雛７ 石 N42a･12 V層下 2．6×1．8×03 黒曜石 欠損品被熱
Tn

L．乙

鍼8 石 N50d･12 V層下 3．0×1.8×0．4

(1.8)×(l.8)×(03)

黒曜石1.4

雛9 白 V層下M45a･32 (0.8） 黒曜石 破損品

雛10 石 N48b･51 V層下 2．2×0．8×0.2

2．7×1．0×0．3

(4.9)×1．2×0．3

黒曜石
ハ｡
Lﾉ.LJ

雛11 石 V層下N54c･8 0.7 黒曜石

石
TO

L乙 V層下鯛 N50b・13 1.6 黒曜石 欠損品

石 雛1Q
LJ N55a･3 V層下 (4.9)×1．5×0．4 黒曜石 欠損品3.(）

雛14 石 M49d･19 V層T 4，7×1．9×0．5

2．9×1．4×0．4

黒曜石4．1

1頁
ユリ 雛石 M42b･5 V層下 黒曜石 未製品1 .5

雌
アー

仁I16 V層下M47a･38 2.9×1．4×0.4 未製品黒曜石
11

1．1

雛17
7

口 V層下M51d．76 3.2×1.5×0.4

3,()×2．0×0．4

黒曜石 未製品1.2

雛18 石 M51a･13 V層下 未製品1.5 黒曜石

雛19
ア

ロ V層中M54b･12 3.3×1．9×0.5 黒曜石2.］

雛石20 V層下O48a･40 1.6×0．9×0.2 黒曜石0．2

鍼 M50b・2 V層中21 仁1 1.5×1．3×0．3 黒曜石nQ
kノ．LJ

石 賑
旬、

乙乙 V層下M54b･53 2．2×1．3×0．3 黒曜石0．5

鍼
、｡，

色0 石 M53c ・33 V層下 2．5×1．7×0．5 黒曜石0．9

雛24 石 M50c･26 V層1 2.4×(1.8)×0．4 泥岩？ 未製品欠損品
1，

1．色

雛
、「一

‘0 V層中
ア

'口 M52d･9 2．9×2．2×().3 黒曜石1．6

雛泌
一
蔀

石 V層下M51a･33 3．6×1.5×0.4

3．7×1．4×0．5

1．5 黒曜石

鋤 V層F(H-3)石 N47c･40 黒曜石
1厘
八．1J

鍼石 V層中28 M58b･2 (3.5)×1．6×0．6 黒曜石 欠損品2．0

羽 石槍・ナイフ V層下M51a・12 492×2．65×().58 黒曜石4．6

石槍・ナイフ30 V層中M51d．2 5.51×2.80×0.55 黒曜石5．0

石槍・ ナイフQ1
Jユ V層中M51b･6 1.29×2.60×0．68 黒曜石4.5

石槍・ ナイフ32 M52a･28 V層下 5．09×3．13×0．61 黒曜石1.7

石槍・ナイフ33 V層下M43a･37 4．68×2．99×0．64 黒曜石 欠損品4．8

石槍34 ナイフ V層下N52a･16 5.50×2．8()×0．7(） 黒曜石6.9

石槍・ 十イヲ~’~I ~／35 V層ﾄ？M38a・ ］ 5．41×2.6()×0．61 黒曜石5－5

石槍・ナイフ V層T36 N45a･78 4．18×2．20×0．57 黒曜石3.4

石槍・ ナイフqr7
u~【 N47a･6 V層下 (6．18)×2．55×0．61 黒曜石 欠損品6．0

V層棚上げ」石槍．＋イヲ~／~I ~〆38 N45b･34 (6.70)×3．08×0．70 黒曜石 欠損品ワワ
~I.~

石槍・ナイフ19 V層下M51c･65 (6.28)×3．29×0．81 破損品黒曜石11．1

石槍40 ナイフ V層下M51a･29 (6.9)×(3.1)×(0.8) 黒曜石 破損品(14.1)
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VI 米原4遺跡

表Ⅵ－8－8包含層掲載石器一覧（2）

備 考石質長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9)出土鱸‘鋤謂 層位分 類番号

M52b･17(V@F)､M52b･4(VMI)

とi始

黒曜石(33.4）V層下 (11.06)×3.60×1．00石槍・ナイフ M52b･1841

破損品頁岩(25.0）V層中 (11.3)×3.1×0.8石槍・ナイフ N57b･742

黒曜石V層下 4．20×2．41×0．49 qリ
U●~石槍・ナイフ N47a･1443

黒曜石V層下 4．12×2．25×0．69 5.0石槍・ナイフ N52b･4344

黒曜石V層下 4．48×2．11×0．59 4.3石槍・ナイフ M46c･4245

黒曜石Ⅲ層 5.04×2．31×0．61 5.5石槍・ナイフ N51a・146

V層中 黒曜石4．81×2．41×0．56 4.6石槍・ナイフ M52c・647

黒曜石V層「 5．39×2．50×0．75 6．9石槍・ナイフ M46b･5648

被熱7．41 黒曜石V層下 1．61×2．59×0．95石槍・ナイフ M51d･7349

黒曜石Ⅵ層石槍・ナイフ 5．35×1．90×0．59 只員
』.』M51d･9250

黒曜石V層下石槍・ナイフ 5.20×2．00×().78 8.8M51d･28
『一1

，」

黒曜石V層下石槍・ナイフ 5．5×2．2×0．8 8．1N38d･12
「ーn

o乙

黒曜石V層下 8，1石槍．＋イヲ~／~l〆
529×265×080M45c・16

r－n

Dg

V層中 黒曜石石槍・ナイフ 4．8×3．1×0．8 Qq
JeU54 M51c ，7

破損品被熱(5.9)×(3.7)×1．0 黒曜石(15.9）石槍・ナイフ V層下M50d･69記
一
弱 黒曜石V層」 4．4錐 3.7×2．4×0．9L39c･8石

黒曜石V層上 1.4×3．4×0．7錐 7．0L39c・8
テー

乍］57

黒曜石V層下錐 4．1×2．8×1．0
I一与

り、イN50d･1958 石

黒曜石V層下錐 M39d･11 3.7×1．8×().7 q’
しeL59 石

黒曜石錐 V層1 4.()×1．3×0．9 3．6M42c ・1160 石

黒曜石Ⅵ層錐 4.1×1.2×0.5 2．4石 M42c ・7061

頁岩V層下つまみ付ナイフ 7.7×2．9×1．2 20．1N52d･4262

黒曜石Ⅳ層つまみ付ナイフ 5.9×3．8×1．0M41c・8 16．963

頁岩V層中つまみ付ナイフ 8.1×2．1×().7 8．7N57c･1064

欠損品(6.7)×2．4×0．8 頁岩V層下 (8.2）つまみ付ナイフ
ハF－

OO N52c ･8

破損品V層下 (5.5)×2，6×().9 (10.1） 黒曜石つまみ付ナイフ ○48d･266

頁岩V層中つまみ付ナイフ 6.0×1．9×1．1 8．8N50b･267

黒曜石V層下つまみ付ナイフ 5.2×3．75×0．90M59c･3 8．368

黒曜石つまみ付ナイフ V層下 7.0×2．6×1．0 11 ．4M43b･1069

破損品被熱(2.7)×(2.3)×(0.5）
／d､ 4，､

(づ.◎ノ 黒曜石V層中つまみ付ナイフ L41c ･870

黒曜石V層中 5．2×2．2×0．9つまみ付ナイフ
ワ1

イ． LL40c･471

黒曜石V層下つまみ付ナイフ 4．9×2．6×().7 6．4M49b･2072

V層中 黒曜石つまみ付ナイフ 6．7×3．3×1．2 19．273 L41c・3

黒曜石つまみ付ナイフ V層下 6.6×2．85×1．18 13．7N52b･2974

V層下 黒曜石つまみ付ナイフ 6．0×2．7×1．2 14．4M43b･3175

頁岩VI Eつまみ付ナイフ M46b･134 6．3×3．2×1．3 19．576

黒曜石V層下つまみ付ナイフ 3．7×6．7×1．0 16．2
句司

ｲｲ M42c・23

黒曜石V層中つまみ付ナイフ 2．4×4．0×0．8 5.0N51d･378

黒曜石V層 3．72×2.12×0.93つまみ付ナイフ 6.4M52a・’1279

黒曜石 ｜欠損品V層~「 (11．2）つまみ付ナイフ L43b･30 7．4×2．3×0．780
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表Ⅵ－8－9包含層掲載石器一覧（3）

番号 分 類
ロ
胃
Ｊ

巫
偽
画

鵬
洲
脚

連
恒
星

牌
｛
］
小

剛
湘
心

－
や
上

川
品
出 層位 長さ×幅×厚さ(cm) 重量(9) 石質 備 考

スクレイパ |N47c ･4981 V層下(H-3) 3．70×2．75×0．80

(3.82)×2.90×0．60

黒曜石10．3

82 スクレイパ M40a･1 Ⅲ層 (6.5） 黒曜石

記 スクレイパー M54b･51 V層下 3．95×2．54×1．00 黒曜石9．8

84 スクレイパー V層中M51b･8 5．6×3．2×1．2

6．6×3．5×1．4

黒曜石19．2

85 スクレイパー V層中M52b･5 30.1 1 黒曜石

スクレイパー86 M39d･9 V層下 4．8×2．8×0．7 黒曜石10．7

87 スクレイパーM50d･19 V層下 (5.1)×3.0×1.1 黒曜石
/1戸1、

{L0．上ノ

88 スクレイパー M50d･37 V層下 (4.6)×2．3×1．0 黒曜石(10.5）

スクレイパー V層下89 M50d．20 5.0×3．2×0．8 黒曜石9．5

スクレイパー V層下90 M52．．29 6.4×3．6×1．9 33－9 黒曜石

スクレイパー91 N52a･19 V層下 6.()×5．2×1．9 黒曜石34．7

92 スクレイパー V層下M46b･55 5.6×2．9×1.4

5.3×4．8×1．0

黒曜石1月.8

スクレイパ93 M43b･25 V層下 黒曜石19．8

94 スクレイパー V層中M52a･6 6.2×4．3×().9 15．8 黒曜石

スクレイパー M39d･10 V層下95 頁岩9.9×5．9×1．6 68．1

96 スクレイパー V層下046d･3 12．8×4．7×1．3 頁岩66．7

ピエス・エスキーユQワ
J~I V層下M42c ･24 2.1×2．0×0．7 黒||濯石2．9

』壬－

1紫石98 047d･36 V層下 4.3×2．5×2．3 黒曜石20．3

|亥 V層下99 石 M43a･8 5.2×8．3×2．2 黒曜石89．0

テー

仁I 斧 V層上100 M51a・87 9.1×3．5×0．6 粘板岩 未製品24．2

琴
ノー丁101 石 V層下N46b･23 (10.0)×2．7×1．1 片岩 欠損品(50.7）

斧石 V層下102 M51d,89 泥岩？11.8×2．2×1.5 62．8

103 斧 V層下石 M52a･64 (6-2)×3．5×0．8 泥岩 欠損品25．4

斧石104 N46d･126 VI E 3．3×1.4×0．3 片岩2．0

斧 V層下105 M52a･64白 泥岩11．6×5．5×1．7 M52a･19(帽中) |$i'1点と飴142．4

斧石106 N48c・35 V層下 總品 N48b･49(V層下)と|始18．3×6．0×3．2 倣攪岩660．0

斧107 石 V層下N48a･15 ﾎ洲○48d･18(V層下)と飴13.1×5．3×1.5 泥岩159．8

斧石108 V層下M45b・6 泥岩10．9×4．5×1．6 120.］

斧 V層中109 石 N52a,6 13.4×4.5×3. ］ 泥岩 未製品
のハイ r一

色01．ひ

斧 V層中110 N50d･5石 13.7×4.2×2．2 泥岩174．9

琴
土丁石 V層下111 M46c･138 (13.())×(8.9)×(3.1） 泥岩 鯲品 M46b･45(V層下)(2)、

M46c･8(VMW)､N46d･64(Mill廿）

H-1-506(Wt)と齢

(521．8）

た た き 石112 N45b・8 V層下 5．3×4．9×5．3 倣攪岩159．6

た た き 石11q
ユユじ V層中L39c・7 撒攪岩5.(〕×4．1×4．7 205．5

た た き 石114 V層卜M50．．23 砂岩 被熱12.8×7.0×2．7 361．2

た た き 石 V層下115 M52b・49 10．7×7．4×5．8 珪岩 IMM53b･17(V2T)と齢イ只只貝ql
、ULﾉU■LJﾉ

た た き 石116 V層下O48a･13 (8.4)×(5.5)×(4.6） 傲攪岩 破損品(361.4）

す り 石117 V層下M42c･48 (7.8)×7．6×(2.8） (249.9） 砂岩 賊品 M42b･3･24･39'42(V層下）

M42c･77(VIE)､M42c･84(V層下)と

齢槻
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Ⅵ米原4遺跡

表Ⅵ－8-10包含層掲載石器一覧(4)

備 考番号’番号 石質重量(9)長さ×幅×厚さ(cm)
ロ
弓

巫
今
西

岾
棚
吻

連
旧
姪

ト
ロ
川

仙
咄

斗
上

小
出
閂 層位分 類

被熱砂岩154.716.2×6.6×3.0V層下たたき 石 M39d･20118

片麻岩V眉下 23．1×7．7×4．0 946．8たた き 石 M45b･69119

片麻岩781.7V層下 7.5×14．1×4．4す り 石 M50c･27120

砂岩1080．0Ⅵ層 9.6×16．0×5．5すり石(断面三角） M38b･36121

片麻岩684.3Ⅲ層 7．7×12．3×4．2|上海道式石冠 N56a･1122

被熱砂岩7．1×13．9×3．6 489．3V層下北海道式石冠 M53b･181，，

1乙｡

片岩になりかかっている砂岩

M51a･73(VE)と接合被熱

砂岩7．2×8．2×3．1 198．1V層北海道式石冠 N52a･10124

砂岩64．9V層 7．6×4．3×2．8砥 M51b･66
1，｢一

上乙0 石

砂岩(47.8）(7.3)×(2.3)×(2)V層下M48a･19石砥126

砂岩V層下 (11.7)×6．4×2．1 164．7M43c･5砥 石
1，房

L乙イ

被熱砂岩V層下 324.69．2×8．8×3．6M51d･46砥 石128

軽石V層下 8．9×6．9×1．2 12．0砥 石 M45b・71129

破損品

~被熱
安山岩(2.5)×6．4×(0.75）V層下 13．8偏平打製石器 N56a・11130

(3.3)×(4.1)×(1.12)V層下 (10.5）製卜
L

口

口口 M41b･121ql
ユリ上

(10.4）V層下 4．4×1．9×1．6焼成粘土塊 M52d･67
10の

ID色

V層 (6.7）(4.0)×1.4×(1.45)上 製
ロ

ロロ N49･2
1，へ

10｡

棚り上Ifjz (36.5）3.34×4．5×3．5土 製 N46d･134ロ

ロロ134

破損品N52a65(V層下)と結合(2.9)×(3.6)×(2.53）V層1 (14.2）土 製
口

口口 N51a･59
1，『一

LDO
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表Ⅵ－8-1 1 M－42グリッド被熱礫・礫片属性表

遺物番号 形 状 長さ×幅×厚さ(cm)

(11.9)×7.6×6.8

重さ(9) 石質備

b･ 17， c ･39･41 ･42 (2)

46(3) .47･48(2)(V層下)、

-倖△．
]女口

考

44．45・

ほか4点と

計17点

亜角礫1 砂岩(790）

亜角礫2 ９

５
~~

４

４

×

×

１

２

７

８

×

×

３

４

０

０

１

１

140 c･33 (V層下） 三!．’占同’1,い、

亜角礫３ 砂岩(480） c･39･42(3)･45･47(V層下)と接合

計6点

c･42･64 (2)･73 (2)･74･75 .

76 (6) (V層下)と接合 計13点

亜角礫4 (8.8)×92×7．3 砂岩(780）

亜角礫５ (14.0)×12.6×6.0 (1,030)砂岩 b・7， c38(2)･43･44.45(3) ，46(2)

･47(2) ･64(5) ･74.75(3) ・77(5)

･84(2)(V層下)、ほか3点と接合

計31点

c ･ 38･40･41 ･45'46･47 (3) ’48

(V層下)、ほか3点と接合 計12点

亜角礫6 9.5×8．3×5．4 砂岩(520）

亜角礫７ 砂岩(13.7)×8.1×(6.3) (570） c ･41 (3) ･42･43･45 (3) ･47 (10)

･48 (3) ･76･84 (V層下)、

ほか16点と接合 計39点

亜角礫8 砂岩14.7×9．5×5．1 (940） bl7 (2) ･30･43

(4) ・73 (4) ・74

ほか1点と接合

ｊ

６

２

７

ｉ ･45 ．46 ．48

(9) (V層下)、

計26点

亜角礫9 (13.2)×8.5×5．2 (79()） c ･40･41･47･72･75(V層下)と接合

計5点

c39(2) ･41(2)(V層下)と接合計4点亜角礫1 0 8.4×(7.2)×(3.1) 砂岩(240）

亜円礫l 1 (800)11.3×7.8×6.5 b28･30･41、 c84(2)(V層~ﾄ.)と接合

計5点

亜角礫 (7.3)×(6.7)×4．41 2 c･73(2)･76(9) (V層下)、ほか6点と

接合 計17点

(180)

亜円礫1 Q
L J (210) 砂岩9.1×7.8×2．0 c･37･38(V層下)と接合 計2点

14 亜円礫 9．4×8．9×2.6

11.8×(6.6)×4.6

(250） c･42･46･47･75(V層下)と接合計4点

亜円礫1 反
L J (370） 砂岩 c・64．73．75 ．76． 84(6) ・94

(V層下)、 ほか3点と接合 計14点

亜角礫1 6 15.3×6.7×(4.6) (640） c･38･40．45(2) .48･64(3) ・74･

75(2) '77(V層下)、ほか3点と接合

計15点

亜角礫17 (12.1)×(8.3)×(4.7) (640） 砂岩 c･38･41(2)･42(3)･43･45 (3) .

47･ 64･67'84(2) (V層下)、

ほか1点と接合 計16点
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c74･84 (3)(V層下)、ほか2点と接合

計6点

c38･39 (2) ・41 (2) ･43 (5)(V層下）

ほか2点と接合 計12点

c .45 (2) ･47 (3) ･48. 64 (2) ･

74(2) ･75(6) ･77(6) ･84(V層下) 、

ほか3点と接合 計26点

c･39･41･42･45･64(2)･68･75･

84 (V層下)、ほか2点と接合計11点

砂岩480亜角礫 9.1×7.0×5.918

亜円礫 (570）9.6×8．8×7．019

砂岩亜角礫 (800）21.3×8.9×5.020

砂岩(720）亜円礫 (10.3)×8．8×7.32 1

砂岩亜角礫 (970）15.7×11.5×5．6のの

白皇

(18.7)×(8.1)×4.2 c･45･74･76(5)(V層下)と接合計7点

b･ 17 (4) ･42･44･45 (4) ･47 (2) ･

84 (V層下)、ほか3点と接合計16点

砂岩亜角礫 (650）0 ．）

△0

亜円礫 11,2×6.4×4．7 (390)24

b･41 ．42･47･48 ． 64･76･84(8) ･

89 (V層下)、ほか3点と接合計18点

b･41'43･48(3)(V層下)と接合計5点

亜角礫 (9.9）×（7.3）×（5.7） (400)
、 rー

乙｡

砂岩亜角礫 (9.3）×（6.()）×（3.2） (190)26

亜角礫 c41(4)･43(4)･47･64 (4)

(V層下) 、 ほか7点と接合 計20点

(410)(8.9）×(9.1)×(6.1)27

亜角礫 c41 (4) ・43(4) ・47･64 (4)

77･84(5) (V層下)、ほか3点と接合

計13点

11.7×10.2×(6.0) (410)28

砂岩 c･41･42･45(2) ｡47(2)･60．64

(V層下)、ほか3,点と接合 計8点

亜角礫 (8.4）×（6.0）×（6.8） (380)29

(2,330） c ・36 ･41 ･42 (3) ･47･64･84

(V層ﾄ)、ほか1点と接合 計9点

亜角礫 19.5×(1lO)×7.430

二1－ドー

同Tb只c･74 (V層下）亜角礫 13.7×10.5×8．6 1,590q l
J ｣

c ・40.41 .42･43･84 (V層下)、

ほか3点と接合 計8点

亜円礫 17.7×12.1×9.4 2,830Qワ
J今

c･73･76(4) (V層下)と接合計5点砂岩亜角礫 (240）9.1×5．6×3．333

計1点

84(V層下)､ほか2点

計6点

c ･ 6 (V層下）

b･18(2) ･44､ （

と接合

亜角礫 (780）12.3×8.0×5．534

砂岩亜円礫 (180)7.9×6．7×3．135

c･45 (2)･48･75 (5) (V層下)、

ほか3点と接合 計11,両

砂岩(10.7)×(9.5)×(4.5)亜円礫 (460）36

計L哨’砂岩 c ･76 (V層下）亜円礫 (270）11．3×7.2×2.9｡ワ
Jj
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亜角礫38

39

40

41

(7.7)×8．8×6．7

11,0×7．4×5.8

(11.5)×5.5×4.9

9．1×6．9×3．8

砂岩(580） c .40 (V層下)一部すり面有計1点

恥角礫 (570） c'72･74(2)･75(V層下)と接合計4点

亜角礫 (400) c･84 (V層下） 計1点

亜円礫 c ･61 (V層下）280
占
いＬ計

皿角礫42 18.8×(10.2)×(7.6) 砂岩(1.210) c ・ 16･39･42 (2) '45 (3) ･46･

48 (2) ・64 (2) ・75 (2) ・77 (2) ・

84 (V層下)、ほかl,'罰と接合計18点

c ･44･73 (5) ･74 (2) ･75 (3) ･76

(8) ･78(2) ･84･96(V層下) ､ほか5点

と接合 計28点

唖角礫4 3 (16.8)×10.3×6.4 砂岩(1,260)

覗角礫14 11.7×6.5×6.3 砂岩(62()） c ･39･41 ･42(2) ･45(2) .46･47･

48･75･84(3)(VE~F) ､ほか5点と接合

計18点

亜角礫45 Tト 淫I

］主 冒行11.0×8.4×(6_6) (540） c･47 (2)･64

75 (3) ・76 （7）

ほか9点と接合

(3) ，73 (8) ・74‘

77･84 (3) (V層下)、

計37点

milﾘ礫
イ ハ

1 0 (13.0)×9．0×4.9 砂岩(610) bl7、 c ･ 15･42･64 (3) ・75 (2) ･

76･77(2)(V層下)､ほか7点と接合計12点

亜角礫47 砂石11.4×(8.2)×49 c･64 (2) ・73･74･76 (5) (V層下）

ほか3点と接合 計12''#

(480）

亜角礫1 8 (9.9)×(8.2)×(7.5）
丁-1- I-E I

1韮在「(760） c･38･39(2)･41 ．43･44'45(3) ･

46.47(3) ・64(2) ・74.75(3) ・77.

84(VI曹下)､ほか7点と接合 計28点

亜角礫49 流紋岩？9.6×7.1×(6.4) c･42.64(4) ・74.84(4) (V層下) 、

ほか5点と接合 計15点

(49()）

亜角礫50 砂岩9.7×(7.0)×(4.0)

11.2×9．3×5.5

c･75(2)･84(6)(V層ﾄ.)と接合計8点(290）

亜角礫5 ］ 砂岩(550) (〕 ・42．46．47．48，64(6) ‘75(3) ・

84(8)(V層下)、ほか2点と接合計23,IM

亜角礫52 (13.4)×(10.9)×(7.1) 砂岩 c･40 (V層下） 計1点(910)

亜角礫53 18．4×9.6×8.8

9.7×(7.3)×(3.3）

不明 c･72 (V層下） 計1点2,530

亜角礫54 砂石
’ 1 1

c ･84 (V層下） 計1点(310)

亜円礫
FF

DO 10.0×6.9×4.3

15.8×(9.3)×6.2

b ･ 15 (V層下） 計1点35(）

i1i角礫邪
一
”

b '2 (V層下） 計1,点(1,350)

亜円礫 7.4><68×2．4 砂岩 b .28 (V層下） 計1点190

亜角礫58 10.4×8.9×8.0 c･40 (V層~ﾄ） 計1点810

亜角礫59 12.1×(5.0)×5.5 c ・61 (V層|､）(370）
語1で ~吟

訂l胤

亜角礫60 (12.7)×(9.3)×(3.2） 砂岩 c ･ 39･42･45(2)(V層下)､ほか2点と

接合 計6点

(260）
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Ⅶ自然科学的手法による分析結果

1 鵡川町米原3．宮戸3・米原4遣跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析および

非破壊分析による水和層の測定

藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遺物の

石材産地推定を行なっているL ，｡ ‘'・

石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に自然の力で移動した

岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必要条件を満たす。

また、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十分条件を満たす。 よって、ただ

1カ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『石器と

ある産地の原石が一致したからと言って、そこの産地のものと言い切れないが、 しかし一致しなかっ

た場合そこの産地のものでないと言い切れる』が大原則である。

考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味をもち、見える様式として形

態や文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材がある。これら

が一致するということは古代人が意識して一致させた可能性があり、すなわち古代人の思考が一致す

ると考えてもよく、相互関係を調査する上で重要な結果となる。石器の様式による分類ではなく、 自

然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キ

ャンプ．地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用

にすると産地分析は中途半端な結果となる。 よって、遠距離伝播した石器原材であっても、遺跡近く

の似た組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性がある。

人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と

出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明

できず、その石器原材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一

致したことが、直ちに考古学の資料とならない。確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定でき

なくなったが、 B、 C， Dの産地でないとの証拠がないために、 A産地だと言い切れない。B産地と

一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と

交流がなかったと言い切れる。ここで、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、B、C、D･ ･ ･ ･ )

の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がA

産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可

能であると思われる。 また、 自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが

使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の
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結果の信頼性は何ケ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少な
ければ、信頼性の低い結果と言える。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられる。このため、微量成分を中心に元素分析を行ない、

これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各

原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物の

それを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離） を求める。次に、古代人が採取し

た原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地点が異なる可能性は十分に考えられる。

従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限に近い個数の平均値と分散を推測して判定を行う

ホテリングのT2乗検定を行う。 この検定を全ての産地について行い、ある石器原材と同じ成分組成

の原石はA産地では10個中に1個みられ、 B産地では1万個中に1個、 C産地では100万個中に1個、 D

産地では･ ･ ･ ･ 1個と各産地毎に結果を得る。このような、客観的な検定結果からA産地の原石を

使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求め
て産地を同定する。

今回分析した遺物は北海道鵡川町に位置する米原3遺跡出土の縄文時代の黒曜石製石器､石片11個、

宮戸3遺跡出土の縄文時代の黒曜石製石器、石片6個および米原4遺跡出土の縄文時代の黒曜石製石

器、石片17個の合計34個である。これらの産地分析および非破壊分析による水和層厚さの結果が得ら

れたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。K， Ca，Ti、Mn、 Fe、 Rb、 Sr，Y、 Zr、Nbの各元素を主に分析し

た。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、産地を特定する指標

とした。黒曜石は、 Ca/K，Ti/K、Mn/Zr，Fe/Zr， Rb/Zr， Sr/Zr，Y/Zr、Nb/Zrの比量をそれぞ

れ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰

九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図lに示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくさ

れている。元素組成によってこれら原石を分類し、表4に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物

で作った遺物群を加えると196個の原石群になる。以下、北海道地域および一部の東北地域の産地に

ついて記述する。

白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦

東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大

産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。 また、あじさいの滝の露頭から

は赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白滝第2群)。また、

八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別でき

る。幌加沢よりの転礫の中で70%は|幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、

残りの30％は赤石山群に一致する。

置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、原石の元素組成は所山置戸群に

まとまる。 また、同町の秋田林道で採取される原石は置戸山群にまとまる。

留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第1および第2群に分類される。
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この原産地は、常呂川に通じる流域にある。この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取されるが現在まだ

調査していない。

十勝三股産原石は、河東郡上士'|県町十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取される。

この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝

川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相

互に近似している。また、上士'|滉町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産

原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産

地分析で原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオ

ルベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、 これら複数の産地をまとめて、十勝地域とし

ても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。

清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作ら

れた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。

名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。

これらを組成で分類すると88％は名寄第一群に、 また12%は名寄第二群にそれぞれなる。

旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20％が近文

台第一群69％が近文台第二群、 11%が近文台第三群にそれぞれ分類された。

滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、

21%が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社

からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜

石原石が採取される。産出状況や礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が

一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。

赤井川産原石は、余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。小球果の

列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群を、 また、球果の非常に

少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作った。これら第1， 2群の元素組成は非常

に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。

豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1， 2群の2群に区別される。豊泉第2群の

原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に

伝播している。

町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた。この出出来島群は青森県西津軽郡木造

来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1点

採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鵺ばみ地区より採取されている。

柴浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石青森県西津軽郡I

で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。

深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸

群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第1， 2門第一

群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少な

希に石雛が作れる大きさがみられる程度である。<、

麿森群は麿森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には5cm大のものもみられる。また、考古学者の話

る下湯川産黒曜石についても原石群を作った。題にな
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結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはや、不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を
誤るようなことはない。

今回分析した米原3 ．宮戸3 ・米原4遺跡の黒曜石製石器の結果を表3に示した。石器の分析結果

から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にする

ためRb/Zrの一変量だけを考えると、表3の試料番号73268番の遺物ではRb/Zrの値は0.900で、赤井

川第1群の［平均値］±［標準偏差値］は、 0.969±0.060である。遺物と原石群の差を標準偏差値（O）

を基準にして考えると遺物は原石群から1.1ぴ離れている。 ところで赤井川原産地から100ケの原石を

採ってきて分析すると、平均値から±1.1ぴのずれより大きいものが27個ある。すなわち、この遺物が、

赤井川第1群の原石から作られていたと仮定しても、 1.1o以上離れる確率は27%であると言える。だ

から、赤井川第1群の平均値から1.1oしか離れていないときには、 この遺物が赤井川第1群の原石か

ら作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山群に比較すると、赤石'II

群の平均値からの隔たりは、約7ぴである。これを確率の言葉で表現すると、 「赤石山群の原石を採っ

てきて分析したとき、平均値から7ぴ以上離れている確率は、千万分の一である」 と言える。このよ

うに、千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられない

から、 この遺物は、赤石山群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのことをまとめ

て言うと、 「この遺物は赤井川第1群に27％の確率で帰属され、信頼限界の0.1%を満たしていることか

ら赤井川第1群原石が使用されていると同定され、 さらに赤石山群に十万分の一％の低い確率で帰属

され、信頼限界の0.1%に満たないことから赤石山原石でないと同定される｣。

遺物が1ヶ所の産地（赤井川産地） と一致したからと言って、例え赤井川第1群と赤石山群の原石

は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差が大きくなる不定

形（非破壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、 ｜司種岩石の中での分類であ

る以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地(赤井川産地)に一致し必要条件を

満足したと言っても、一致した産地の原石とは限らない。このため、帰属確率による判断を表4の

196個すべての原石群について行なって十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群を消していく

ことにより、はじめて赤井川産地の石材のみが使用されていると判定される。実際はRb/Zrといった

唯1ヶの変量だけでなく、前述した8ケの変量で取り扱うので変量間の相関を考盧しなければならない。

例えばA原産地のA群で、 Ca元素とRb元素との間に相関があり、 Caの量を計ればRbの量は分析しな

くても分かるようなときは、 A群の石材で作られた遺物であれば、 A群と比較したとき、 Ca量が一致

すれば当然Rb量も一致するはずである。 したがって、 もしRb量だけが少しずれている場合には、 こ

の試料はA群に属していないと言わなければならない。

このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラ ノビ

スの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確

率を求めて産地を同定する4‘1．産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では196個の推定確

率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された
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Ⅷ 自然科学的手法による分析結果

原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低

いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、赤井川産原石と判定された遺物

について、 カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産

の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表1に記入した。

原石群を作った原石試料は直径3cln以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の

分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の

測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きく

なる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1%に達し

ない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、

マハラノビスの距離D2乗の値を記した。この遺物については、記入されたD2乗の値が原石群の中で

最も小さなD2乗値で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言える

ため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほﾞ間違いないと判断されたものである。

赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門、膳森山地区、浪

岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、膳森山、大釈迦の各群の組成が赤井川第一、二

群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地と赤井川または

十勝産地、 またこれら3ケ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石

が使用されたか否かは、 l遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、

これを戸門産地における第1群（50％） と第2群（50％）の産出頻度と比較し戸門産地の原石である

可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないことか

ら戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。 また浪岡町大釈迦産原石は非常に小さく分

析した遺物よりも小さい原石で本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。薦森山産地の原石、

赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、 これら産地に同定された遺物の帰属確率

の差が十分の一～百分の一がほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、膳森山の各群の帰属確率の

差がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦慮する。この場合は、客観的な産地分析法により赤

井川産、十勝産、鳫森山産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産

地、蔭森山産地のいずれに多いかを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。

白滝地域のあじさい滝、八号沢、 白土沢、幌加沢の一部の原石は相互に元素比組成が似ていて、産

地分析の結果で区別できない遺物がみられる。この場合、梨肌表面の遺物を八号沢、 白土沢地区の原

石、滑らかな表面の遺物をあじさい滝または'幌加沢地区の原石と肉眼で判断し判定の欄に記する。

今回分析を行なった米原3遺跡出土の遺物11個には赤井川産が8個が使用されていた。分析番号

73269番の遺物表面に残る自然面の観察から円礫状原石が推測されることから、特に考察を付け加え

る。赤井川産原石と元素比組成が比較的似て円礫原石としては、古代人が多く使用している十勝産が

推測されるが、例えば、十勝産原石が風化の影響を受けて軽元素のK元素が大きく観測されても、赤

井川産原石に同定されることがないので、 この遺物が十勝産の可能性は否定できる。 また、青森県の

膳森山群の原石も円礫状で、薦森山の可能性も推測されるが、膳森山群への帰属確率が信頼限界以下

であり、遺物の自然面から推測される大きさの原石は、膳森山産地からは産出していないことから、

麿森山産原石の可能性も否定できる。また、青森県、十勝地方以外で赤井川産原石と元素比組成が比

較的似る円礫原石を含む礫層が発見されていないことから、 この円礫遺物は赤井川産地の露頭から流

れた士木沢、赤井川、余市川から採取された可能性が推測される。 また、他の角礫状の遺物は赤井川

産地の露頭および露頭近くで採取された原石が伝播したと推測した。赤井川産の他に十勝産原石が
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2個使用されている。分析番号73275番の遺物は円礫状の自然面を残していることから、十勝三股露頭

から流れ、円礫になって河川堆積層や十勝川、サンケオルベ川に通ずる河川から採取されたと推測で
きる。 また赤石山産原石がRフレイクとして1個が出土している。

宮戸3遺跡出土の黒曜石製石器、石片6個では、十勝産と同定された4個の中で円礫と推測されたも

のは1個である。分析番号73284番は角礫状の痕跡がみられるが、非常に小さく確定できず、 この角礫

状原石が十勝三股原産地の露頭から伝播したと決定できなかった。 また、赤井川産と同定された遺物

2個は角礫であった。分析番号73279番の遺物は軽元素比Ca/K,Ti/Kを入れると帰属確率が非常に低く

同定され、赤石山群にD2乗=51が最も高い。 しかし、 196個のどこの群にも信頼限界の0.1%に達しな

い。本来、赤石山群に一致する遺物であるが、風化層の影響で同定確率が低くなっていると推測した。

一般的に、遺物に被熱などの履歴があり風化層が非常に厚くなっている場合が多い。厚い風化の場合

には、表3に示すようにKの元素が他の赤石山群に同定された遺物より大きく観測される。これは推

測であるが、風化層内のK元素が黒曜石表面に移動し濃縮し、マトリクス効果の自己吸収によるK元

素蛍光X線の減衰が減少するために、K元素のピークが大きく観測される。従ってK元素が分母の

Ca/K,Ti/Kの比値が小さくなる。将来的には風化層の厚さから補正が可能のように思える。現時点で

は軽元素比を抜いてマハラノビスの距離を求めて行なう、ホテリングのT2乗検定を表4の196群の全

ての原石、遺物群について試みた。その結果を推定確率の欄に【 】内に区別して記した。

米原4遺跡出土の縄文時代の黒曜石製石器、石片17個では、赤井川産が10個で、 7個は角礫であっ

た。 また4個が十勝産と同定され、 2個が円礫と推測された。また赤石山産2個が使用されている。分

析番号73288番の遺物の原石産地は不明であった。これは札幌市K39遺跡19次で使用されている産

地不明の遺物群に、軽元素比を入れても、 また軽元素を抜いても、共通に帰属されることから、K19

遺物群と同定した。

今回の鵡川町の遺物の分析の中で、 白滝地域との交流を示す赤石山産原石の使用が見られる。あじ

さい滝産八号沢産などの使用が確認できなかったことから、赤石山産原石を多用する白滝地区の遺

跡を原石供給遺跡から伝播した可能性を推測しても産地分析の結果と矛盾しない。また、米原3遺跡

出土の分析番号73269番の円礫状の赤井川産原石の使用は角礫より少ない。このことから、今後、赤

井川原産地から鵡川町までの遺跡で円礫状の赤井川群に同定される遺物を出土する遺跡を追跡すれ

ば、円礫状の赤井川産原石の伝播ルートが推測できる可能性がある。

非破壊分析による黒曜石製遠物の水和層測定

この分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水

和層で反射する光りで生じるの干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法である。光の反射を利用

するため、遺物の表面にできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測

定できない場合が多々ある。 また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面

が明確に発達した部分を探して測定しなければならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して

分析を行うため、試料によっては1個に3時間以上かかることもある。今回、分析l試料について1ケ所

10回以上測定し水和層厚さの平均値を求め、 これを3ヶ所以上を分析し、分析値の最大、中間、最小

値を選んで表2に記した。

水和層厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の

ショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。こ

受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確

経過年代を炭素-14法、 フイッ

の水和速度は黒曜石の埋土中に

に求めなければ、正確な年代の
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Ⅶ 自然科学的手法による分析結果

換算はできない。従って、遺物が旧石器時代を経過している場合、受けた温度を約75℃(平均効果温

度）として水和速度61を推定したとき、赤井川産原石は1.7("m2/1000年)を用いる。また、縄文時代の

可能性のある遺物に対しては、約8.5℃を平均効果温度として水和速度61を1.9167("m2/1000年） とし、

下記の式により水和層厚さを経過年代に換算した。

測定水和層厚("m) X測定水和層厚("m)
推定換算年代（千年） ＝

水和速度("m2/1000年）

今回分析非破壊で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表2に示した。水和層厚さを経過年

代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成と温度であ

る。 自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石に関して研究は

そこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協力なしでは決

定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡になる。今回の

年代が炭素-14年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下水などで埋士中の遺物温度

が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くなる。 これは遺物の

埋土位置の地温測定で推測できるが、過去の地温の測定はできない。

炭素-14年代などで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発

掘が重要な鍵を握ることは言うまでもない。石器の組成(原産地)さえ分かれば、考古学者が炭素-14

年代と水和層のデーターを集積、整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。これら

考古学的作業により求められた水和速度は、水和機構(理論)が証明されていないが、考古学試料とし

て実用するには問題ないと推測できる。 したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実用的

な年代が得られるため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推測

できる。
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表1 米原3．宮戸3 ・米原4遺跡出土の縄文時代黒曜石製遺物の原材産地推定結果
~ ~

自然画
礫状

備 考
写
伽
口
巧

分

番

試料一遺物,遺跡,出土，
番号 ，名， ，位置，層位

時代時期 可産地（確率

川第2群(2%）

原石 ﾄIl 定 遺物器種名

繩支時fEにI.期
縄文時代

赤ヲ73268 1 1－12 ，米原3,H－l ，床 赤井川 Uﾌレイク 住居跡取上No. l l

赤井ﾉ| フレイク 円礫 遺物包含層

赤石山 Rﾌﾚｲｸ 遺物包含暦

詳(13%） 赤井川 ｽクレイパー 遺物包含眉

赤井川 フレイク 角礫 遺物包含屈

十勝 ﾌﾚｲｸ 遺物包含層

上(1%） . 赤井川 ﾌﾚｲｸ 角礫 遺物包含層

j） 十勝 Uﾌレイク 円礫 遺物包含層

赤井川 ﾌﾚｲｸ 遺物包含層

赤井川 Rﾌﾚｲｸ 角礫 遺物包含層

赤井川 ﾌﾚｲｸ 角礫 遺物包含層

2%)】 赤石山 つまみ付きナイフ 遺物包含層

赤井川 ｽクレイパー 角礫 遺物包含層

十勝 Uﾌレイク 円礫 遺物包含層

十勝 ｽｸﾚｲﾊﾟｰ 遺物包含層

十勝 Uフレイク 遺物包含層

一 十勝 Uフレイク 角礫？遺物包含層

上(4%） 赤井川 Uﾌﾚｲｸ 角礫 B地区住居跡取上No. 1314
十勝 Rフレイク B地区住居跡取上No. I331

赤井川 フレイク 角礫 B地区住居跡取上No.77

爾靭7－rK19遺物群 フレイク 3地区住居跡取上No.87
赤井ﾉ| フレイク 角礫 B地区住居跡取上No.240

拝(9%） 赤井川 フレイク 角礫 B地区住居跡取上No.295

t(6%） 赤井)| フレイク 角礫？ B地区住居跡取上No.26

赤石山 フレイク B地区住居跡取上NO-72

十勝 Uﾌﾚｲｸ 円礫 B地区住居跡取上NC, l L2
赤井川 フレイク 角礫？ B地区住居跡取上No. 129

＝赤井川 フレイク 角礫 B地区遺物包含層

赤井川 フレイク 角礫 A地区遺物包含層

十勝 Uフレイク 円礫 B地区煙…閏■■
%) 赤井川 Uフレイク A地区遺物包含層

%） 赤井川 ﾌﾚｲｸ 角礫 B地区遺物包含層

赤石山 フレイク B地区遺物包含層

十勝 ﾌレイク 円礫?ロ澗閲＝蝿種團‐

Uフレイ

フレイク 円爾

角礫

~閂霞

河藤一

円撰一

赤井ﾉl l

K丙遭斬預

角礫

示列ﾖﾌ1言

赤井ﾉI

干一顧

フレイク

Uフレイク B地区遺物包含屑

刑IUフレイク

B地区 遺物包含眉
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(29%),戸門第1群T面WF

赤笄Jil第1群TFW) 7天釈迦て詞ﾌﾏｰ赤笄町琵了解(5%），米原3, j l3 b ，V層上

，米j泉3,0-14 c ，v層上 r勝二肢(49%) ,戸門弟1群(6%）

赤井川第I群(61%)，赤井川第2群(]4%),十勝三股(1%）
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中

下

一

癖

癩

層
層

Ⅳ
了

地文時代中期？

脳文時代前期

fﾛ文時代前期

母文時代早期

亦井ﾉ1 1弟1群(W%ﾉ ，赤井ﾉ1 1弟2群(34%）

十勝三股W訂; 天釈迩『F訂;~声門琵癬(8%）
十勝三股(35%) ,戸門第1群(2%)

十勝三股(39%),戸門第1群(16%)

十勝三股(69%) ,声門露T群T両師,赤井川第1群(3%）73284
7．1り･E
IJムリ｡

73286

73287

73288

~7河5丁

73290

昭Z89

踊文時代早期

､支蒔蒋甲期｢ﾛｰT§~了釆 赤井川第1群(76%) ,赤井川第2群(68%）

十勝三股(35%) ,戸門第1群(2%）

干勝三隈T羽7

19 1405,米原4,H一

20－1OL米原4, 11-2

床
露

縄文時代中期

縄文時代中期

繩支時祇中期

縄文時代中期

赤井ﾉ| |弟]群(59%）

Kl9遺物群(5%）Kl9遺物群(5%） IKl9遺物群(砺7丁声門第1群T堀ﾌｰ】
赤井川第1群(69%) ,赤井川第2群(72%）

州
一
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一
郷 26
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73290 1 23 ，囹鑪■…一劃Ⅱ…唾､…牽引
73291 1 24－38 ，米原4,H－4 ，床 ｜縄文時代中

縄文時代中期

縄文時代中期
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注意： 近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が暖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があます。本報告では日本における各遺跡の産地分析
の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法（土器様式の基準も研究方法で異なるように）にも関わらず、似た産地名
のために同じ結果のように思われるが、全く関係（相互チェックなし）ありません．本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の
分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

【赤石山(92%)】 ： ［ 】で示された推定確率は風化層の影響を受けやすい軽元素（Ca/K,Ti/K）の軽元素比を抜いて判定を行った結果で、 196個原石群の中で
0． 1%以上の確率で判定された原石産地を記した。

表2米原3．宮戸3 ・米原4遺跡出土の黒曜石製遺物の水和層測定による経過年代の推定結果

鰯覺鐇
分析
番号

試料-遺物,遺跡,出土，
番号 ，名， ，位置，層位

時代時期 判定 水和屑の厚さ
3ケ所測定(“、）

遺物器種名経過年代(B, 】).） 自然面
礫状

－赤笄7TF3．09 3」0 3.06 4,942gt24 L9167 (8:51 uﾌﾚｺ2 円礫赤弄、__377 3．95 3．80 7, 637±310 1 ． 9]67 （8. 5） フレイク
ー赤石Ⅱ戸2．20 2． 17 2．28 Z896±133 ］ ､ 667 （8. 5） Rフレイク
ー蒜笄7TF 3.28 3.40 3.42 5,859±219 1 . 9167 （8. 5） スクレイパー
赤奔〕TF 測定一 不能 1．9167 （8. 5） フレイク 角礫

‐r勝 "'"" #"7土加 L7， （”フレイク
赤井川霧凱1, ＄“ 、｡526±"， L9!‘7 (a5) フレイク 角嬢一|- 勝 1 . 75 (8. 5) Uﾌレイク 円礫

赤井川 測定 不能 1 . 9167 (8.5) ﾌﾚｲｸ

読奔川 ‘~ '& ；~” ‘~”’' 509土加， ’ ~ ，'67 (a5) Rﾌﾚｲｸ 蕊赤弄川一一 3丁訂－ 3．79 3． 94 7, 752±235 1.9167 （85) ﾌﾚｲｸ
赤石山 測定 不能 1 . 667 （8-5） つまみ付きナイフ

赤井川 測定 不能 1．9167 （8. 5） スクレイパー 角礫

-i-勝 3.30 3.77 3: 70 7,333±838 1 .75 （8. 5） Uフレイク 円礫

十勝 4.32 4. 22 4. 58 10,870士762 ] 、75 (8. 5) スクレイパー
十勝 測定 不能 1 . 75 (8. 5） Uフレイク

ー干一顧 3．96 4．02 3．94 8, 975±164 1 ．75 （8. 5） Uフレイク 角礫？
ー赤奔nF 証40 3．50 3．45 6, 154士147 1 ． 9167 （8, 5） Uフレイク 角藤
十勝 3.05 3.04 2, 93 5， 1 15士188 1－75 （8. 5） Rフレイク

赤ﾌ河1F3．0 2 3．05 3． 10 4，822±lo3 1．9167 （8. 5） フレイク 角礫
K両迩跡需測定 不能 （8- 5） フレイク
赤拝、_－3刃8 3．90 4． 72 9， 227士1 ，663 1．9167 （8.5） フレイク 頁禧
－赤笄7F3.46 3.39 3.41 6,053±91 1．9167 （8. 5） フレイク 角礫
赤井川 顧 UT2.91 3. 25 4,902士440 1 .9167 (8. 5) ﾌﾚｲｸ 角礫？

赤石、 － 証 27 3. 30 3， 27 6,399±46 1 ．667 （8. 5） フレイク
ー干一蕗3． 25 3，46 3． 13 6, 106士505 1 ．75 （8.5） Uフレイク 円礫
赤笄71F測定 不能 1 ．9167 （8.5） フレイク 角礫？
赤笄]1F 2．92 2．88 3．05 4，491±215 1．9167 （8.5） フレイク 角礫
赤井川 3． 27 3．29 3． 26 5，539±48 1 ．9167 （8. 5） フレイク 函關■■

十勝 ‘1 . 67 4.64 4.66 12,349±58 1.75 (8.5) Uﾌレイク 円礫
赤奔71 1 3.89 3.85 3.80 7,659±146 1 .9167 (8. 5) Uフレイク

赤井川 3. 84 3.73 3.71 7,327±220 1.9167 (8.5) ﾌレイク 角礫

一赤君1庁 4．85 4．91 4．90 14，274±157 1 ．667 （8.5） フレイク
十勝 3．38 3． 10 4. l l 7, 164±1 ，761 1 ．75 （8. 5） フレイク 円礫?

，c） の引用文献は近堂祐弘(1986) ，北海道における黒|曜石年代測定法について。
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73285 18-}3 ，米原4,H－1 ．床 弼支蒔稲甲珂
73286 19-1405,米原4,H－1 ，床 縄支､評E甲可

73287 20-101 ,米原4, 11 2 ，覆土 縄文時代中期

73288 21－l l6; 釆原印; rﾛ 丁覆玉 縄支H手涌甲7町

73289 ー”=]両7 釆原亜 Ⅱ言訴『床THP-2) 縄文時代中期

73290 23-26 ，米原4,H－3 ，床(HP-2） ‐麗支時瀝甲7軒
73291 24-38 ，米原4,H－4 ，床 齢…E奉竃罰;■

7泥92 －両二76 r釆原可了H三5 ,床 縄支蒔稲r再訂

商293印画函■召睡■四一濯呂。 縄文時飛EF斯
73294 27-214,米原4,H－6 ，覆土 一混交n軒唱甲Jw
73295 28-49 ，米原4,N-52-. ,V層上縄文時代後期
73296 匹声一目藤…~厩ﾛ胃麺嚥函認』牢記罪■
73297 30-6 ，米原4,M-40二c ；V層中 縄支蒔孑E甲斯
73298剛F‐目睡■一唇■画醗;1配I罰呂謂に靴■
73299 32-11 ，米原4,M-45-b ，▽層丁壺偏世睡…灘■

73300犀一噸■画一ﾛ睡■■■鯉函騒日電瓢■
73301 脚画一目錘即…‐ﾛ層旬縄文時代早期

但し；水和速度の単位(1,,2/1000年)と年平均効果温度
北海道考古学， 22: l～15

18÷}3 ，米原忠H-l

l9-l405,米原4,H-l

而言T而~采原石T二丁
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癖輌輌輌耐翻

交交交交交文
濯瓢那瓢弼縄

時蒔蒔時蒔蒔

｜王王冠

玩議寵涼床
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Ⅶ 自然科学的手法による分析結果

表3米原3 ・宮戸3・米原4遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果
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表4－1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（ 1 ）
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表4－2各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値(2）
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Ⅶ 自然科学的手法による分析結果

表4－3各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値(3）
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表4－5各黒曜石の原産地における黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値（ 1 ）
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表4－6各黒曜石の原産地における黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値(2）
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Ⅶ 自然科学的手法による分析結果

2米原3．宮戸3・米原4遣跡のテフラについて

米原3，宮戸3、米原4の各遺跡で認められたテフラの調査結果を述べる。今回は完新世テフラの

野外観察からの記載を主とし、予察的な報告とする。テフラの化学分析、正確な対比については次年
度に報告する。

1． テフラの層序

図1に米原3遺跡のテフラ層序を示す。他の二遺跡でもこれとほぼ同様である。米原3では少なく

とも3層のテフラが識別される。グリッドH－3付近では、最上位に層厚2cm±の降下火山灰、その

下位に極く薄い腐植土(層厚Icm)を挟んで砂～礫質降下軽石堆積物があり、 これは4つのフォールユ

ニットから成っている。 さらに下位には、極く薄い腐植士(層厚0.5cm)を挟んで降下軽石・降下火山

灰がある。このテフラ層は3つのフオールユニットから成っている。この最下位のテフラの下方には、

黒色腐植土中に黒褐～赤褐色の腐植土が層厚3cm±で挟在する(発掘層位のⅣ層)。

グリッドG－4付近では、 Ⅳ層の層準付近に黒褐～赤褐色土が二層認められ、下位のものには軽石
が含まれている。

2． テフラの対比

明瞭なテフラ3層のうち、最下位のテフラの軽石は白色で斑晶をほとんど含まず、遊離結晶として

長石を少量含んでいる。軽石の特徴と分布域から、 このテフラは有珠山起源のUs-b(A.D1663)と考

えられる。軽石のユニットはUs-bpで、その直上の火山灰はUs-bl～Us-b6のいずれかであろう。

このUs-bの上位のテフラの軽石の斑晶と遊離結晶には長石、輝石類が多く含まれる。分布域と鉱

物組成、Us-bとの間の土壌層の薄さから、樽前山起源のTa-b(A.D.1667)と考えられる。

最上位の降下火山灰は樽前山起源のTa-a(A.D.1739)の可能性が高い。

発掘層位のⅣ層とされたものは、鏡下ではバブルウォール型の火山ガラスに富みアルカリ長石を含

む場合やこれに他の鉱物粒・岩片を含む場合があって、同一の鉱物組成を示さないが、バブルウオー

ル型を主体とする火山ガラスとアルカリ長石から成るテフラは白頭山（長白山）起源のB-Tmであ

る。 したがって，基本層位のⅣ層として一括された発掘層位の地層は、場所によってBTmである

場合とそうでない場合がある。

グリッドG－4付近でのUs-b下方の黒色腐植土中の2層の黒褐～赤褐色土のうち、下位の軽石ま

じりの地層は土壌化した樽前山起源のTa-cの可能性がある。

参考文献

北海道火山灰命名委員会(1979) :北海道の火山灰分布図．

石川俊夫・横山泉・勝井義雄(1972) : 「樽前山一火山地質・噴火史・活動の現況および防災対策｣．

北海道防災会議, 124pp.

曽屋龍典・佐藤博之(1980) :千歳地域の地質地域地質研究報告(5万分の1図幅) , 地質調査所，

92pp.

横山泉・勝井義雄・大場与志男・江原幸雄(1973) : 「有珠山一火山地質・噴火史・活動の現況およ

び防災対策｣．北海道防災会議, 254pp.

（花岡正光）
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